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凡例 

*｢I 著書・訳書｣(1.単著、2.共著・編著、3.対談・討議、4.訳書)、｢II 評論(新聞・雑誌掲載)｣に大別し、そ

れぞれ年次順に配列した。｢3.対談・討議｣は｢2.共著・編著｣のうち数的に多い｢対談・討議｣を別枠とし

たものである。刊行・掲載年月日は、アラビア数字のみで 9999.99.99 と記した 

*｢2.共著・編著、3.対談・討議｣のうち、初出が新聞・雑誌の場合、原則として、初出の注記として[  ]

に記した。｢1.単著｣からの採録の場合、単著の注記として[  ]に記した。 

*イザヤ・ベンダサン著は、≪イザヤ・ベンダサン≫と注記した。 

*新聞・雑誌の連載は、原則として、初回掲載に一括して記した｡ 

*著作の目次内容、新聞・雑誌の連載内容を【 】に示した。 

*雑誌目次中の表題と本文表題とが異なる場合、原則として本文表題を採用した｡ 

*新聞・雑誌の特集名・掲載欄を適宜[  ]で示したほか、無題の場合は[  ]に示して仮題とした｡ 

*掲載雑誌の巻号数は、第 1 巻第 1 号→1-1 と表記した。巻号数のほかに通巻号数を[ ]に記した場合もあ

る。日刊新聞の号数は省略し、朝・夕刊の別を、夕刊のみ[夕刊]と記した。 

*編者未確認の著作については*を付した。 

*その他、編者の注記は適宜[  ]で示した｡ 

 

本目録作成にあたっては、茂木光治編｢山本七平年譜｣ (『山本七平ライブラリー16 静かなる細き声』

文芸春秋、1997 年)617～629 頁、茂木光治編｢山本七平著作目録｣、同｢イザヤ・ベンダサン著作目録｣(稲

垣武『怒りを抑えし者－評伝・山本七平－』PHP 研究所、1997 年)462-483 頁を参照したほか、大阪市立

中央図書館、大阪府立中央図書館、大宅壮一文庫、岡山県立図書館、岡山商科大学附属図書館、岡山大学

附属図書館、神奈川近代文学館、京都大学付属図書館、京都府立京都学・歴彩館、倉敷市立中央図書館、

国立国会図書館、国立精神・神経医療研究センター図書館、山陽学園大学図書館、東京芸術大学附属図書

館、同志社大学神学部図書室、日本近代文学館、南砺市立図書館、和歌山県立図書館より資料閲覧の便宜

を得ました｡付記して謝意を表します。 
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I 著書・訳書 

1.単著 

『日本人とユダヤ人』山本書店、1970.5.10≪イザヤ・ベンダサン≫【はじめに、1 安全と自由と水のコス

ト－隠れ切支丹と隠れユダヤ人、2 米が羊・神が四つ足—祭司の務めが非人の仕事、3 クローノスの牙

と首－天の時・地の利・人の和、4 別荘の民・ハイウェイの民—じゃがたら文と祝砲と西暦、5 政治天

才と政治低能—ゼカリヤの夢と恩田木工、6 全員一致の審決は無効—サンヘドリンの規定と｢法外の法｣、

7 日本教徒・ユダヤ教徒－ユーダイオスはユーダイオス、8 再び｢日本教徒｣について－(その二）日本教

の体現者の生き方、9 さらに｢日本教徒｣について－(その三）是非なき関係と水くさい関係、10 すばら

しき誤訳｢蒼ざめた馬｣—黙示的世界とムード的世界、11 処女降誕なき民－血縁の国と召命の国、12 し

のびよる日本人への迫害－ディプロストーンと東京と名誉白人、13 少々、苦情を！－傷つけたのが目

なら目で、歯なら歯で、つぐなえ、14 プールサイダー－ソロバンの民と数式の民、15 終りに－三つの

詩、あとがき】[再刊『日本人とユダヤ人』＜角川 one テーマ 21＞(角川書店、2004)][第 1・3 章を『文

芸春秋』49-6、1971.5.1 収録。『日本教養全集 18 菊と刀 日本人とユダヤ人 サクラと沈黙』(角川書

店、1974)、『戦後 50 年日本人の発言 下』(文芸春秋、1995 年)抄録、『日本人とユダヤ人』＜山本七平

ライブラリー13＞(文芸春秋、1997)収録、第 3 章を谷沢永一編『鑑賞 日本現代文学 第三四巻 現代評

論』(角川書店、1983)収録][英訳：The Japanese and the Jews, by Richard L. Gage, Weatherhill, 1972]  

『日本教について－あるユダヤ人への手紙－』文芸春秋、1972.11.25≪イザヤ・ベンダサン≫【言葉の踏

絵と条理の世界／実体語と空体語のバランス／『檄文』の論理／神は空名なれど……／五･一五事件と

純粋人間／日本人の政治的反応／｢成長｣｢変節｣のない思想／｢お前のお前｣の責任／朝日新聞の｢ゴメン

ナサイ｣／松川事件と証言の世界／本多勝一様への返書／本多勝一様への追伸／広津氏の四原則と｢中

国の旅｣／｢百人斬り｣と｢殺人ゲーム｣／本多勝一氏とおしゃべり鸚鵡／宗教用語としての日本語／さよ

うなら｢天秤の世界｣】[再刊『日本教について』＜文春文庫＞(文芸春秋、1975)] 

『にっぽんの商人』文芸春秋、1975.3.1≪イザヤ・ベンダサン≫【はじめに／道無斎の“たてまえ”くずし

／アダムはなぜ九百三十歳まで生きたか／酒と料理とゼニと女性／唐人の小唄やら、日本人の寝言やら

／悟りを開く“ふんだら頭巾”／“医は算術”は徳川の昔から／『勧進帳』と『ちょぼくれ婢女行』／巻末

の白紙を埋めた“ふんだら先生”／サラリーマンは家庭企業の社長／天下の回り持ち－銀(かね)政権？／

武士はドロボウなり／旗本を悩ませる賄賂と“振舞い”／理由なき金銭の授受／商社化する藩と大名／

町人の教育(一)－百姓から町人へ／町人の教育(二)－商人から百姓へ／町人の教育(三)－家庭教師の選

択とテレビ／町人の教育(四)－理屈はどうにでもつく／商人に国王なし、お得意こそ国王なり／社員は

雄藩の藩士／商いの道は武士の戦場／徳川時代の OL と社用族／世界に冠たる商人大国日本】[再刊『に

っぽんの商人』＜文春文庫＞(文芸春秋、1978)、『日本教徒』＜山本七平ライブラリー14＞(文芸春秋、

1997)収録] 

『日本教徒－その開祖と現代知識人－』角川書店、1976.8.25≪イザヤ・ベンダサン≫【序にかえて－ハビ

ヤンの思想－／最初の日本教徒／破文の思想／恩という意識／世捨ての権利／叛逆の意味／勝者と敗

者／個人と秩序／神と人 I 殉教／神と人 II 懺悔／日本的普遍主義／すべてを“破した”後に】[再刊『日

本教徒 その開祖と現代知識人』＜角川文庫＞(角川書店 1980)、『日本教徒 その開祖と現代知識人』＜角

川 one テーマ 21＞(角川書店、2008)][『日本教徒』＜山本七平ライブラリー14＞(文芸春秋、1997)収録]  

『ある異常体験者の偏見』文芸春秋、1974.5.15【ある異常体験者の偏見／軍隊語で語る平和論／中国兵

は強かった／アントニーの詐術／悪魔
サ タ ン

の論理／聖トマスの不信／アパリの地獄船／鉄梯子と自動小銃

／マッカーサーの戦争観／洗脳された日本原住民／横井さんと戦後神話／一億人の偏見／あとがき『私

の反論のあとさき』を読んで／[本書で言及する新井宝雄の評論を付録として収録：＜付＞一 森氏の批
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判に答える／二 決定的な要素は人間である／三 私の反論のあとさき]】[再刊『ある異常体験者の偏見』

＜文春文庫＞(文芸春秋、1988)]、[『ある異常体験者の偏見』＜山本七平ライブラリー7＞(文芸春秋、

1997)収録、同書から｢ある異常体験者の偏見｣を中島岳志編『現代の反逆としての保守』＜リーディン

グス 戦後日本の思想水脈 7＞(岩波書店、2017 年)収録][増補版『ある異常体験者の偏見』(さくら舎、

2024)に 2 編 (ある下級将校の復員体験／ジャングルを出る－横井庄一さんのことをきいて)を増補] 

『比較文化論の試み』＜精神開発叢書 40＞富山県教育委員会編・刊、1975.3.25【ひとりよがりの日本人

／民族による臨在感の差／セム族の臨在感の特徴／臨在感の歴史的裏付け／ショフティムと多数決原

理／言葉を重んじるセム族の伝統／護教論とその裁定／言葉の差－神概念の相違／ものの見方の差】

[加筆・訂正して『比較文化論の試み』＜講談社学術文庫＞(講談社、1976.6.30)、『さまざまな文明から』

＜著名人が語る＜考えるヒント 16＞(リブリオ出版、1997)収録] 

『私の中の日本軍』上・下、文芸春秋 1975.11.30、12.15【ロッド空港事件と内務班／残飯司令と増飼将

校／戦場のほら・デマを生みだすもの／｢トッツキ｣と｢イロケ｣の世界／ジャングルという生き地獄／戦

場の｢定め｣と｢常識｣]／軍人より軍人的な民間人／扇動記事と専門家の義務／すべてを物語る白い遺髪

／不安が生み出す｢和気あいあい｣／｢親孝行したい｣兵隊たち／精神的里心と感覚的里心／戦場で盗ん

だ一枚のハガキ／日本刀神話の実態／白兵戦に適さない名刀／S軍曹の親指／戦場の内側と外側／軍隊

での｢貸し｣と｢借り｣／陸軍式順法闘争の被害者／捕虜・空閑少佐を自決させたもの／｢時代の論理｣によ

る殺人／最後の｢言葉｣】[再刊『私の中の日本軍』＜文春文庫＞(文芸春秋、1983)、『私の中の日本軍』

上・下＜文春学芸ライブラリー＞(文芸春秋、2022)][『私の中の日本軍』＜山本七平ライブラリー2＞(文

芸春秋、1997)収録]  

『存亡の条件 日本文化の伝統と変容』ダイヤモンド社、1975.12.4【第 1 章 進歩と停滞、第 2 章 民族と

滅亡、第 3 章 指導者とその時代、第 4 章 合理と非合理、第 5 章 直線と回帰、第 6 章 虚構と偶像、第

7 章 啓蒙時代の果て】[再刊『存亡の条件』＜講談社学術文庫＞(講談社、1979)][再編集版『存亡の条件 

日本人を動かす原理』(ダイヤモンド社、2011)、石破茂｢日本はどうあるべきか－序にかえて｣を付す]  

『無所属の時間』旺史社、1975.12.20【はじめに／仮面と人間／知の沈黙の時代／二度の死／鳥屋籠／道

楽／世間の目／意識の交点／秘密の原則／原則は簡単です／太陽の所有権／不況のタイプ／馬と春闘

／水増し数字／寝るは一畳／恐ろしい話／さらに恐ろしい話／もっと恐ろしい話／一番恐ろしい話／

荒野と沃野／言葉と映像／スローガンと内容／環境の特質／インフレ・アレルギー／民族感情／災害と

人気と人望／交通戦争／本封帰り／凡人の感情／慇懃無礼／占い／安楽死／PPM／禁輪と開発／世論

と常識／トゲトゲしさ／気になること／軍事力／教会闘争／本当の失業時代／大同と小異／ペレス氏

の談話／全国紙・地方紙／｢引く｣と｢押す｣／出版と勤勉さ／世界最古の社会保障法／｢なる｣のと｢する｣

のと／歴史における｢生活の座｣／キリスト教と笑い／私の尊敬する人】[再刊『無所属の時間 新しい視

点を生む物の見方・考え方』＜PHP 文庫＞(PHP 研究所、1988)][｢全国紙・地方紙｣を『新聞の運命』(さ

くら舎、2019)収録] 

『日本人と原子力 核兵器から核の平和利用まで』ワールドフォトプレス、1976.12.15【はじめに、第一

章 エネルギー問題の歴史的課題、第二章 現在の世界エネルギー事情、第三章 戦後日本と核意識、第

四章 日本人の意識構造と原子力、対論①原子力の平和利用と日本の位置について[対談：今井隆吉]、

対論②原子力開発の歴史と究極兵器について[対談：秦郁彦]、対論③原子力の未来と将来の日本につい

て[対談：小松左京]、あとがき][対談 3 編を『明日を読む』＜山本七平全対話 8＞(学習研究社 1984)

収録] 

『一下級将校の見た帝国陸軍』朝日新聞社、1976.12.20【“大に事える主義”／すべて欠、欠、欠…。／だ

れも知らぬ対米戦闘法／地獄の輸送船生活／石の雨と花の雨と／現地を知らぬ帝国陸軍／死の行進に

ついて／みずからを片づけた日本軍／一、軍人は員数を尊ぶべし／私物命令・気魄という名の演技／｢オ

ンリ・ペッペル・ナット・マネー｣／参謀のシナリオと演技の跡／最後の戦闘に残る悔い／死のリフレ

イン／組織と自殺／still live、スティルリブ、スティルリブ…／敗戦の瞬間、戦争責任から出家遁世し

た閣下たち／言葉と秩序と暴力／統帥権・戦費・実力者／組織の名誉と信義】[再刊『一下級将校の見
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た帝国陸軍』＜文春文庫＞(文芸春秋、1987)][『ある異常体験者の偏見』＜山本七平ライブラリー7＞(文

芸春秋 1997)収録] 

『｢空気｣の研究』文芸春秋 1977.4.1【空気の研究／｢水＝通常性｣の研究／日本的根本主義について】[『｢空

気｣の研究』＜文春文庫＞(文芸春秋、1983)、新装版『｢空気｣の研究』＜文春文庫＞(文芸春秋、 2018)][韓

国語訳『공기의 연구  일본을 조종하는 보이지 않는 힘에 대하여』박용민訳、헤이북스、2018][『｢空

気｣の研究』＜山本七平ライブラリー1＞(文芸春秋、1997)収録] 

『現代の超克』ダイヤモンド社、1977.5.19【一 鎖国思想と現代、二 イデオロギーの黄昏、三 ｢マスコ

ミ｣の解剖、四 世相五十話(｢わかった｣／｢国旗｣意識／｢敵｣意識／埋没せぬ人間／詭弁／平等／奴隷王

朝／以毒制毒／対立／政は聖か／間抜け悪魔／前歴偽らず／弁護人不在／失言／新年祭／東京都県／

近衛さん／投票意識／爆弾｢魔｣／例外婦人／パロディ／タバコ論争／絶対的正義／現地読み／人柱の

思想／嘘の民族差／教育勅語／安息なき社会／語学三割／灰色高官／傍観者／無駄でない経験／深代

さんなら／オーメン／カーターの教義／住民運動／自民党はなぜ選挙に強いのか／ロッキード事件の

再発を防ぐには／若い人の｢社会党離れ｣／日本人と外国人の主張の度合い／海外では通用しなかった

／｢善悪｣と｢好き嫌い｣の峻別／“笑い”の奥にあるもの／社会は｢賢者｣を必要とする／日本人は宗教に

無感心な民族か／住職に頼まれて記入した一句／世代間の意志の疎通／三〇年後の日本はどうなって

いる／石原謙先生の最後の言葉／未来は仮説の中にしかない)】 

『受容と排除の軌跡』＜書下し>＜Tomo 選書＞主婦の友社、1978.3.7【第一章 ヘレニズム圏での受容と

排除、第二章 日本的受容の基盤とは、第三章 日本史にあらわれた受容と排除－キリスト教伝来、第四

章 象徴的存在－不干斎ハビヤン 彼の過去の否定、第五章 ハビヤンにおける受容と排除、第六章 白石

における受容と排除の思想、第七章 ｢神国｣論の系譜、終章 伝統から新しい将来へ】[『これからの日

本人』＜山本七平ライブラリー11＞(文芸春秋、1997)収録] 

『日本人と聖書』[青山学院中等部教養講座(第 4 回)講演要旨]青山学院中等部、1978.5 

『日本人の人生観』＜講談社学術文庫＞講談社、1978.7.10【日本人の人生観／｢さまよえる日本人／日本

人の宗教意識／文化としての元号考察】 

『日本の伝統と将来』[1978.7.24 第 8 回京都青年研修会(於比叡山延暦寺会館)]前尾繁三郎事務所新文化研

究会、1978.9 

『日本人的発想と政治文化』日本書籍、1979.8.20【はじめに、第 1 部(活字文化の運命－新聞批判の問題

点／｢風派｣人物と日本の新聞／だれもわからない中国報道／むすび－報道の放棄はなぜ起こるか)、第 2

部(バランスの崩れた伝統思想／思想の創出と風土との同化／｢秩序の思想｣の過渡／ある保革交代劇／

革命のロマンを捨てよ／政治文化ということ／日本的見方で見る／｢時の審判｣と｢感情充足｣／北と南

のはざまにて／“普遍的原理”の押しつけ／脱落者を守るということ／｢変節｣とは何か／アメリカは｢民

主主義｣の国か／｢宗教支配｣下のアメリカ／責任追及者の責任／“問題化”という問題／技術以前の思想

の問題／伝達手段と伝達価値／宣伝戦と新聞報道を見抜く｢目｣／むすび－｢言葉なき思想｣は｢言葉ある

思想｣に対抗できるか)、第 3 部(日本人の発想と社会構造／新しい指導者の条件／日本人と派閥意識／日

本的自然と西欧的論証／日本的｢自由｣の求めるもの)、おわりに】[第 3 部(日本人の発想と社会構造／新

しい指導者の条件／日本人と派閥意識／日本的自然と西欧的論証／日本的｢自由｣の求めるもの)を『指

導者の条件』＜山本七平ライブラリー 5＞(文芸春秋、1997)第 3 部｢日本型指導者｣に収録] 

『勤勉の哲学 日本人を動かす原理』PHP 研究所、1979.10.31【勤勉の哲学以前－日本的思想の成立とキ

リスト教の伝来／“肯定的革命”と治教一致－日本独自の秩序は、いかにして築かれたか／日本的思想の

枠組－鈴木正三の時代と、その思想の出発点／鈴木正三と日本的資本主義の精神－仕事とは、すなわち

仏行である／日本人の仕事観－正三は、｢商｣における利潤追求を、どう解釈したか／世法・仏法と正三

－正三は、なぜ職業的宗教家を嫌悪したのか／正三・梅岩とその思想背景－その業績が、真に独創的と

いえる理由／石田梅岩の世界観－人間の本性、宇宙の本性／“理屈屋”梅岩の実践的日常倫理－その思想

は、いかにして形成されたか／勤勉の哲学－梅岩が倹約をときつづけた理由／石門心学と後継者たち－
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梅岩没後の大衆化と変質】[再刊『勤勉の哲学 日本人を動かす原理』＜PHP 文庫＞(PHP 研究所、1984)、

改題再刊『勤勉の哲学 日本人を動かす原理・その 2』＜Non select＞(祥伝社 2008)]  

『日本資本主義の精神 なぜ、一生懸命働くのか』＜書下し＞＜カッパ・ビジネス＞光文社、1979.11.5【第

1 章 日本の伝統と日本の資本主義(日本のこれまでを支えたものは何だったのか／血縁社会と地縁社会

／｢契約｣の社会と、｢話し合い｣の社会)、第 2 章 昭和享保と江戸享保(日本をつくった二人の思想家／禅

とエコノミック・アニマル／神学と心学)、第 3 章 現代企業のなかの｢藩｣(｢資本の論理｣と｢武士の論理｣

／日本資本主義の美点と欠点／日本資本主義の伝統を失わないために）】[再刊『日本資本主義の精神』

＜光文社文庫＞(光文社、1984.9.10)、『日本資本主義の精神』＜PHP 文庫＞(PHP 研究所、1995)、『日

本資本主義の精神』＜B 選書＞(ビジネス社、2006)、新装版『山本七平の日本資本主義の精神』(ビジネ

ス社、2015)][『日本資本主義の精神』＜山本七平ライブラリー9＞(文芸春秋、1997)収録][英語訳：The 

spirit of Japanese capitalism and selected essays, translated by Lynne E. Riggs and Takeuchi 

Manabu ; introduction by Frank Gibney、Madison Books, c1992. 中国語訳『日本資本主義精神』莽

景石訳(生活・讀  書・新知三聯書店、1995)]  

『｢あたりまえ｣の研究』ダイヤモンド社、1980.10.9【I 指導者の条件(日本人と｢自分の原理｣／説得力に

ついて／日本的指導者の顔／｢無羊文化｣の国ニッポン／枝葉末節の対決／話合いの恐怖／われわれの

自由／サタンの誘惑／無駄な十年)、II 世論というものは(大新聞の妙な論説／身勝手な片思い／グレる

現象／診断の基準／小説の効用)、III 国境を出れば(あるスパイの忠誠心／中東を認識するために／集団

自殺と伝統／私観－Sogo-Shosya)】[再刊『｢あたりまえ｣の研究』＜文春文庫＞文芸春秋、1986][『｢空

気｣の研究』＜山本七平ライブラリー1＞(文芸春秋、1997)収録、第 1 部｢指導者の条件｣を『｢日本人｣原

論 日本社会の見えざる規範』(ダイヤモンド社、2011)と題して刊] 

『聖書の常識 日本人は知らなすぎる』＜オレンジバックス＞講談社、1980.10.1[＜座右版＞講談社、

1983.8、＜講談社文庫＞講談社、1989.1 ]【誤解されている聖書／聖書誕生の秘密／歴史書としての聖

書／イスラエル史としての聖書／日本人にはむずかしい契約の思想／現代も生きる聖書の律法／聖書

における預言の重み／革命思想の原点／ユダヤ教の成立とその問題点／聖書のなかの知恵・空と無・恋

／キリスト教への胎動(一)－ユダヤ教の三派／キリスト教への胎動(二)－黙示文学と終末論と救済者／

キリスト教への胎動(三)－洗礼運動とガリラヤの風土／新約聖書とイエスと同時代の資料／新約聖書の

なかのイエス／キリストとは何か—メシア、人の子、神の子、主／使徒の世界—パウロとヨハネ】[改

題・加筆・再編集『聖書の常識 聖書の真実 日本人は｢旧約・新約｣を誤解している』＜講談社+α 文庫＞

(講談社、1999)、再刊『聖書の常識』＜文春学芸ライブラリー3＞(文芸春秋、2013)] 

『日本における法の考え方』[『討論集会』53＜尾崎行雄記念財団＞]1981.3.1 [｢日本人の法意識から何が

見えるか｣と改題『戦争責任は何処に誰にあるか』(2016、さくら舎)収録] 

『空想紀行』講談社、1981.5.12【はじめに、i サルマナザールの国への旅立ち、ii 実体感＋架空物語の展

開、iii サルマナザールの宗教論争、iv 問答－ヨーロッパ頭脳の中身、v 奇妙な家の設計図、vi 台湾教と

台湾人、vii 他国文化への関心、viii 虚構の国の風俗、ix 架空都市創造、x 民衆の迷信的慣習が意味する

もの、xi 人工語創作術、xii 虚構の書の主題】 

『聖書の旅』＜白川義員写真＞文芸春秋、1981.7.30【はじめに／シナイの真珠／契約の地／鉄と駱駝／

倒れた勇士／王位の道／逃走と亡命の日々／ダビデの逆襲／勇士アブネルの謀殺／神の革命／黄金の

聖都／流亡の民／美女と伝説／失われた地／裏切り者の謎／ユダヤ戦記】[『聖書の旅』＜文春文庫＞(文

芸春秋、1991)][『聖書の常識』＜山本七平ライブラリー15＞(文芸春秋 1997)収録] 

『｢常識｣の研究』日本経済新聞社、1981.8.20【はしがき、I 国際社会への眼(シオニズムと風土／北と南

のはざまにて／内政の時代／｢南学｣のすすめ／食糧難民への対策／革命の幻想／ロマンの浮沈／｢理想

郷｣からの逃避／アメリカと宗教／アメリカの不思議／愛憎両端感情の克服／タテマエとホンネ／革命

の狂気／海上秩序の傘／予測不能時代の到来）、II 世論と新聞(原発と新聞報道／宣伝戦と新聞／“問題

化”という問題／伝達手段と伝達価値／｢知る権利｣のゆくえ／責任追及者の責任／｢時の審判｣神話／新
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聞は｢不偏不党｣／国際感覚のズレ／政策論争抜きの報道／企業の自殺／｢虚妄の納得｣／数字と実感に

ついて)、III 常識の落とし穴(｢変節｣とは何か／再び｢変節｣について／情報の価値／言葉と｢生活の座｣

／社会意識の中年化／指導者の条件／｢なるなる論｣の功罪／意識の再生産／社会科学批判／民衆像を

捉える方法／学歴迷信／日本人とアラブ人／兎小屋賛／論争否定の伝統／正常と異常／技術以前の問

題／｢終末論的発想｣)、IV 倫理的規範のゆくえ(｢で｣で食っても｢を｣で食うな／｢自由｣とは／｢秩序の思

想｣／傾斜生産の教訓／｢老｣の資格／現実的態度とは／伝統文化と近代化／｢ミドル日本人優秀説｣／情

報蒐集の原則／｢隠居仕事｣の見直し／高齢化社会を生きる道／防衛の四原則／｢空気｣のようなもの）、V

島国の政治文化(｢派閥｣と政治文化／保革交代劇／人望について／期待の倫理／国民感情と国家感情の

あいだ／情報の提供者／普遍主義的自由主義／｢勧進帳｣的核問答）】[再刊『｢常識｣の研究』＜文春文庫＞

(文芸春秋、1987)][『｢常識｣の研究』＜山本七平ライブラリー４＞(文芸春秋、1997)収録] 

『論語の読み方 いま活かすべきこの人間知の宝庫』＜書下し＞＜知的サラリーマン・シリーズ 13＞祥伝

社 1981.11.30【1 章 いま、なぜ『論語』なのか、2 章 偉大なるリアリスト－孔子の素顔、3 章｢有教無

類｣－生涯学びつづける精神、4 章｢礼楽｣－人間社会繁栄の方法、5 章｢信｣－人間性を見抜く基準、6 章

｢下学｣－人間を創りあげる基盤、7 章｢上達｣－人望を得るための条件、8 章｢仁｣－人それぞれの歩むべ

き道】[新装版『論語の読み方』(祥伝社、1986)] [『論語の読み方＜山本七平ライブラリー10＞(文芸春

秋 1997)収録]  

『時評｢にっぽん人｣』読売新聞社、1981.12.14【I(なぜ自民党か。国民の｢期待の倫理｣を探る／根深い社

会党への国民の｢不信と不安｣／気になる日本の政治文化の伝統－儒教的なるもの／世話人型リーダー

の登場で自民党は沈滞する／十年一日の内閣批評－｢派閥均衡の実務型｣について／創価学会の｢内紛｣

の不可解な部分／鈴木内閣支持率に見る｢ケチ
 、  、

｣の考察／｢血権｣は腐敗の永久追放にならない／ジミー

とビリーは教会が違う－ジョージア州プレーンズを訪ねて／電話、車を拒否、十八世紀以来の生活様式

－ニューヨーク近郊のアーミッシュ村／日本とフランスの｢優等生｣の違い／伝統的な倫理観をぜひ教

育に－新大阪駅売店の｢正直おばさん｣に思う／インド北部の大暴動にみる宗教的｢食物禁忌｣／予想外

の事件二つ－東エルサレム併合・首都宣言 金大中への死刑宣告／米紙の｢関ヶ原｣と｢光州｣の混同に驚

く／日本人が｢冷静｣でいられる三つの理由－イラン・イラク戦争)、II(｢反政府｣は｢反国家｣ではない－

金大中を裁いた韓国政治の矛盾／｢主権在民｣忘れた憲法論議－憲法は変え得るのか、変え得ないのか／

｢精神的充足｣と｢全き自由｣の関係－｢いのちの電話｣創設十年／｢食糧｣が変える社会主義圏の体制－｢イ

デオロギーより増産｣が支配的に／超｢常識｣事件が起こった場合、どう対処する？／｢レーガンは右へ｣

の疑問－古典的な定義は現実を見誤る／｢自然に帰れ｣的発想は必ずしも環境を守れない／｢四人組｣裁

判で痛感した｢自由意思に基づく秘密投票｣の大切さ／｢受験｣に見る恩恵を忘れた人の傲慢さ／｢未来は

推し計ることはできない｣－｢十二月八日｣から四十年生きて／クリスマスはなぜ十二月二十五日？－歴

史的にも根拠ない｢キリストの誕生日｣／国会は早急に｢議員定数を減らす｣原則の確立を／シナイ半島

で思う－｢日本とは何と豊かな国！｣／アテネの夜に見た暴力徹底否定のギリシャ文化／失われた規範

－｢卑怯｣｢身から出た錆｣｢堅気｣／二つの判決に見る｢国の伝統｣－金大中と四人組)、III(｢日本語の輸出｣

は夢物語か／封じ込めるな、自衛隊の｢言論の自由｣／続・｢日本語の輸出｣は夢物語か／｢嫌煙権運動｣の

行方／ローマ法王｢存続の知恵｣に学ぼう／世界から飢えを追放するために日本の農業技術援助を／日

本の地価は高いか低いか／｢イリュージョン｣の不思議／私が出したい就職試験問題／予備校生の殺意

を｢解く｣カギ ｢阿闍世コンプレックス｣／｢叱る｣と｢教える｣との違い／高齢化社会のあるべき姿／季節

はずれの花見も楽し／中国が悩む自然破壊の後遺症／真夜中の｢口頭試問｣／｢非核三原則｣は現実的な

対処を／情報社会での平衡感覚】[｢予備校生の殺意を｢解く｣カギ ｢阿闍世コンプレックス｣｣を『胎児は

人間でないのか 優生保護法の疑問点』(日本教文社編・刊、1982)収録] 

『日本の資本主義以前』＜一隅会速記録 第 134 回＞一隅会、1982.2.15 

『旧約の風景』[善養寺康之写真]講談社、1982.10.15【エジプト／荒野の生活／種なしパン／シナイの道

／ワディ・フィラン／ラスハ―ラ高原／シナイ山／モーセの山 山頂／モーセの山にて／ベドウィンの

女性／アカシヤの話／砂あらし／夕焼け／カデシ・バルネア／ネゲブの砂漠／死海／エリコ／サマリヤ

の風景／シケム／旅人／エズレルの野／シロ／アベク／ベテシャン(弓の歌)／ダビデの町エルサレム／
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メギド／サマリヤ／サマリヤ人／荒野／シエマ／なつめやし／あめんどう／枯れ草／物見やぐら／羊

／光／エルサレム／旧約聖書のながれ】 

『日本的革命の哲学 日本人を動かす原理』PHP 研究所、1982.12.6【第 1 章 日本に革命思想はなかった

か、第 2 章 聖書型革命と孟子型革命、第 3 章 北条泰時の論理、第 4 章 ｢承久の乱｣の戦後処理、第 5

章 明恵上人の役割、第 6 章 明恵上人と北条泰時、第 7 章 明恵の“裏返し革命思想”、第 8 章『貞永

式目』の根本思想、第 9 章 調整型経営者・泰時、第 10 章 象徴天皇制の創出とその政策、第 11 章 『貞

永式目』の制定過程、第 12 章 日本人の相続原則、第 13 章 ｢泰時の平和｣のジレンマ、第 14 章 鎌倉

時代の“宗教の自由”、第 15 章 『式目』の刑罰思想、第 16 章 日本に奴隷制はあったか、第 17 章 統

治する側の職務と権限、第 18 章 日本的実力主義の論理】[再刊＜PHP 文庫＞PHP 研究所、1992、改

題再刊『日本的革命の哲学 日本人を動かす原理・その 1』＜Non select＞祥伝社 2008] 

『論語について』＜一隅会速記録 第 142 回＞一隅会、1983.2.15[｢日本を動かした『論語』の本質は何か｣

と題して『渋沢栄一 日本の経営哲学を確立した男』(さくら舎、2018)抄録] 

『現人神の創作者たち』文芸春秋、1983.8.20【序章、I(慕夏思想・天皇中国人論と水土論／亡命中国人に

発見された楠木正成／日本＝中国論の源流)、II(もし孔子が攻めてきたら／国家神道という発想／正統

的な儒学者・佐藤直方／偽書のたどった運命／殉忠の思想／政治が宗教になる世界／志士たちの聖書／

売国奴と愛国者のあいだ)、III(歴史への｢共鳴・掘り起し現象｣／聖人から極悪人へ／｢輸入史観｣適用の

無理／源義朝は大悪人か／自ら権力を放棄した朝廷／｢華｣を目指す｢夷｣の優等生／歴史の過ちを正す

という発想—大政奉還の預言／失徳・無能の天子・後醍醐天皇批判／天皇批判の逆効果)、IV(応用問題

としての赤穂浪士論／現人神の育成者へ、そして明治維新へ)、あとがき】[再刊『現人神の創作者たち』

上・下＜ちくま文庫＞(筑摩書房 2007)][『現人神の創作者たち』＜山本七平ライブラリー12＞(文芸春

秋 1997)収録、｢政治が宗教になる世界｣を『昭和文学全集 34 評論随想集 2』(小学館、1989)収録] 

『一九九〇年の日本』福武書店、1983.6.30【1 日本人の履歴書－基礎教育、2 日本人の履歴書—中国から

の学習と勤労思想の確立、3 変換期にみる日本人の柔軟性、4 15 年周期仮説でみる昭和史、5 1990 年

代の日本】[改題再刊『一九九〇年代の日本』＜PHP 文庫＞(PHP 研究所、1987)] 

『帝王学｢貞観政要｣の読み方』日本経済新聞社、1983.11.25【いま、なぜ『貞観政要』なのか／｢兼聴｣－

情報を吸い上げる／｢十思｣｢九徳｣－身につけるべき心構え／｢上書｣－全能感を捨てる／｢六正・六邪｣－

人材を見わける基本／｢実需｣－虚栄心を捨てる／｢義｣と｢志｣－忘れてはならぬ部下の心構え／｢自制｣

－縁故・情実人事を排する／｢仁孝｣－後継者の条件／｢徳行｣－指導者に求められるもの】[再刊『帝王

学｢貞観政要｣の読み方』＜文春文庫＞(文芸春秋、1990)、『帝王学｢貞観政要｣の読み方』＜日経ビジネ

ス人文庫＞(日本経済新聞社 2001)][『帝王学』＜山本七平ライブラリー3＞(文芸春秋、1997)収録][『帝

王学《貞観政要》的領導芸術』周君銓訳＜大衆文庫＞(三聯書店、1990)] 

『人間集団における人望の研究 二人以上の部下を持つ人のために』＜新書版＞祥伝社、1983.9.25【1

章 ｢人望｣こそ、人間評価最大の条件－現代に甦る“人望主義”の精神とは何か、2 章 ｢人望のある人｣と

は、どんな人か－｢不徳の致すところ…｣にみる、徳と人望の相関関係、3 章 不可欠の条件－｢九徳｣と

は何か－時代を問わず、世界中に通用してきた徳目を学ぶ、4 章 人間的魅力と｢常識｣との関係－「中

庸＝常識」が示唆するリーダーの現代的人間像とは、5 章 儒教の｢徳｣とキリスト教の｢徳」－東洋・西

欧に共通する人望の条件を洗い出す、6 章 ｢教なければ禽獣に近し｣－子どもを人望ある人に育てるに

は、どうすればよいか、7 章 機能集団における指揮者の能力とは－人徳プラス能力によって部下の｢や

る気｣を鼓舞するために、8 章 現代人が学ぶべき｢人望｣の条件－｢コスモ・エイティ｣発足事件が示す“人

心掌握”の典型例】[再刊『人間集団における人望の研究』＜文庫版＞(祥伝社、1991)、『人望の研究 二

人以上の部下を持つ人のために』(祥伝社 2009)][『論語の読み方』＜山本七平ライブラリー10＞(文芸

春秋、1997)収録] 

『歴史の都エルサレム』[善養寺康之写真]講談社、1984.3.26【スコパス山／南からの展望／城壁／荒野／

アブサロムの墓／全景／ヤッファ門／上の町／旧市街／西の壁の広場／祈り／ウィルソン・アーチ／ヨ
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ム・キップロの少女／メア・シェアリム／エルサレムの空／シオン門／ダビデの墓／エッケ・ホモの教

会／悲しみの道／聖墳墓教会／キリスト教／ムリスタン広場／オリブ山／ダマスコ門／城内／生活／

岩のドーム／歴史を生きる人々／黄昏のエルサレム】 

『「帝王学」について』[講演]七十七銀行調査部、1984.7 

『山本七平の旧約聖書物語』三省堂、1984.9.25【序 I イスラエルの誕生(太初に神､天地をつくりたまえ

り／｢法規｣と｢物語｣の成り立ち／創世記のアナクロニズム／ヤコブとイスラエル／ヨセフとその兄弟

たち／エキソダス／モーセ／｢出エジプト｣の旅程評／ヨシュアと士師たち／ペリシテとイスラエル)、II

王と預言者の時代(サムエルとサウル／サウルとダビデ／ダビデの登位／聖都エルサレムのはじまり／

アブサロムの物語／ソロモンの王国／王国分裂､アハブ王とエリヤ／アモスとホセア／北王国イスラエ

ルの滅亡／アッシリア帝国とヒゼキヤ王／イザヤとミカ／最初の革命／ヨシヤ王と申命典記者／聖書

の｢社会保障｣／ユダ最後の日々)、III 亡国の民(バビロン捕囚／エゼキエル／謎の詩・謎の詩人／旧約・

新約|｢古い契約｣と｢新しい契約｣／エズラとネヘミヤ／旧約聖書の｢はじめに言葉あり｣／聖書と医術／

ヨブと神とサタン／マカバイ王朝の成立／黙示文学ダニエル書／旧約聖書の｢キリスト｣)】[再刊『山本

七平の旧約聖書物語』＜徳間文庫＞(徳間書店、1988)、『山本七平の旧約聖書物語』上・下＜B 選書＞(ビ

ジネス社、2005)、新装版『山本七平の旧約聖書物語』上・下(ビジネス社、2015)] 

『ガリラヤの道』[善養寺康之写真]講談社、1984.9.25【時代背景／福音について／パリサイ人との衝突と

イエスの決断】[｢時代背景｣を｢イエス登場｣と改題『山本家のイエス伝』(山本書店、1996)収録] 

『十字架への道』[善養寺康之写真]講談社、1984.10.15【エルサレムへ／パリサイ人／イエスの人間とし

ての苦しみとその裁判】[｢パリサイ人｣を｢イエスの闘争｣と改題『山本家のイエス伝』(山本書店、1996)

収録] 

『派閥 なぜそうなるのか』南想社、1985.5.15【ウラ権力としての派閥(派閥の生命力／納得治国家・日

本／政治劇の裏の派閥）、対抗藩閥としての派閥(派閥の歴史／｢虎を描いて猫になる｣式明治の政治／政

党の誕生と民権運動の挫折／藩閥から｢資金派閥｣へ／星亨の政党派閥経営／派閥の増殖と闘争）、将来

への課題】[｢文庫版の序｣を付し改題・再刊『｢派閥｣の研究』＜文春文庫＞(文芸春秋、1989)] 

『指導力 ｢宋名臣言行録｣の読み方』日本経済新聞社、1986.1.24【プロローグ いま、なぜ『宋名臣言行

録』なのか、1 宋の創業時代、2 守成へと進む、3 守成から最盛期へ、4 衰亡のきざし、5 王安石とその

改革 6 司馬光と旧法への復帰、エピローグ 宋の滅亡へ】[再刊『指導力 ｢宋名臣言行録｣の読み方』＜日

経ビジネス人文庫＞(日本経済新聞出版社、2008)][『帝王学』＜山本七平ライブラリー3＞(文芸春秋、

1997)収録] 

『洪思翊中将の処刑』文芸春秋 1986.1.30【南方赴任／韓国系将校／忠誠／出生伝説／虚構の応酬／戦犯

法廷／複廓陣地／敗戦／平常心／山下裁判の証人／捕虜輸送／小田島証言(一)／小田島証言(二)／小田

島証言(三)／武藤証言／ヘイズ日記(一)(二)(三)(四)／指揮権／木原証言／無罪申立／論理と論証／判決

／聖書／絞首台】[『洪思翊中将の処刑』＜山本七平ライブラリー8＞(文芸春秋 1997)、『洪思翊中将の

処刑』上・下＜ちくま文庫＞(筑摩書房、2006)、『洪思翊中将の処刑 2 版』(パンダ・パブリッシング、

2019)] 

『現代の処世－飽食時代の菜根譚－』＜講談社ビジネス＞講談社、1986.4.17【はじめに、第 1 部 戦争が

もたらすもの(人と本との出会い／｢変外の変｣に処す／逆境のなかで／徳は才の主人)、第 2 部 戦後の菜

根譚(飢餓状態と自己中心主義／｢無所属の時間｣に感じた悟り／校正業で身を立てる／山本書店創成期)、

第 3 部 治世の常識(眼を高きに保つ／有名という虚名／人生は航海／教育がつまずく飽食の時代）、お

わりに】 

『小林秀雄の流儀』新潮社、1986.5.20【1 小林秀雄の生活、2 小林秀雄の｢分る｣ということ、3 小林秀雄

とラスコーリニコフ、4 小林秀雄と『悪霊』の世界、5 小林秀雄の政治観、6 小林秀雄の｢流儀｣】[『小

林秀雄の流儀』＜PHP 文庫＞(PHP 研究所、1994)、『小林秀雄の流儀』＜新潮文庫＞(新潮社、2001)、
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『小林秀雄の流儀』＜文春学芸ライブラリー＞(文芸春秋、2015)] 

『｢常識｣の非常識』日本経済新聞社、1986.5.23【1 国際社会をみる眼(戦争の原因は何か？／カトリック

の戦争観／軍事力の考え方／｢平和競争｣を望む／今も生きるサダト／死海からの報告／ソ連の官僚体

制／暴かれた楽園／｢病理的存在｣と援助／日本語の国際化／｢底流的反米感情｣／｢反｣や｢親｣の感情抜

きの判断を／摩擦解消の鍵はタイポロジー／｢死守すべき一線｣型思考／｢敗者の論理｣／｢非武装中立

論｣)、2 時代を読む(時代の読み方／はずれた予測から学ぶ／｢待ち｣の効用／｢基礎｣を見失う／変化と継

続／｢継続｣か｢転換｣か／原子力の日／正月に世の中変わるわえでない／昭和六十年に積み残したこと

／知的防衛策のすすめ／人類の愚行と知恵／世界地図の新しい方向)、3 教育改革への模策(社会進歩の

あとの憂鬱／教育批判の解禁／臨教審と｢ミッテランの予言｣／教育とは自己抑制を教えること／量の

変化が質を変える／天ハ学問ノ上ニ文部省ヲ作ラズ／グレる子の周辺／倫理は穀粟／アジュール権／

｢教科書問題｣論議／歴史記述の問題／近くて遠い｢日本人とユダヤ人｣)、4 報道と世論(｢カハン報告｣に

生きるユダヤの歴史／報道の深層心理／法は大信、言は喜怒／電波小国ニッポン／八年後に日本は破滅

する？／出版倫理と読者／商売の秘伝／｢高度成長｣の秘密)、5 日本人の神話(多様な指導者像／｢勤勉な

日本人｣神話／日本人の勤労観／事実と心理的反応／｢単線的な見方｣が外国理解を阻む／｢大変だ！｣騒

動／｢対立の虚構｣がひとり歩き／反国家的野党と占領政策／哀しき現代の壮士／票にならない外交／

10・12 擬似事件／法と倫理の間／｢公式参拝｣の意外な国際性)、6 未来への構図(｢転向｣の欧米的考え方

｢二者択一以外｣の道／比較調査の意味と無意味／開発と環境のジレンマ／国鉄・農協に方向転換策ない

か／｢寒暖格差｣の是正／老人問題の方向／制度改廃の理念／｢餌づけ支配｣の阻止／OA とロボット／欧

日でなく｢古き日本｣から学べ／｢生き永らえる企業｣の法則／｢神がかり的｣発想が作る｢合理性｣／保護

なき産業の奇跡／武権から経済権へ／民族史のすすめ)】[『｢常識｣の非常識』＜文春文庫＞(文芸春秋 

1994)]  

『｢御時世｣の研究』文芸春秋、1986.5.30【まえがき／角栄の御時世(午後三時の太陽／角栄が｢家康｣に見

えた日／｢暖国政治｣への挑戦者／｢角栄｣を育てた雪国の黒衣たち／ナショナル・リーダーの落第生）、

早すぎた新聞の弔辞、今後に残された問題－あとがきに代えて】[改題再刊『田中角栄の時代』(祥伝社、

2016)] 

『危機の日本人 日本人の原像と未来』＜書下し＞＜Kadokawa books＞角川書店、1986.10.25【日本の

未来はどうなるか－はじめに、序章 相手を知るにはどうするか、1 章 欧米人の見た日本、2 章『看羊

録』の日本、3 章『人鏡論』の日本、4 章 二十一世紀への課題】[再刊『危機の日本人』＜角川 one テ

ーマ 21＞(角川書店、2006)]  

『参謀学 ｢孫子｣の読み方』日本経済新聞社、1986.11.20【はじめに／いま、なぜ『孫子』なのか／計篇

－的確な見通しの立て方／作戦篇－早期収束を心がける／謀攻篇－戦わずに勝て／形篇－敵の崩れを

待つ／勢篇－組織力で勢いに乗れ／虚実篇－戦いは変幻自在に／軍争篇－相手の油断をさそえ／九変

篇－臨機応変に対応する／行軍篇－敵情をどう探るか／地形篇－組織の統率に意を用いよ／九地篇－

部下のやる気を引きだす／火攻篇－目的の達成は慎重に／用間篇－謀報活動に力を入れる】[改題再刊

『｢孫子｣の読み方』＜日経ビジネス人文庫＞(日本経済新聞社、2005)][『帝王学』＜山本七平ライブラ

リー3＞(文芸春秋、1997)収録] 

『近代の創造 渋沢栄一の思想と行動』PHP 研究所、1987.3.9【第 1 章 人間史の中の“明治時代”、第 2

章 経営型農民・尾高藍香の貨幣論、第 3 章 渋沢宗助の｢勤勉の哲学｣、第 4 章 封建制か、郡県制か、

第 5 章 豪農が志士に変るとき、第 6 章 ｢高崎城乗っとり｣計画の中止、第 7 章 不倒翁の｢不易と流行｣、

第 8 章 故郷出奔の父子問答、第 9 章 ｢徳川民法｣の勘当・相続・養子、第 10 章 異端国家・日本のダイ

ナミズム、第 11 章 徳川慶喜に倒幕を勧めた農民、第 12 章 ｢佐幕開港｣の志士たち、第 13 章 胃袋の

存在に目覚めた志士、第 14 章 一橋家の財政改革、第 15 章 ｢攘夷派｣から｢洋癖者｣へ、第 16 章 “無

偏見者”のフランス行、第 17 章 パリ万国博覧会の武士たち、第 18 章 欧州の｢富国｣と｢強兵｣、第

19章 ｢合本組織｣に学んだ雑務係、第 20章 幕府瓦解と欧州留学生、第 21章 王政復古か明治維新か、

第 22 章 明治元年の企業家精神、第 23 章 明治を創った旧幕臣、第 24 章 ｢内的充実｣か｢外面的体裁｣
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か、第 25 章 近代財政の無血革命、第 26 章 日本最初のサラリーマン社長】[改題再刊『渋沢栄一 近代

の創造』＜Non select＞(祥伝社 2009)] 

『日本型リーダーの条件』＜講談社ビジネス＞講談社、1987.4.23【まえがき、第 1 章 総論としての日本

の歴史・文化・経済、第 2 章 日本人とおカネと貯蓄、第 3 章 ｢貞永式目｣と日本的資本主義を支えた

勤勉、第 4 章 『貞観政要』と『権力の解剖』、第 5 章 儒教の異端社会と現代の日本、第 6 章 渋沢栄

一の事績とその現代的な意味】[＜講談社文庫＞(講談社 1991)]  

『一つの教訓・ユダヤの興亡』講談社、1987.11.25【衰亡なき民・ユダヤの秘密／祖国なき離散の民の知

恵／政治支配と宗教支配の相剋／｢蔑視｣と｢羨望｣のコンプレックス／国家の“二律背反”を考える／す

べてはユダヤが悪いのか／小さな差別への大きな怒り／｢大義｣と｢武器｣が人を狂わす／｢希望的観測｣

が国家をミスリードする／ユダヤを破滅させた“ひとりよがり”の教訓／望みなき戦いをつづけた奇妙

なユダヤ戦争／武力なき民族が生き残る道】 

『乱世の帝王学 山本七平の武田信玄』＜徳間文庫＞徳間書店、1988.3.15【第 1 章 自らに帝王学を課し

た信玄の使命感、第 2 章 武田王国の王位継承劇、第 3 章 無敵騎馬軍団の神話と実際、第 4 章 財政基

盤確立を目ざす地域開発、第 5 章 結束と能力開発の人使い信玄流、第 6 章 大業を水面下でささえた情

報組織、第 7 章 山国から興ったことの得失、第 8 章 上洛への抱負と戦略、第 9 章 巨星墜つ、第 10

章 後継者の苦悩、第 11 章 江戸の青写真は甲府にあった、第 12 章 中世最後の光芒】[改題再刊『山本

七平の武田信玄論 乱世の帝王学』＜角川 one テーマ＞(角川書店 2006)、改題・再編集『山本勘助はい

なかった ｢風林火山｣の真実』(ビジネス社、2006)] 

『ビジネスマンのためのマーシャール』＜講談社ビジネス＞講談社、1988.3.24【はじめに、序章 あるマ

ーシャ―ル、1 章 説得とは何か、2 章 説明できないことへの説明、3 章 権力者への説得―把握できな

いことへの把握、4 章 結論のない結論―権力者への対応、5 章 酒と女―理屈にあわない理屈、6 章 伝

統的価値観、7 章 理解と不可解、8 章 寄附とタレントと自由意志、9 章 権利と義務と恩恵、終章】 

『経営人間学｢資本主義の精神｣の先駆者たち』日本経済新聞社、1988.1.22【1 章 幕藩経済の中枢、2 章 藩

の経営、3 章 全国的物流ルートの完成、4 章 農本主義対重商主義、5 章 商業から農業投資へ、6 章 農

業から地場産業へ、7 章 花開く経営感覚】 

*『老荘の知恵の生かし方』＜ダイヤモンドカセットブックフォーラムシリーズ＞ダイヤモンドエグゼクテ

ィブフォーラム、1988.9.[『渋沢栄一 日本の経営哲学を確立した男』(さくら舎、2018)収録] 

『文芸春秋文化講演会 伝統と現代』[1988 年 11 月 26 日菊池寛生誕百周年記念講演会(於静岡市民文化会

館)]日本音声保存【江戸人の結婚と離婚／江戸人の家系と血縁／江戸人の土地と金／江戸人の相続と隠

居／江戸人の宗教と道徳】 

『｢常識｣の落とし穴』日本経済新聞社、1989.1.23【1 国際社会を読む(｢国際化｣の条件／一つの仮説／も

う一つのニューヨーク／真の親日家をもっと大切に／｢人種的憎悪｣について／総論賛成・各論反対の教

訓／ソビエト理解のキーワード／ペレストロイカの行方／中国への三つの疑問／日韓問題は歴史的対

比の考察で／韓国経済人のつぶやき／イラン・イラク戦争の終焉／ベトナムとアフガニスタン／サウジ

アラビアの教訓／｢叩かれる側の論理｣について／文化摩擦のプラス面／アンチ・セミティズム／ガラス

張りと密室のあいだ／独立国家の処方箋／正統と近代のジレンマ)、2 民主主義の運命(そろそろ民主主

義亡国論／｢衰亡論｣の流行／一週間に一時間の国会審議／衰亡回避の処方箋なし／金賢姫の“告白”／ 

｢安竹宮｣指導力なき指導者の時代／｢民ヲ罔スルコト｣なかれ／乱世の遺訓／｢空気｣の言論／“信念”と

いう魔術に弱い現代人／｢元号廃止論｣の虚構)、3 日本人の｢神話｣(こんな日本人に誰がした？／あるユ

ニークな日本人論／｢つぶし｣の研究が必要だ／一身にして二生を生きる／実感なき最高賃金国日本／

｢占い｣に頼るトップは会社を潰す／｢自粛を自粛せよ｣の｢自粛｣／やろうと思えばできる制度改革／サ

ーベイに見る日米関係／お粗末な｢ユダヤの陰謀説｣／ビートたけしの義と理／光華寮問題の顛末／民

間提言の役割／民族性とは変わらぬもの／価値観が引く国境線)、4｢常識｣の落とし穴(革新制度の旧態依

然／過密・過疎解消への一案／土地問題－下手な介入は無意味／社会に適用すると不合理になる法／こ
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わい話／｢暴力｣について／日本人の過敏症と不感症／外国人の鋭い洞察力／生活レベル競争の時代／

戦力に変わる女性／｢知の託宣｣の消滅／一知半解の国際化／｢なる｣経済と｢する｣経済／耳順を越えて

感じる焦燥感)】[再刊『｢常識｣の落とし穴』＜文春文庫＞(文芸春秋、1994)、『｢常識｣の研究』＜山本七

平ライブラリー4＞(文芸春秋、1997)収録] 

『昭和天皇の研究  その実像を探る』＜書下し＞祥伝社、1989.2.10[再刊＜ノン・ポシェット＞(祥伝社、

1995)、＜祥伝社新書＞(祥伝社、2015)][改題『裕仁天皇の昭和史 平成への遺訓－そのとき、なぜそう

動いたのか』＜Non select＞(祥伝社 2004)]【まえがき、一章 天皇の自己規定－あくまでも憲法絶対の

立憲君主、二章 天皇の教師たち(I)－倫理担当に杉浦重剛を起用した時代の意図、三章 ｢三種の神器｣

の非神話化－道徳を絶対視しつつ、科学を重んじる杉浦の方針、四章 天皇の教師たち(II)－歴史担当・

白鳥博士の｢神代史｣観とその影響、五章 ｢捕虜の長｣としての天皇－敗戦、そのときの身の処し方と退

位問題、六章 三代目｢守成の明君｣の養成－マッカーサー会談に見せた｢勇気｣は、どこから来たか、七

章 ｢錦旗革命・昭和維新｣の欺瞞－なぜ、日本がファシズムに憧れるようになったのか、八章 天皇への

呪詛－二・二六事件の首謀者・磯部浅－が、後世に残した重い遺産、九章 盲信の悲劇－北一輝は、な

ぜ処刑されねばならなかったか、十章 ｢憲政の神様｣の不敬罪－東条英機は、なぜ尾崎行雄を起訴した

のか、十一章 三代目・天皇と、三代目・国民－尾崎行雄が記した国民意識の移り変わりと天皇の立場、

十二章 立憲君主の“命令”－国難近し、天皇に与えられた意思表示の手段とは、十三章 ｢人間
あらひと

｣・｢象徴｣

としての天皇－古来、日本史において果たしてきた天皇家の位置と役割、十四章 天皇の｢功罪｣－そし

て｢戦争責任｣をどう考えるか、終章 ｢平成｣への遺訓、資料①新日本建設に関する証書(人間宣言)全文、

資料②昭和天皇－ご生涯とその時代】 

『日本人とは何か 神話の世界から近代まで、その行動原理を探る』＜書下し＞上・下、PHP 研究所、 

1989.9.4【序文 新しい“菊と刀”、プロローグ『大勢三転考』の日本－伊達千広が描いた歴史観、第一部 

｢骨の代｣から｢職の代｣へ(1 日本人とは何か、2 文字の創造、3 律令制の成立、4 神話と伝説の世界、5

仏教の伝来、6＜民主主義＞の奇妙な発生）、第二部 ｢職の代｣から｢名の代｣へ(7 武家と一夫一婦制、8

武家革命と日本式法治国家の成立、9 武家法の特徴、10 エコノミック・アニマルの出現、11 下剋上と

集団主義の発生、12 貨幣と契約と組織－中世の終わり）、第三部 名の代・西欧の衝撃(13 土一揆・一向

宗・キリシタン、14 貿易・植民地化・奴隷・典礼問題、15 オランダ人とイギリス人、16｢鎖国｣は果た

してあったのか、17 キリシタン思想の影響）、第四部 伊達千広の現代(18 家康の創出した体制、19 幕

藩体制の下で、20 タテ社会と下剋上、21 五公五民と藩の経営、22 幕藩体制下の経済、23 江戸時代の

技術、24 江戸時代の民衆生活、25 江戸時代の思想－民間学者の出現と御用思想の危険、26 現代日本人

の原型－宗教批判、無神論、進化論、地動説、27 現代日本国の原型、エピローグ 明治維新の出発点）、

終りに】[再刊『日本人とは何か 神話の世界から近代まで、その行動原理を探る』＜PHP 文庫＞(PHP

研究所、1992)、『日本人とは何か 神話の世界から近代まで、その行動原理を探る』＜Non select＞(祥

伝社、2006)] 

『心学・石田梅岩』＜生涯学習市民大学講義＞亀岡市教育委員会編・刊、1990.3  

『昭和東京ものがたり』1・2、読売新聞社、1990.4.10【関東大震災のこと／ライオンになった東京／天

井裏の探検／腹掛けのドンブリ／屑屋のゴム靴／おわい屋さん／木登り／定斎屋と羅宇屋／下駄のは

なし／チンドン屋のことなど／軍人は半人前／初めての地下鉄／夢の中の白いキツネ／社会的な礼儀

作法／大内山／一銭蒸気と団平舟／夜店／玉川の鮎／父と灸／行き倒れ／食べ残し／退役軍人の体面

／結核の恐怖／検査前／雲上人／表と裏／｢取られる｣｢逃れる｣／お昼のドン／流行歌／オリンピック

／カルチャーショック／すきやきと鯨／郷土食／好き嫌い／夏の風景／漁村の日常／タコのおじさん

／スガワラ君／生アジのお茶漬／漁師に背広／無縁の世界／ハイヒール／師の権威／道草／教育と時

局／教育勅語／御大喪をめぐる大衆心理の変化／リンドバーグとツェッぺリン／エントツ男／農林一

号と軍需景気／越境進撃／渡り職人と無尽／疑獄と一人一殺／満州浪人／共産党大検挙／難波大助／

軍縮時代／山と空に憧れた友／それぞれの憧れ／東京という街／下請けと内職／国旗と公徳心／いけ

ない質問／司法ファッショ／配属将校と教練教師／ミルク・ホールの客たち／××および削除部分の謄

写印刷／少年の関心／文章とは難解なもの／戦後の｢先がけ｣／東郷平八郎元帥の国葬／万世一系万邦
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無比／庶民の臭覚／人焉んぞ廋さんや／｢オイチニ、オイチニ｣／コクタイメイチョウ／モダン兵舎／ソ

ーシャル・ダンピング／“社会主義的”で“民主的”な陸軍／｢相沢事件｣／東京音頭／自動車草創期／二

二・二六事件と民衆／奇妙な数日間／｢騒擾｣から｢叛乱｣へ／｢兵に告ぐ｣／帰順の真相／一時の粛軍】[再

刊『昭和東京ものがたり』1・2＜日経ビジネス人文庫＞(日本経済新聞出版社、2010)] [『静かなる細き

声』＜山本七平ライブラリー16＞(文芸春秋 1997)収録、[｢オリンピック｣(『昭和東京ものがたり 1』)

を三国一朗編『昭和生活文化年代記 1 戦前』(TOTO 出版、1992.6.10)収録] 

『江戸時代の先覚者たち－近代への遺産・産業知識人の系譜』PHP 研究所、1990.10.19【序章 重農主義

と重商主義、第 1 章 海保青陵の新しい発想、第 2 章 青陵の｢米テク｣藩政改革論、第 3 章 青陵の GNP

成長論、第 4 章 幕藩体制の富国論、第 5 章 山片蟠桃の町人朱子学、第 6 章 文化文政の自由経済学、

第 7 章 山片蟠桃と｢米の自由化｣、第 8 章 藩際経済の｢国富論｣、第 9 章 封建制と郡県制、第 10 章 和

算家の列島改造論、第 11 章 脱亜入欧の先覚者・本多利明、第 12 章 ｢藩営｣総合商社論の栄光と悲劇、

終章 幕末維新のケインズたち－横井小楠と由利公正の思想】[『日本資本主義の精神』＜山本七平ライ

ブラリー9＞(文芸春秋 1997)収録] 

『日本人の土地神話』日本経済新聞社、1990.12.13【I 日本人の土地神話(1 土地私有を公認した源頼朝、

2 貨幣経済で崩壊した幕府の基盤、3 南北朝時代に崩れた地頭の土地支配、4 土地売却を拒絶する意識

構造、5 不動産信仰を生んだ公平・安定志向、6 合理性なき土地への執着）、II 日本人の土木思想(にわ

か土木技師／権力と土木／遺跡と文化と遺産と／土木も思想も国力／鎖国を可能にした一因／キリシ

タンの科学と日本の文化／経済政策の基本は昔も今も変わらず／抽象的権利／港湾土木がもたらした

日本の近代化／ピラミッドと登呂遺跡水田の測量法／本田利明と火薬による土木工事考／｢遺題｣がも

たらした発展／葛飾北斎の｢地方測量図｣)】 

没後刊行 

『禁忌の聖書学』新潮社、1992.8.20【裏切者ヨセフスの役割、マリアは“処女”で“聖母”か、｢ヨセフ物語｣

は最古の小説、結末なきヨブの嘆き、『雅歌』の官能性、過越の祭と最後の晩餐、付記[山本良樹]】[＜新

潮文庫＞(新潮社、2000)] 

『民族とは何か』徳間書店、1992.8.31【｢民族とは何か｣のほか、村松剛と渡辺昇一との対談｢山本七平氏

の世界観・日本観｣を収録】 

『徳川家康』プレジデント社、1992.11.20【第 1 章 ｢不倒翁｣毛利元就に学んだもの、第 2 章 ｢戦国の常

識｣から見た｢人質時代｣、第 3 章 ｢武｣でかちとった三河統一、第 4 章 今川義元から学んだ｢法治主義｣、

第 5 章 ｢経済人｣家康が見抜いた“関八州”の価値、第 6 章 ｢貞永式目｣的法治の再興、第 7 章 秀吉死後

の政情不安、第 8 章 アンチ家康“空気”の醸成、第 9 章 ｢実戦経験者｣家康と｢官僚｣三成、第 10 章 ｢関

ケ原｣と輝元の“平和ぼけ”、第 11 章 ｢対韓講和｣に見る外交手腕、第 12 章 家康は｢鎖国主義者｣か、第

13 章｢貨幣経済｣の導入と鉱山開発、第 14 章 継承されなかった｢外交センス｣、第 15 章 ｢大坂の陣｣は

家康の“策略”に非ず、第 16 章 ｢お袋専制と乳呑子｣の悲劇、第 17 章 幕藩体制確立への｢忠誠試験｣、第

18 章 ｢大御所｣の最期】[『徳川家康』＜山本七平ライブラリー6＞(文芸春秋、1979)、『徳川家康』上・

下＜ちくま文庫＞(筑摩書房 2010)]  

『静かなる細き声』PHP 研究所、1992.11.27【道標／長崎先生／世俗社会信仰／木村米太郎先生／トリ

さま／棒暗記／日曜学校／支出の倫理／世評不感症／不純な動機／決定的一瞬／夢／土着化／愛の欠

如／奇跡／内心の伝道／敵／平和ならしむる者／悪魔／恵み／意志／安心感／内なる日本／冷笑／信

心／科学／新薬／演技者／話し合い／隠された伝統／盲従／神とホトケ／自然の理／｢実情｣と｢事実｣

／レッテルはり／虚構の論理／ホンモノとニセモノ／簒臣／シントイズム／本地垂迹／伝道／応報思

想とヨブ／聖人／招魂思想／招魂・合祀／日本型民主主義／障壁／論語の世界と現代】[『静かなる細

き声』＜山本七平ライブラリー16＞(文芸春秋 1997)収録] 
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『日本人とアメリカ人』PHP 研究所、1993.11.26【第 1 章 戦前から変わらぬ“病めるアメリカ”像こそ日

本の業病か、第 2 章 無責任、ムード的な連帯拒む競争
ア メ

社会
リ カ

、第 3 章 マル秘資料公開の習慣が“病める

アメリカ”像を作る不思議、第 4 章 似通った“標識”の背後にある文化の差の“深淵”、第 5 章 かみ合わぬ

空間的
ア メ リ カ

思考と歴史的
日 本

思考、第 6 章 天皇制
心 理 的 統 制

のないアメリカに君臨する｢オレ様が法｣、第 7 章 捕鯨禁止運

動の背後にある人種
レ イ シ

主義
ズ ム

に気づかぬ日本人、第 8 章 交わらぬ｢サザエさん｣と｢スヌーピー｣の世界】[｢ラ

イシャワー発言と勧進帳｣、『週刊読売』掲載の 2 編を｢モザイク国家・アメリカ二題｣と題して増補・改

題『日本人とアメリカ人 日本はなぜ、敗れつづけるのか』＜Non select＞(祥伝社、2005)][『日本人と

ユダヤ人』＜山本七平ライブラリー13＞(文芸春秋、1997)収録版では目次に章はなく目次表題も異なる] 

『人生について』PHP 研究所、1994.11.25【クジラとりの末裔／ガタンガリガリ｢あっ痛い｣／｢楊子と塩

と番茶だ｣／｢患者は不意に現われるもの｣／一兵士としての真実／｢歯科外出｣と｢地方｣／最後の歯科外

出／｢おれもカマボコ要員か｣／門司からマニラまで四十五日／意味なき｢マル秘｣／ゲリラ戦なるもの

の本質／停戦命令は八月二十七日／｢子供の時から磨いていれば……｣／父親批判の許されない家／十

年一日／飲食の出発点／エルサレムの味／“ユダヤの酒”考／過越の祭／オリエント料理／食物禁忌／

パンが先か酒が先か／カイロ流茶道／中東の発酵食品考／水と料理／民族の嗜好／酒は造っても……

／内村鑑三に学ぶ／わが人生の三つの幸運／“一ヵ所の満足”をもとう／わが母校／一つの恵み／ある

｢本｣との出会い／戦中・戦後をつらぬく“目”】[＜PHP 文庫＞PHP 研究所 1997.9 ] 

『宗教について』PHP 研究所、1995.11.27【日本人と宗教／宗教について／｢信じる｣ということ／｢自然｣

の思想にみる他力の人間学／蓮如－その発想と行動／日本の伝統と教育／伝統の再把握／伝統と進歩

／重荷を負うて牛車を引く／自らが語る｢言葉｣への忠誠】 

『指導者の帝王学 歴史に学ぶ現状打破の思想』PHP 研究所、1996.11.15【第一部 企業家精神(織田信長・

創造のための破壊／住友友信・慎重、用心第一の処世訓／上杉鷹山・すべてを生かす経営革命)、第二

部 行動規範(北条泰時・権威なき支配力／鈴木正三－日本資本主義の精神／石田梅岩・町人の哲学）、

第三部 柔軟発想(渋沢栄一・産業の総帥としての挑戦／福沢諭吉・断絶なき思想／三野村利左衛門・情

報収集と組織づくり）、第四部 人間知(論語・秩序づくりの規範／孟子・リーダーの条件と資質／貞観

政要・人材を見分けるポイント)】[カセットテープ集『山本七平の「企業家の思想」』(PHP 研究所、1987)

の書籍化][新版『指導者の帝王学 歴史に学ぶリーダーの条件』(PHP 研究所、2015)] 

『｢空気｣の研究』＜山本七平ライブラリー1＞文芸春秋 1997.4.20【｢空気｣の研究／｢あたりまえ｣の研究／

｢空気｣の思想史／｢空気｣が｢ドグマ｣にならないために】 

『私の中の日本軍』＜山本七平ライブラリー2＞文芸春秋、1997.4.20【私の中の日本軍／リアリズムなき

日本人[対談：司馬遼太郎]】 

『帝王学』＜山本七平ライブラリー3＞文芸春秋、1997.5.20【帝王学／指導力／参謀学／名伯楽の条件[対

談：駒田信二]】 

『｢常識｣の研究』＜山本七平ライブラリー４＞文芸春秋、1997.5.20【｢常識｣の研究／｢常識｣の非常識／｢常

識｣の落とし穴／何よりも正義を愛す[対談：山本夏彦]】 

『指導者の条件』＜山本七平ライブラリー 5＞文芸春秋、1997.6.20【第 1 部 日本型組織と西欧型組織、

第 2 部 日本型組織の再構成、第 3 部 日本型指導者、第 4 部 指導者の条件、宰相の資質とは何か[対談：

田中美知太郎]】  

『徳川家康』＜山本七平ライブラリー6＞文芸春秋、1997.6.20【徳川家康／家康の一族統率力[対談：綱

淵謙錠]】 

『ある異常体験者の偏見』＜山本七平ライブラリー7＞文芸春秋、1997.7.20【ある異常体験者の偏見／一

下級将校の見た帝国陸軍】 

『洪思翊中将の処刑』＜山本七平ライブラリー8＞文芸春秋、1997.7.20【洪思翊中将の処刑】 
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『日本資本主義の精神』＜山本七平ライブラリー9＞文芸春秋、1997.8.10【日本資本主義の精神／江戸時

代の先覚者たち】 

『論語の読み方＜山本七平ライブラリー10＞文芸春秋、1997.8.10【論語の読み方／人望の研究／現代社

会に生きる古典の意味[対談：森敦]】 

『これからの日本人』＜山本七平ライブラリー11＞文芸春秋、1997.9.25【これからの日本人／勤勉の哲

学／受容と排除の軌跡】  

『現人神の創作者たち』＜山本七平ライブラリー12＞文芸春秋、1997.9.25【現人神の創作者たち／日本

の正統と理想主義】 

『日本人とユダヤ人』＜山本七平ライブラリー13＞文芸春秋、1997.10.20【日本人とユダヤ人／日本人と

中国人／日本人とアメリア人】 

『日本教徒』＜山本七平ライブラリー14＞文芸春秋、1997.10.20【日本教徒／にっぽんの商人】 

『聖書の常識』＜山本七平ライブラリー15＞文芸春秋、1997.11.20【聖書の常識(まえがき／誤解されて

いる聖書／聖書誕生の秘密／歴史書としての聖書／イスラエル史としての聖書／日本人にはむずかし

い契約の思想／現代も生きる聖書の律法／聖書における預言の重み／革命思想の原点／ユダヤ教の成

立とその問題点／聖書のなかの知恵・空と無・恋／キリスト教への胎動(一)－ユダヤ教の三派／キリス

ト教への胎動(二)－黙示文学と終末論と救済者／キリスト教への胎動(三)－洗礼運動とガリラヤの風土

／新約聖書とイエスと同時代の資料／新約聖書の中のイエス／キリストとは何か－メシア、人の子、神

の子、主／使徒の世界－パウロとヨハネ／あとがき)／聖書の旅(はじめに／シナイの真珠／契約の地／

鉄と駱駝／倒れた勇士／王位の道／逃走と亡命の日々／ダビデの逆襲／勇士アブネルの謀殺／神の革

命／黄金の聖都／流亡の民／美女と伝説／失われた地／裏切り者の謎／ユダヤ戦記)／聖書を生み出し

た風土[対談：森本哲郎])】 

『静かなる細き声』＜山本七平ライブラリー16＞文芸春秋、1997.11.20【静かなる細き声／昭和東京もの

がたり】 

『山本七平とゆく聖書の旅』山本良樹編、山本書店、1997.12.10【モーセの道・｢シナイ｣への共鳴／“時

間”の旅・『聖書』の世界／『新約聖書』の時代とイエス[対談：秀村欣二氏]／パウロと回心／“時間”の

旅・パウロの足跡／パウロの道[対談：石森延男]／“時間”の旅・『聖書』の中の脇役たち】 

『宗教からの呼びかけ』山本書店、2000.1.20【幸福と科学の間－病床つれづれ草（絶筆）、百万人の最短

反応－新興宗教はなぜ現れるのか、日本人の宗教性｢本心｣を探る－日本にしかない宗教性とは、『聖書』

とはどのような書物か－新約と旧約の関係と特徴、日本と一神教世界との出会い－日本の対外摩擦の出

発点、『聖書』における医の位置－信頼を支える内的規範、啓蒙主義と人間の生き方－トルストイにつ

いて、普遍を超えるもの－キルケゴールについて、『新約聖書』と現代、負けること勝つこと】 

『日本はなぜ敗れるのか 敗因 21 カ条』＜角川 one テーマ＞角川書店、2004.3.10【1 目撃者の記録、2

バシー海峡、3 実数と員数、4 暴力と秩序、5 自己の絶対化と反日感情、6 厭戦と対立、7｢芸｣の絶対化

と量、8 反省、9 生物としての人間、10 思想的不徹底、11 不合理性と合理性、12 自由とは何を意味す

るのか】 

『日本人と中国人 なぜ、あの国とまともに付き合えないのか』祥伝社、2005.2.10 ≪イザヤ・ベンダサ

ン≫[初出とは異なる章タイトル・小見出しのほか、多数の注記を付す]【1 章 感情国家・日本の宿痾－

日中国交回復と日支事変に共通する歴史的問題点、2 章 鎖国時代の中国大ブーム－家康による日中国

交回復と、朱舜水が及ぼした影響、3 章 尊皇思想の誕生－なぜ京都町奉行は、竹内式部に慴伏したの

か、4 章 明朝派日本人と清朝派日本人－｢日本国王｣を受け入れた足利義満の中国観、5 章 太閤式・中

国交渉の失敗－秀吉は、なぜ明との交渉を決裂させ、再度の朝鮮出兵にいたったか、6 章 朝鮮の後ろ

には中国がいた－新井白石が朝鮮来聘使問題に見せた傑出した外交感覚、7 章 逆転する中国像－その
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後の対中政策を決定した頼山陽の『日本外史』が誕生するまで、8 章 中国を忘れた日本－田沼時代か

ら明治維新へ、中国蔑視時代の対中関係、9 章 ｢外なる中国｣と｢内なる中国｣－二・二六事件の将校に

連なる近代日本の天皇観と中国観】[再刊『日本人と中国人 なぜ、あの国とまともに付き合えないのか』

＜祥伝社新書＞(祥伝社、2016)] 

『山本七平の日本の歴史』上・下＜B 選書＞ビジネス社、2005.3.7【第 1 部 夏目漱石『こころ』に見る

現代日本精神(人間関係からの無重力状態／｢純粋人間｣を創りだす｢道｣／虚のエネルギーとしての天皇

制）、第 2 部 南北朝と天皇(『神皇正統記』を貫く判断と行動の基準／『神皇正統記』が画した二つの

天皇制；後醍醐天皇像に重なる｢友人 K｣／｢公家の武家化｣に収斂する親房の思想／天皇製造人と下剋上、

第 2 部 南北朝と天皇(承前)(後期天皇制の創立へ／安定を欠いた後醍醐帝の親政／後醍醐帝と新田義

貞／日本的終末論／正統論、｢名｣と｢実｣と／天皇の『策略』、武士団の『大臣論』／｢象徴｣天皇を志向

する『太平記』／“第三者の目”が見た建武中興／タブーに触れた北条高時／『神皇正統記』に影落とす

『資治通鑑』／後醍醐天皇の死と革命幻想／『太平記』の世界と日本人）】[新装版『山本七平の日本の

歴史』上・下(ビジネス社、2015)]  

『すらすら読めるイエス伝』＜講談社+α 文庫＞講談社、2005.11.20【はじめに(山本れい子) 第 1 章 イエ

スとの邂逅、第 2 章 イエスの生涯、第 3 章 イエスの登場、第 4 章 悪魔の揺曳、第 5 章 イエスの闘争、

第 6 章 終末への宴、第 7 章 イエスの裁判、第 8 章 十字架、第 9 章 イエスの復活】] [山本七平・れい

子・良樹『山本家のイエス伝』(山本書店、1996)から山本七平執筆文のみを収録、｢聖誕－イエスの少

年期、青年期｣｢イエス登場｣｢イエスの法廷傍聴記｣｢復活｣を｢イエスの生涯｣｢イエスの登場｣｢イエスの裁

判｣｢イエスの復活｣と改題] 

『日本人と組織』＜角川 one テーマ＞角川書店、2007.6 1【日本人の家族型組織観／契約の｢上下関係｣と

｢相互関係｣／日本人の組織が持つ二重拘束性／ユダヤ人に学ぶ口伝律法／日本人の“盆地文化”／空間

的組織観と時間的組織観／組織の解体と再生の必要性／聖なる世俗組織“キブツ日本”／｢知｣を窒息さ

せる｢信｣の肥大化／組織と個人の矛盾／組織を“読み”、 “注記”を加える／“索引づくり”による組織の再

構築】 

『中学生でもわかるアラブ史教科書 日本人のための中東世界入門』祥伝社、2007.8.5【日本人のための

『アラブ史・中学生教科書 1』、日本人のための『アラブ史・中学生教科書 2』、日本人のための『アラ

ブ史・中学生教科書 3』、立花隆氏｢パレスチナ報告｣に答える、アラブ・イスラエル問題入門—その対

立の歴史は、どこからくるのか、ユダヤ人とアラブ人と日本人、イスラム社会の基本構造—宗教と政治・

経済、私の本棚から―片倉もとこ著『アラビア・ノート』】≪イザヤ・ベンダサン/山本七平≫ 

『｢日本人｣原論 日本社会の見えざる規範』ダイヤモンド社、2011.3.10【第 1 章 日本人と「自分の原理」、

第 2 章 説得力について、第 3 章 日本的指導者の顔、第 4 章 ｢無羊文化｣国ニッポン、第 5 章 枝葉末節

の対決、第 6 章 話し合いの恐怖、第 7 章 われわれの自由、第 8 章 サタンの誘惑、第 9 章 無駄な十年】

[『「あたりまえ」の研究』(ダイヤモンド社、1980)第 1 部｢指導者の条件｣として収録] 

『なぜ日本は変われないのか 日本型民主主義の構造』さくら舎、2011.12.7【第 1 章｢民主的｣か｢非民主

的｣かを超えて(正統か異端かを超えて／官憲主義と全体主義／歴史の中の共通パターン／日本に西欧

型ファシズム時代はなかった／｢暗黙の了解｣崩壊の不安)、第 2 章｢天皇機関説排撃運動｣に見る歴史の

繰り返し(言論弾圧事件ではなかった／背後にあったものは何か／｢教育勅語｣という強い根）、第 3章 十

五年周期で循環する日本人の政治意識(なぜ日本には｢終戦祭り｣がないのか／｢歴史的現在｣感覚の欠乏

症／終戦と安保の共通現象）、第 4 章 変革なき組織的家族社会の深層(西欧的正当化と日本的調和／｢自

由｣と｢組織｣の欠落／変革への摸索）】 

『日本人には何が欠けているのか タダより高いものはない』さくら舎、2012.4.5【第 1 章｢からくり｣を

見抜く目(間接税的収奪／｢サルまね時代｣のテロ／｢倒産｣のすすめ／｢養生｣の時代／｢公憤｣という名の

狂気／靴に足を会わせる議論／｢オプション｣考／出版六無斎／教育とは｢切り捨て｣なり)、第 2章｢誤り｣

の取り扱い方(人間は誤りをおかす／｢御利益思想｣を排す／マスコミ禁句の愚かしさ／エネルギー問題
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を嗤う／｢拒食症｣の時代／科学性の問題／ワイロ考／｢資格｣ということ)、第 3 章 拙速主義という病

(｢善処｣しかねる問題／｢ダビ人｣の発想／｢ご清潔超倫理時代｣の恐怖／｢じえいたいのばか｣考／｢傘｣は

本当にあるのか／まく人、まかれる人／憲法論争の原点)、第 4 章 脱・未来オンチ(歴史に仮説を／食糧

危機の克服法／和時計の精神／｢つくる人、食べる人｣への抗議／｢おとな｣になるには／｢理解｣とは何か

／無破壊の買収侵略／都庁｢閉鎖解体｣論)】 

『日本教は日本を救えるか  ユダヤ教・キリスト教と日本人の精神構造』さくら舎、2013.1.9≪イザヤ・

ベンダサン≫【第 1 章 日本人の｢墓｣と｢霊｣、第 2 章 自由とは借金だ、第 3 章 日本教の師と日本教徒、

第 4 章 日本教と｢空間｣意識、第 5 章 日本人の限定的普遍主義、あとがきにかえて－私の本当の名前】 

『｢知恵｣の発見』さくら舎、2014.2.16【棒暗記のススメ／発想の壁／ラムダ（Λ）型発想／｢不自然｣アレ

ルギー／｢自由｣になれないしくみ／｢安定｣という｢固定｣／｢動き人｣と｢働き人｣／きらわれる理由／本

物の思考力／｢老害｣は遅かれ早かれ／受け手次第／歴史的現在の教訓／知的戦略の宝庫／やめ方の法

則／ユダヤの論法】 

『日本はなぜ外交で負けるのか 日米中露韓の国境と海境』さくら舎、2014.7.11【はじめに－無計画性と

カンバン方式、第 1 章 国境と海境を忘れている(海面に引かれる｢国境｣／議論と科学は無関係／歴史的

に潜在している中国反発感情／｢領土｣問題というアキレス腱／外交に対する日本人の錯覚／海外では

通用しなかった実力者の言い分／｢条約の文言｣への無関心さ、無神経さ／海上秩序の傘／非核三原則と

いう教義)、第 2 章 日韓双方の錯覚と妄想(日韓問題はここから／『看羊録』の日本／『両国壬辰実記』

が示す日韓の誤解／価値観の違いが引く国境線）、第 3 章 日米愛憎関係の深層(｢対米愛憎両端感情｣の

克服／｢底流的反米感情｣の実体／｢たいへんだ！｣騒動の真相／｢アメリカ思想｣の内幕／宗教支配下の

アメリカ／日本の対米戦略考／普遍的原理の押しつけは迷惑）、第 4 章 戦争と外交と排外主義(戦争の

原因は何か／｢欧米と同じ｣論を戒める／｢エンニウスの道｣を歩け／対外折衝と勧進帳方式／外国理解

を阻むもの／排他的日本人にならないために／生き残るための情報判断）】 

『戦争責任と靖国問題 誰が何をいつ決断したのか』さくら舎、2014.11.13【第 1 章 日本人の戦争と敗戦

(靖国神社と戦犯合祀／日本人にとって太平洋線戦争とは何であったか／日本人の国家意識)、第 2 章 東

京裁判で何が裁かれたのか(永遠に回答されなかった疑問／｢文明の救世主｣か｢野蛮人の首狩り｣か／蜃

気楼と消えた｢マッカーサー神学｣)、第 3 章 忘れられた戦争責任(現人神と戦争責任／日本人は二度敗れ

た)】 

『精神と世間と虚偽 混迷の時代に知っておきたい本』さくら舎、2016.3.12【第一章人間を読む(『心情

としてあやまたなかったことを信じる』を信じない／精神的自伝の極み／政治を 10 倍楽しく読む本／

これで｢日本人像｣がつかめるかもしれない／日本軍の｢典・範・令｣)、第二章精神を読む(｢アラブ｣｢イス

ラム｣を発見／根強い｢科学という名の神話的思考／中国を理解するのに不可欠な｢易学｣／一読後、生ま

れ変わった自分がそにいる／“神学化”した神道の問題)、第三章世間を読む(｢真の権力者｣を問う／時代

の“空気”を読む法／著者は語らず、史料をして語らしめよ／なぜ教会史があらわれなかったのか／征服

を許さなかった小国史)、第四章虚偽を読む(世界は悪い方向へと変化している／虚偽の体制に未来はあ

るか／北朝鮮、奈落の底の現実／｢国際間の平和｣問題)、第五章異端を読む(｢多大の驚異と無限の快感に

打たれた｣／｢禁断の果実｣を食ったもの／先入観と偏見)】 

『戦争責任は何処に誰にあるか 昭和天皇・憲法・軍部』2016.7.9、さくら舎【第 1 章 誰が軍部の支配と

戦争を許したか、第 2 章 昭和天皇はなぜ自ら｢立憲君主｣と規定したか、第 3 章 日本人はなぜ｢空気｣

に水を差せないか、第 4 章 昭和天皇はなぜ｢憲法絶対｣にこだわったか、第 5 章 天皇なき天皇制思想が

なぜ横行したか、第 6 章 正統と理想が問われた大変革から何がわかるか、第 7 章 日本人の法意識から

何が見えるか】 

『池田大作と日本人の宗教心』さくら舎、2017.5.15【はじめに 日本人に宗教は必要なのか、第 1 章 池

田大作氏への公開質問状(田中角栄と池田大作の共通点／創価学会の二重性格池田会長は本仏なのか／

日本人は宗教オンチ？／スーパースター池田大作）、第 2 章 創価学会症候群の本質をつく(戦後社会症
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候群／破綻のない論理／司法への信頼の危機／｢私の言葉は憲法｣発言／｢善｣のセールスマン）、第 3 章 

神様スターは宗教ジャーナリスト(対立と和解／｢神様スター｣の存在／｢宗教ジャーナリスト｣と｢宗教

家｣の間／｢うさんくささ｣を生む二重人格）、第 4 章 日本人と宗教のかかわり(日本人の宗教性／｢自然

な行き方｣を尊ぶ／聖職者に何を期待するか）】 

『渋沢栄一 日本の経営哲学を確立した男』さくら舎、2018.3.10【はじめに－五百の会社を興した男、第

1 章 最も注目すべきは渋沢栄一(大経営者｢渋沢栄一｣ができるまで、｢渋沢栄一の十一年間｣から学ぶべ

きこと)、第 2 章 日本を動かした『論語』の本質は何か(なぜ『論語』だけが日本人に読まれたか、超プ

ラグマティックな思考、孔子から見ると日本社会は残虐)、第 3 章 老荘の知恵の生かし方(老荘について

初めて話す、老子の思想を読む、家に帰ったら老荘を読んでリラックス)、第 4 章 日本人への十二戒、

おわりに－渋沢栄一が熱中した『論語』】 

『新聞の運命 事実と実情の記事』さくら舎、2019.5.12【序章 沈黙が許されない新聞、第 1 章 正義の体

質(社説を読む苦痛／新聞の｢角栄的体質｣／単純な正義感と｢安物の論理｣はもうたくさん)、第 2 章 透け

て見える問題な日本的発想(｢風派｣新聞ととられても／三ズ主義的報道／報道史的視点の欠如)、第 3 章 

オモテとウラ(言葉で殺された人／新聞の限界／宣伝戦を見抜く目／全国紙と地方紙)、第 4 章 テレビ化

の波(｢実情｣ではなく｢事実｣の報道を／新しい伝達方式)、終章 活字文化の生き残り策】 

『日本型組織存続の条件』さくら舎、2020.6.11【第 1 章 日本の存亡、持続か瓦解か[1977 講演]、第 2 章 

日本型リーダーの限界、第 3 章 日本の｢当たり前｣文化の構造[1980.12.12 講演]、第 4 章 切腹と石油－

日本の潜在力】 
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 2.共著・編著 

日本の書物『書物の歴史』M.Ilin 著・八住利雄訳＜少年人間の歴史双書 2＞岩崎書店、1954.9.30 

ヤプーに寄せる一つの印象－著書と著者－『家畜人ヤプー』沼正三著、角川書店＜角川文庫＞、1972.11.10

≪イザヤ・ベンダサン≫ 

解説『日本教養全集 18 菊と刀 日本人とユダヤ人 サクラと沈黙』角川書店、1974.2.10≪イザヤ・ベ

ンダサン≫ 

『虜人日記』のもつ意味とは『虜人日記』小松真一著、筑摩書房、1975.6.30[再刊『虜人日記』＜ちくま学

芸文庫＞(筑摩書房、2004 年)収録] 

負けること勝つこと『愛のコミュニケーション 聖書のことば 10 人集』女子パウロ会、1975.7.2[『宗教

からの呼びかけ』(山本書店、2000)収録] 

序『新聞記事で綴る明治史』上、荒木昌保編、亜土、1975.12.20 [｢沈黙が許されない新聞｣と改題『新聞

の運命』(さくら舎、2019)抄録]  

日本人の法意識『日本人の価値観』＜講座・比較文化 7＞研究社出版、1976.5.15≪イザヤ・ベンダサン≫ 

*解説『歴史と文明の旅 下』＜講談社文庫＞小松左京著、講談社、1976.8.15  

マスコミの未来を占う『マスコミ学校』麻生情報文化研究所編、広済堂出版、1977.3.10 

序 イエスとの邂逅『イエスの歩いた道』＜図説聖書の世界 1＞ウォルフガング・E.パックス著(三浦朱門・

曽野綾子訳)学習研究社、1977.4.1[『山本家のイエス伝』(山本書店、1996)収録]  

[キルケゴール]｢解説｣普遍を超えるもの『ラーゲルレーヴ アンデルセン ラーゲルクヴィスト キルケゴー

ル』＜キリスト教文学の世界 13＞主婦の友社、1977.6.25[『宗教からの呼びかけ』(山本書店、2000)

収録] 

解説『ことばへの旅 2』＜角川文庫＞森本哲郎著、角川書店、1977.7.20 

序 ｢シナイ｣への共鳴『モーゼの歩いた道』＜図説聖書の世界 2＞モシェ・パールマン著(三浦朱門・曽野

綾子訳)学習研究社、1977.10.5[『山本七平とゆく聖書の旅』(山本書店、1997)収録] 

『内村鑑三文明評論集』編著＜講談社学術文庫＞1～4、講談社、1977.10.10、1978.1.10、2.10、5.10[第 1

巻に｢内村鑑三と『聖書之研究』｣と｢序｣を、以下、各巻に｢序｣を付す] [改題再刊『勝利の生涯 内村鑑三

評論集』上・下(山本書店、1994)] 

鎖国－将軍と十字架[中田易直との共著]『新日本史探訪 第一集』角川書店、1977.10.30[『日本史探訪 13

幕藩体制の軌跡』＜角川文庫＞(角川書店、1984.11.25)] 

歴史の概念について『新日本史探訪 第一集』角川書店、1977.10.30 

エネルギーと現代[1977.7.19 講演(於金沢市 MRO ホール)]『エネルギーを考える月間講演会記録集』(非

売品)北陸電力地域社会部編、北陸電力、1977.10[南砺市立図書館所蔵] 

結婚について『二十歳の世代へ伝えたい』PHP 研究所、1977.11.30 

読書と出版の歴史[昭和 52 年 7 月 25 日講演(於西武美術館特別講座])『西武美術館講座 AV 特別号』ニュ

ーアート西武、1977.12.30 

中東に平和はくるか[｢特別寄稿｣]『ブリタニカ国際年鑑 1978』ティビーエス・ブリタニカ年鑑、1978.4.1 

はじめに『自伝』フラウィウス・ヨセフス著・秦剛平訳、山本書店、1978.6.20 
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情報産業としての出版業－出版企画への新しい視点のために『出版企画－企画革命の時代－』出版開発社、

1978.7.15 

[トルストイ]｢解説｣ 啓蒙主義と人間の生き方『トルストイ レスコフ チェーホフ』＜キリスト教文学の世

界 16＞主婦の友社、1978.7.25[『宗教からの呼びかけ』(山本書店、2000)収録]  

日本人とキリスト教『南蛮船の渡来』＜探訪大航海時代の日本 1＞小学館、1978.7.25[｢日本と一神教世界

との出会い｣と改題『宗教からの呼びかけ』(山本書店、2000)収録] 

軍隊組織と企業経営[｢特別寄稿外から見た日本海軍｣]『海軍式マネジメントの研究』＜プレジデントビジ

ネス＞プレジデント社、1978.11.5 

序 パウロの回心『パウロの歩いた道』＜図説聖書の世 3＞ウォルフガング・E.パックス著(三浦朱門・曽

野綾子訳)学習研究社、1978.11.20[｢パウロと回心｣と改題『山本七平とゆく聖書の旅』(山本書店、1997)

収録] 

師と弟子[書下し]『中島敦研究』筑摩書房、1978.12.25 

*『新約聖書』と現代[1977.5.27 講話]『チャペル講話集 11』西南学院大学、1978[『宗教からの呼びかけ』

(山本書店、2000)収録] 

西洋受容『受容と屈折』＜探訪大航海時代の日本 6＞小学館、1979.1.10 

「何となく」の真理『結婚前のあなたに』PHP 研究所、1979.1.31 

宗教と政治[｢特別リポート｣]『ブリタニカ国際年鑑 1979』ティビーエス・ブリタニカ年鑑、1979.4.1 

近代の超克[学習院創立百周年記念特別講座]『もろともに世にぞ捧げん 第三号』学習院、1979.4.1 

山本七平のすすめる一〇〇冊の本『サラリーマンの読書 本の選択法から整理術まで』実業之日本社、

1979.5.15 

史観の確立『国際化時代と日本 10 年後の国家目標』世界平和教授アカデミー編、善本社、1979.6.15[同

書 53 頁によると、第 1 部第 2 章(1)史観の確立は『ナショナル・ゴール研究』中間報告会(世界平和教

授アカデミー主催、1977.10)発表論文｢日本における受容と排除｣の要約とされる] 

日本民族はユダヤ民族のあとを追うか『発想の転換 個性派 12 人の提言』＜プレジデントブックス＞糸川

英夫編、プレジデント社、1979.6.22 

日本人の宗教性｢本心｣を探る『繁栄と滅亡の選択 この 20 年の日本の生き方』＜ゴマブックス＞ごま書房、 

1979.9.10[『宗教からの呼びかけ』(山本書店、2000)収録] 

いざやチョンマゲさん[インタビュ記事]『われわれは一体なにをしておるのか 完』読売新聞大阪社会部著、

講談社、1979.11.25 

露国皇太子遭難『歴史への招待 4』日本放送出版協会、1980.2.1[復刻版、1994]  

千年ごとのエルサレム『エルサレム』＜世界の聖域 4＞講談社、1980.3.20 

宗教[概論][｢国際百科年鑑｣]『ブリタニカ国際年鑑 1980』ティビーエス・ブリタニカ年鑑、1980.4.1 

概説[各章(I 生誕、II 宣教、III 受難・復活・昇天)]『キリストの生涯 白川義員写真集』キリストの生涯刊

行会、1980.5.1 

解説『西欧の顔・日本の心』木村尚三郎著、角川書店、1980.5.20  

日本人の法律感覚『日本らしさ』＜シリーズ英和対訳私の日本文化論 3＞講談社、1980.6.8 

なぜ白石か[コメント・自由討論]『日本の知識人－その系譜と役割－』日本文化会議編、PHP 研究所、
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1980.7.31 

外国理解者としての軍人[自由討論]『日本の知識人－その系譜と役割－』日本文化会議編、PHP 研究所、

1980.7.31 

河合栄治郎の意味[自由討論]『日本の知識人－その系譜と役割－』日本文化会議編、PHP 研究所、1980.7.31 

戦後日本の知識人とマルクス主義[自由討論]『日本の知識人－その系譜と役割－』日本文化会議編、PHP

研究所、1980.7.31  

日本人と旧約聖書『旧約聖書の世界 白川義員作品集』小学館、1980.10.20[愛蔵版『旧約聖書の世界 白

川義員作品集』(小学館、1983.12.10)] 

逃した機会『追憶 吉田満』1980.11.10 

異人殺傷事件白書[共著]『歴史への招待 10』日本放送出版協会、1980.12.1[復刻版、1994][｢ドキュメント

生麦事件｣と改題、『黒船襲来』＜NHK 歴史への招待 第 20 巻＞(日本放送出版協会、1989.5.20)収録] 

コミュニケーション異聞[｢異人殺傷事件白書｣の関連記事]『歴史への招待 10』日本放送出版協会、

1980.12 .1[復刻版、1994][『黒船襲来』＜NHK 歴史への招待 第 20 巻＞(日本放送出版協会、1989.5.20)

収録] 

日本人の行動規範『国際誤解と日本人 新しい日本人のイメージ』日本文化会議編、三修社、1980.12.20[再

刊『国際誤解と日本人』三修社、1983.6.15 の.] 

現代日本の苦悩を解く鍵／内村鑑三の信仰『キリスト教問答』内村鑑三著、講談社、1981.3.10 

明日を予測する[｢日本の可能性を考える｣]『日本人の可能性』プレジデント社、1981.3.10 

日本人の発想力[｢日本の可能性を考える｣]『日本人の可能性』プレジデント社、1981.3.10 

宗教 概論[｢国際百科年鑑｣]『ブリタニカ国際年鑑 1981』ティビーエス・ブリタニカ年鑑、1981.4.15 

日本人の隣人観－｢家訓｣｢契状｣を手がかりに『日本人と隣人』日本 YMCA 同盟出版部、1981.4.30 

*日本の伝統と教育『’81 春｢女性のための生活情報セミナー｣講演録』生活情報センター、1981.5.19[『宗

教について』(PHP 研究所、1995)収録] 

｢固有法文化｣と自由世界の生き残り『日本は何をなすべきか 安全保障・教育・活力ある社会の創造』＜学

際研究選書＞世界平和教授アカデミー 編、教育出版センター、1981.5.30 

解説 現代にも通じる新興宗教批判『宗教をののしる』＜大宅壮一全集第 4 巻＞蒼洋社、1981.6.25[｢百万

人の最短反応－新興宗教はなぜ現れるのか｣と改題『宗教からの呼びかけ』(山本書店、2000)収録] 

江戸時代の価値と近代化『日本社会の特質』並木信義編、日本経済新聞社、1981.6.4 

シンポジウム異質文化の形成 I 砂漠の中へ『共生の時代』日本文化デザイン会議編、講談社、1981.7.3[シ

ンポジウム：パオロ・ソレリ、芳賀徹] 

シンポジウム異質文化の形成 I (討議) アーコサンティをめぐって『共生の時代』日本文化デザイン会議編、

講談社、1981.7.3[シンポジウム：パオロ・ソレリ、フランソワーズ・ジョーエ、レンゾ・ピアノ、芳賀

徹] 

解説『モラトリアム人間の時代』小此木啓吾、中央公論社、1981.11.10 

小室直樹 ｢日本教｣を解明する頭脳『このすばらしき｢天才｣たち』PHP 研究所、1981.12.10 

歴史的文脈への視点『松下政経塾講話録 PART3』PHP 研究所、1982.2.12 
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伝統と現代[1981.3.1 講演]『学びの出発 三井教養セミナー vol.4』三井教養セミナー事務局、1982.3. 

宗教 概論[｢国際百科年鑑｣]『ブリタニカ国際年鑑 1982』ティビーエス・ブリタニカ年鑑、1982.4.1 

エブラ[｢特別リポート｣]『ブリタニカ国際年鑑 1982』ティビーエス・ブリタニカ年鑑、1982.4.1 

解説『日本人の阿闍世コンプレックス』＜中公文庫＞小此木啓吾著、中央公論社、1982.4.10 

クジラとりの末裔『おやじ魂』日之出出版、1982.4.25[『人生について』収録]  

文化の時代を考える『国づくりへの提言』国土庁計画・調整局編、東洋経済新報社、1982.5.6 

飲食の出発点[序章]『比較文化の眼 欧米ジャーナリストによる飲食エッセイ集』＜サントリー博物館文庫

4＞サントリー、1982.5.25[『人生について』収録] 

日本人と外国語『国際交流と言語文化』企業内語学教育研究会編、語研、1982.9.15 

女装艦隊敵商船を撃沈せよ『歴史への招待 23』日本放送出版協会、1982.10.1 

近衛文麿 ｢非常時｣昭和の貴族宰相『激動昭和の領袖』＜日本のリーダー 13＞ティビーエス・ブリタニカ、

1982.12.20 

監修者まえがき『人間徳川家康 永久政権を築いた男の生き方』プレジデント社、1982.12.10 

日本人の“法意識”を分解する『松下政経塾講話録 PART5－日本人を考える』PHP 研究所、1982.12.30 

『ユダヤ戦記』使命感のなせる業『古典の愉しみ』PHP 研究所、1983 年 1 月 19 日 

日本人の法思想－貞永式目の制定過程とその特徴－『世界の中の日本 II』拓殖大学、1983.1.20 

近代日本の成立－正統性の問題と明治維新の成功－『世界の中の日本 II』拓殖大学、1983.1.20 

日本人にはなにも起こっていない[｢PART・1 日本人の精神構造は変わったか｣]『日本人の精神構造に今な

にが起こっているか』講談社、1983.3.4 

規範なき実力社会[｢PART・2 日本的精神構造の特殊性｣]『日本人の精神構造に今なにが起こっているか』

講談社、1983.3.4 

伝統と現代と未来『愛媛県文化振興財団文化講演会 1』愛媛県文化振興財団、1983.3.31 

宗教 概論[｢国際百科年鑑｣]『ブリタニカ国際年鑑 1983』ティビーエス・ブリタニカ年鑑、1983.4.1 

政治家・家康の偉大なるコモンセンス『徳川家康』＜現代視点 戦国・幕末の群像＞旺文社編・刊、1983.4.25 

宿命論的悲観論を排す－未来の創造に向けて－『世界を考える 京都座会からの発言 二十一世紀の理念と

方策を求めて』PHP 研究所、1983.9.12 

社会的にみた正三の影響『鈴木正三 今に生きるその足跡』鈴木正三顕彰会編・刊、1983.10.1[改訂版『鈴

木正三 今に生きるその足跡』第一法規出版、1984.3.1] 

あきれた角さん『人間的なあまりに人間的な ヒューマン・モノローグ』横川遼編、AA 出版、1983.10.10[初

出は『週刊求人タイムス』、未確認] 

イスラエルでの二度の体験『ネクタイ 随筆集』菱屋、1983.10.19 

写楽を売り出した男 蔦屋重三郎『歴史への招待 27』日本放送出版協会、1983.11.1 

聖書を通して日本人を知る＜聖書学＞『講義のあとで 続 第一線 20 人が語る研究の最前線』日本リクル

ートセンター出版部、1983.11.10[改訂版『講義のあとで 2 知の追究者たちが語る学問の入り口とその

世界』(丸善、2009)] 
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国際社会の中の日本－近代化への伝統的素地－『世界の中の日本 III』拓殖大学、1984.1.20 

江戸末期の農村ブルジョアジー－｢近代化｣成功の基盤－『世界の中の日本 III』拓殖大学、1984.1.20 

地域文化の創造と分権『地方自治体 21 世紀に向けて ローカルガバメントの発想』田村明・渡辺保男編、

総合労働研究所 1984.1.31 

社会の動態的変化をつかむ『西暦 2000 年そのとき日本は』＜柳田邦男との共編＞講談社、1984.3.12 

日本人の“法意識”を分析する『特別研修叢書 昭和五十八年度版 上巻』日本弁護士連合会、1984.3.30 

宗教 核論争[｢国際百科年鑑｣]『ブリタニカ国際年鑑 1984』ティビーエス・ブリタニカ年鑑、1984.4.1 

解説『日本経済の先を読む』竹内宏著＜新潮文庫＞新潮社、1984.4.25 

概説 組織的経営の先駆者『大番頭の手腕』＜日本の商人第 5 巻＞ティビーエス・ブリタニカ、1984.4.25 

聖書における医の位置[講演]『医の哲学と倫理を考える部会報』14、1981.5.13 講演[北里大学病院医の哲

学と倫理を考える部会編『医の心(四) 医の哲学と倫理を考える』(丸善、1984.2.20)収録、同書から『宗

教からの呼びかけ』(山本書店、2000)収録] 

実力相談役・家康の決断[巻頭歴史エッセイ]『大坂の陣』＜新分析 現代に生きる戦略・戦術＞旺文社、

1984.5.25  

歴史にみる社会変動と若ものの動き。そして現代は[｢情報化社会の中の若もの像 社会変動とその生きざ

ま｣]『ホモ・メディエンス 情報化の中の若もの像』RADIO6 社マーケティング研究会編、宣伝会議、

1984.6.10 

求められる経営者のあり方『日経連講演集 5』日本経営者団体連盟弘報部、1984.7.25 

ユダヤ人・シャギール氏と日本の主『主のゆくへ－新しい家庭内コミュニケーションを求めて－』サンケ

イ出版、1984.10.10 

『｢色即是空｣の研究 般若心経の読み方』＜増原良彦との共著＞日本経済新聞社、1984.10.25 

明治のエコ・テクノロジー『日本的なビジネス』＜本田選書＞山室英男編、三修社、1984.11.10 

幕藩体制確立とキリシタン『幕藩体制の軌跡』(角川文庫)＜日本史探訪 13＞、角川書店、1984.11.25 

ウイリアム・ブラッドフォード メイフラワー号と｢建国神話｣の人々『自由の新天地』＜人物アメリカ史

１＞集英社、1984.12.15 

権力の解剖－日本の権力の過去、現在、未来－『世界の中の日本 IV』拓殖大学、1985.1.15 

徳川末期と戦後－徳川時代における私法関係－『世界の中の日本 IV』拓殖大学、1985.1.15 

戦後民主主義の原像[基調講演]『シンポジウム 現代を問う・昭和史の総括(上)』山陽新聞社編・刊、

1985.2.24 

補足講演及び討論『シンポジウム 現代を問う・昭和史の総括(上)』山陽新聞社編・刊、1985.2.24 

宗教 解放の神学[｢国際百科年鑑｣]『ブリタニカ国際年鑑 1985』ティビーエス・ブリタニカ年鑑、1985.4.1 

西洋の余暇思想がもたらしたもの[｢第四章 日本における余暇の変遷｣]『閑暇活人』＜住まいの文化誌シリ

ーズ 4＞三沢ホーム経済研究所、1985.8.1 

日本人の法律感覚『日本らしさ』ダン・ケニー編＜シリーズ英和対訳私の日本文化論 3＞講談社、1985.10.8 

宗教 靖国とビットブルグ『ブリタニカ国際年鑑 1986』ティビーエス・ブリタニカ年鑑、1986.4.1 
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日本人の死生観の変遷と家族関係[講演・質疑応答(於第 3 回訪問看護婦教育セミナー公開講座)]『続・訪

問看護の真髄を求めて』佐藤智編、経済往来社、1986.4.17 

津田左右吉『アジアを夢みる』山崎正和編＜言論は日本を動かす第 3 巻＞講談社、1986.4.28 

｢日本人論｣の思想的背景[｢第 1 セッション日本人論の功罪＜討論ガイドライン＞｣]『新・日本人論 世界の

中の日本人』読売新聞社、1986.4.29 

[無題]『とっておきのいい話』週刊文春編集部編、ネスコ、1986.6.30 [｢グズラ｣と題して再刊『とってお

きのいい話 ニッポン・ジョーク集』＜文春文庫＞(文芸春秋編・刊、1989)] 

“男女差”から“技能差”の時代へ[｢均等法所感 識者はこう考える｣]『男女平等時代の労務管理 実践研究－

均等法と改正労基法への対応』＜労政時報別冊＞労務行政研究所、1986.6 

日本人の宗教感覚『人生祭事』＜住まいの文化誌シリーズ 6＞ミサワホーム総合研究所、1986.8.1 

精錬された人『吉田満著作集 下巻』[付録]文芸春秋、[1986.9.20] 

概説『選択と経略 歴史に学ぶ生きかた学』三笠書房、1986.10.15 

*『聖書』に生きる女性たち[1985.6.5 講演(於人見記念講堂)]『女性文化 第四集』昭和女子大学、1986.3.5[｢『聖

書』とはどのような書物か｣と改題『宗教からの呼びかけ』(山本書店、2000)収録] 

Ursprünge der japanischen Arbeitsethik『Philosophie, Geistesgeschichte, Anthropologie』＜Japan und 

der Westen. Band 1＞Fischer Taschenbuch Verlag、1986.12 

人望あるリーダー像－『日本教徒』聖人の魅力とは？『西郷隆盛 人望あるリーダーの条件』＜Bigman

ビジネスブックス＞世界文化社、1987.3.20 

徳川時代の時制・時間『世界の中の日本 V』拓殖大学、1987.3.31 

渋沢栄一と日本の近代化『世界の中の日本 V』拓殖大学、1987.3.31 

宗教[概説][｢国際百科年鑑｣]『ブリタニカ国際年鑑 1987』ティビーエス・ブリタニカ年鑑、1987.4.1 

国際化の行方『90 年代・大変革の読み方－日本はどう進むべきか』PHP 研究所、1987.4.24 

『看羊録』の日本『世界の中の日本 VI』拓殖大学、1987.6.30[『日本はなぜ外交で負けるのか』(さくら舎、

2014)収録] 

『両国壬辰実記』について『世界の中の日本 VI』拓殖大学、1987.6.30[｢『両国壬辰実記』が示す日韓の誤

解｣と改題『日本はなぜ外交で負けるのか』(さくら舎、2014)収録] 

日本の伝統と世界[1980.11.12 講演]『教養講座講演集 第一集』日本大学工学部編・刊、1987.10.1 

毛利元就の究極の組織利用－成功体験に溺れぬ戦略眼『乱世の知謀と決断』＜日本を創った戦略集団 1＞

集英社、」1987.10.26 

概説 私流の｢語録｣の読み方『統率力
リーダーシップ

が組織を燃やす 昭和の名語録』経済界、1987.11.5 

解説『新・文化産業論』＜PHP 文庫＞日下公人著、PHP 研究所、1987.11.16 

これからの地域経営－北海道への期待と未来性[基調講演]『知恵を生かした未来づくり－’87 北海道市町村

長交流会議から－』北海道市町村振興協会、1987.11.30 

石田梅岩、心学と商人たち 日本資本主義の精神を開いた人々『｢峠｣時代の創造と勤勉』＜日本を創った

戦略集団 4＞集英社 1988.2.24 

宗教 概説[｢国際百科年鑑｣]『ブリタニカ国際年鑑 1988』ティビーエス・ブリタニカ年鑑、1988.4.1 
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社会的ストレッサーに関する一考察『社会要因からみたストレッサーに関する研究』＜昭和 62 年度厚生

科学特別研究＞国立精神・神経センター精神保健研究所、1988.4 

製鉄と製銅に見る日本の技術『世界の中の日本 VII』拓殖大学、1988.7.1 

天皇制について『世界の中の日本 VII』拓殖大学、1988.7.1 

俳句 与謝蕪村『わが心の詩』PHP 研究所、1988.9.13 

概説 泰平の世から勤勉・経済・忍従の時代へ『徳川泰平 元禄から享保の時代』編著＜転換期の戦略 4＞

経済界、1988.9.23  

伝統と文化[1986.9.13 講演]『NHK 文化講演会 18』日本放送出版協会、1988.9.30 

日本人の金銭感覚が国際化した『円高 3 年－転換期の経営戦略－』太陽神戸総合研究所、1988.12＜OK 

昭和－過去の蓄積が全て噴出した時代[講演と質疑応答、1988.2.20(於天城ホームステッド)]『昭和の総括

－昭和の負債と遺産－』富士会議事務局、1988  

宗教 概説[｢国際百科年鑑｣]『ブリタニカ国際年鑑 1989』ティビーエス・ブリタニカ年鑑、1989.4.1 

日本人と天皇『昭和天皇 全記録』講談社、1989.5.15[｢昭和天皇はなぜ自ら｢立憲君主｣と規定したか｣と

改題『戦争責任は何処に誰にあるか』(2016、さくら舎)収録] 

プロローグ こうすれば組織は活性化する『指導力組織力がつく 知的精鋭集団のつくり方、育て方』経済

界、1990.1.5 

記録と文化[映像によるフォーラム第 1 回記念講演]『国際ビデオライブラリーフォーラム’88 記録』放送

番組センター、1989.3.15 

社会風俗は時代を超えて継続する[｢昭和概観｣]『目で見る昭和全史 昭和元年～64 年』読売新聞社、

1989.5.6 

町人学者 山片蟠桃 I・II『世界の中の日本 VIII』拓殖大学、1989.7.31 

日本の家族の考察『家人三代 住まいの文化誌』＜Familization books 9)＞ミサワホーム総合研究所、

1989.8.10 

解説『外人課長が見たニッポン株式会社』＜PHP 文庫＞ムハンマッド・ライース、PHP 研究所、1989.10.16 

西郷隆盛論[｢特別エッセイ｣]『｢翔ぶが如く｣と西郷隆盛 目でみる日本史』＜文春文庫ビジュアル版＞文芸

春秋、1989.11.10 

[無題]『読書日録大全』植田康夫編、講談社、1989.12.10 

解説『日本町人国家論』＜PHP 文庫＞天谷直弘、PHP 研究所、1989.12.15 

[追悼文]『我山に向いて目をあぐ』宮田量子、1990.2.18 

宗教 概説[｢国際百科年鑑｣]『ブリタニカ国際年鑑 1990』ティビーエス・ブリタニカ年鑑、1990.4.1 

出会いは金銭で買えない不思議な幸運－監修のことば『ビジネスマンのための｢この一冊｣』監修＜講談社

ビジネス＞講談社、1990.5.25  

『戦国名将・人物を知る事典』[監修]有精堂出版、1990.6.15 

一般的多極構造時代の日本の道[｢世界の諸潮流を読む｣]『90 年代世界を読む 日本を考える 社会・経済・

企業はどうなるか』PHP 研究所、1990.6.23  

[無題]『人づきあいのコツはここにある 現代人名語録』講談社、1990.7.27 
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明治維新の思想『世界の中の日本 IX』拓殖大学、1990.7.31[｢正統と理想が問われた大変革から何がわか

るか｣と改題『戦争責任は何処に誰にあるか』(2016、さくら舎)収録] 

本多利明について『世界の中の日本 IX』拓殖大学、1990.7.31 

エネルギーの存在実感が希薄[第 2 章私の意見－エネルギー・地球環境『どうする日本のエネルギー－2010

年の長期需給見通し』電気新聞編、日本電気協会新聞部、1990.9.4 

十年一日『父の教え 日本人の魂の原点を求めて』祥伝社、1990.10.5[『人生について』収録] 

父親批判の許されない家『母の教え 日本人の心の原点を求めて』祥伝社、1990.10.5[『人生について』

収録] 

山本七平氏の｢日本的合理主義と集団システム｣論『What is Japan? 内からみた日本・外からみた日本』

天谷直弘・電通総研、PHP 研究所、1990.10.15 

一つの恵み『星空へひらく窓 クリスマス・エッセイ』女子パウロ会、1990.11.1[『人生について』収録]  

日本人とは何か『平成日本の原点－'90 経営者夏季セミナー講演録－』＜『商工ジャーナル』16-11 付録＞

商工中金経済研究所、1990.11.1 

地域文化の創造と自治体『まちづくりと文化』＜自治研修新書 10＞埼玉県自治研修所、1991.2 

漢字とかな／ヨーロッパ人の見た日本の文字文化／西欧と漢字文化圏と日本『漢字文化を考える』中西

進・山本七平編、大修館書店 1991.4.25[大修館カセット｢漢字文化を考える｣名講演シリーズ、大修館

書店 1991] 

[無題]『私にとって｢時間｣とは ｢100 字エッセイ｣157 人と｢対談｣33 人が考える』MET 編集委員会、ダイ

ヤモンド社、1991.7.10  

『父と息子の往復書簡 東京－ニューヨーク』山本七平・山本良樹著、日本経済新聞社、1991.12.12【I｢地獄
ヘ ル ズ

の
・

台所
キ ッ チ ン

｣からのメッセ―ジ(在米七年、ニューヨークで詩を書くこと？／半世紀前､戦時中で禁欲的だった

私の学生時代／｢多民族国家｣アメリカがたどる道は……／暴力､麻薬､ホームレスがもらすもの／｢富｣は、

飲めば飲むほど渇く。“地獄の水”なのか／南アが日本人に与える称号｢名誉白人｣の無価値／｢日米構造論

争｣は｢神学論争｣ではないのか／アメリカ人の｢内的規範｣はどうなっているのか／｢知足安分社会｣と｢競

争至上社会｣／日本にも良樹がNYで住んでいるような｢ご町内
ネ イ バ ー

｣があった／人間とは無駄なエネルギーを

費やすものなり／アメリカのアラブ化か、アラブのアメリカ化か／ニューヨークの家賃は東京より高い

謎／アメリカ像も日本像も｢実
まこと

らしき虚言
そ ら ご と

｣)、II｢経験｣からの発想(｢経験｣こそ｢実
まこと

らしき虚言
そ ら ご と

｣を見破るこ

とができる／二十世紀は”戦争､疫病､飢餓”を克服できるだろうか／サウジ出兵の目的は｢原油の確保｣の

ためだろうか／｢原油の確保｣の大義名分／石油と戦争との関係／“とにかく生きる”という原点に立ち返

る)、III 父の｢生｣に捧ぐ(｢行動預言｣とは何か／｢雑然たる整然さ｣の国ニッポン)】[再刊『父と息子の往

復書簡 東京－ニューヨーク』(山本書店、2003)] 

日本人の本音を語る｢加上論｣[インタビュ]『テラスで読む｢知｣の冒険』日本経済新聞社、1992.2.25 

神戸『歴史街道をゆく』PHP 研究所、1992.7.3[初出は『大商ニュース』掲載年月日未詳] 

｢無理をしない｣経営『松下幸之助の論点 海図なき時代の指針をさぐる』PHP 研究所編・刊、1994.11.4 

イエスとの邂逅／聖誕－イエスの少年期、青年期／イエス登場／悪魔の揺曳／イエスの闘争／終末への宴

／イエスの法廷傍聴記／十字架／復活『山本家のイエス伝』山本れい子・良樹との共著、山本書店、

1996.12.10[山本七平執筆文のみを『すらすら読めるイエス伝』＜講談社+α 文庫＞(講談社、2005)収録] 
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3.対談・討議 

渡部昇一教授の横顔『日本文化を問いなおす 渡部昇一対談集』講談社、1976.5.2[対談：渡部昇一] 

ユダヤ教とマルクス主義『宗教とマルクス主義 対話篇』新生思想研究所編、善本社、1976.12.8[対談：

加納政弘] 

『対談 日本人と聖書』TBS ブリタニカ、1977.1.20【まえがき、聖書とは一つの世界(新見宏)、聖書を生

み出した風土(森本哲郎)、聖書の民と歴史(三笠宮崇仁)、旧約聖書の成立へ(秦剛平)、新約聖書の時代と

イエス(秀村欣二)、聖書と美術 初代教会から全西欧へ(辻成史)、聖書の文学と翻訳 プロテスタントの時

代(渡部昇一)、アメリカへ 聖書と体制(古屋安雄)、共産主義とロシアと聖書(木村浩)、日本の伝統と聖書 

キリシタンの時代(山崎正和)、現代日本文化と聖書(フランク・B・ギブニー)、あとがき】[『おしゃべり

聖書学』＜山本七平全対話 2＞(学習研究社 1985)収録、｢新約聖書の時代とイエス｣(秀村欣二)は『山本

七平とゆく聖書の旅』(山本書店、1997)収録] 

私とシャガール『NHK 日曜美術館 第 6 集』学習研究社、1977.12.1[テレビ対談：河路勝、太田治子] 

｢話し合い｣か｢法｣か『ダッカハイジャック事件 日本赤軍との闘い』1978.5.2[対談：石井一] 

『イスラムの発想 アラブ産油国のホンネがわかる本 対話』徳間書店 1979.10[対談：加瀬英明][改題・再

編集版『イスラムの読み方 なぜ、欧米・日本と折りあえないのか』(祥伝社 2005)、『イスラムの読み方 

その行動原理を探る』＜祥伝社新書＞(祥伝社 2015)][『神のいる国』＜山本七平全対話 3＞(学習研究社、

1985)収録] 

対談 日本人論の周辺『会田雄次著作集 第 2 巻月報』講談社、1979.10[対談：会田雄次] [｢日本人の不思

議な特性｣と改題『ほんねの時代 これからの世界と日本人 会田雄次対談集』(講談社、1981.2.20)収録] 

現代日本人の思想的原点『日本人と教育 対談集』東和大学国際教育研究所編、文一総合出版、1980.7.10[対

談：福田敏南] 

『日本人と｢日本病｣について』文芸春秋 1980.9.5[対談：岸田秀][再刊『日本人と｢日本病｣について』＜岸

田秀コレクション＞(青土社、1992)、＜文春文庫＞(文芸春秋、1996)、＜文春学芸ライブラリー＞(文芸

春秋、2015)][『日本人と｢日本病｣について』＜山本七平全対話 5＞(学習研究社 1984)収録] 

座談会 日本と世界『日本人の可能性』プレジデント社、1981.3.10[座談会：小室直樹、並木信義]【日本

人の信条体系／ソ連と中東】[｢日本人と世界｣と改題『日本教の社会学』(講談社、1981)、『日本教の社

会学』＜山本七平全対話 4＞(学習研究社 1985)収録] 

時代の気分と歌[セッション I]／[パネルディスカッション]／[大討論の発言]『時代の気分歌の気分』講談

社 1981.3.24[シンポジウム記録] 

日本人は八〇年代をどう生きるのか『この人と語る 山下勇対談集』日経事業出版社、1981.3.30[対談：

山下勇] 

イスラムとどうつきあうか[『これからの時代とどうつきあうか ビジネスマンの新処世訓』(東洋経済新報

社、1981.4.30)[対談：川田通良]、同書から『神のいる国』＜山本七平全対話 3＞(学習研究社、1985)

収録][『これからの時代とどうつきあうか』では『週刊東洋経済』1980.5.24 号が初出とあるが確認で

きない] 

『日本教の社会学』＜小室直樹との対談＞講談社、1981.8.17[再刊『日本教の社会学』(ビジネス社、2016)、

＜新装版＞(ビジネス社、2022)][『日本教の社会学』＜山本七平全対話 4＞(研究社、1985)収録] 

二十一世紀をひらく“勤勉の哲学”『理想めざして 竹下登のさわやか対談・我が道を行く』竹下登著、新

樹企画、1981.9.13[対談：竹下登] 

[｢エコ・テクノジーの課題｣へのコメント]『技術と文化の対話－エコ・テクノロジーの提唱』本田財団編、

三修社、1981.11.25 

論語に見る人間失格の条件は、今の社会でも完全に当てはまる＜1981.12.20 フジ TV 系世相を斬る 116
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回＞『竹村健一の世相を斬る 2』竹村健一、サンケイ出版、1982.4.10 

『日本人の社会病理』講談社、1982.11.7[対談：小此木啓吾]【まえがき(小此木啓吾)、第 I 部 エディプス・

コンプレックスと阿闍世コンプレックス、第 I 部序説(五大馨)、第一章 ユダヤ人フロイトと精神分析、

第二章 エディプス・コンプレックス、第三章 阿闍世コンプレックス、第 II 部 ヨーロッパ文化の問題、

第 II 部序説(五大馨)、第一章 ヨーロッパ文化の形成、第二章 マリヤ崇拝と処女降誕、第三章 近代プ

ロテスタンティズムと現代世界の課題、第 III 部 現代日本の社会病理、第 III 部序説(五大馨)、第一章 日

本社会の病理、第二章 家庭内暴力､校内暴力、第三章 現実感の喪失、第四章 学生文化・日本】[再刊『日

本人の社会病理』＜講談社文庫＞(講談社 1986)] [『日本人の社会病理』＜山本七平全対話 7＞(学習研

究社、1985)収録]  

日本人にはなにも起こっていない[｢PART・1 日本人の精神構造は変わったか｣]『日本人の精神構造に今な

にが起こっているか』講談社、1983.3.4 

規範なき実力主義社会[｢PART・2 日本的精神構造の特殊性｣]『日本人の精神構造に今なにが起こっている

か』講談社、1983.3.4 

[｢PART・3 精神構造をいかに変革するか｣]『日本人の精神構造に今なにが起こっているか』講談社、

1983.3.4[シンポジウム：河合雅雄、斎藤茂太、森本哲郎] 

『夏彦・七平の十八番づくし 私は人生のアルバイト』＜山本夏彦との対談集＞サンケイ出版、1983.3.15[再

刊＜中公文庫＞(中央公論社、1990)、＜復刻版＞(産経新聞出版、2009)]【新聞はお読みでしょうか／欲

ばりとやきもち／死んだ人生きてる人／忠臣蔵変痴気論／恋と言い愛と言う／私は時々女になる／好き

な言葉嫌いな言葉／広告はひとをだまさない／｢賞｣は異なもの】｢新聞はお読みでしょうか｣｢欲ばりとや

きもち｣を『日本学入門』＜山本七平全対話 1＞(学習研究社、1984)収録、｢恋と言い愛と言う｣｢私は時々

女になる｣｢広告はひとをだまさない｣を除き『意地悪は死なず 夏彦・七平対談』＜山本夏彦とその時代 2＞

(ワック 2011)収録] 

神々と仏たち『日本文化デザイン会議 ’82 金沢ダイジェスト』日本文化デザイン会議事務局編・刊、

1983.4.20[座談会：浅香年木、谷川健一、ドナルド・リチー、藤村久和][｢神々とあそび｣と改題、日本文

化デザイン会議編『あそびの再発見』(紀尾井書房、1983.12.23)収録] 

日本人……その心の源流を語る『ふるさと日本』飯塚真玄企画・編集、テイケイシイ、1983.8.6[対談：飯

塚毅] 

勝海舟と現代『勝海舟全集 第 22 巻 秘録と随想』講談社、1983.9.28[対談：江藤淳] [『日本人と｢日本病｣

について』＜山本七平全対話 5＞(学習研究社、1984)収録] 

『近代日本の虚像と実像』＜大浜徹也との対談集＞同成社、1984.1.20【日本の知識人／日本人と宗教／日

本人と軍隊／欧化主義と日本の近代】 

日本人の“手頃”と“手加減”[｢美と文化の謎を探る｣]『やきものと漆 器のファッション』＜日本の美と文化 

Art japanesque 17＞講談社、1984.1.30[対談：秋岡芳夫] 

日本の選択 エネルギー自立国家への条件『1984 日本の選択 エネルギー自立国家への条件』プレジデン

ト社、1984.4.20[対談：中村康治、(司会)黒川義康] 

『意地悪は死なず』＜山本夏彦との対談集＞講談社、1984.8.8【流行がすべてである／｢三日三月三年｣と

いう／何よりも正義を愛す／テレビ人間と活字人間／意地悪は死なず／助平を論じてエロスに及ぶ／投

票すれども選挙はせず／君見ずや管鮑貧時の交り】[再刊『意地悪は死なず』＜中公文庫＞(中央公論社 

1991)] [｢テレビ人間と活字人間｣｢助平を論じてエロスに及ぶ｣を除き『意地悪は死なず 夏彦・七平対談』

＜山本夏彦とその時代 2＞(ワック、2011)収録] 

『人間としてみたブッダとキリスト 山本七平・宗教を語る』＜対談集＞原書房、1984.10.31【総序／無原

則の思想[対談：中村元]／人間としてみたブッダとキリスト[対談：梅原猛]／ヘブライとヘレニズム[対

談：森剛平]／キリシタンと日本[対談：トマス・インモース]／切支丹・殉教・日本人[鼎談：遠藤周作、

井上洋治]／日本教としての法華経[鼎談：小室直樹、トマス・インモース]】[｢無原則の思想｣を『中村元

対談集 3 社会と学問を語る』(東京書籍、1992)収録] 
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『日本学入門』＜山本七平全対話 1＞学習研究社、1984.11.1【日本人とユダヤ人とアラブ人とアメリカ人[対

談：イーデス・ハンソン]／人肉食いと小野田少尉と天皇と[対談：安岡章太郎]／元陸軍少尉と戦無派の

場合[対談：沢木耕太郎]／日本人の精神と魂を支えるもの[対談：奈良本辰也]／新聞の危機とは何か[対

談：松岡英夫]／最近新聞紙学・東と西と[対談：深田祐介]／リアリズムなき日本人[対談：司馬遼太郎]

／日本の裸像[対談：グレゴリー・クラーク]／他人の目・自分の目[対談：田中澄江]／世界は原点回帰に

向かう[対談：田中清玄]／苦手なロシア人とつき合う法[対談：内村剛介]／イリュージョンを排す[対談：

深田祐介]／日本人にとって｢シベリア捕虜体験｣とは何か[対談：佐藤忠良]／天皇陛下の経済学[対談：ベ

ン－アミ・シロニ－]／新聞はお読みでしょうか[対談：山本夏彦]／欲ばりとやきもち[対談：山本夏彦]

／キリシタンと日本[対談：トマス・インモース]／東西の古典をめぐって[対談：田中美知太郎]】 

『根回しの思想』＜山本七平全対話 6＞学習研究社、1984.11.1【根回しの思想[対談：長富祐一郎]／知識

人はいま何をなすべきか[対談：西部邁]／いま求められる｢横割りの原理｣[対談：天谷直弘]／組織とし

ての日本軍[対談：秦郁彦]／皇軍の神話を衝く[対談：会田雄次]／日本に聖人や天才はいらない[対談：

司馬遼太郎]／中年になった日本人[鼎談：香山健一、渡辺昇一]／『日本人と西洋人』事情[対談：深田

祐介]／サラリーマン社会と悪の論理[対談：倉前盛通]／｢和｣の風土[対談：紀野一義]／闇の主役、田中

角栄と池田大作[対談：藤原弘達]名伯楽の条件[対談：駒田信二]／日本的指導者とは何か[対談：高坂正

堯] ／人望が期待される時代[対談：会田雄次]／国鉄の前に役場職員を八割削れ[対談：坪内寿夫] 

金とブームは追いかけるな『夢つきることなし 坪内寿夫対談集』1984.11.10 

『日本人と｢日本病｣について』＜山本七平全対話 5＞学習研究社、1984.12.1【日本人と｢日本病｣について

[対談：岸田秀]／家康の一族統率力 [対談：綱淵謙錠]／勝海舟と現代 [対談：江藤淳]／西郷を誤解させ

たのは誰か [鼎談：尾崎秀樹、綱淵謙錠]／田中角栄と日本人[対談：司馬遼太郎]】 

『明日を読む』＜山本七平全対話 8＞学習研究社 1984.12.1【バイオテクノロジー－二十一世紀への視点

－[対談：石井威望]／原子力の平和利用と日本の位置について[対談：今井隆吉]／原子力開発の歴史と

究極兵器について[対談：秦郁彦]／原子力の未来と将来の日本について[対談：小松左京]／インド人が

最後に生き残る民族[対談：森本哲郎]／エネルギーと食糧問題の無知から文明の崩壊がはじまる[対談：

野坂昭如]／電源立地問題と日本人の心性[対談：橋本利一]／日本は生き残れるか[対談：長谷川慶太郎]

／自分の時代 日本の時代[鼎談：唐津一、小松左京]／多様で多層でオリジナルな発想[対談：市川英夫]

／1990 年の起業家精神[対談：碓井優]／メドがつくまで脱サラは待て[対談：野末陳平]／二十一世紀の

日本はハルマゲドンだ[鼎談：市川英夫、小室直樹] 

『おしゃべり聖書学』＜山本七平全対話 2＞学習研究社 1985.1.10【聖書以前[対談：矢島文夫]／聖書と

は一つの世界[対談：新見宏]／聖書を生み出した風土[対談：森本哲郎]／聖書の民と歴史[対談：三笠宮

崇仁]／旧約聖書の成立へ[対談：秦剛平]／新約聖書の時代とイエス[対談：秀村欣二]／聖書と美術 初代

教会から全西欧へ[対談：辻成史]／聖書の文学と翻訳 プロテスタントの時代[対談：渡部昇一]／アメリ

カへ 聖書と体制[対談：古屋安雄]／共産主義とロシアと聖書[対談：木村浩]／日本の伝統と聖書 キリ

シタンの時代[対談：山崎正和]／現代日本文化と聖書[対談：フランク・B・ギブニー]】 

『日本教の社会学』＜山本七平全対話 4＞学習研究社 1985.1.10【『日本教の社会学』(講談社、1981)[対

談：小室直樹]／ソ連よりアメリカがもつと恐い!(『宝石』8-12、1980.12)を改題｢ソ連よりアメリカが

怖い｣[対談：小室直樹]／座談会 日本と世界『日本人の可能性』(プレジデント社、1981)の改題｢日本人

と世界｣[座談会：小室直樹、並木信義]】 

『神のいる国』＜山本七平全対話 3＞学習研究社、1985.2.25【神のいる国、新稿、1984.12[対談：片倉も

とこ]／聖書の旅から[対談：曽野綾子]／うからの日本人論[鼎談：ベン―アミ・シロニー、ウリ・エブス

タイン]／イスラムとどうつきあうか[対談：川田通良]／敵対から併存へと動き始めた｢エルサレムの民｣

[対談：牟田口義郎]／イスラムの発想[対談：加藤英明]】 

『日本人の社会病理』＜山本七平全対話 7＞学習研究社、1985.2.25【太平洋戦争とユダヤ戦争と[対談：

秦剛平]／日本人の社会病理[対談：小此木啓吾]】 

[｢第 1 セッション 日本人論の功罪・討論｣]『新・日本人論 世界の中の日本人』読売新聞社、1986.4.29[討

論：加藤秀俊(司会)、フセボロド・V・オフチンニコフ、木村尚三郎、メリー・I・ホワイト、マハディ・
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エルマンジュラ、オマル・マルチネス・レゴレタ、渡辺武、篠原三代平、ロナルド・P・ドーア、武者

小路公秀、アラン・リックス、鳥羽欽一郎、矢野暢、金日坤、国政恒裕、板垣雄三] 

[｢第 2 セッション 日本経済のダイナミズム・討論｣]『新・日本人論 世界の中の日本人』読売新聞社、

1986.4.29 [討論：篠原三代平(司会)、加藤秀俊、フセボロド・V・オフチンニコフ、木村尚三郎、メリ

ー・I・ホワイト、マハディ・エルマンジュラ、オマル・マルチネス・レゴレタ、渡辺武、ロナルド・P・

ドーア、武者小路公秀、アラン・リックス、鳥羽欽一郎、矢野暢、金日坤、国政恒裕、板垣雄三] 

[｢第 3 セッション 日本式内政と外交・討論｣]『新・日本人論 世界の中の日本人』読売新聞社、1986.4.29 

[討論：武者小路公秀(司会)、加藤秀俊、フセボロド・V・オフチンニコフ、木村尚三郎、メリー・I・ホ

ワイト、マハディ・エルマンジュラ、オマル・マルチネス・レゴレタ、渡辺武、篠原三代平、ロナルド・

P・ドーア、アラン・リックス、鳥羽欽一郎、矢野暢、金日坤、国政恒裕、板垣雄三、森永卓一郎] 

非国民のつくり方 義務教育と徴兵制のそっくり構造『非国民のつくり方 現代いじめ考』潮出版、

1986.6.15[対談：古山高麗雄] 

目標こそが全ての機能の源だ『人を活かす』田部井昌子編著、NGS、1986.7.24[対談：田部井昌子] 

義務教育と徴兵制のそっくり構造『非国民のつくり方 現代いじめ考』潮出版社、1986.6.15[対談：古山

高麗雄] 

ユダヤの心、遊牧民の約束ユダヤの心『深田祐介の東西トラベル対談』＜新潮文庫＞新潮社、1986.8.25[対

談：深田祐介][初出は『WINDS』掲載号数・掲載年月未詳] 

現代人と宗教『神は降りた 奇跡の新宗教大山■命神示教会』神奈川新聞社編・刊、1986.9.23[座談会：佐々

木宏幹、渡辺雅子] 

すぐれて特異な日本社会の契約観念『この人にきく 第 II 集』日本土木工業協会、1986.9.1[ききて：青木

宏悦] 

太平洋をめぐる日米戦略 ワシントン会議からロンドン会議まで『オレンジ作戦』＜ドキュメント昭和 5＞

角川書店、1986.10.6[座談会：伊藤隆、野村実、軽部淳、織田柳太郎] 

学校教育の｢多様化｣とはなにか『学校が消える日』保坂展人著、晶文社、1986.10.25[聞き手：保坂展人] 

歴史に学ぶ世襲の原理原則『歴史を歩く』会田雄次編著、竹井出版、1986.12.4[対談：会田雄次] 

社会と文化 哲学や幸福はどうなるだろう『21 世紀はどんな時代か 科学・技術そして人間は…』徳間書

店、1987.7.31[座談会：黒川紀章、小松左京] 

『人を動かす 人を活かす』かんき出版 1989.2.10[対談：星野仙一]【はじめに プロ野球に見る組織・人材

の活かし方、1 章 勝ち始めるための｢人づくり｣、2 章 勝つための｢組織づくり｣、3 章 勝つための｢情｣

と｢非情｣、4 章 勝つための｢リーダーの責任感｣、5 章 自分を磨く】 

俗と聖の往還 講、まつり、ご利益『日本文化デザイン会議 熊野ダイジェスト』日本文化デザイン会議事

務局、1989.2.20[対談：中上健次][『中上健次＜未収録＞対論集成』(作品社、2005)収録] 

やあ、｢快縁ですね｣『日本文化デザイン会議 熊野ダイジェスト』日本文化デザイン会議事務局、

1989.2.20[対談：中上健次][『中上健次＜未収録＞対論集成』(作品社、2005)収録] 

運輸とアメニティ[懇談会での発言]『2001 年への旅 石原運輸大臣を囲む懇談会の記録』1989.7.5 

江戸に見る日本的発想の原点 文化の変容を中心に『連 対話集』田中優子著、河出書房新社、1990.5.28[対

談：田中優子]  

｢新劇七十年｣を再検討する『演劇の回復のために 演劇論集』＜浅利慶太の四季 著述集 1＞慶應義塾大学

出版会、1999.7.5[対談：浅利慶太][初出は、劇団四季公演『ひばり』パンフレット、1978.9] 
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4.訳書 

『人間の歴史』＜少年人間の歴史双書 1＞イリン著、岩崎書店、1954.9.15[訳者｢はじめに｣を付す] 

『文明の歴史 人間はどうやって｢文明｣をつくったか』＜少年人間の歴史双書 3＞イリン著、岩崎書店、

1954.11.25 

『生物の生態』＜生命の科学双書 1＞N.J.ベリール著、山本書店、1956.3.20[訳者｢まえがき｣を付す] 

『からだの科学 頭から足のさきまで』A.ノヴィコフ著、山本書店、1956.7.25[『からだの科学 カエル

のからだと人のからだ』A.ノヴィコフ、林髞著＜少年少女科学名著全集 15＞(国土社、1965)収録] 

『ルネッサンス』＜少年人間の歴史双書 4＞イリン著、岩崎書店、1955.5.25[訳者｢はじめに｣を付す] 

『歴史としての聖書』ウェルネル・ケラー著、山本書店、1958.11.10[増補版(山本書店、1984)][訳者｢あ

とがき｣を付す] 

『聖書の生いたち』F.ケニヨン著、山本書店、1959.12.20[｢訳者まえがき｣を付す] [増訂版:1983.2.25]  

『概説聖書考古学』G.アーネスト・ライト著、山本書店、1964.4.15 

『旧約聖書の人びと』全 4 冊 F.ジェイムズ著、山本書店、1967.9.20、1966.8.10、1968.5.1、1968.6.20[各

巻に｢訳者はしがき｣を付す] 

『目でみる聖書物語』[監修]アントニオ・クニレラ著、ティビーエス・ブリタニカ、1980.10.15[｢日本語

版のために｣を付す] 

『聖書の考古学』[ガーリャ・コーンフェルト著、講談社、1981.11.30 

『天皇陛下の経済学 日本の繁栄を支える“神聖装置”』[監訳]＜カッパ・ビジネス＞B. A.シロニー著、光文

社、1982.6.30 [再刊＜光文社文庫＞(光文社、1986)] [｢監訳者としての｢序｣｣、｢この本のための｢前提｣｣

を付す] 

『聖書をこう読む』上・下[小川真一との共訳]マンフレート・バルテル著、講談社、1982.8.25[再刊『聖

書をこう読む(旧約)』＜もんじゅ選書 4＞(講談社 1985)、『聖書をこう読む(新約)』＜もんじゅ選書 5＞

(講談社 1985)] 

『あなたが知らなかった聖書』[監訳]E.リーデルほか共著、学習研究社 1982.12.1[｢監訳者解説 聖書に親

しむための読む｢事典｣｣を付す] 

『日本人への警鐘』ラッセル・ブラッドン著、ダイヤモンド社、1983.1.20[訳者はしがき｢日本の百年戦

争｣を付す] 

『権力の解剖 ｢条件づけ｣の論理』J.K.ガルブレイス著、日本経済新聞社 1984.5.22[｢訳者解説－田中角栄

元首相と『権力の解剖』｣を付す] 

『誤訳される日本 なぜ、世界で除け者にされるのか』B.A.シロニー著[監訳]＜カッパ・ビジネス＞光文社 

1986.8.31[訳者｢まえがき｣を付す] 

『ミレニアムからの警告 千年期の発想 愛国心が日本を亡ぼす』B.A.シロニー著[監訳]＜カッパ・ビジネ

ス＞光文社、1989.5.30[｢｢千年期｣で見た日本への警告｣を付す]  

『アッティラ王が教える究極のリーダーシップ』ウェス・ロバーツ著、ダイヤモンド社、1990.1.19[｢訳

者あとがき｣を付す] 
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II 評論(新聞・雑誌掲載) 

1942(昭和 17)年 

歴史的に見たる先批判期の二小論文について『青山評論』33、1942.7.25 

1954(昭和 29)年 

古代の原子論『科学図書』5-1～5､7、1954.2.15、3.15、4.15、5.1、6.15、9.15【1 原子論以前よりリタ

ーレスまで、2 アナクシマンドロスよりヘラクレイトスまで、3 デモクリトス、4 プラトンとそれ以後、

5 アルキメデス、6 ルクレテウスより中世へ そして近代へ】 

1955(昭和 30)年 

戦争と技術『科学図書』6-2、1955.2.15 

技術の復活『科学図書』6-4、1955.5.15 

原始時代の物質観『科学図書』6-5、1955.6.15 

和時計の特徴－失われた日本の技術『科学図書』6-6、1955.7.15 

1969(昭和 44)年 

去れ！口に信仰を言い表わす者よ、去れ！『興文』139、1969.6.1[｢自らが語る｢言葉｣への忠誠｣と改題『宗

教について』(PHP 研究所、1995)収録] 

1970(昭和 45)年 

『新約聖書ギリシア語辞典』について『興文』155、1970.10.1 

1971(昭和 46)年 

イザヤ･ベンダサンと私『諸君!』3-5、1971.5.1 

｢日本教｣について『諸君!』3-5、1971.5.1≪イザヤ・ベンダサン≫[｢言葉の踏絵と条理の世界｣と改題『日

本教について』(文芸春秋、1972)収録] 

ちと用ありて[第 2 回大宅壮一賞受賞のことば]『文芸春秋』49-6、1971.5.1≪イザヤ･ベンダサン≫ 

｢日本教｣について(二)『諸君!』3-6、1971.6.1≪イザヤ･ベンダサン≫[｢実体語と空体語のバランス｣と改題

『日本教について』(文芸春秋、1972)収録] 

三島由紀夫の中の日本人『諸君!』3-7、1971. 7.1≪イザヤ･ベンダサン≫[｢『檄文』の論理｣と改題『日本

教について』(文芸春秋、1972)収録] 

神が被造物である世界『諸君!』3-8、1971. 8.1≪イザヤ･ベンダサン≫[｢神は空名なれど……｣と改題『日

本教について』(文芸春秋、1972)収録] 

｢新約ギリシア語辞典｣について[｢ずいひつ｣]『PIC 著者と編集者』11、1971.8.1 

ベストセラーは悪女の深情け『文芸春秋』49-10、1971.8.1 
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五･一五事件とブルータス『諸君!』3-9、1971. 9.1≪イザヤ･ベンダサン≫[｢五･一五事件と純粋人間｣と改

題『日本教について』(文芸春秋、1972)収録] 

政治天才としての日本人『諸君!』3-10、1971. 10.1≪イザヤ･ベンダサン≫[｢日本人の政治的反応｣と改題

『日本教について』(文芸春秋、1972)収録] 

安保教授とバイカル博士『諸君!』3-11、1971. 11.1≪イザヤ･ベンダサン≫[｢｢成長｣｢変節｣のない思想｣と

改題『日本教について』(文芸春秋、1972)収録] 

日本教のバイブル『文芸春秋』49-14、50-1､2、1971.11.1、1972.1.1、2.1【1、2 自由とは借金だ、3 日

本教の師たち】≪ベンダサン イザヤ≫[1 を｢日本人の｢墓｣と｢霊｣｣と題して、2、3 は原題のまま、『日

本教は日本を救えるか』(さくら舎、2013)収録] 

天皇制という外国人に理解できぬ機構はここから生れた『諸君!』3-12、1971. 12.1≪イザヤ･ベンダサン≫

[｢｢お前のお前｣の責任｣と改題『日本教について』(文芸春秋、1972)収録] 

1972(昭和 47)年 

朝日新聞の｢ゴメンナサイ｣『諸君!』4-1、1972.1.1≪イザヤ･ベンダサン≫[本多勝一『殺す側の論理』(す

ずさわ書店、1972)、『日本教について』(文芸春秋、1972)収録] 

松川事件と証言の世界『諸君!』4-2、1972.2.1≪イザヤ･ベンダサン≫[『日本教について』(文芸春秋、1972)

収録] 

本多勝一様への返書『諸君!』4-3、1972.3.1≪イザヤ･ベンダサン≫[本多勝一『殺す側の論理』(すずさわ

書店、1972)、『日本教について』(文芸春秋、1972)収録] 

本多勝一様への追伸『諸君!』4-4、1972.4.1≪イザヤ･ベンダサン≫[本多勝一『殺す側の論理』(すずさわ

書店、1972)、『日本教について』(文芸春秋、1972)収録]  

ジャングルを出る 横井庄一さんのことをきいて『婦人之友』66-4、1972.4.1[増補版『ある異常体験者の

偏見』(さくら舎、2024)収録] 

なぜ投降しなかったのか[｢特集 横井庄一と日本人｣]『文芸春秋』50-4、1972.4.1[｢ジャングルという生き

地獄｣と改題『私の中の日本軍』(文芸春秋 1975)収録] 

広津氏の四原則と｢中国の旅｣『諸君!』4-5、1972.5.1≪イザヤ･ベンダサン≫[『日本教について』(文芸春

秋、1972)収録] 

｢百人斬り｣と｢殺人ゲーム｣『諸君!』4-6、1972.6.1≪イザヤ･ベンダサン≫[『日本教について』(文芸春秋、

1972)収録]  

｢新聞にはこう書いてあるが｣[｢特集 新聞を知る権利｣]『文芸春秋』50-7、1972.6.1  

ベンダサンも予告した｢暴挙｣[｢赤軍ゲリラ乱射事件の全内幕｣]『週刊サンケイ』21-27、1972.6.23 

老醜について『諸君!』4-7、1972.7.1 

駆け出さなかった長老－佐藤首相論『文芸春秋』50-9、1972.7.1≪イザヤ ベンダサン≫ 

岡本公三を生んだ“日本軍内務班”『諸君!』4-8、1972.8.1[｢ロッド空港事件と内務班｣と改題『私の中の日

本軍』(文芸春秋 1975)収録] 

本多勝一氏とおしゃべり鸚鵡『諸君!』4-8、1972.8.1≪イザヤ･ベンダサン≫[『日本教について』(文芸春

秋、1972)収録] 

テルアビブの孝行息子たち－タメの哲学[｢青年・暴力・日本人｣]『文芸春秋』50-10、1972.8.1≪イザヤ･
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ベンダサン≫ 

二･二六事件青年将校と岡本公三の間[｢私の中の日本軍隊｣]『諸君!』4-9、1972.9.1[｢残飯指令と増飼将校｣

と改題『私の中の日本軍』(文芸春秋 1975)収録] 

お祭りリズムと日本イズム『諸君!』4-9、1972.9.1≪イザヤ･ベンダサン≫[｢宗教用語としての日本語｣と改

題『日本教について』(文芸春秋、1972)収録] 

文字芸者の世界－能動的受動態としての｢孝｣『文芸春秋』50-11、1972.9.1≪イザヤ･ベンダサン≫[｢日本

教と｢空間｣意識｣と改題『日本教は日本を救えるか』(さくら舎、2013)収録] 

｢戦場のほら･デマ｣を生みだすもの[｢私の中の日本軍隊｣]『諸君!』4-10、1972.10.1[『私の中の日本軍』(文

芸春秋 1975)収録] 

さようなら｢天秤の世界｣『諸君!』4-10、1972.10.1≪イザヤ･ベンダサン≫[『日本教について』(文芸春秋、

1972)収録] 

『キリシタン版･平家物語』について『太陽』10-11[113]、1972.10.12≪イザヤ･ベンダサン≫ 

｢トッツキ｣と｢イロケ｣の世界[｢私の中の日本軍隊｣]『諸君!』4-11、1972.11.1[『私の中の日本軍』(文芸春

秋 1975)収録] 

ジャングルをでるということ[｢私の中の日本軍隊｣]『諸君!』4-12、1972.12.1[｢戦場の｢定め｣と｢常識｣｣と

改題『私の中の日本軍』(文芸春秋 1975)収録] [原題で｢特別企画｢諸君!｣二十年の発言｣『諸君!』21-7、

1989.7.1 収録]  

日本人と中国人『文芸春秋』50-16、51-3､6､9､12､15､18、52-3､5、1972.12.1、1973.2.1、4.1、6.1、8.1、

10.1、12.1、1974.2.1、4.1＜9 回＞≪イザヤ・ベンダサン≫【1 すべては始めた如くに終る、2 鎖国時

代におこった中国ブーム、3 尊皇思想は尊・中国思想から生れた、4 明朝派日本人と清朝派日本人、5

太閤式中国交渉の失敗、6 朝鮮の後には中国がいた、7 中国像は逆転した、8 江戸時代の列島改造論、

9｢内なる中国｣と｢内なる天皇｣ 】[『日本人とユダヤ人』＜山本七平ライブラリー13＞収録、『日本人と

中国人 なぜ、あの国とまともに付き合えないのか』(祥伝社、2005)刊][8 を｢歴史的に潜在している中

国反発感情｣と題して『日本はなぜ外交で負けるのか』(さくら舎、2014)収録] 

皇軍堕落の歴史を探る[｢特集 ルバング 旧皇軍の残酷｣]『週刊朝日』77-48、1972.11.10[座談会：大岡昇

平、藤原彰、秦郁彦] 

1973(昭和 48)年 

ベンダサン氏の日本歴史『諸君!』5-1～12、6-1､2､6～8､10～12、7-1､2、1973 年 1～12 月、1974 年 1、

2 月、6～8 月、10～12 月、75 年 1、2 月＜22 回＞≪イザヤ・ベンダサン≫【夏目漱石『こころ』に見

る現代日本精神(人間関係からの無重力状態／｢純粋人間｣を創りだす｢道｣／虚のエネルギーとしての天

皇制）、第 2 部 南北朝と天皇（『神皇正統記』を貫く判断と行動の基準／『神皇正統記』が画した二つ

の天皇制；後醍醐天皇像に重なる｢友人 K｣／｢公家の武家化｣に収斂する親房の思想／天皇製造人と下剋

上／南北朝と天皇(承前)(後期天皇制の創立へ／安定を欠いた後醍醐帝の親政／後醍醐帝と新田義貞／

日本的終末論／正統論、｢名｣と｢実｣と／天皇の『策略』、武士団の『大臣論』／｢象徴｣天皇を志向する

『太平記』／“第三者の目”が見た建武中興／タブーに触れた北条高時／『神皇正統記』に影落とす『資

治通鑑』／後醍醐天皇の死と革命幻想／『太平記』の世界と日本人】[『山本七平の日本の歴史』(ビジ

ネス社、2005)] 

｢王様より王党的｣な民間人[｢私の中の日本軍隊｣]『諸君!』5-1、1973.1.1[｢軍人より軍人的な民間人｣と改

題『私の中の日本軍』(文芸春秋 1975)収録] 
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煽動記事と専門家の義務[｢私の中の日本軍隊｣]『諸君!』5-2、1973.2.1[｢扇動記事と専門家の義務｣と改題

『私の中の日本軍』(文芸春秋 1975)収録] 

人肉食いと小野田少尉と天皇と『現代』7-3、1973.3.1 [対談：安岡章太郎] [『日本学入門』＜山本七平全

対話 1＞(学習研究社、1984)収録] 

すべてを物語る｢白い遺髪｣[｢私の中の日本軍隊｣]『諸君!』5-3、1973.3.1[｢すべてを物語る白い遺髪｣と改

題『私の中の日本軍』(文芸春秋 1975)収録] 

ある異常体験者の偏見『文芸春秋』51-4､6､7､9､10､12､13､15､16､18、52-1､3、1973.3.1、4.1、5.1、6.1、

7.1、8.1、9.1、10.1、11.1、12.1、1974.1.1、2.1＜10 回＞【ある異常体験者の偏見 武器に対して民族

のエネルギーで戦うという平和論こそ戦争を引きおこす／軍隊語で語る平和論 ベトナム評論家と旧軍

人はともに軍人的断言法でモノを考える／中国兵は強かった ｢虚構の事実｣を信じた目には｢本当の事

実｣はウソに見える／アントニーの詐術 軍隊を横行した“煽動する側の論理”がいままたチッソに登場

した／悪魔<サタン>の論理 居丈高に反省を強要する商業的主義者はゴメンだ／聖トマスの不信 増原

長官は辞めるべきでなかった／アパリの地獄船 人間が人間でいられなくなるソーレツな飢えの力／鉄

梯子と自動小銃 武器を持つことの意味を追究しない平和論は虚構である／マッカーサーの戦争観 私

の少年時代に起った“金大中事件”が教えるもの／洗脳された日本原住民 現実から目をそむけさせる宣

撫班的発想から脱却することこそ大事である／横井さんと戦後神話 心に巣食った神話を壊さない限り

事実は見えない／一億人の偏見 日本人は虚構に安住し、実像を見て不安がる】[『ある異常体験者の偏

見』(文芸春秋、1974)刊] 

内村鑑三と石原兵永『青年』45、1973.3.30 

不安が生みだす｢和気あいあい｣[｢私の中の日本軍隊｣]『諸君!』5-4、1973.4.1[『私の中の日本軍』(文芸春

秋 1975)収録] 

｢親孝行したい｣兵隊たち[｢私の中の日本軍隊｣]『諸君!』5-5、1973.5.1[『私の中の日本軍』(文芸春秋 1975)

収録] 

にっぽんの商人『日経流通新聞』105～124、1973.5.16､23､30、6.6､13､20､27、7.4､11､18､25、8.1､8､15､

22､29、9.5､12､19､26≪イザヤ・ベンダサン≫【アダムはなぜ九百三十歳まで生きたか／酒と料理とゼ

ニと女性／唐人の小唄やら、日本人の寝言やら／悟りを開く｢ふんだら頭巾｣／｢医は算術｣は徳川の昔か

ら／『勧進帳』と｢ちょぼくれ婢女行｣／｢巻末の白紙｣を埋めたふんだら先生／サラリーマンは｢家庭企

業｣の社長／天下の廻り持ち－銀(カネ)？政権？／武士はドロボーなり／理由なき金銭の授受／町人の

教育①－百姓から町人へ／町人の教育②－商人から百姓へ／町人の教育③－家庭教師の選択とテレビ

／町人の教育④－理屈はどうにでもつく／｢商人に国王なし、お得意こそ国王なり｣／社員は労働者とい

うより雄藩の藩士／商いの道は武士の戦場／徳川時代の OL と社用族／世界に冠たる商人大国日本】

[｢はじめに｣｢道無斎の“たてまえ”くずし｣｢旗本を悩ませる賄賂と“振舞い”｣｢商社化する藩と大名｣を加

えて『にっぽんの商人』(文芸春秋、1975)刊] 

精神的里心と感覚的里心[｢私の中の日本軍隊｣]『諸君!』5-6、1973.6.1[『私の中の日本軍』(文芸春秋 1975)

収録] 

日本を外国語でみれば[｢国際人としての日本人｣]『サンケイ新聞』1973.6.20[｢｢エンニウスの道｣を歩け｣

と改題『日本はなぜ外交で負けるのか』(さくら舎、2014)収録] 

日本陸軍のことば－山本七平氏に聞く－[｢むかしのことば｣]『言語生活』262、1973.7.1 

戦場で盗んだ一枚のハガキ[｢私の中の日本軍隊｣]『諸君!』5-7、1973.7.1[『私の中の日本軍』(文芸春秋 1975)

収録] 

｢日本刀神話｣の実態[｢私の中の日本軍隊｣]『諸君!』5-8、1973.8.1[『私の中の日本軍』(文芸春秋 1975)

収録] 
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白兵戦に適さない“名刀” [｢私の中の日本軍隊｣]『諸君!』5-9、1973.9.1[『私の中の日本軍』(文芸春秋 1975)

収録] 

奇妙な日本人の天災観[｢特集 地震－明日に迫ったこの国難｣]『中央公論』88-9、1973.9.1≪イザヤ･ベン

ダサン≫ 

S 軍曹の親指[｢私の中の日本軍隊｣]『諸君!』5-10、1973.10.1 [『私の中の日本軍』(文芸春秋 1975)収録] 

ヘクサ・ドクサ『興文』189、1973.11.1  

戦場の内側と外側[｢私の中の日本軍隊｣]『諸君!』5-11、1973.11.1[『私の中の日本軍』(文芸春秋 1975)

収録] 

軍隊での｢貸し｣と｢借り｣[｢私の中の日本軍隊｣]『諸君!』5-12、1973.12.1[『私の中の日本軍』(文芸春秋 1975)

収録] 

日本人とユダヤ人とアラブ人とアメリカ人『週刊文春』15-51、1973.12.24・31[対談：イーデス・ハンソ

ン][『日本学入門』＜山本七平全対話 1＞(学習研究社、1984)収録] 

かばんに入れて世界中を持ち歩けるユダヤ教[｢特集ユダヤ人徹底分析石油危機の背後に動くその実態｣]

『週刊朝日』78-56、1973.12.28 

1974(昭和 49)年 

ユダヤ人とアラブ人 中東確執の歴史の“原点”を語る[｢特集 揺れる民族と人種｣]『月刊エコノミスト』5-1、

1974.1.1[対談：高山底] 

陸軍式“順法闘争”の被害者[｢私の中の日本軍隊｣]『諸君!』6-1、1974.1.1[『私の中の日本軍』(文芸春秋 1975)

収録] 

｢わかった｣[｢目｣]『週刊朝日』79-1、1974.1.4[『現代の超克』(ダイヤモンド社、1977)収録] 

捕虜･空閑少佐を処決させたもの[｢私の中の日本軍隊｣]『諸君!』6-2、1974.2.1[｢捕虜･空閑少佐を自決させ

たもの｣と改題『私の中の日本軍』(文芸春秋 1975)収録] 

理解[｢目｣]『週刊朝日』79-5、1974.2.8 

｢時代の論理｣による殺人[｢私の中の日本軍隊｣]『諸君!』6-3、1974.3.1 [『私の中の日本軍』(文芸春秋 1975)

収録] 

埋没せぬ人間[｢目｣]『週刊朝日』79-8、1974.3.1[『現代の超克』(ダイヤモンド社、1977)収録] 

花巻温泉郷・鉛温泉の宿『旅』48-4、1974.3.1 

小野田元少尉に日章旗と白旗を[特別寄稿]『週刊文春』16-11、1974.3.18 

｢残置諜者｣説への疑問[｢ルパング情報 小野田元少尉“救出ドラマ”のすべて｣]『週刊朝日』79-12、1974.3.22 

皇軍の神話を衝く『季刊歴史と文学』7、1974.3.25[対談：会田雄次][『根回しの思想』＜山本七平全対話

6＞(学習研究社、1984)収録] 

皇軍堕落の歴史を探る－日露戦争から太平洋戦争まで－『週刊朝日』79-13、1974.3.25[座談会：大岡昌

平、藤原彰、秦郁彦] 

｢敵｣意識[｢目｣]『週刊朝日』79-14、1974.3.29[『現代の超克』(ダイヤモンド社、1977)収録] 

最後の｢言葉｣[｢私の中の日本軍隊｣]『諸君!』6-4、1974.4.1[『私の中の日本軍』(文芸春秋 1975)収録] 
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日本人のための《アラブ史･中学生教科書》『諸君!』6-3～5、1974.3.1、4.1、5.1【西欧で意味するような

｢民族｣という概念が存在しない“イスラム制”の歴史とは何なのか／｢差別｣に対する差別観一つをとっ

ても各文化圏には外国人の錯覚を誘う歴史と生活がある】≪イザヤ・ベンダサン≫[『中学生でもわかる

アラブ史教科書 日本人のための中東世界入門』(祥伝社、2007)収録] 

ある｢本｣との出会い『信徒の友』327、1974.4.1 

山本七平のすべて 戦中・戦後をつらぬく“眼”『福音手帖』46、1974.4.1 [インタビュア：岡田侃] 

｢国旗｣意識[｢目｣]『週刊朝日』79-18、1974.4.26[『現代の超克』(ダイヤモンド社、1977)収録] 

元陸軍少尉と戦無派の場合『諸君!』6-5、1974.5.1[対談：沢木耕太郎] [『日本学入門』＜山本七平全対話

1＞(学習研究社、1984)収録] 

横井さんと小野田さん－なぜ小野田さんは｢天皇｣を口にしなかったか『文芸春秋』52-6、1974.5.1 

日本学入門『野性時代』1-1～8、2-1､2、1974.5.1、6.1、7.1、8.1、9.1、10.1、11.1、12.1、1975.1.1、

2.1【最初の日本教徒／破文の思想／恩という意識／日本教・世捨ての権利／日本教・叛逆の意味／日

本教・勝者と敗者／日本教・個人と秩序／日本教・神と人 I 殉教／日本教・神と人 II 懺悔／日本教・

神と人 III 自然】≪イザヤ・ベンダサン》[｢日本教・神と人 III 自然｣を｢日本的普遍主義｣と改題、｢序

にかえて－ハビヤンの思想－｣と、最終章に｢すべてを“破した”後に｣を追加し『日本教徒その開祖と現

代知識人』(角川書店、1976)刊]  

平等[｢目｣]『週刊朝日』79-23、1974.5.24[『現代の超克』(ダイヤモンド社、1977)収録] 

｢母親の手記｣に見る奇妙な論理の逆転[｢徹底追及第 2 弾 超能力ブーム｣]『週刊朝日』79-24、1974.5.31 

続山本七平のすべて その出版・著述のうらおもて戦中・戦後をつらぬく“眼”『福音手帖』48、1974.6.1 [イ

ンタビュア：岡田侃] 

誘惑に満ちた｢我｣を漁る佐信彰一著『日本人の自伝』[｢書評｣]『波』8-6、1974.6.1 

ヒトラー 超能力を期待する世相の“暗いおとし穴”『週刊朝日』79-25、1974.6.7 

ベストセラーの呪術性 出版とは何かを考える『出版ニュース』974、1974.6.11 

詭弁[｢目｣]『週刊朝日』79-27、1974.6.21[『現代の超克』(ダイヤモンド社、1977)収録] 

組織としての日本軍[｢特集日本人と軍隊｣]『諸君!』6-7、1974.7.1[対談：秦郁彦] [『根回しの思想』＜山

本七平全対話 6＞(学習研究社、1984)収録] 

｢なる｣のと｢する｣のと[｢'74 潮流｣]『総合教育技術』29-5、1974.7.1 [『総合教育技術』29-12、1974.12.1、

『無所属の時間』(旺史社、1975)収録] 

わが著書を語る ある異常体験者の偏見『出版ニュース』977、1974.7.11 

対立[｢目｣]『週刊朝日』79-31、1974.7.19[『現代の超克』(ダイヤモンド社、1977)収録] 

アラブ・イスラエル問題入門 その対立の歴史はどこから来るのか？『信徒の友』331、1974.8.1[『中学

生でもわかるアラブ史教科書 日本人のための中東世界入門』(祥伝社、2007)収録]  

善処しかねる問題[｢男子の面目｣]『週刊文春』16-31、1974.8.5[｢｢善処｣しかねる問題｣と改題『日本人に

は何が欠けているのか』(さくら舎、2012)収録] 

以毒制毒[｢目｣]『週刊朝日』79-34、1974.8.9[『現代の超克』(ダイヤモンド社、1977)収録] 

教科書検定は必要だ[｢男子の面目｣]『週刊文春』16-33、1974.8. 19 

奴隷王朝[｢目｣]『週刊朝日』79-38、1974.8.30[『現代の超克』(ダイヤモンド社、1977)収録] 
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*重荷を負うて牛車を引く『PHP』夏季増刊 20、1974.8[『宗教について』(PHP 研究所、1995)収録] 

｢パレスチナ報告｣に答える－立花隆氏のルポに対して『諸君!』6-9、1974.9.1 ≪ベンダサン[｢立花隆氏｢パ

レスチナ報告｣に答える｣と改題『中学生でもわかるアラブ史教科書 日本人のための中東世界入門』(祥

伝社、2007)収録] 

化けて出てこい[｢男子の面目｣]『週刊文春』16-35､1974. 9.2 

私の尊敬する人、1974.9.3 NHK 放送[『無所属の時間』(旺史社、1975)収録] 

マスコミ禁句の愚かしさ[｢男子の面目｣]『週刊文春』16-37､1974. 9. 16[『日本人には何が欠けているのか』

(さくら舎、2012)収録] 

間抜け悪魔[｢目｣]『週刊朝日』79-42、1974.9.27[『現代の超克』(ダイヤモンド社、1977)収録] 

｢自衛隊のバカ｣考[｢男子の面目｣]『週刊文春』16-39､1974. 9. 30[｢｢じえいたいのばか｣考｣と改題『日本人

には何が欠けているのか』(さくら舎、2012)収録] 

もう一人の異常体験者の日記 あれから三十年－私を感動と共感の渦に巻きこんだ一冊の絵入り比島戦記

と日本人『現代』8-10、1974.10.1 

革命幻想に感情移入して狂う日本人[｢ハーグ事件を考える｣]『週刊朝日』79-43、1974.10.4 

｢金権・買収｣の国際版[｢男子の面目｣]『週刊文春』16-41､1974.10.14[｢無破壊の買収侵略｣と改題『日本人

には何が欠けているのか』(さくら舎、2012)収録] 

政は聖か[｢目｣]『週刊朝日』79-46、1974.10.25[『現代の超克』(ダイヤモド社、1977)収録] 

｢石油力船・日本丸｣の漂流[｢男子の面目｣]『週刊文春』16-43､1974.10.28[｢エネルギー問題を嗤う｣と改題

『日本人には何が欠けているのか』(さくら舎、2012)収録] 

コーエン発言と新聞社[｢男子の面目｣]『週刊文春』16-45、1974.11.11 

前歴偽らず[｢目｣]『週刊朝日』79-51、1974.11.22[『現代の超克』(ダイヤモンド社、1977)収録] 

出版六無斎[｢男子の面目｣]『週刊文春』16-47、1974.11.25[『日本人には何が欠けているのか』(さくら舎、

2012)収録] 

もう一つの｢戦争責任｣論－誰が軍部の奪権を許したか－『季刊歴史と文学』10、1974.11.28[｢誰が軍部の

支配と戦争を許したか｣と改題『戦争責任は何処に誰にあるか』(2016、さくら舎)収録] 

天皇なき天皇制思想の日本[｢君主とは何か｣]『月刊エコノミスト』5-12、1974.12.1[｢天皇なき天皇制思想

がなぜ横行したか｣と改題『戦争責任は何処に誰にあるか』収録] 

けったいな話『世紀』295、1974.12.1[対談：武市八十雄] 

師にならう『文芸春秋』52-13、1974.12.1 

タダより高いものなし[｢男子の面目｣]『週刊文春』16-49、1974.12.9[｢間接税的収奪｣と改題『日本人には

何が欠けているのか』(さくら舎、2012)収録] 

仮面と人間『ろばのみみ』77＜仮面と人間＞、1974.12.10  

弁護人不在[｢目｣]『週刊朝日』79-54、1974.12.13[『現代の超克』(ダイヤモンド社、1977)収録] 

ある｢非国民｣の心配[｢男子の面目｣]『週刊文春』16-51、1974.12.23 

*[執筆文未詳]『ろばのみみ』75＜信仰と笑い＞1974. 
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1975(昭和 50)年 

バーチェット裁判[｢正論マジョリティ｣]『正論』11、1975.1.1 

はたして日本のウォーター・ゲートか[｢特集 田中角栄退陣｣]『文芸春秋』53-1、1975.1.1≪イザヤ・ベン

ダサン≫ 

｢資格｣ということ[｢男子の面目｣]『週刊文春』17-2､1975.1.8[『日本人には何が欠けているのか』(さくら

舎、2012)収録]  

新年祭[｢目｣]『週刊朝日』80-2、1975.1.10[『現代の超克』(ダイヤモンド社、1977)収録] 

｢修身｣は死なず[｢男子の面目｣]『週刊文春』17-2､1975.1.15 

｢養生｣の時代[｢男子の面目｣]『週刊文春』17-4､1975.1.22[『日本人には何が欠けているのか』(さくら舎、

2012)収録] 

｢倒産｣のすすめ[｢男子の面目｣]『週刊文春』17-6､1975.2.5[『日本人には何が欠けているのか』(さくら舎、

2012)収録] 

失言[｢目｣]『週刊朝日』80-6、1975.2.7[『現代の超克』(ダイヤモンド社、1977)収録] 

｢ご清潔時代｣の恐怖[｢男子の面目｣]『週刊文春』17-8､1975.2.19[｢｢ご清潔超倫理時代｣の恐怖｣と改題『日

本人には何が欠けているのか』(さくら舎、2012)収録] 

新聞の危機とは何か－経営的な危機と報道内容の危機を問う『諸君!』7-3、1975.3.1[対談：松岡英夫] [『日

本学入門』＜山本七平全対話 1＞(学習研究社、1984)収録] 

イエスは結婚していたか『野性時代』2-3、1975.3.1 

食糧危機の克服法[｢男子の面目｣]『週刊文春』17-10､1975.3.5[『日本人には何が欠けているのか』(さく

ら舎、2012)収録]  

近衛さん[｢目｣]『週刊朝日』80-10、1975.3.7[『現代の超克』(ダイヤモンド社、1977)収録] 

二度の死[｢無所属の時間｣]『西日本新聞[夕刊]』1975.3.7 [『無所属の時間』(旺史社、1975)収録] 

鳥屋籠[｢無所属の時間｣]『西日本新聞[夕刊]』1975.3.8 [『無所属の時間』(旺史社、1975)収録] 

道楽[｢無所属の時間｣]『西日本新聞[夕刊]』1975.3.11 [『無所属の時間』(旺史社、1975)収録] 

世間の目[｢無所属の時間｣]『西日本新聞[夕刊]』1975.3.12 [『無所属の時間』(旺史社、1975)収録] 

意識の交点[｢無所属の時間｣]『西日本新聞[夕刊]』1975.3.13 [『無所属の時間』(旺史社、1975)収録] 

秘密の原則[｢無所属の時間｣]『西日本新聞[夕刊]』1975.3.14､15 [『無所属の時間』(旺史社、1975)収録] 

原則は簡単です[｢無所属の時間｣]『西日本新聞[夕刊]』1975.3.17 [『無所属の時間』(旺史社、1975)収録] 

太陽の所有権[｢無所属の時間｣]『西日本新聞[夕刊]』1975.3.18 [『無所属の時間』(旺史社、1975)収録] 

ユダの接吻[｢男子の面目｣]『週刊文春』17-12､1975.3.19 

不況のタイプ[｢無所属の時間｣]『西日本新聞[夕刊]』1975.3.20､22 [『無所属の時間』(旺史社、1975)収録] 

馬と春闘[｢無所属の時間｣]『西日本新聞[夕刊]』1975.3.24 [『無所属の時間』(旺史社、1975)収録] 

水増し数字[｢無所属の時間｣]『西日本新聞[夕刊]』1975.3. 25 [『無所属の時間』(旺史社、1975)収録] 

寝るは一畳[｢無所属の時間｣]『西日本新聞[夕刊]』1975.3.26 [『無所属の時間』(旺史社、1975)収録] 
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恐ろしい話[｢無所属の時間｣]『西日本新聞[夕刊]』1975.3.28 [『無所属の時間』(旺史社、1975)収録] 

さらに恐ろしい話[｢無所属の時間｣]『西日本新聞[夕刊]』1975.3.29 [『無所属の時間』(旺史社、1975)収

録] 

もっと恐ろしい話[｢無所属の時間｣]『西日本新聞[夕刊]』1975.3.31 [『無所属の時間』(旺史社、1975)収

録] 

｢教育勅語｣と日本人『諸君!』7-4、1975.4.1≪イザヤ・ベンダサン≫[｢日本人の限定的普遍主義｣と改題『日

本教は日本を救えるか』(さくら舎、2013)収録] 

虜人日記との対話 敗因 21 か条『野性時代』2-4～10､12､13、3-1､3､4、1975.4.1、5.1、6.1、7.1、8.1、

9.1、10.1、11.1、12.1、1976.1.1、3.1、4.1【1 目撃者の記録、2 バシー海峡、3 実数と員数、4 暴力と

秩序、5 自己の絶対化と反日感情、6 厭戦と対立、7｢芸｣の絶対化と量、8 反省、9 生物としての人間、

10 思想的不徹底、11 不合理性と合理性、12 自由とは何を意味するのか】[『日本はなぜ敗れるのか 敗

因 21 カ条』と題して刊行(角川書店 2004)] 

短絡人間の物価論[｢男子の面目｣]『週刊文春』17-14､1975.4.2 

一番恐ろしい話[｢無所属の時間｣]『西日本新聞[夕刊]』1975.4.2 [『無所属の時間』(旺史社、1975)収録] 

荒野と沃野[｢無所属の時間｣]『西日本新聞[夕刊]』1975.4.3､4 [『無所属の時間』(旺史社、1975)収録] 

東京都県[｢目｣]『週刊朝日』80-15、1975.4.4[『現代の超克』(ダイヤモンド社、1977)収録] 

言葉と映像[｢無所属の時間｣]『西日本新聞[夕刊]』1975.4.5 [『無所属の時間』(旺史社、1975)収録] 

スローガンと内容[｢無所属の時間｣]『西日本新聞[夕刊]』1975.4.7 [『無所属の時間』(旺史社、1975)収録] 

環境の特質[｢無所属の時間｣]『西日本新聞[夕刊]』1975.4.8 [『無所属の時間』(旺史社、1975)収録] 

インフレ・アレルギー[｢無所属の時間｣]『西日本新聞[夕刊]』1975.4.9 [『無所属の時間』(旺史社、1975)

収録] 

民族感情[｢無所属の時間｣]『西日本新聞[夕刊]』1975.4.10 [『無所属の時間』(旺史社、1975)収録] 

災害と人気と人望[｢無所属の時間｣]『西日本新聞[夕刊]』1975.4.12､15､16 [『無所属の時間』(旺史社、1975)

収録] 

“時間”の聖地旅行『ひろば』65～72、1975.4、6、9、12、1076.4、6、9、12【イエス様の出生届／職業

教育と宗教教育／イエス様への裁判記録 上・下／三つの道路標識／十字架刑／イエス様の埋葬／復活】

[『山本家のイエス伝』(山本書店、1996)収録] 

都庁｢閉鎖解体｣論[｢男子の面目｣]『週刊文春』17-16､1975.4.16[『日本人には何が欠けているのか』(さく

ら舎、2012)収録] 

交通戦争[｢無所属の時間｣]『西日本新聞[夕刊]』1975.4.17 [『無所属の時間』(旺史社、1975)収録] 

本封帰り[｢無所属の時間｣]『西日本新聞[夕刊]』1975.4.18 [『無所属の時間』(旺史社、1975)収録] 

凡人の感情[｢無所属の時間｣]『西日本新聞[夕刊]』1975.4.19 [『無所属の時間』(旺史社、1975)収録] 

慇懃無礼[｢無所属の時間｣]『西日本新聞[夕刊]』1975.4.22 [『無所属の時間』(旺史社、1975)収録] 

占い[｢無所属の時間｣]『西日本新聞[夕刊]』1975.4.23 [『無所属の時間』(旺史社、1975)収録] 

安楽死[｢無所属の時間｣]『西日本新聞[夕刊]』1975.4.24 [『無所属の時間』(旺史社、1975)収録] 

PPM[｢無所属の時間｣]『西日本新聞[夕刊]』1975.4.25 [『無所属の時間』(旺史社、1975)収録] 
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日本型民主主義の構造『季刊歴史と文学』11～14、1975.4.25、7.30、11.15、1976.3.25【官憲主義と全

体主義／｢天皇機関説｣排撃運動／非政治化と総政治化の循環／幾何学的組織と組織的家族】[｢｢民主的｣

か｢非民主的｣かを超えて／｢天皇機関説排撃運動｣に見る歴史の繰り返し／十五年周期で循環する日本

人の政治意識／変革なき組織的家族社会の深層｣と改題『なぜ日本は変われないのか 日本型民主主義の

構造』(さくら舎、2011)収録] 

禁輪と開発[｢無所属の時間｣]『西日本新聞[夕刊]』1975.4.26､29 [『無所属の時間』(旺史社、1975)収録] 

シラケ選挙のゆくえ[｢男子の面目｣]『週刊文春』17-18､1975.4.30 

世論と常識[｢無所属の時間｣]『西日本新聞[夕刊]』1975.5.1 [『無所属の時間』(旺史社、1975)収録] 

｢先生政治｣はもうごめん『文芸春秋』53-5、1975.5.1 

投票意識[｢目｣]『週刊朝日』80-19、1975.5.2[『現代の超克』(ダイヤモンド社、1977)収録] 

トゲトゲしさ[｢無所属の時間｣]『西日本新聞[夕刊]』1975.5.2 [『無所属の時間』(旺史社、1975)収録] 

気になること[｢無所属の時間｣]『西日本新聞[夕刊]』1975.5.6 [『無所属の時間』(旺史社、1975)収録] 

軍事力[｢無所属の時間｣]『西日本新聞[夕刊]』1975.5.7 [『無所属の時間』(旺史社、1975)収録] 

教会闘争[｢無所属の時間｣]『西日本新聞[夕刊]』1975.5.8 [『無所属の時間』(旺史社、1975)収録] 

本当の失業時代[｢無所属の時間｣]『西日本新聞[夕刊]』1975.5.9､10 [『無所属の時間』(旺史社、1975)収

録] 

大同と小異[｢無所属の時間｣]『西日本新聞[夕刊]』1975.5.12 [『無所属の時間』(旺史社、1975)収録] 

ペレス氏の談話[｢無所属の時間｣]『西日本新聞[夕刊]』1975.5.13､14 [『無所属の時間』(旺史社、1975)収

録] 

｢友好｣という名の虚構[｢男子の面目｣]『週刊文春』17-20､1975.5.14 

終わりに[｢無所属の時間｣]『西日本新聞[夕刊]』1975.5.15､16 

｢傘｣は本当にあるか[｢男子の面目｣]『週刊文春』17-22､1975.5.28[｢｢傘｣は本当にあるのか｣と改題『日本

人には何が欠けているのか』(さくら舎、2012)収録] 

死の比較文化史 村松剛著『死の日本文学史』[｢書評｣]『波』9-6、1975.6.1  

爆弾｢魔｣[｢目｣]『週刊朝日』80-24、1975.6.6[『現代の超克』(ダイヤモンド社、1977)収録] 

[談、｢三億円事件犯人考｣]『朝日新聞[夕刊]』1975.6.10 

｢マスコミ隠居｣の愚[｢男子の面目｣]『週刊文春』17-24､1975.6.11[｢歴史に仮説を｣と改題『日本人には何

が欠けているのか』(さくら舎、2012)収録] 

｢欠陥憲法｣論争に思う[｢男子の面目｣]『週刊文春』17-26､1975.6. 25[｢憲法論争の原点｣と改題『日本人に

は何が欠けているのか』(さくら舎、2012)収録] 

低成長経済社会と日本人『MORE BULLRTIN』1-7、1975.6≪イザヤベンダサン≫ 

建物の虜[｢特別随想｣]『オール読物』30-7、1975.7.1  

例外婦人[｢目｣]『週刊朝日』80-29、1975.7.1[『現代の超克』(ダイヤモンド社、1977)収録] 

民族滅亡の原則 ユダヤ国家の｢死亡診断書｣と日本の場合[｢特集 日本の崩壊｣]『諸君!』7-7、1975.7.1 

育とは｢切捨て｣なり[｢男子の面目｣]『週刊文春』17-28､1975.7.10[｢教育とは｢切り捨て｣なり｣と改題『日
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本人には何が欠けているのか』(さくら舎、2012)収録] 

日本人の精神と魂を支えるもの ｢何とかなるさ｣は現代の思想？『デンティスト』復刊 2、1975.7.10[対談：

奈良本辰也] [『日本学入門』＜山本七平全対話 1＞(学習研究社、1984)収録 

教一下級将校の見た帝国陸軍『週刊朝日』80-30～32､35～41、1975.7.18､25、8.1､15､22､29、9.5､12､19､

26【1 不可思議な組織だった天皇の軍隊、2｢大東亜｣の妄想に酔った皇軍に降った石の雨、3“戦闘”体験

はあっても“戦争”には無知だった大和民族、4 自己の見方の神聖化で自滅した“無敵皇軍”、5 大本営か

ら一兵卒まで蝕んだ｢員数主義｣の虚構、6 天皇のためにでなく『家族のために』死んだ兵士たち、7 敗

戦の瞬間、戦争責任から出家遁世した閣下たち、8 暴力支配以外に秩序が保てなかった“皇軍”捕虜、9｢統

帥権｣ふりかざし日本を占領した“天皇の軍隊”、10 (最終回)言葉なき｢死の哲学｣が生者を支配したぐん

軍部ファシズム】[『一下級将校の見た帝国陸軍』(朝日新聞社、1976)刊]  

サイゴンの｢澄んだ目｣[｢男子の面目｣]『週刊文春』17-30､1975.7.24 

鯨を追った“男の時代”の終焉[｢海のロマンと知識｣]『旅』49-8、1975.8.1 

日本型指導者の条件[｢特集八月十五日への道｣]『歴史と人物 中央公論』5-8、1975.8.1 

女子大教授事件に思う[｢男子の面目｣]『週刊文春』17-32､1975.8.7[｢｢おとな｣になるには｣と改題『日本人

には何が欠けているのか』(さくら舎、2012)収録] 

トンネル談義の怪[｢男子の面目｣]『週刊文春』17-34､1975.8.21[｢科学性の問題｣と改題『日本人には何が

欠けているのか』(さくら舎、2012)収録] 

｢空気｣の研究『文芸春秋』53-9～12、1975.9.1、10.1、11.1、12.1＜4 回連載＞ [『｢空気｣の研究』(文芸

春秋、1977)収録] 

追放者の神話 スサノヲの命『野性時代』2-9、1975. 9.1[対談：西郷信綱][『日本史探訪 別巻 古代編 I』

(角川書店、1975 年)収録]  

｢猿マネ時代｣のテロ[｢男子の面目｣]『週刊文春』17-36､1975.9.4[｢｢サルまね時代｣のテロ｣と改題『日本人

には何が欠けているのか』(さくら舎、2012)収録] 

タバコ論争[｢目｣]『週刊朝日』80-38、1975.9.5[『現代の超克』(ダイヤモンド社、1977)収録] 

論争する資格について『週刊文春』17-38､1975.9.18 

二つの“無謬”集団[｢特集 共産党と公明党｣]『諸君!』7-10、1975.10.1 [『｢諸君!｣の 30 年 1969〜1999』(文

芸春秋編・刊、1999) 収録] 

出版“知的産業”への知的転換を[｢特集 出版・出版・出版｣]『総合ジャーナリズム研究』74、1975.10.1 

｢拒食症｣の時代[｢男子の面目｣]『週刊文春』17-40､1975.10.2[『日本人には何が欠けているのか』(さくら

舎、2012)収録] 

パロディ[｢目｣]『週刊朝日』80-44、1975.10.10[『現代の超克』(ダイヤモンド社、1977)収録] 

｢進歩も停滞もないインド人が最後に生き残る民族｣]『週刊ポスト』7-40、1975.10.10[対談：森本哲郎][ ｢イ

ンド人が最後に生き残る民族｣と改題『明日を読む』＜山本七平全対話 8＞(学習研究社 1984)収録] 

礼儀の文法『太陽』13-11[150]、1975.10.12≪イザヤ･ベンダサン≫ 

靴に足を会わせる議論[｢男子の面目｣]『週刊文春』17-42､1975.10.16[『日本人には何が欠けているのか』

(さくら舎、2012)収録] 

日本人とアメリカ人 ｢天皇｣を考えるヒントとして『週刊朝日』80-46、81-1～8、1975.10.24、1976.1.2､

9､16､23､30、2.6､13､20＜9 回＞【建国以来初の天皇を迎えた“草の根”の心、1 戦前から変わらぬ“病め
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るアメリカ”像こそ日本の業病か、2 無責任ムード的な連帯拒む競争
ア メ

社会
リ カ

、3 マル秘資料公開の習慣が“病
めるアメリカ”像を作る不思議、4 似通った“標識”の背後にある文化の差の“深淵”、5 かみ合わぬ空間的

ア メ リ カ

思

考と歴史的
日 本

思考、6天皇制
心 理 的 統 制

のないアメリカに君臨する｢オレ様が法｣、7 捕鯨禁止運動の背後にある人種
レ イ シ

主義
ズ ム

に気づかぬ日本人、8 交わらぬ｢サザエさん｣と｢スヌーピー｣の世界】[『日本人とアメリカ人』(PHP

研究所、1993)刊] 

和時計の精神[｢男子の面目｣]『週刊文春』17-44､1975.10.30[『日本人には何が欠けているのか』(さくら

舎、2012)収録] 

現地読み[｢目｣]『週刊朝日』80-48、1975.11.7[『現代の超克』(ダイヤモンド社、1977)収録] 

つくる人、食べる人[｢男子の面目｣]『週刊文春』17-46､1975.11.13[｢｢つくる人、食べる人｣への抗議｣と改

題『日本人には何が欠けているのか』(さくら舎、2012)収録] 

天皇と文学的質問[｢男子の面目｣]『週刊文春』17-48､1975.11.27 

“一能の発見”こそ教育[｢教育へのアピール/この人に聞く 第 4 回｣]『小五教育技術』29-10、1975.12.1 

現人神と戦争責任『諸君!』7-12、1975.12.1[『戦争責任と靖国問題』(さくら舎、2014)収録] 

絶対的正義[｢目｣]『週刊朝日』80-52、1975.12.5[『現代の超克』(ダイヤモンド社、1977)収録] 

｢御利益思想｣を排す[｢男子の面目｣]『週刊文春』17-50､1975.12.11 

｢永久スト｣のすすめ[｢男子の面目｣]『週刊文春』17-52、1975.12. 25 

1976(昭和 51)年 

併行ルート[｢随想｣]『月刊カレント』13-1、1976.1.1 

ドロボーの思い出『自警』58-1、1976.1.1 

山本七平の最近新聞紙学『文芸春秋』54-1、1976.1.1 

｢公憤｣という名の狂気[｢男子の面目｣]『週刊文春』18-2､1976.1.8・15[『日本人には何が欠けているのか』

(さくら舎、2012)収録] 

時の座標[｢目｣]『週刊朝日』81-2、1976.1.9 

｢漂流の年｣とは何ぞ[｢男子の面目｣]『週刊文春』18-4、1976.1. 29[S 二十一世紀の｢歴史教科書｣より｢石油

力船・日本丸｣の漂流｢エネルギー問題を嗤う｣と改題『日本人には何が欠けているのか』(さくら舎、2012)

収録] 

教育勅語[｢目｣]『週刊朝日』81-5、1976.1.30[『現代の超克』(ダイヤモンド社、1977)収録] 

エゴイズムと公徳心について[｢特集 自由復活への条件｣]『正論』24、1976.2.1 

山本七平の最近新聞紙学『文芸春秋』54-2、1976.2.1[｢三ズ主義的報道｣と改題『新聞の運命』(さくら舎、

2019)収録] 

新しい祭儀方式[｢民俗としてのテレビを考える｣]『放送文化』31-2、1976.2.1[｢新しい伝達方式｣と改題『新

聞の運命』(さくら舎、2019)収録] 

ノアと洪水物語[｢洪水伝説研究｣]『野性時代』3-2、1976.2.1 

｢ダビ人｣の発想[｢男子の面目｣]『週刊文春』18-5、1976. 2.12[『日本人には何が欠けているのか』(さくら

舎、2012)収録] 
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ロッキード事件とヴァキューム民主主義[｢男子の面目｣]『週刊文春』18-8、1976. 2. 26 

私的信義が公に優先する社会[｢ロッキード事件の全貌｣]『週刊朝日』81-9、1976.2.27 

｢四十年前の旅｣への旅『旅』50-3、1976.3. 1 

山本七平の最近新聞紙学『文芸春秋』54-3、1976.3.1 

｢秘密代理人｣はなぜ必要だったか 二つの金の流れがあらわにした“日本株式会社”の体質[特別寄稿]『週

刊文春』18-9、1976.3.4 

嘘の民族差[｢目｣]『週刊朝日』81-10、1976.3.5[『現代の超克』(ダイヤモンド社、1977)収録] 

ワイロ考[｢男子の面目｣]『週刊文春』18-10、1976. 3.11[『日本人には何が欠けているのか』(さくら舎、

2012)収録] 

思考停止・無責任 前野の行動『朝日新聞』1976.3.24 

｢オプション｣考[｢男子の面目｣]『週刊文春』18-12、1976. 3. 25[『日本人には何が欠けているのか』(さく

ら舎、2012)収録] 

立ち消えになった機種統一行政指導と全日空社長交代劇をつなぐ“黒い糸”[｢ロッキード事件トライスター

採用めぐるひとつの推理｣]『週刊朝日』81-13、1976.3.26 

日本人の敬語と敬語行動[｢特集 生きた敬語｣]『言語生活』295、1976.4.1[座談会：飛田良文(司会)、加藤

秀俊、柴田武、J・V・ネウストブニー] 

｢世話人型指導者｣の特性と課題 『実業の日本』79-7、1976.4. 1 

｢通常性｣の研究『諸君!』8-4～7、1976.4.1、5.1、6.1、7.1＜4 回連載＞[｢水＝通常性｣の研究｣と改題『｢空

気｣の研究』(文芸春秋、1977)収録] 

｢再生｣への道程－日本的組織と文化規範『新体育』46-4、1976.4.1＜OK  

言葉で殺された人[｢山本七平の｢最近新聞紙学｣｣]『文芸春秋』54-4、1976.4.1[『新聞の運命』(さくら舎、

2019)収録] 

虚学は“索引のない本”[｢実学と虚学｣]『日本経済新聞』1976.4.5 

黒幕の誕生－日本人と児玉誉士夫[｢特別寄稿｣]『週刊文春』18-14、1976.4.8≪イザヤ･ベンダサン≫ 

まく人、まかれる人[｢男子の面目｣]『週刊文春』18-14、1976. 4.8[『日本人には何が欠けているのか』(さ

くら舎、2012)収録] 

人柱の思想[｢目｣]『週刊朝日』81-16、1976.4.9[『現代の超克』(ダイヤモンド社、1977)収録] 

“早合点”はどちらか[｢男子の面目｣]『週刊文春』18-16、1976. 4. 22 

受験秀才が、常識人に敗れた太平洋戦争『週刊朝日』81-18、1976.4.23 [対談：渡辺昇一][｢軍隊から見た

国民性｣と題して『日本文化を問いなおす 渡部昇一対談集』(講談社、1976)収録] 

部下への甘えと現実を見ぬ妄想が組織と民族を滅ぼす宿病だ『週刊朝日』81-19、1976.4.30[対談：渡辺

昇一] [｢軍隊から見た国民性｣と題して『日本文化を問いなおす 渡部昇一対談集』(講談社、1976)収録] 

最近新聞紙学・東と西と『現代』10-5、1976.5.1[対談：深田祐介]E そこ[高校生文化]を脱却するのが課題

でしょう [『日本学入門』＜山本七平全対話 1＞(学習研究社、1984)収録][｢東西新聞紙学と日本｢脈｣社

会｣と改題、深田祐介『対談・新西洋事情』(講談社、1977)収録、ただし、小見出し「この絶対的な日

本「脈」社会」以下の初出は不明]」 
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集中豪雨のあとに来るもの[｢山本七平の｢最近新聞紙学｣｣]『文芸春秋』54-5、1976.5.1 

人間は誤りをおかす[｢男子の面目｣]『週刊文春』18-18、1976. 5.6[『日本人には何が欠けているのか』(さ

くら舎、2012)収録] 

大学入試問題を爆撃する 第 4 弾世界史編『週刊朝日』81-20、1976.5.7 

日本人の自己表現力『日本経済新聞』1976.5.7[『これからの日本人』＜山本七平ライブラリー11＞(文芸

春秋 1997)収録] 

｢理解｣とは何か[｢男子の面目｣]『週刊文春』18-20、1976. 5. 20[『日本人には何が欠けているのか』(さく

ら舎、2012)収録] 

語学三割[｢目｣]『週刊朝日』81-22、1976.5.21[『現代の超克』(ダイヤモンド社、1977)収録] 

*図書館と日本人[講演(於東京都図書館協会主催講演会)]『協力だより』＜都立中央図書館＞33、1976.5[『図

書館雑誌』70-8、1976.8.20 に転載] 

投書欄に見る｢ロッキードと日本人｣ [｢山本七平の｢最近新聞紙学｣｣]『文芸春秋』54-6、1976.6.1 

オカルト大会を開こう[｢男子の面目｣]『週刊文春』18-22、1976. 6.3 

違和感抱かせぬう危険『日経ビジネス』163、1976.6.7 

｢誓い｣と｢祈り｣の珍説を排す[｢男子の面目｣]『週刊文春』18-24、1976. 6.17 

安息なき社会[｢目｣]『週刊朝日』81-26、1976.6.18[『現代の超克』(ダイヤモンド社、1977)収録] 

再び誓いについて[｢男子の面目｣]『週刊文春』18-25､1976. 6.24 

誓いと断言『中日新聞』1976.6.28[誓いと断言『東京新聞』1976.7.15] 

日本人の組織観について『月刊 PD 研究』56～67、1976.7.1、8.1、9.1、10.1、11.1、12.1、1978.1.1、

2.1、3.1、4.1、5.1、6.1【1 家族型組織観によって動く契約型組織、2 契約の｢上下関係｣と｢相互関係｣

3 組織の二重拘束 ミュステーリオンマニュアル、4 口伝律法 ユダヤ人が我々に教えるもの、5“盆地文

化”に規定された契約観、6 空間的組織観と時間的組織観、7 フランシスコ会とイエズス会に見る組織の

発生から消滅まで、8 聖なる世俗組織－キブツ日本、9｢信｣の肥大化が｢知｣を窒息させる、10 組織と個

人の矛盾にどれだけ耐えられるか 伝統的一尊主義と内村鑑三、11 トサフィスト的発想のすすめ、12 

“索引づくり”による組織の再構築】[『日本人と組織』＜角川 one テーマ＞(角川書店、2007)刊] 

ロッキード事件と新聞の限界[｢最近新聞紙学｣]『文芸春秋』54-7、8、1976.7.1、8.1  

師とは何か[｢男子の面目｣]『週刊文春』18-27､1976.7.8 

灰色高官[｢目｣]『週刊朝日』81-30、1976.7.9[『現代の超克』(ダイヤモンド社、1977)収録] 

マスコミのすりかえ方[｢男子の面目｣]『週刊文春』18-29､1976.7.22 
侵略と非難されるイスラエルの倫理 国民にとって国家とは何か[｢特集・エンテベ空港襲撃｣]『週刊朝日』

81-32、1976.7.23 

カーター[｢目｣]『週刊朝日』81-33、1976.7.30 

悪魔『ろばのみみ』84＜幽霊と悪魔＞、1976. 7.31[｢悪魔の揺曳｣と改題『山本家のイエス伝』(山本書店、

1996)収録]  

組織の中の日本人[5 月 17 日講演要旨(於如水会定例晩餐会)]『如水会々報』556、1976.8.1[『指導者の条

件』第 1 部収録] 
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新“黒幕時代”の始まり[｢戦後史を問い直す｣]『文芸春秋』54-8、1976.8.1≪イザヤ・ベンダサン≫ 

石原謙先生の最後の言葉[｢いわせてもらえば｣]『毎日新聞』1976.8.1[『現代の超克』(ダイヤモンド社、

1977)収録] 

名もなき X 様[｢幻郵便局｣]『野性時代』3-8、1976.8.1 

天皇と｢誓い｣[｢男子の面目｣]『週刊文春』18-31､1976.8.5 

30 年後の日本はどうなっている[｢いわせてもらえば｣]『毎日新聞』1976.8.8[｢三〇年後の日本はどうなっ

ている｣と改題『現代の超克』(ダイヤモンド社、1977)収録] 

海外では通用しなかった[｢いわせてもらえば｣]『毎日新聞』1976.8.15[『現代の超克』(ダイヤモンド社、

1977)収録、｢海外では通用しなかった実力者の言い分｣と改題『日本はなぜ外交で負けるのか』(さくら

舎、2014)収録] 

歴史の転換期は本が売れない『日経ビジネス』168、1976.8.16 

｢大波小波｣のスリカエ方[｢男子の面目｣]『週刊文春』18-33､1976.8.19 

傍観者[｢目｣]『週刊朝日』81-37、1976.8.20[『現代の超克』(ダイヤモンド社、1977)収録] 

世代間の意志の疎通[｢いわせてもらえば｣]『毎日新聞』1976.8.22[『現代の超克』(ダイヤモンド社、1977)

収録] 

｢善悪｣と｢好き嫌い｣の峻別[｢いわせてもらえば｣]『毎日新聞』1976.8.29[『現代の超克』(ダイヤモンド社、

1977)収録] 

田中逮捕に想う[｢想点｣]『実業の日本』79-17、1976.9.1 

我々の偽ることができない自画像 上前淳一郎著『太平洋の生還者』[｢書評｣]『波』10-9、1976.9. 1 

リアリズムなき日本人『文芸春秋』54-9、1976.9.1[対談；司馬遼太郎] [『日本学入門』＜山本七平全対話

1＞(学習研究社、1984)、司馬遼太郎『八人との対話』(文芸春秋 1993)、『私の中の日本軍』＜山本七

平ライブラリー2＞(文芸春秋、1997)、『日本文明のかたち』＜司馬遼太郎対話選集 3＞(文芸春秋、2003)、

『日本文明のかたち』＜文春文庫＞(文芸春秋、2006)収録] 

社説を読む苦痛[｢最近新聞紙学｣]『文芸春秋』54-9、1976.9.1[『新聞の運命』(さくら舎、2019)収録] 

田中角栄と｢スウエア｣[｢男子の面目｣]『週刊文春』18-35､1976.9.2 

シベリアの日本兵捕虜－歴史証言『週刊読売』35-37、1976.9.4 [座談会：大松博文、佐藤忠良、水原茂] 

若い人の｢社会党離れ｣[｢いわせてもらえば｣]『毎日新聞』1976.9.5[『現代の超克』(ダイヤモンド社、1977)

収録] 

無駄でない経験[｢目｣]『週刊朝日』81-40、1976.9.10[『現代の超克』(ダイヤモンド社、1977)収録] 

社会は｢賢者｣を必要とする[｢いわせてもらえば｣]『毎日新聞』1976.9.12[『現代の超克』(ダイヤモンド社、

1977)収録] 

管理職は“疲れ”てはいけない『日経ビジネス』170、1976.9.13 

コーチャン氏の精神構造[｢男子の面目｣]『週刊文春』18-37､1976.9.16 

反省なき世代の象徴･田中角栄[特別寄稿]『週刊読売』35-39、1976.9.18 

日本人と外国人の主張の度合い[｢いわせてもらえば｣]『毎日新聞』1976.9.19[『現代の超克』(ダイヤモン

ド社、1977)収録] 
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ロッキード事件の再発を防ぐには[｢いわせてもらえば｣]『毎日新聞』1976.9.26[『現代の超克』(ダイヤモ

ンド社、1977)収録] ｢ 

善処しかねる問題[｢男子の面目｣]『週刊文春』18-39、1976.9.30 

ユダヤ人の論理『月刊国際コミュニケーション』1-5、1976.10.1 [対談：国広正雄] 

事件のあとに来るもの[｢ロッキード事件･宴のあと｣]『諸君!』8-10、1976.10.1[序論に相当する(一)と結論

部の(五)を追加し｢日本的根本主義について｣と改題『｢空気｣の研究』(文芸春秋、1977)収録] 

電話と車時代の購買心理[｢ペーパーナイフ｣]『書店経営』21-10、1976.10.1 

田中角栄と新聞記者[｢最近新聞紙学｣]『文芸春秋』54-10、1976.10.1[｢新聞の｢角栄的体質｣｣と改題『新聞

の運命』(さくら舎、2019)収録] 

“透明な政治”へのシンポジウム『文芸春秋』54-10、1976.10.1[シンポジウム：岡野加穂留、京極純一、佐

藤誠三郎、富永健一、堀江湛、林修三、本間長世、山崎正和、徳岡孝夫] 

自民党はなぜ選挙に強いのか[｢いわせてもらえば｣]『毎日新聞』1976.10.3[『現代の超克』(ダイヤモンド

社、1977)収録] 

深代さんなら[｢目｣]『週刊朝日』81-44、1976.10. 8[『現代の超克』(ダイヤモンド社、1977)収録] 

日本人は宗教に無感心な民族か[｢いわせてもらえば｣]『毎日新聞』1976.10.10[『現代の超克』(ダイヤモ

ンド社、1977)収録] 

“笑い”の奥にあるもの[｢いわせてもらえば｣]『毎日新聞』1976.10.17[『現代の超克』(ダイヤモンド社、1977)

収録] 

住職に頼まれて記入した一句[｢いわせてもらえば｣]『毎日新聞』1976.10.24[『現代の超克』(ダイヤモン

ド社、1977)収録] 

オーメン[｢目｣]『週刊朝日』81-47、1976.10.29[『現代の超克』(ダイヤモンド社、1977)収録] 

未来は仮説の中にしかない[｢いわせてもらえば｣]『毎日新聞』1976.10.31[『現代の超克』(ダイヤモンド

社、1977)収録] 

“中年”になった日本人『現代』10-11、1976.11.1[鼎談：香山健一、渡辺昇一][『根回しの思想』＜山本七

平全対話 6＞(学習研究社、1984)収録] 

新鎖国の時代 つぎの時代を考えるヒント『正論』34、1976.11.1 

ミスター天声人語のこと[｢最近新聞紙学｣]『文芸春秋』54-11、1976.11.1[｢単純な正義感と｢安物の論理｣

はもうたくさん｣と改題『新聞の運命』(さくら舎、2019)収録]  

カーターの教義[｢目｣]『週刊朝日』81-51、1976.11.19[『現代の超克』(ダイヤモンド社、1977)収録] 

｢で｣で食っても｢を｣で食うな『日経ビジネス』175、1976.11.22[『｢常識｣の研究』(日本経済新聞社、1981)

収録] 

決断の時は三〇代前半にくる『実業の日本』79-23、1976.12.1[『これからの日本人』＜山本七平ライブ

ラリー11＞(文芸春秋 1997)収録] 

活字文化の運命[｢最近新聞紙学｣]『文芸春秋』54-12、1976.12.1[｢活字文化の運命－新聞批判の問題点｣と

改題『日本人的発想と政治文化』(日本書籍、1979)、｢活字文化の生き残り策｣と改題『新聞の運命』(さ

くら舎、2019)収録]  

切支丹・殉教・日本人『中央公論』91-12、1976.12.1[鼎談：井上洋治、遠藤 周作] [遠藤周作『日本人は



47 

 

キリスト教を信じられるか 対談集』(講談社、1977)、『人間としてみたブッダとキリスト 山本七平・

宗教を語る』(原書房 1984)収録] 

[｢最後の晩餐｣]『別册文芸春秋』138、1976.12.5  

住民運動[｢目｣]『週刊朝日』81-54、1976.12.10[『現代の超克』(ダイヤモンド社、1977)収録] 

保守への新しい底流－いま自民党は何をなすべきか『月刊自由民主』252、1976.12.15[鼎談：香山健一、

勝田吉太郎] 

石の家と木の家『ねんきん』17-12、1976.12.16 

盲人が盲人の手引きをする絵『日経ビジネス』177、1976.12.20 

クリスマス[｢目｣]『週刊朝日』81-57、1976.12.31 

論争できる人間づくりを『高校教育展望』1-9、1976.12[『これからの日本人』＜山本七平ライブラリー

11＞(文芸春秋 1997)収録] 

1977(昭和 52)年 

“翻訳は神学である” [｢特集 聖書の翻訳｣]『月刊翻訳の世界』2-1、1977.1.1  

｢騒の時代｣の終焉[｢随想｣]『現代』11-1、1977.1.1 

洪思翊中将の処刑『諸君!』9-1～12、10-1～12、11-1､2、1977.1.1、2.1、3.1、4.1、5.1、6.1、7.1、8.1、

9.1、10.1、11.1、12.1、1978.1.1、2.1、3.1、4.1、5.1、6.1、7.1、8.1、9.1、10.1、11.1、12.1、1979.1.1、

2.1＜26 回＞【南方赴任／韓国系将校／忠誠／出生伝説／虚構の応酬／戦犯法廷／複廓陣地／敗戦／平

常心／山下裁判の証人／捕虜輸送／小田島証言(一)／小田島証言(二)／小田島証言(三)／武藤証言／ヘ

イズ日記(一)(二)(三)(四)／指揮権／木原証言／無罪申立／論理と論証／判決／聖書／絞首台】[『洪思翊

中将の処刑』(文芸春秋、1986)、『洪思翊中将の処刑』＜山本七平ライブラリー8＞(文芸春秋、1997)] 

田中角栄と日本人『文芸春秋』55-1、1977.1.1[対談：司馬遼太郎][『日本人と｢日本病｣について』＜山本

七平全対話 5＞(学習研究社、1984)、司馬遼太郎『八人との対話』(文芸春秋 1993)、『日本文明のかた

ち』＜司馬遼太郎対話選集 3＞(文芸春秋、2003)、『日本文明のかたち』＜文春文庫＞(文芸春秋、2006)

収録] 

『日本人と原子力』[｢著者が語るほんのヒトトキ｣]『経済界』12-1、1977.1.11 

元号[｢目｣]『週刊朝日』82-4、1977.1.28 

聖誕祭『オール読物』32-2、1977.2.1 

戦時の人平時の人[｢随想｣]『現代』11-2、1977.2.1 

今後十五年[1976.10 若年層指導者特別研究会講演要旨]『国民』928、1977.2.1 

虚妄の危機の叫び－発想の転換を－[新春特別読物]『政経人』24-2、1977.2.1 

思考人間のすすめ 脱イデオロギーに変わるもの『正論』37、1977.2.1 [『これからの日本人』＜山本七平

ライブラリー11＞(文芸春秋 1997)収録] 

日本に聖人や天才はいらない『文芸春秋』55-2、1977.2.1[対談：司馬遼太郎][『根回しの思想』＜山本七

平全対話 6＞(学習研究社、1984)、司馬遼太郎『八人との対話』(文芸春秋 1993)、『日本文明のかたち』

＜司馬遼太郎対話選集 3＞(文芸春秋、2003)、『日本文明のかたち』＜文春文庫＞(文芸春秋、2006)収録] 

言葉は｢生活の座｣から発生『日経ビジネス』181、1977.2.14 
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合理化投資[｢想点｣]『実業の日本』80-3、1977.2.15 

｢知｣と｢信｣[｢目｣]『週刊朝日』82-8、1977.2.25 

宣誓の風土[｢随想｣]『現代』11-3、1977.3.1 

ニッポン病について－｢利｣を求めながらそれを｢義｣と考える心理状況の行きつく果て[｢総特集 ニッポン

病のカルテ｣]『諸君!』9-3、1977.3.1≪イザヤベンダサン≫ 

現代社会と自由[｢混迷せる日本と民主社会主義｣]『改革者』17-12、1977.3.1 [第 1 分科会討議：佐藤誠三

郎、武藤光朗、勝田吉太郎、竹内靖雄]＜OK 

日本人を律するもの[｢ジャーナル文明論評｣、講演速記録]『通産ジャーナル』9-12、1977.3.1 

受験競争に見る“日本病”『週刊朝日』82-9､10、1977.3.4､11[座談会：小室直樹、渡辺昇一] 

“間”の民族－日本 美的意識の有無を人物評論の尺度にする『先見経済』22-3、1977.3.7 

25 年のトップ記事に見るわが内なる出版回顧『週刊サンケイ』26-11、1977.3.10 

『日本人と西洋人』事情『サンデー毎日』56-11、1977.3.13[対談：深田祐介] [『根回しの思想』＜山本七

平全対話 6＞(学習研究社、1984)収録]  

衝動と法[｢目｣]『週刊朝日』82-12、1977.3.25 

映像時代の思考と行動[講演]『別冊東京青年』85、1977.3.25 

図書館と日本人『東京都図書館協会報』56、1977.3.31    

本の重さ[｢随筆｣]『季刊芸術』11-2、1977.4.1 

続 翻訳は神学である『月刊翻訳の世界』2-4～7、1977.4.1、5.1、6.1、7.1  

カーターとミカ書[｢随想｣]『現代』11-4、1977.4. 1 

東西二元対談 “知識”と“知恵”を厳しく使い分けよ『実業の日本』80-6、1977.4.1[対談：小松左京] 

私の歩んだ道 教会とその周辺『信徒の友』363～412、1977.4.1、15.1、6.1、7.1、8.1、9.1、10.1、11.1、

12.1、1978.1.1、2.1、3.1、4.1、15.1、6.1、7.1、8.1、9.1、10.1、11.1、12.1、1979. 1.1、2.1、3.1、

4.1、15.1、6.1、7.1、8.1、9.1、10.1、11.1、12.1、1980. 1.1、2.1、3.1、4.1、15.1、6.1、7.1、8.1、

9.1、10.1、11.1、12.1、1981. 1.1、2.1、3.1＜48 篇＞【1 道標、2 長崎先生、3 世俗社会信仰、4 木村

米太郎先生、5 トリさま、6 棒暗記、7 日曜学校、8 支出の倫理、9 世評不感症、10 不純な動機、11 決

定的一瞬、12 夢、13 土着化、14 愛の欠如、15 奇跡、16 内心の伝道、17 敵、18 平和ならざる者、19

悪魔、20 恵み、21 意志、22 安心感、23 内なる日本、24 冷笑、25 信心、26 科学、27 新薬、28 演技者、

29 話し合い、30 隠された伝統、31 盲従、32 神とホトケ、33 自然の理、34｢実情｣と｢事実｣、35 レッ

テルはり、36 虚構の論理、37 ホンモノとニセモノ、38 簒臣、39 シントイズム、40 本地垂迹、41 伝道、

42 応報思想とヨブ、43 聖、44 招魂思想、45 招魂・合祀、46 日本型民主主義、47 障壁、48 論語の世

界と現代】[『静かなる細き声』と題して刊(PHP 研究所、1992)、『静かなる細き声』＜山本七平ライブ

ラリー16＞(文芸春秋、1997)収録] 

現実的態度が非現実的になる『日経ビジネス』185、1977.4.11[｢現実的態度とは｣と改題『｢常識｣の研究』

(日本経済新聞社、1981)収録] 

エネルギーと食糧問題の無知から文明の崩壊がはじまる『週刊プレイボーイ』12-15、1977.4.12[対談：

野坂昭如][『明日を読む』＜山本七平全対話 8＞(学習研究社 1984)収録] 

残る者と消える者[｢想点｣]『実業の日本』80-7、1977.4.15 
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本はいつでも絶交できる親友である『週刊文春』19-17、1977.4.28[座談会：佐藤誠三郎、立花隆、筑波

常治、百目鬼恭三郎、森本哲郎、渡辺昇一、井上ひさし] 

文化の受容と変容－キリスト教と日本教の足跡をたどりながら－『国際交流』13(春季号)、1977.4.30 

“時間”の旅・パウロの足跡『ひろば』73～80、1977.4、6、9、12、1978.4、6、9、12【タルソの生まれ

／アテネの伝道／ツラノの講堂／獣と戦う／コリント人への手紙／カイザリヤでの監禁／パウロの航

海／ローマ到着】[『山本七平とゆく聖書の旅』(山本書店、1997)収録] 

*伝統と進歩『PHP』春季増刊 32、1977.4 [『宗教について』(PHP 研究所、1995)収録] 

半歩下がる母の知恵『旭の友』31-5、1977.5.1 

拝啓石原環境庁長官殿[｢随想｣]『現代』11-5、1977.5.1 

カーター的アメリカ人『プレジデント』15-5、1977.5.1[対談：江崎玲於奈] 

日の丸春闘[｢目｣]『週刊朝日』82-19、1977.5.6 

再び大学入試問題を爆撃する『週刊朝日』82-20、1977.5.13 

日本人の宗教意識『正論』41＜臨時増刊 5 現代の宗教＞、1977.5.20 [『日本人の人生観』(講談社、1978)

収録] 

『日本人論決定版』もっと自分自身を知るために徹底しよう『週刊朝日』82-22、1977.5.27[｢日本の裸像｣

と改題][対談：グレゴリー・クラーク] [『日本学入門』＜山本七平全対話 1＞(学習研究社、1984)収録] 

｢まねこそ進歩｣[｢随想｣]『現代』11-6、1977.6.1 

戦後 60 年の日本幕府－今やこれからの 30 年を考える時『諸君!』9-6、1977.6.1≪イザヤ・ベンダサン≫ 

｢領土｣の研究 北方領土は非政治的悲願の強調では解決しないことを知るべきだ『文芸春秋』55-6、

1977.6.1[『｢文芸春秋」にみる昭和史 第 3 巻』(文芸春秋、1988 年)、『常識の立場｢文芸春秋」傑作論

選』＜文春学芸ライブラリー思想 11＞(文芸春秋、2014 年)収録、｢｢領土｣問題というアキレス腱｣と改

題『日本はなぜ外交で負けるのか』(さくら舎、2014)収録] 

気勢[｢目｣]『週刊朝日』82-23、1977.6.3 

“自己不況化経営”のすすめ『日経ビジネス』189、1977.6.6 

日本病[｢想点｣]『実業の日本』80-11、1977.6.15 

国境と海境[｢随想｣]『現代』11-7、1977.7.1[｢海面に引かれる｢国境｣｣と改題『日本はなぜ外交で負けるの

か』(さくら舎、2014)収録] 

たとえ話[｢目｣]『週刊朝日』82-28、1977.7.1 

ロシア人の精神構造[｢特集 ソ連人の研究｣]『プレジデント』15-7、1977.7.1 [対談：木村浩] 

古典の索引について～バイブル･コンコーダンスを基本に『書誌索引展望』1-2、1977.7.1 

企業病理学[｢想点｣]『実業の日本』80-13、1977.7.15 

｢日本教｣は生き続けるか[｢特集現代日本社会研究 IV｣]『月刊ロアジール』2-4、1977.7.20[シンポジウム

島田一男(司会)、小松左京、渡部昇一、佐橋滋] 

｢日本教｣は生き続けるか『月刊ロアジール』2-4、1977.7.20 

半歩下がって[｢雑記帳｣]『建設業界』26-7、1977.7.25 
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心を裁く[｢目｣]『週刊朝日』82-32、1977.7.29 

強さの子には救い[｢私の名前｣]『オール読物』32-8、1977.8.1≪イザヤ・ベンダサン≫[｢あとがきにかえ

て－私の本当の名前｣と改題『日本教は日本を救えるか』(さくら舎、2013)収録] 

東大偏重は日本人の体質にあわぬ『現代』11-8、1977.8.1 

ドン・キホーテはなぜ男か[｢随想｣]『現代』11-8、1977.8.1 

文化としての元号考察『正論』44、1977.8.1[『日本人の人生観』(講談社、1978)収録] 

参議院、あまりに日本的な『文芸春秋』55-8、1977.8.1≪イザヤ・ベンダサン≫ 

はじめに知識あり[｢特集 今、話す教育とは？｣]『望星』8-8、1977.8.1[『これからの日本人』＜山本七平

ライブラリー11＞(文芸春秋 1997)収録] 

国際問題に情況倫理通用せず『日経ビジネス』194、1977.8.15 

反論権[｢目｣]『週刊朝日』82-37、1977.8.26 

痴漢と小市民[｢随想｣]『現代』11-9、1977.9.1 

知的怠惰時代の終り 松山幸雄著『日本診断』[｢書評｣]『波』11-9、1977.9.1  

日本人と組織『ファイナンス』13-6、1977.9.10 

西郷を誤解させたのは誰か『週刊朝日』82-42、1977.9.23[鼎談：尾崎秀樹、綱淵謙錠] [『日本人と｢日本

病｣について』＜山本七平全対話 5＞(学習研究社、1984)収録] 

現地の実情[｢目｣]『週刊朝日』82-42、1977.9.23 

“進歩的輸入品”でなく伝統踏まえてこそ活路[｢明日を創る組織 山本七平氏の提言する再構築への道｣]『日

経ビジネス』197、1977.9.26[｢明日を創る組織｣と題して『指導者の条件』第 1 部収録] 

｢伝聞｣のてんまつ[｢随想｣]『現代』11-10、1977.10.1 

二重化の世界観[｢想点｣]『実業の日本』80-19、1977.10.1 

はじめに 男の仕事『実業の日本』80-19、1977.10.1 

｢自然｣の研究 日本人の論法と西欧人の論法『実業の日本』80-19、1977.10.1[｢｢不自然｣アレルギー｣と改

題 

発想の原点 ニューファミリーは江戸アァミリー『実業の日本』80-19、1977.10.1[｢｢安定｣という｢固定｣｣

と改題『｢知恵｣の発見』(さくら舎、2014)収録] 

人間関係の知恵 日本人が海外で好かれる法『実業の日本』80-19、1977.10.1 [｢きらわれる理由｣と改題『｢知

恵｣の発見』(さくら舎、2014)収録] 

私の仮説 一五年周期で変わる日本人の意識『実業の日本』80-19、1977.10.1 [｢老害は遅かれ早かれ｣と改

題『｢知恵｣の発見』(さくら舎、2014)収録] 

日本人の発想① 日本人は｢自由｣を求めて｢保守｣に走る『実業の日本』80-19、1977.10.1 [｢｢自由｣になれ

ないしくみ｣と改題『｢知恵｣の発見』(さくら舎、2014)収録] 

日本人の発想② 幽霊にみる発想法の民族差『実業の日本』80-19、1977.10.1[｢ラムダ(Λ)型発想｣と改題

『｢知恵｣の発見』(さくら舎、2014)収録] 

ベストセラー余聞① ｢日本人とユダヤ人｣の撤収作戦『実業の日本』80-19、1977.10.1[｢やめ方の法則｣

と改題『｢知恵｣の発見』(さくら舎、2014)収録] 
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ベストセラー余聞② ベンダサン氏と山本七平氏『実業の日本』80-19、1977.10.1[｢ユダヤの論法｣と改題

『｢知恵｣の発見』(さくら舎、2014)収録] 

わが知恵の源 私が旧約聖書から学んだこと『実業の日本』80-19、1977.10.1[｢歴史的現在の教訓｣と改題

『｢知恵｣の発見』(さくら舎、2014)収録]  

思考のヒント ユダヤ式結婚式の意味するもの『実業の日本』80-19、1977.10.1[｢本物の思考力｣と改題『｢知

恵｣の発見』(さくら舎、2014)収録] 

ある教育論 棒暗記こそ自由発想の根源『実業の日本』80-19、1977.10.1[｢棒暗記のすすめ｣と改題『｢知

恵｣の発見』(さくら舎、2014)収録] 

ある教訓 これから生き残る企業の条件『実業の日本』80-19、1977.10.1[｢｢動き人｣と｢働き人｣｣と改題『｢知

恵｣の発見』(さくら舎、2014)収録]  

日本人とヨーロッパ人 人間の空想の限界を知る法『実業の日本』80-19、1977.10.1[｢発想の壁｣と改題『｢知

恵｣の発見』(さくら舎、2014)収録] 

心の遍歴 内村鑑三に学ぶ『実業の日本』80-19、1977.10.1[『人生について』(PHP 研究所、1994)収録、

｢受けて次第｣と改題『｢知恵｣の発見』(さくら舎、2014)収録] 

小さな履歴書① わが人生の三つの幸運『実業の日本』80-19、1977.10.1[『人生について』(PHP 研究所、

1994)、『｢知恵｣の発見』(さくら舎、2014)収録] 

小さな履歴書②“一ヵ所の満足”をもとう『実業の日本』80-19、1977.10.1[『人生について』(PHP 研究所、

1994)収録]  

随筆 わが母校『実業の日本』80-19、1977.10.1[『人生について』(PHP 研究所、1994)、『｢知恵｣の発見』

(さくら舎、2014)収録] 

提案 聖書に学ぶビジネスマンの知的戦略『実業の日本』80-19、1977.10.1[字句を訂正し｢知的戦略の宝

庫｣と改題『｢知恵｣の発見』(さくら舎、2014)収録] 

“スズメの涙” 投資の再評価[｢判断意見｣]『プレジデント』15-11、1977.10.1 

命の重さ[｢目｣]『週刊朝日』82-46、1977.10.21 

新しい二代目意識[｢随想｣]『現代』11-11、1977.11.1 

山本七平のすすめる一〇〇冊の本『実業の日本』80-臨時増刊、1977.11.20 

失われた文明の旅『文芸春秋』55-11､12、56-1､2、1977.11.1、12.1、1978.1.1、2.1 

異色対談｢自殺より他殺を怖かる日本人｣『週刊読売』36-47、1977.11.5[対談：森敦] 

公情[｢目｣]『週刊朝日』82-51、1977.11.18 

日本社会と日本人[1977 年 9 月講演(於経済企画庁)]『ESP』147＜12 月号＞、1977.11.20 

ハイジャックと奴隷[｢随想｣]『現代』11-12、1977.12.1 

この単純で困難な道『日経ビジネス』202、1977.12.5 

思想の根源について[｢1978 年日本の課題 論点 思想｣]『月刊自由民主』264、1977.12.15[｢バランスの崩

れた伝統思想｣と改題『日本人的発想と政治文化』(日本書籍、1979)収録] 

同根[｢目｣]『週刊朝日』82-55、1977.12.16 
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1978(昭和 53)年 

新しいことと懐疑ということと[｢新しい文明を語る｣]『季刊アカデミー』9、1978.1.1 

政策と政治家[｢想点｣]『実業の日本』81-1、1978.1.1 

日本人と組織 タテマエ・ホンネと無礼講[｢新春特別講話｣]『マネジメント』37-1、1978.1.1 

120 年もかけた総索引『Security』2-1、1978.1.1 

日本近代思想の一系譜『Voice』1～12、1978.1.1、2.1、3.1、4.1、5.1、6.1、7.1、8.1、9.1、10.1、11.1、

12.1【1 日本人の思想表現、2 江戸時代の“日本人論”、3 日本的プラグマティズムの芽ばえ、4 鈴木正三

と日本的資本主義の精神、5『商人日用』と結果利潤論、6 天才における伝統と革新、7“組織神学化”の

試み、8 石田梅岩の世界観、9“理屈屋”梅岩の実践哲学、10 消費の論理と倹約の論理、11 石門心学と後

継者たち、12 日本人の科学観】[12 日本人の科学観を除き、『勤勉の哲学 日本人を動かす原理』(PHP

研究所 1979)刊] 

｢キリスト｣が日本に来た日[｢ずいひつ｣]『歴史読本』23-1、1978.1.10 

個人の例外的事件[｢トップの進退－角界 OB の声｣談]『読売新聞』1978.1.12 

装置再検討[｢目｣]『週刊朝日』83-2、1978.1.13 

シオニズムにおける思想の創出[｢論点 思想｣]『月刊自由民主』265、1978.1.15[｢思想の創出と風土との同

化｣と改題『日本人的発想と政治文化』(日本書籍、1979)、｢シオニズムと風土｣と改題『｢常識｣の研究』

(日本経済新聞社、1981)収録] 

｢ミドル日本人優秀説｣に危惧『日経ビジネス』206、1978.1.30[｢｢ミドル日本人優秀説｣｣と改題『｢常識｣

の研究』(日本経済新聞社、1981)収録] 

*さまよえる日本人『正論』50、1978.2.1[『日本人の人生観』(講談社、1978)収録]掲載を確認できない 

生活記と旅行記[｢第 4 回日本旅行記賞・選評｣]『旅』52-2、1978.2.1 

ヨーロッパにおける天理教伝道の将来への展望[1977.10.27 第 2 回ヨーロッパ布教懇話会講演会講演於天

理図書館]『みちのとも』88-2[通巻 1197]、1978.2.1[｢宗教について｣と改題『宗教について』(PHP 研

究所、1995)収録]  

ドル活用策[｢目｣]『週刊朝日』83-6、1978.2.10 

｢アメリカ思想｣の深淵[｢論点 思想｣]『月刊自由民主』266、1978.2.15[｢アメリカ思想｣の内幕『日本はな

ぜ外交で負けるのか』(さくら舎、2014)収録] 

われわれの労働意識[記念講演要約]『婦人と年少者』196、1978.3.5 

“常識”の壁[｢目｣]『週刊朝日』83-10、1978.3.10 

｢自由｣の視点をめぐって[｢論点 思想｣]『月刊自由民主』267、1978.3.15[｢自由とは｣と改題『｢常識｣の研

究』(日本経済新聞社、1981)収録] 

国際的思考と日本的思考の間『実業の日本』81-5、1978.3.15 

“構造”という名の逃げ口上『日経ビジネス』210、1978.3.27 

内なる義……『ヨブ記[｢私に感銘を与えた宗教書の一冊｣]『正論』54、1978.4.1 

日本と日本人の方向－われわれの伝統的・文化的な規範は何か－『先見経済』23-4、1978.4.3  

日本人と派閥意識[｢特集 薩摩藩と長州藩 近代日本をつくった二大人脈｣]『太陽』16-5、1978.4.12 [『日
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本人的発想と政治文化』(日本書籍、1979)収録] 

｢宗教支配｣下のアメリカ[｢論点 思想｣]『月刊自由民主』268、1978.4.15[『日本人的発想と政治文化』(日

本書籍、1979)、｢アメリカと宗教｣と改題『｢常識｣の研究』(日本経済新聞社、1981)、『日本はなぜ外交

で負けるのか』(さくら舎、2014)収録] 

賃上げ[｢想点｣]『実業の日本』81-7、1978.4.15 

風土病的症状[｢目｣]『週刊朝日』83-17、1978.4.21 

ベギン首相の冷徹なる分析[｢羅針盤 社会｣]『先見経済』1598、1978.4.24 

危うし福田[｢目｣]『週刊朝日』83-22、1978.5.12 

変節とはなにか[｢論点 思想｣]『月刊自由民主』269、1978.5.15 [『日本人的発想と政治文化』(日本書籍、

1979)、『｢常識｣の研究』(日本経済新聞社、1981)収録] 

あるマスコミ批判[｢羅針盤 社会｣]『先見経済』1600、1978.5.22 

官庁秘密の是非と｢知る権利｣『日経ビジネス』214、1978.5.22[｢｢知る権利｣のゆくえ｣と改題『｢常識｣の

研究』(日本経済新聞社、1981)収録] 

｢風派｣人物と日本の新聞－新聞の研究－日本的発想について『文芸春秋』56-6、1978.6.1[『日本人的発想

と政治文化』(日本書籍、1979)収録、｢｢風派｣新聞ととられても｣と改題『新聞の運命』(さくら舎、2019)

収録] 

軍隊組織と企業経営[｢海軍式マネジメントの研究｣]『プレジデント』16-7、1978.6.1[『海軍式マネジメン

トの研究』(プレジデント社、1978.11.5)、『指導者の条件』第 1 部収録] 

国際世論[｢想点｣]『実業の日本』81-10、1978.6.1 

“問題化”という問題[｢論点 思想｣]『月刊自由民主』270、1978.6.15 [『日本人的発想と政治文化』(日本書

籍、1979)、『｢常識｣の研究』(日本経済新聞社、1981)収録] 

知る権利[｢目｣]『週刊朝日』83-26、1978.6.16 

神話の思想[｢総特集ギリシア神話｣]『ユリイカ』10-7、1978.6.20 

消費の倫理性と社会的責任[｢羅針盤 社会｣]『先見経済』1604、1978.6.26 

電源立地問題と日本人の心性[｢特集 電源立地問題を考える｣]『通産ジャーナル』11-4、1978.7.1[対談：

橋本利一][『明日を読む』＜山本七平全対話 8＞(学習研究社 1984)収録] 

危機打開の思想は生まれるか[｢特集日本が初めて迎える世紀末｣]『Voice』7、1978.7.1[対談:梅原猛] [『現

代日本を考える』＜梅原猛全対話 第 4 巻＞(集英社、1984)収録] 

技術以前の思想の問題[｢論点 思想｣]『月刊自由民主』271、1978.7.15 [『日本人的発想と政治文化』(日本

書籍、1979)、｢技術以前問題｣と改題『｢常識｣の研究』(日本経済新聞社、1981)収録] 

話合い[｢想点｣]『実業の日本』81-13、1978.7.15 

隣人へ向く革命の狂気『日経ビジネス』218、1978.7.17[｢革命の狂気｣と改題『｢常識｣の研究』(日本経済

新聞社、1981)収録] 

*西洋の衝撃と日本『ワールド』1978.8[対談；村松剛][『日本文化を考える 村松剛対談集』(日本教文社、

1979)収録] 

問題を残す日本の対外認識[｢羅針盤 社会｣]『先見経済』1611、1978.8.28 
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嫌煙権と嫌酔権『創』8-8、1978.8.1 

報道史的視点の欠如『文芸春秋』56-8、1978.8.1[『新聞の運命』(さくら舎、2019)収録] 

ベギン角栄[｢目｣]『週刊朝日』83-34、1978. 8.4 

北と南のはざまにて[｢論点 思想｣]『月刊自由民主』272、1978.8.15 [『日本人的発想と政治文化』(日本書

籍、1979)、『｢常識｣の研究』(日本経済新聞社、1981)収録] 

神々の復権・私はこう見る[｢33 年目の夏｣]『朝日新聞』1978.8.23 

国際感覚[｢目｣]『週刊朝日』83-39、1978. 9.1  

火事と警察『自警』60-9、1978.9.10 

打ち破れ｢虚妄の納得｣『日経ビジネス』222、1878.9.11[｢｢虚妄の納得｣｣]と改題『｢常識｣の研究』(日本経

済新聞社、1981)収録] 

｢時の審判｣神話について[｢論点 思想｣]『月刊自由民主』273、1978.9.15 [｢｢時の審判｣と｢感情充足｣｣と改

題『日本人的発想と政治文化』(日本書籍、1979)収録、時の｢審判神話｣と改題『｢常識｣の研究』(日本経

済新聞社、1981)収録] 

円高差益[｢想点｣]『実業の日本』81-17、1978.9.15 

新聞の限界[｢羅針盤 社会｣]『先見経済』1614、1978.9.25[『新聞の運命』(さくら舎、2019)収録] 

日常性[｢目｣]『週刊朝日』83-43、1978. 9.29  

日本人の安全感覚[｢セキュリティ対談｣]『Security』11、1978.10.1[対談：宮沢浩一] 

出版社の経営形からみた“倒産の意味[｢筑摩書房の倒産を考える｣]『総合ジャーナリズム研究』86、

1978.10.1 

誰もわからない中国報道－新聞の研究=｢四人組追放｣記事の不思議『文芸春秋』56-10、1978.10.1[『日本

人的発想と政治文化』(日本書籍、1979)収録] 

私の青春時代『リクルートキャリアガイダンス』10-12～14、1978.10.1、11.1、12.1【復員と同時に失業

／校正の神様と出会う／独立の決断】 

｢秩序の思想｣その諸問題[｢論点 思想｣]『月刊自由民主』274、1978.10.15[｢｢秩序の思想｣の過渡｣と改題『日

本人的発想と政治文化』(日本書籍、1979)収録] 

エリート管理職の辞職理由[｢羅針盤 社会｣]『先見経済』1617、1978.10.23 

いま人間にとって技術とは何か[特集｢未来の礎を築く技術開発｣]『通産ジャーナル』11-8、1978.11.1 [座

談会：大熊由紀子、黒川紀章、池口小太郎] 

アタルチュク[｢目｣]『週刊朝日』83-48、1978.11.3 

｢革命｣で一体何が変わったのか『日経ビジネス』226、1978.11.6 

伝達手段と伝達価値[｢論点 思想｣]『月刊自由民主』275、1978.11.15 [『日本人的発想と政治文化』(日本

書籍、1979)、『｢常識｣の研究』(日本経済新聞社、1981)収録] 

日本人的発想の不思議な部分『実業の日本』81-21、1978.11.15 

心底の不安『中央公論経営問題』17-4、1978.12 

外国との問の法律問題[｢羅針盤 社会｣]『先見経済』1621、1978.11.27 
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精神分析医の現代日本人論 小此木啓吾著『モラトリアム人間の時代』[｢書評｣]『波』12-13、1978.12.1 

三つの問題点－聖書翻訳評の序章[｢特集 聖書翻訳の新段階｣]『翻訳の世界』3-12、1978.12.1  

専門裁判所[｢目｣]『週刊朝日』83-54、1978.12.8 

ある保革交代劇[｢論点｣]『月刊自由民主』276、1978.12.15 [『日本人的発想と政治文化』(日本書籍、1979)

収録、｢保革交代劇｣と改題『｢常識｣の研究』(日本経済新聞社、1981)収録] 

近代化[｢想点｣]『実業の日本』81-23、1978.12.15  

1979(昭和 54)年 

日本教からキリスト教への歩み『家庭の友』31-1、1979.1.1[インタビューア：徳岡孝夫][『日本学入門』

＜山本七平全対話 1＞(学習研究社 1984)では田中澄江との対談｢他人の目・自分の目｣を本号掲載の初出

として収録しているが確認できない] 

｢あたりまえ｣の研究『小説新潮』33-1～12、1979.1.1、3.1、4.1、5.1、6.1、7.1、8.1、9.1、10.1、11.1、

12.1【1 日本の大新聞のヘンな論説について、2 集団自殺と伝統、3｢無羊文化｣の国、4 枝葉末節の対決、

5 話合いの恐怖、6 われわれの自由、7 身勝手な片思い、8 グレる現象、9 診断の基準、10 小説の効用、

11 サタンの誘惑、12 無駄な十年】[書下ろし評論を追加して『｢あたりまえ｣の研究』(ダイヤモンド社、

1980)刊] 

虚構の書『台湾誌』を旅する『旅』53-1～12、1979.1.1、2.1、3.1、4.1、5.1、6.1、7.1、8.1、9.1、10.1、

11.1、12.1[書下しを追加して『空想紀行』(講談社 1981)刊]  

反論封じてしまう｢なるなる論｣『日経ビジネス』230、1979.1.1[｢｢なるなる論｣の功罪｣と改題『｢常識｣の

研究』(日本経済新聞社、1981)収録] 

聖書の旅『文芸春秋』57-1～11､13、1979.1.1、2.1、3.1、4.1、5.1、6.1、7.1、8.1、9.1、10.1、11.1、

12.1【1、2 失われた地、3 裏切り者の謎、4 神の革命、5 流亡の民、6 契約の地、7 鉄と駱駝、8 倒れた

勇士、9 王位の道、10 逃走と亡命の日々、11 ダビデの逆襲、12 勇士アブネルの謀殺】[大幅に加筆・再

編集して『聖書の旅』(文芸春秋 1981)刊、再刊『聖書の旅』＜文春文庫＞(文芸春秋、1991)] 

変化する相関関係への対応を[｢特集 日本の進むべき道｣]『先見経済』24-1、1979.1.7 

責任追及者の責任[｢論点｣]『月刊自由民主』277、1979.1.15[『日本人的発想と政治文化』(日本書籍、1979)

収録、『｢常識｣の研究』(日本経済新聞社、1981)収録] 

説得力の源流と対応を探る『実業の日本』82-2、1979.1.15  

｢江川問題｣に寄せて[｢羅針盤 社会｣]『先見経済』1625、1979.1.22 

｢聖書の水｣とユダヤの風土『水登ともに』183、1979.1 [対談：小林誠一] 

宣伝戦と新聞報道[｢論点｣]『月刊自由民主』278、1979.2.15[｢宣伝戦と新聞｣と改題『｢常識｣の研究』(日

本経済新聞社、1981)収録、｢宣伝戦と新聞報道を見抜く｢目｣｣と改題『日本人的発想と政治文化』(日本

書籍、1979)収録、｢宣伝戦を見抜く目｣と改題『新聞の運命』(さくら舎、2019)収録] 

聖パウロの町[グラビア]『週刊文春』21-5、1979.2.1 

イスタンブールの廃墟[グラビア]『週刊文春』21-7、1979.2.5 

面白い｢江川問題という問題｣[｢羅針盤 社会｣]『先見経済』1629、1979.2.26 

男なら[｢随想｣]『現代』13-3、1979.3.1 
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日本的組織を忘れてはいないか 『中央公論経営問題』18-1、1979.3 

政治文化ということ[｢論点｣]『月刊自由民主』279、1979.3.15[『日本人的発想と政治文化』(日本書籍、

1979)、｢｢派閥｣と政治文化｣と改題『｢常識｣の研究』(日本経済新聞社、1981)収録] 

平和と軍事[｢想点｣]『実業の日本』82-5、1979.3.15  

｢目的を喪失した時代｣の意味[｢羅針盤 社会｣]『先見経済』1632、1979.3.26 

ある日の散歩 エルサレム｢王家の墓｣にて[グラビア]『諸君!』11-4、1979.4.1 

裸の参謀[｢特集 参謀本部の研究｣]『プレジデント』17-4、1979.4.1[｢課の参謀 一下級将校の見た参謀の

実像｣と改題『参謀型人材の研究』(プレジデント社、1979.8.25)収録] 

“普遍的原理”の押しつけ[｢論点｣]『月刊自由民主』280、1979.4.15[『日本人的発想と政治文化』(日本書

籍、1979)、｢普遍主義的自由主義｣と改題『｢常識｣の研究』(日本経済新聞社、1981)収録、｢普遍的原理

の押しつけは迷惑｣と改題『日本はなぜ外交で負けるのか』(さくら舎、2014)収録] 

基本的な考え方の確認を[｢知性派六氏 私のすすめる一〇冊の本｣]『実業の日本』82-臨時増刊、1979.4.10 

商売は善悪の両面[流通対談]『日経流通新聞』641、1979.4.19[聞き手：編集委員和田茂穂] 

｢地震ナマズ主義｣[｢羅針盤 社会｣]『先見経済』1635、1979.4.23 

イランにみる“複線予測”の必要性『日経ビジネス』236、1979.4.23 

“時間”の旅・聖書の中の脇役たち『ひろば』81～84、1979.4、6、9、12【パウロを支えた人ヤコブ／イ

エスに愛された弟子／パウロの手紙を刊行した人／伝道者ピリポ】[『山本七平とゆく聖書の旅』(山本

書店、1997)収録] 

元号を語る『話の特集』160、1979.5.1[座談会：小田実、金達寿、真継伸彦、黛敏郎、村上重良、和田誠] 

日本人とアラブ人 『聖地からの日本人論』のこと[｢論点｣]『月刊自由民主』281、1979.5.15[『｢常識｣の

研究』(日本経済新聞社、1981)収録] 

早熟への恐怖[｢想点｣]『実業の日本』82-9、1979.5.15 

｢占領地返還｣の波紋[｢羅針盤 社会｣]『先見経済』1638、1979.5.28 

ロマンの浮沈[｢論点｣]『月刊自由民主』282、1979.6.15[『｢常識｣の研究』(日本経済新聞社、1981)収録] [｢革

命のロマンを捨てよ｣と改題『日本人的発想と政治文化』(日本書籍、1979)収録] 

不知不識“意識の再生産”探れ『日経ビジネス』242、1979.6.18[｢意識の再生産｣と改題『｢常識｣の研究』(日

本経済新聞社、1981)収録]  

米国世論への追随の危険性[｢羅針盤 社会｣]『先見経済』1641、1979.6.25 

江戸期にみる中元[｢特別企画お中元｣]『経済界』14-11、1979.6.26 

ユダヤ人の歴史としてのエルサレム『月刊イスラエル』12-6、1979.6.30 

*聖書の旅から『21 世紀フォーラム』1979.6[対談：曽野綾子][『神のいる国』＜山本七平全対話 3＞(学習研

究社、1985)収録]  

ネイション・ビルディング[｢清流｣]『財界展望』23-7、1979.7.1 

日本人と｢日本病｣について『 諸君!』11-7、1979.7.1[対談：岸田秀][『日本人と｢日本病｣について』＜山

本七平全対話 5＞収録] 

ギリシア人と日本人『文芸春秋デラックス』6-7(63)＜エーゲ海と神話の旅＞、1979.7.1 
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日本人の宗教意識と新興宗教『歴史公論』5-7、1979.7.1[対談：大浜徹也] 

原則の見直しについて[｢論点｣]『月刊自由民主』283、1979.7.15 

難民問題の根底にあるもの[｢羅針盤 社会｣]『先見経済』1644、1979.7.23 

外部の情報[｢想点｣]『実業の日本』82-14、1979.8.1 

江戸暦と十二支紀年法 日本歴史にみる庶民の年号感覚『正論』69、1979.8.1 

日本の伝統的文化の特質について『ファイナンス』15-5、1979.8.10 

ベトナム、中国とも食糧難民だ『日経ビジネス』246、1979.8.13[｢食糧難民への対策｣と改題『｢常識｣の

研究』(日本経済新聞社、1981)収録] 

再び、変節について[｢論点｣]『月刊自由民主』284、1979.8.15[『｢常識｣の研究』(日本経済新聞社、1981)

収録] 

学問なるものの行き詰まり[｢羅針盤 社会｣]『先見経済』1648、1979.8.27  

老齢化社会の年のとり方暮し方『社会保険』30-9、1979.9.1 

日本は生き残れるか『週刊朝日』84-41､42、1979.9.14､21【上 敗戦で取り戻した“町人の合理性”こそ命

の綱、下 “方言”でしかない真の情報を標準語にする努力の急務】[対談：長谷川慶太郎][『明日を読む』

＜山本七平全対話 8＞(学習研究社 1984)収録] 

アメリカの不思議[｢論点｣]『月刊自由民主』285、1979.9.15[『｢常識｣の研究』(日本経済新聞社、1981)

収録] 

都市再開発と資本の論理[｢羅針盤 社会｣]『先見経済』1651、1979.9.24 

企業防衛も国防も原則は一つ[｢コラム｣]『日経ビジネス』250、1979.10.8  

誤りを繰り返す新聞[｢羅針盤 社会｣]『先見経済』1654、1979.10.22 

｢兎小屋｣賛[｢論点｣]『月刊自由民主』286、1979.10.15[『｢常識｣の研究』(日本経済新聞社、1981)収録] 

｢縁｣の思想[｢想点｣]『実業の日本』82-19、1979.10.15 

『道』の好きな日本人『無限大』46、1979.10.15 [『これからの日本人』＜山本七平ライブラリー11＞(文

芸春秋 1997)収録] 

*｢空気｣が｢ドグマ｣にならないために『至知』1979.11[対談：日下公人][『｢空気｣の研究』(文芸春秋、1977)

収録] 

｢計測し得る未来｣への対処[｢羅針盤 社会｣]『先見経済』1658、1979.11.26 

出版の基礎をこう考える 私の体験[｢総特集読者への回路 続・出版｣]『伝統と現代』10-6[61]、1979.11.1  

論争否定の伝統について[｢論点｣]『月刊自由民主』287、1979.11.15[｢論争否定の伝統｣『｢常識｣の研究』(日

本経済新聞社、1981)収録] 

日本の選挙は入れ札である『中央公論』94-12、1979.12.1[対談：小室直樹] 

虚構の日本陸軍[｢特集 戦史の教訓｣]『プレジデント』17-13、1979.12.1[『戦史の教訓』（プレジデント社、

1981.2.10 収録] 

閉じてしまう？ “海上秩序の傘”『日経ビジネス』254、1979.12.3[｢海上秩序の傘｣]と改題『｢常識｣の研究』

(日本経済新聞社、1981)、『日本はなぜ外交で負けるのか』収録] 
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酸欠状態への対処[｢論点｣]『月刊自由民主』288、1979.12.15 

中東での正月[｢ずいひつ｣]『経済界』14-23、1979.12.25 

編集と印刷[｢編集者･デザイナーのための最新印刷知識 印刷企画と制作セミナー｣]『印刷雑誌』62-12、

1979.12 

レイシズムの別表現－米国での“救鯨”キャンペーン－『日本人とくじら』9、1979.12[｢“救鯨”キャンペー

ンはレーシズムの別表現｣と改題『食生活』75-8、1981.8.1 に転載] 

1980(昭和 55)年 

常識では予測できないことが起こる[｢80年代とはどういう時代か｣]『経営者会報』22-1(通巻278)、1980.1.1 

日本人の発想と機能と風土『実業の日本』83-1、1980.1.1[｢想点｣執筆者新春座談会：井上富雄 ; 菊池誠、

森敦] 

｢実情｣ではなく｢事実｣の報道を[｢80 年代放送への提言｣]『放送文化』35-1、1980.1.1[『新聞の運命』(さ

くら舎、2019)収録] 

イデオロギーと日本人 現人神の創始者たち『諸君!』12-1～5､9～12、13-1～12、14-1～3、1980.1～5、

9～12、1981.1～12、1982.1.1、2.1、3.1【1、2 慕夏思想と水土論、3 楠木正成を発見した中国人、4

日本＝中国論の源流、5 もし孔子が攻めてきたら、6 国家神道という発想、7 現人神の創作者たち、8

殉忠の思想、9 政治が宗教になる世界、10 志士たちの「聖書(バイブル)」、11 売国奴と愛国者のあいだ 、

12 聖徳太子は逆臣か、13 重い神器と軽い神器、14 義朝は大悪人か 、15 自ら権力を放棄した朝廷、16

失徳の天子と神器、17 大政奉還の預言 、18｢日本｣という特殊性、19 偽書のたどった運命、20 赤穂浪

士は義士か 、21 明治維新への道、22 皇国史観的循環論 、23｢法｣と｢風｣、24｢神がかり｣の道 】[改題『現

人神の創作者たち』(文芸春秋 1983)] 

｢空気｣の思想史『文化会議』127、1980.1.1[『｢空気｣の研究』＜山本七平ライブラリー 1＞収録、｢日本

人はなぜ｢空気｣に水を差せないか｣と改題『戦争責任は何処に誰にあるか』(2016、さくら舎)収録] 

｢実情｣ではなく｢事実｣の報道を[｢80 年代 放送への提言｣]『放送文化』35-1、1980.1.1[『新聞の運命』(さ

くら舎、2019)収録] 

ニッポン産業社会の未来 “イエ”史観から見た新しい国家像集団像『週刊ダイヤモンド』68-2、1980.1.5[討

論：公文俊平、村上泰亮、佐藤誠三郎] 

｢変革なき変革｣の対応が進む [｢特集 80 年代を展望する｣]『先見経済』25-1、1980.1. 7 

商人道は変わらず[流通対談]『日経流通新聞』716、1980.1.7[対談：中内功] 

公害と技術革新(要旨)[昭和 54 年度公害担当幹部研修講座]『産業公害』16-1、1980.1.10  

財をなす大原則の再認識を『実業の日本』新春臨時増刊号、1980.1.10 

傾斜生産の教訓[｢論点｣]『月刊自由民主』289、1980.1.15[『｢常識｣の研究』(日本経済新聞社、1981)収録] 

三年後の微変化をこう読む『実業の日本』83-3、1980.1.15[続｢想点｣執筆者新春座談会：井上富雄 ; 菊池

誠、森敦] 

似てきた江戸時代の生き方 日本人は変わったのか[｢特集日本人論第 3 部エッセー｣]『神戸新聞』1980.1.16 

[『これからの日本人』＜山本七平ライブラリー11＞(文芸春秋 1997)収録] 

中東に課せられる内政的指導力[｢羅針盤 社会｣]『先見経済』1663、1980.1.28 

｢対米愛憎両端感情｣の克服急げ『日経ビジネス』258、1980.1.28[｢愛憎両端感情の克服｣と改題『｢常識｣
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の研究』(日本経済新聞社、1981)、『日本はなぜ外交で負けるのか』(さくら舎、2014)収録] 

昭和文化定年論[｢特別寄稿｣]『正論』75、1980.2.1[｢これからの日本人｣と改題(『これからの日本人』＜山

本七平ライブラリー11＞(文芸春秋 1997)収録]  

内政指向の中東[｢論点｣]『月刊自由民主』290、1980.2.15[｢内政の時代｣と改題『｢常識｣の研究』(日本経

済新聞社、1981)収録] 

外交における日本人の錯覚[｢羅針盤 社会｣]『先見経済』1666、1980.2.25[外交に対する日本人の錯覚『日

本はなぜ外交で負けるのか』(さくら舎、2014)収録] 

コダヤ人とアラブ人と日本人『現代』14-3、1980.3.1[『中学生でもわかるアラブ史教科書 日本人のため

の中東世界入門』(祥伝社、2007)収録] 

忠誠心とスパイの間[｢特集 ソ連の戦略と謀略｣]『文芸春秋』58-3、1980.3.1 

80 年代とはどんな時代か『関西経協』34-3、1980.3.10 

｢正常｣｢異常｣とは何か[｢論点｣]『月刊自由民主』291、1980.3.15[｢正常と異常｣と改題『｢常識｣の研究』(日

本経済新聞社、1981)収録] 

サラリーマン社会と悪の論理『実業の日本』83-6、1980.3.15[対談：倉前盛通][『根回しの思想』＜山本

七平全対話 6＞(学習研究社、1984)収録] 

真に近代化を生かす道[｢羅針盤 社会｣]『先見経済』1669、1980.3.24 

ブームなどで真の文化わからぬ[｢コラム｣]『日経ビジネス』262、1980.3.24 

日本官僚制の源流を探る 朝廷・幕府併存の歴史的考察『週刊エコノミスト』58-13(臨時増刊)、1980.3.30 

地面の下を走る電車[｢私の子供のころ｣][｢随想｣]『小四教育技術』33-2、1980.4.1 

1 兆円巨大小売業出現の歴史的、社会的背景を語る『販売革新』18-4、1980.4.1 [対談：小林宏] 

豊かな人間性『郵政』32-4、1980.4.1[『これからの日本人』＜山本七平ライブラリー11＞(文芸春秋 1997)

収録] 

砂漠の民と島嶼の民－その安全の黙示録[｢セキュリティ対談｣]『Security』4-2、1980.4.1[松本克美による

インタビュ] 

座談会 情報のなかの日本人『FINIPED』27、1980.4.15 [座談会：木村尚三郎、佐貫利雄、井尻千男] 

原発と新聞報道[｢論点｣]『月刊自由民主』29、1980.4.15[『｢常識｣の研究』(日本経済新聞社、1981)収録] 

近代化[｢想点｣]『実業の日本』83-8、1980.4.15 

商人道と｢資本主義の精神｣『週刊東洋経済』4215、1980.4.25 

｢賭博事件｣の背後にあるもの[｢羅針盤 社会｣]『先見経済』1673、1980.4.28 

“時間”の旅 エルサレムの散歩『ひろば』85～88、1980.4、6、9、12[『山本七平とゆく聖書の旅』(山本

書店、1997)収録] 

契約民族でない空気が動かす民族[｢日本に｢国家｣は必要ですか｣]『潮』252、1980.5.1 [田原総一朗による

インタビュ] 

反射角『近代中小企業』15-6、1980.5.1 

日本資本主義の精神と企業経営『経営資料月報』674、1980.5.30 
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世界は原点回帰に向かう『正論』78、1980.5.1[対談：田中清玄] [『日本学入門』＜山本七平全対話 1＞(学

習研究社、1984)収録]  

商社は生き残れるか『中央公論経営問題』19-2、1980.5.1 

日本的指導者の原理『Voice』29、1980.5.1 

倫理の多様性[｢論点｣]『月刊自由民主』293、1980.5.15 

｢文｣より｢像｣で民衆捉える発想を[｢コラム｣]『日経ビジネス』266、1980.5.19[｢民衆像を捉える方法｣と改

題『｢常識｣の研究』(日本経済新聞社、1981)収録]  

日本人はなぜ働くのか－勤勉性の源泉『ESP』177(6 月号)、1980.5.20[座談会：津田真澂、松島静雄、横

溝雅夫] 

80 年代の商業形態はこう変わる！[巻頭インタビュー]『チャネラー』17-8、1980.6.1  

国民感情と国家感情の間[｢論点｣]『月刊自由民主』294、1980.6.15[『｢常識｣の研究』(日本経済新聞社、

1981)収録] 

政治米価と政治油価 [｢羅針盤 社会｣]『先見経済』1678、1980.6.23 

80 年代を予測する[講演]『DKM マネジメント・レポート』148、1980.6.25 

失われた日本人の｢自分の原理｣『実業の日本』83-13、1980.7.1 

自民圧勝､安定多数｢日本人の選択｣[｢時評｢にっぽん人｣｣]『週刊読売』39-28、1980.7.6[｢なぜ自民党か。

国民の｢期待の倫理｣を探る｣と改題『時評｢にっぽん人｣』(読売新聞社、1981)収録] 

根深い社会党への国民の｢不信と不安｣[｢時評｢にっぽん人｣｣]『週刊読売』39-29、1980.7.13[『時評｢にっ

ぽん人｣』(読売新聞社、1981)収録] 

政策論争抜きの倫理誘導は偽善[｢コラム｣]『日経ビジネス』270、1980.7.14[｢政策論争抜きの報道｣と改題

『｢常識｣の研究』(日本経済新聞社、1981)収録] 

新聞は真に｢不偏不党｣か[｢論点｣]『月刊自由民主』295、1980.7.15[｢新聞は不偏不党｣と改題『｢常識｣の研

究』(日本経済新聞社、1981)収録] 

宗教と政治・経済－イスラム社会の基本構造『週刊東洋経済』4233＜臨時増刊＞、1980.7.18[｢イスラム

社会の基本構造－宗教と政治・経済｣と改題『中学生でもわかるアラブ史教科書 日本人のための中東世

界入門』(祥伝社、2007)収録] 

混迷する｢後継首相｣への日本人的反応[｢時評｢にっぽん人｣｣]『週刊読売』39-30、1980.7.20[｢気になる日

本の政治文化の伝統－儒教的なるもの｣と改題『時評｢にっぽん人｣』(読売新聞社、1981)収録] 

｢ゼンコ｣的人物がトップになる日本ムラの現実 怨念くすぶる自民党の老衰 “徳川化現象”が生んだ｢消防

団長｣『週刊朝日』85-33、1980.7·25 

世話人型リーダーの登場で自民党は沈滞する[｢時評｢にっぽん人｣｣]『週刊読売』39-31、1980.7.27[『時評

｢にっぽん人｣』(読売新聞社、1981)収録] 

｢イラン情報｣の盲点[｢羅針盤 社会｣]『先見経済』1682、1980.7.28 

日本の組織原理と企業経営－大石内蔵助は名人事管理者であった『月刊リクルート』13-10(通巻 168)、

1980.8.1 

[｢第二回 講談社ノンフィクション賞発表 選評｣]『現代』14-8、1980.8.1[亀井宏、梅原猛、加藤秀俊、山

崎正和] 
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新聞はもう｢情報｣たり得ない[リレー・エッセイ]『30 億』197[17-8]、1980.8.1[『新聞の運命』(さくら舎、

2019)収録] 

｢不戦勝｣の原因[｢想点｣]『実業の日本』83-15、1980.8.1 

この“人畜無害”政府を生んだ日本国民の民度[｢時評｢にっぽん人｣｣]『週刊読売』39-32、1980.8.3[｢十年一

日の内閣批評－｢派閥均衡の実務型｣について｣と改題『時評｢にっぽん人｣』(読売新聞社、1981)収録] 

現代に生きる｢貞永式目｣[｢日本の社会構造を考える｣]『先見経済』25-8、1980.8.4 

｢内なる人｣と｢外なる人｣『公営企業』12-5、1980.8.10 

創価学会の“内紛”の不可解な部分[｢時評｢にっぽん人｣｣]『週刊読売』39-33、1980.8.10[｢創価学会の｢内紛｣

の不可解な部分｣と改題『時評｢にっぽん人｣』(読売新聞社、1981)収録] 

南北問題の深い根[｢論点｣]『月刊自由民主』296、1980.8.15[｢北と南のはざまにて｣と改題『｢常識｣の研究』

(日本経済新聞社、1981)収録] 

鈴木内閣支持率に見る｢ケチ
 、  、

｣の考察[｢時評｢にっぽん人｣｣]『週刊読売』39-34、1980.8.17[『時評｢にっぽ

ん人｣』(読売新聞社、1981)収録] 

春風駘蕩政府を脅かす｢血権｣[｢時評｢にっぽん人｣｣]『週刊読売』39-35、1980.8.24[｢｢血権
テロリズム

｣は腐敗の永久

追放にならない｣と改題『時評｢にっぽん人｣』(読売新聞社、1981)収録] 

食糧危機回避への対策を急げ[｢羅針盤 社会｣]『先見経済』1685、1980.8.25 

ジミーとビリーは教会が違う－ジョージア州プレーンズを訪ねて[｢時評｢にっぽん人｣｣]『週刊読売』39-36、

1980.8.31[『時評｢にっぽん人｣』(読売新聞社、1981)収録、｢ジョージア州プレーンズを訪ねて｣と改題

『日本人とアメリカ人』(PHP 研究所、1993)収録] 

日本式『世代交代』の功罪『潮』256、1980.9.1 

日本の伝統と人事管理 日本型組織の源流 “機能しない組織など組織でない”『マネジメント』39-10、

1980.9.1 

電話、車を拒否、十八世紀以来の生活様式－ニューヨーク近郊のアーミッシュ村[｢時評｢にっぽん人｣｣]『週

刊読売』39-37、1980.9.7[『時評｢にっぽん人｣』(読売新聞社、1981)収録、｢ニューヨーク近郊アーミッ

シュを訪ねて｣と改題『日本人とアメリカ人』(PHP 研究所、1993)収録] 

南アに見る日本と共通の一面[｢コラム｣]『日経ビジネス』274、1980.9.8 

日本とフランスの｢優等生｣の違い 戦後の平等教育では個性は育たない[｢時評｢にっぽん人｣｣]『週刊読売』

39-38、1980.9.14[『時評｢にっぽん人｣』(読売新聞社、1981)収録]  

｢隠居仕事｣の見直し[｢論点｣]『月刊自由民主』297、1980.9.15[『｢常識｣の研究』(日本経済新聞社、1981)

収録] 

文化の時代の産業人－｢文化の時代研究グル－プ｣の報告をめぐって『社員教育』310、1980.9.20 

伝統的な倫理観をぜひ教育に－新大阪駅売店の｢正直おばさん｣に思う[｢時評｢にっぽん人｣｣]『週刊読売』

39-39、1980.9.21[『時評｢にっぽん人｣』(読売新聞社、1981)収録] 

結論の出ない二つの問題[｢羅針盤 社会｣]『先見経済』1688、1980.9.22 

インド北部の大暴動にみる｢食物禁忌｣の彼我の違い [｢時評｢にっぽん人｣｣ ]『週刊読売』39-40、

1980.9.28[｢インド北部の大暴動にみる宗教的｢食物禁忌｣｣と改題『時評｢にっぽん人｣』(読売新聞社、

1981)収録] 
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*日本人の組織と企業経営『アナウンスメント』1980.9[『指導者の条件』収録]  

パウロの道『ひろば』87、1980. 9[対談：石森延男] [『山本七平とゆく聖書の旅』(山本書店、1997)収録] 

学校給食[｢想点｣]『実業の日本』83-19、1980.10.1 

喜望峰に立つ『旅』54-10、1980.10.1 

｢理想の妻｣からの失業[｢百葉箱｣]『賃金実務』425、1980.10.1 

国際的な孤立招く全政権の｢採択｣ 金大中氏への死刑宣告に思う[｢時評｢にっぽん人｣｣]『週刊読売』39-41、

1980.10.5[｢予想外の事件二つ－東エルサレム併合・首都宣言 金大中への死刑宣告｣と改題『時評｢に

っぽん人｣』(読売新聞社、1981)収録] 

｢関ヶ原｣と｢光州｣の混同に驚き 日韓の区別にあいまいなアメリカの論評[｢時評｢にっぽん人｣｣]『週刊読

売』39-42、1980.10.12[｢米紙の｢関ヶ原｣と｢光州｣の混同に驚く｣と改題『時評｢にっぽん人｣』(読売新聞

社、1981)収録] 

｢現状不変｣前提の危険性[｢論点｣]『月刊自由民主』298、1980.10.15 

合理主義の合理性[｢百葉箱｣]『賃金実務』426、1980.10.15 

日本人が｢冷静｣でいられる三つの理由－イラン・イラク戦争[｢時評｢にっぽん人｣｣]週刊読売』39-43、

1980.10.19[『時評｢にっぽん人｣』(読売新聞社、1981)収録] 

｢反政府｣と｢反国家｣は違う 金大中氏を裁いた韓国政治の矛盾[｢時評｢にっぽん人｣｣]『週刊読売』39-44、

1980.10.26[｢｢反政府｣は｢反国家｣ではない－金大中を裁いた韓国政治の矛盾｣と改題『時評｢にっぽん

人｣』(読売新聞社、1981)収録] 

イラン・イラク戦争とわが国 [｢羅針盤 社会｣]『先見経済』1692、1980.10.27 

社会主義に起きている｢立ち枯れ｣現象[｢リレー・エッセイ｣]『30 億』200、1980.11.1 

山本七平さんを囲む若手座談会 生涯勉強をどう進めるか『実業の日本』83-21、1980.11.1 

利害打算『社会保険』31-11、1980. 11.1 

虚像失墜の時代[｢巻頭エッセイ｣]『正論』84、1980.11.1 

エネルギー危機への備え[｢パラボラ｣]『地域開発ニュース』146、1980.11.1 

流動時代の史的原理[｢百葉箱｣]『賃金実務』427、1980. 11.1 

新聞の｢誤差報｣は笑い話ですまない[｢追及特集 大新聞の驕り、不勉強な記者を斬る｣]『現代』14-11、

1980.11.1 

｢主権在民｣忘れた憲法論議 奥野法相の発言は党利党略[｢時評｢にっぽん人｣｣]『週刊読売』39-45、

1980.11.2[｢｢主権在民｣忘れた憲法論議－憲法は変え得るのか、変え得ないのか｣と改題『時評｢にっぽん

人｣』(読売新聞社、1981)収録]  

再び｢日本の社会科学を批判する｣[｢コラム｣]『日経ビジネス』278、1980.11.3[｢社会科学批判｣と改題『｢常

識｣の研究』(日本経済新聞社、1981)収録]  

大はやりの電話相談に見る当節の日本人の｢対話｣への渇望[｢時評｢にっぽん人｣｣]『週刊読売』39-46、

1980.11.9[｢｢精神的充足｣と｢全き自由｣の関係－｢いのちの電話｣創設十年｣と改題『時評｢にっぽん人｣』

(読売新聞社、1981)収録]   

*｢和｣の風土『活性』[4-11]、1980.11.10[対談：紀野一義][『根回しの思想』＜山本七平全対話 6＞(学習研

究社、1984)収録] 



63 

 

人望について[｢論点｣]『月刊自由民主』299、1980.11.15[『｢常識｣の研究』(日本経済新聞社、1981)収録] 

三尺の距離[｢百葉箱｣]『賃金実務』428、1980. 11.15 

｢食糧｣が変える社会主義圏の体制－｢イデオロギーより増産｣が支配的に[｢時評｢にっぽん人｣｣]『週刊読売』

39-47、1980.11.16[『時評｢にっぽん人｣』(読売新聞社、1981)収録]   

日本の伝統意識と組織の管理『季刊現代警察』7-4、1980.11.20 

裁判官や教授の”非行”にみる｢社会的制裁｣の意味 [｢時評｢にっぽん人｣｣]『週刊読売』39-48、1980.11.23[｢超

｢常識｣事件が起こった場合、どう対処する？｣と改題『時評｢にっぽん人｣』(読売新聞社、1981)収録]    

根底にある宗教的動機[｢気流・日曜の広場 何のために働く？私の直言｣]『読売新聞』1980.11.23 

実務家のみた中国[｢羅針盤 社会｣]『先見経済』1695、1980.11.24 

｢レーガンは右へ｣の疑問－古典的な定義は現実を見誤る[｢時評｢にっぽん人｣｣]『週刊読売』39-50、

1980.11.30[『時評｢にっぽん人｣』(読売新聞社、1981)収録]    

*現代と日本の伝統『国際通信レビュー』44、1980. 11  

ソ連よりアメリカがもつと恐い!－対ソ、対米、日本はどう考えるべきか－『宝石』8-12、1980.12.1[対談：

小室直樹] [『日本教の社会学』＜山本七平全対話 4＞(研究社、1985)収録、｢アメリカは日本最大の敵｣

と改題『小室直樹の日本大封鎖 世界の孤児日本は生き残れるか』(ロングセラーズ、1981)収録] 

ソ連の立枯れ[｢想点｣]『実業の日本』83-23、1980.12.1 

政治の皮肉[｢百葉箱｣]『賃金実務』429、1980.12.1 

現代へのヘシオドスのプリズム 森本哲郎著『そして文明は歩む』[｢書評｣]『波』14-12、1980.12.1 

｢鯨の肉の燔祭」『国際資源』73、1980.12.5 

難しい 2 代目経営者の養成[特別寄稿]『国民金融公庫 調査月報』236、1980.12.5＜OK 

｢自然に帰れ｣的発想は必ずしも環境を守れない[｢時評｢にっぽん人｣｣]『週刊読売』39-51、1980.12.7[『時

評｢にっぽん人｣』(読売新聞社、1981)収録] 

｢四人組｣裁判で痛感した｢自由意思に基づく秘密投票｣の大切さ[｢時評｢にっぽん人｣｣]『週刊読売』39-52、

1980.12.14[『時評｢にっぽん人｣』(読売新聞社、1981)収録] 

経済的自由の起源[｢百葉箱｣]『賃金実務』430、1980.12.15  

予測不能時代の到来[｢論点｣]『月刊自由民主』300、1980.12.15[『｢常識｣の研究』(日本経済新聞社、1981)

収録] 

いまあえて、日本的経営のすすめ[｢直言曲言｣]『企業実務』20-1、1980.12.20 

｢受験｣に見る恩恵を忘れた人の傲慢さ[｢時評｢にっぽん人｣｣]『週刊読売』39-53、1980.12.21[『時評｢にっ

ぽん人｣』(読売新聞社、1981)収録] 

ポーランドの歴史が繰り返す｢自由｣との宿命的な闘い[｢時評｢にっぽん人｣｣]『週刊読売』39-54、

1980.12.28[｢｢未来は推し計ることはできない｣－｢十二月八日｣から四十年生きて｣と改題『時評｢にっぽ

ん人｣』(読売新聞社、1981)収録] 

“知らざるに劣る”一知半解人[｢コラム｣]『日経ビジネス』284、1980.12.29[｢教科書批判｣と改題『｢常識｣

の研究』(日本経済新聞社、1981)収録]   
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1981(昭和 56)年 

近代日本思想の源流『Voice』37～54、1981.1.1、2.1、3.1、4.1、5.1、6.1、7.1、8.1、9.1、10.1、11.1、

12.1、1982.1.1、2.1、3.1、4.1、5.1、6.1【日本に革命思想はなかったか／聖書型革命と孟子型革命／

北条泰時は“悪人”か“忠誠”の人か／｢承久の乱｣の戦後処理／夢見る人・明恵上人／明恵上人と泰時の邂

逅／明恵の“裏返し革命思想”／『貞永式目』の根本思想／調整型経営者・泰時／泰時の飢餓対策／『貞

永式目』の制定過程／日本人の相続原則／惣領制のジレンマ／鎌倉時代の“宗教の自由”／『式目』の刑

罰はなぜ軽いのか／日本に奴隷制はあったか／統治する側の職務と権限／日本的実力主義の論理】[改

題『日本的革命の哲学 日本人を動かす原理』(PHP 研究所 1982)] 

能力主義への移行と企業帰属性－機能集団と基礎集団の一体化に可能性－[｢百葉箱｣]『賃金実務』431、

1981.1.1/15 

文化の時代を考える[｢特集 国土と文化｣]『人と国土』6-5、1981.1.1 

クリスマスはなぜ十二月二十五日？－歴史的にも根拠ない｢キリストの誕生日｣ [｢時評｢にっぽん人｣｣]『週

刊読売』40-1・2、1981.1.4/11[『時評｢にっぽん人｣』(読売新聞社、1981)収録] 

七平の十二戒『30 億』202～204、1981.1.1、2.1、3.1、『50 億』205～213、1981.4.1、5.1、6.1、7.1、

8.1、9.1、10.1、11.1、12.1【一戒 ｢畏れ｣の喪失は｢文明｣の喪失である、二戒 過ちを犯さぬために歴

史を学べ、三戒 条件反射的日本のマスコミを信用するなかれ、四戒 日本人は欧米人と｢同じでない｣こ

とを知れ、五戒 ｢貧すりゃ鈍する｣ことを覚悟せよ、六戒 ｢人望｣なき者は指導者になれぬ、七戒 ｢騒ぎ｣

｢ケロッ｣の繰り返しに気を奪われるな、八戒 ｢条約の文言｣に無関心すぎないか、九戒 ｢理性｣を無視す

る｢感情国家｣に未来ありや、十戒 ｢経済｣が主で｢政治｣[は]従の原油法則、十一戒 時は常に有利に作用

してくれるとは限らない、十二戒 ｢戒｣なき日本の社会にも｢信｣はある】[四戒を｢｢欧米と同じ｣論を戒

める｣、八戒を｢｢条約の文言｣への無関心さ、無神経さ｣と題して『日本はなぜ外交で負けるのか』(さく

ら舎、2014)収録、全十二戒を｢日本人への十二戒｣と題して『渋沢栄一 日本の経営哲学を確立した男』

(さくら舎、2018)収録] 

塁言忠信にして行篤敬なれば－渋沢栄一の｢論語講義｣に学ぶ [｢特別企画・'81 年新入社員の人生知識 特

別寄稿 若者へ｣]『社員教育』317、1981.1.5・20[｢五百の会社を興した男｣と改題『渋沢栄一 日本の経

営哲学を確立した男』(さくら舎、2018)収録] 

経営からみた日本社会の特質[｢羅針盤 社会｣]『先見経済』26-1、1981.1.5 

文明の歴史と多様化[インタビュ｢多様化時代と技術｣]『計測と制御』20-1、1981.1.10 

数字と実感について[｢論点｣]『月刊自由民主』301、1981.1.15[『｢常識｣の研究』(日本経済新聞社、1981)

収録] 

自分の歴史の出発点にたちもどれ[｢トップに聞く 私の経営哲学と企業ビジョン｣]『実業の日本』84-2、

1981.1.15 

国会は早急に原則の確立を”一票の重みの差”の違憲判決[｢時評｢にっぽん人｣｣]『週刊読売』40-3、

1981.1.18[｢国会は早急に｢議員定数を減らす｣原則の確立を｣と改題『時評｢にっぽん人｣』(読売新聞社、

1981)収録] 

シナイ半島で｢日本｣を思う 無資源国という認識はぜいたくな妄想[｢時評｢にっぽん人｣｣]『週刊読売』40-4、

1981.1.25[｢シナイ半島で思う－｢日本とは何と豊かな国！｣｣と改題『時評｢にっぽん人｣』(読売新聞社、

1981)収録] 

インフレに悩むイスラエル[｢羅針盤 社会｣]『先見経済』1700、1981.1.26 

金属バット事件や校内暴力に見る日本人の｢暴力｣への反応[｢時評｢にっぽん人｣｣]『週刊読売』40-5、

1981.2.1[｢アテネの夜に見た暴力徹底否定のギリシャ文化｣と改題『｢時評｢にっぽん人｣』(読売新聞社、
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1981)収録] 

日本教としての法華経[｢創価学会の根源を問う｣]『中央公論』96-2、1981.2.1 [鼎談：インモース・トマス、

小室直樹] [『人間としてみたブッダとキリスト 山本七平・宗教を語る』(原書房 1984)収録] 

名古屋女子大生誘かい事件に思う｢卑怯｣｢身から出た錆｣という規範[｢時評｢にっぽん人｣｣]『週刊読売』40-6、

1981.2.8[｢失われた規範－｢卑怯｣｢身から出た錆｣｢堅気｣｣と改題『時評｢にっぽん人｣』(読売新聞社、1981)

収録] 

｢理想郷｣からの逃避[｢論点｣]『月刊自由民主』302、1981.2.15 

金大中氏と四人組 二つの判決にみる｢筋書き｣[｢時評｢にっぽん人｣｣]『週刊読売』40-7、1981.2.15[｢二つ

の判決に見る｢国の伝統｣－金大中と四人組｣と改題『時評｢にっぽん人｣』(読売新聞社、1981)収録] 

ブック戦争｢日本語の輸出｣を[｢時評｢にっぽん人｣｣]『週刊読売』40-8、1981.2.22[｢｢日本語の輸出｣は夢物

語か｣と改題『時評｢にっぽん人｣』(読売新聞社、1981)収録] 

時勢におくれないための手段[｢羅針盤 社会｣]『先見経済』1703、1981.2.23 

｢竹田発言｣にみる言論の封殺[｢コラム｣]『日経ビジネス』286、1981.2.23 

レーガンの涙[｢想点｣]『実業の日本』84-4、1981. 3.1 

二・二六事件のひとくち話[｢時評｢にっぽん人｣｣]『週刊読売』40-9、1981.3.1[｢封じ込めるな、自衛隊の｢言

論の自由｣｣と改題『時評｢にっぽん人｣』(読売新聞社、1981)収録] 

日本的経営組織の源流と伝統を探る[誌上講演]『マネジメントガイド』27-3、1981.3.1 

｢日本語の輸出｣は夢物語か[｢時評｢にっぽん人｣｣]『週刊読売』40-10、1981.3.8[｢続・｢日本語の輸出｣は夢

物語か｣と改題『時評｢にっぽん人｣』(読売新聞社、1981)収録] 

乱世の勝者と敗者の条件『歴史読本』26-4、1981.3.10 

学歴迷信[｢論点｣]『月刊自由民主』303、1981.3.15[『｢常識｣の研究』(日本経済新聞社、1981)収録] 

｢嫌煙権運動｣の行方[｢時評｢にっぽん人｣｣]『週刊読売』40-11、1981.3.15[『時評｢にっぽん人｣』(読売新

聞社、1981)収録] 

ローマ法王｢存続の知恵｣に学ぼう[｢時評｢にっぽん人｣｣]『週刊読売』40-12、1981.3.22[『時評｢にっぽん

人｣』(読売新聞社、1981)収録] 

見誤りやすいアメリカ観[｢羅針盤 社会｣]『先見経済』1706、1981. 3.23 

世界から飢え追放 日本の農業技術援助を[｢時評｢にっぽん人｣｣]『週刊読売』40-13、1981.3.29[｢世界から

飢えを追放するために日本の農業技術援助を｣と改題『時評｢にっぽん人｣』(読売新聞社、1981)収録] 

｢日本教｣とは何か[｢報告｣]『経済論壇』27-4、1981.4.1 

歴史記述の基準[｢特集 日本史の新しい見方｣]『知識』22、1981.4.1 

日本の地価は高いか低いか[｢時評｢にっぽん人｣｣]『週刊読売』40-14、1981.4.5[『時評｢にっぽん人｣』(読

売新聞社、1981)収録] 

官僚文化 平衡感覚が支え[｢ズバリ本題｣]『日本経済新聞』1981.4.5[対談：橋口収] 

｢イリュージョン｣の不思議[｢時評｢にっぽん人｣｣]『週刊読売』40-15、1981.4.12[『時評｢にっぽん人｣』(読

売新聞社、1981)収録] 

紀州人気質 大らかな漁民タイプね[｢ズバリ本題｣]『日本経済新聞』1981.4.12[対談：太地喜和子] 
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日本ダメ論とスバラシイ論[｢論点｣]『月刊自由民主』304、1981.4.15 

『神様スター』と『文化人』のはざまで悩む池田大作『週刊朝日』86-16、1981.4.17[｢神様スターは宗教

ジャーナリスト｣と改題『池田大作と日本人の宗教心』(さくら舎、2017)収録] 

私が出したい就職試験問題[｢時評｢にっぽん人｣｣]『週刊読売』40-16、1981.4.19[『時評｢にっぽん人｣』(読

売新聞社、1981)収録] 

普遍論 外国を説得する道具[｢ズバリ本題｣]『日本経済新聞』1981.4.19[対談：公文俊平] 

撃たれて証明“名指揮官”レーガン[｢コラム｣]『日経ビジネス』290、1981.4.20 

日本人の機能主義『職業安定広報』32-10、1981.4.21 

一柳展也の殺意を｢解く｣カギ[｢時評｢にっぽん人｣｣]『週刊読売』40-17、1981.4.26[｢予備校生の殺意を｢解

く｣カギ ｢阿闍世コンプレックス｣｣と改題『時評｢にっぽん人｣』(読売新聞社、1981)収録] 

論語の教え 日本経営の土壌作る[｢ズバリ本題｣]『日本経済新聞』1981.4.26[対談：色部義明]へ 

経済を無視した中国フィーバー[｢羅針盤 社会｣]『先見経済』1710、1981.4.27 

“時間”の旅・聖書の世界『ひろば』89～92、1981.4、6、9、12【シナイからエリコ／エレミヤの歩いた

ところ／ガリラヤからエルサレムへ／カイザリヤからニカイヤへ】[『山本七平とゆく聖書の旅』(山本

書店、1997)収録] 

エネルギー･ゼロの体験[｢ESSAY｣]『国際資源』78、1981.5. 1 

｢叱る｣と｢教える｣との違い[｢時評｢にっぽん人｣｣]『週刊読売』40-18、1981.5.3[『時評｢にっぽん人｣』(読

売新聞社、1981)収録] 

高齢化社会のあるべき姿[｢時評｢にっぽん人｣｣]『週刊読売』40-19、1981.5.10[『時評｢にっぽん人｣』(読

売新聞社、1981)収録] 

二つの近代化[｢想点｣]『実業の日本』84-9、1981. 5.15 

国鉄という｢企業｣の不思議さ[｢時評｢にっぽん人｣｣]『週刊読売』40-20、1981.5.17 

季節はずれの花見も楽し[｢時評｢にっぽん人｣｣]『週刊読売』40-21、1981.5.24[『時評｢にっぽん人｣』(読

売新聞社、1981)収録] 

｢月刊ペン事件｣の問題点[｢羅針盤 社会｣]『先見経済』1712、1981.5.25 

中国が悩む自然破壊の後遺症[｢時評｢にっぽん人｣｣]『週刊読売』40-22、1981.5.31[『時評｢にっぽん人｣』

(読売新聞社、1981)収録] 

日本人の消費行動『商店界』62-5、1981.5 

高齢化社会を生きる道[｢論点｣]『月刊自由民主』305、1981.5.15[『｢常識｣の研究』(日本経済新聞社、1981)

収録] 

池田大作氏への公開質問状[｢特集 ｢創価学会問題｣に無関心ではいられない！｣]『諸君!』13-6、1981.6.1

『池田大作と日本人の宗教心』さくら舎、2017 

80 年代日本の選択 もう一つの日本－活力とゆとりの両立『通産ジャーナル』14-3、1981.6.1[座談会：飯

田経夫、黒川紀章、加藤寛、小松左京、堺屋太一、渡辺昇一] 

自分の時代 日本の時代『中央公論経営問題』20-3、1981.6[鼎談：唐津一、小松左京] [『明日を読む』＜山

本七平全対話 8＞(学習研究社 1984)収録] 
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｢報道過程｣の報道こそ必要では…[｢コラム｣]『日経ビジネス』294、1981.6.1 

真夜中の｢口頭試問｣[｢時評｢にっぽん人｣｣]『週刊読売』40-23、1981.6.7[『時評｢にっぽん人｣』(読売新聞

社、1981)収録] 

｢非核三原則｣は現実的な対処を[｢時評｢にっぽん人｣｣]『週刊読売』40-24、1981.6.14[『時評｢にっぽん人｣』

(読売新聞社、1981)収録] 

｢勧進帳｣的核問答[｢論点｣]『月刊自由民主』306、1981.6.15 [『｢常識｣の研究』(日本経済新聞社、1981)

収録] 

情報社会での平衡感覚[｢時評｢にっぽん人｣｣]『週刊読売』40-25、1981.6.21[『時評｢にっぽん人｣』(読売

新聞社、1981)収録] 

拍子木的大見出し[｢羅針盤 社会｣]『先見経済』1715、1981.6.22 

戦後民主主義の｢善｣の行商人・池田大作 再び 池田大作氏へ[｢特集 ｢創価学会問題｣第二部｣]『諸君!』13-7、

1981.7.1[｢創価学会症候群の本質をつく｣と改題『池田大作と日本人の宗教心』(さくら舎、2017)収録] 

明恵の“裏返し革命思想”[｢近代日本思想の源流｣]『Voice』43、1981.7.1[『Voice 主要論文集』(PHP 研究

所編・刊、1997.12)収録] 

対外折衝と勧進帳方式『文芸春秋』59-7、1981.7.1[『日本はなぜ外交で負けるのか』(さくら舎、2014)、

｢ライシャワー発言と勧進帳｣と改題『日本人とアメリカ人』(PHP 研究所、1993)収録] 

｢最後に笑う者｣の条件[談、｢特集｢人間｣徳川家康｣]『プレジデント』19-8、1981.7.1 [『人間徳川家康 永

久政権を築いた男の生き方』＜監修＞(プレジデント社、1982.12.10)収録] 

非核三原則と国際感覚[｢論点｣]『月刊自由民主』307、1981.7.15 

新聞は二重に国民をだます 新聞は十七年前の椎名外相発言を何故報じなかったのか[｢80 年代の防衛はど

うあるべきか｣]『文芸春秋』59-8、1981.7.20 

石油とアメリカの影響力[｢羅針盤 社会｣]『先見経済』1719、1981.7.27 

一本のピン[｢想点｣]『実業の日本』84-14、1981.8.1 

非核三原則という教義[｢特集｢核の欺瞞｣｣]『諸君!』13-8、1981.8.1 [『日はなぜ外交で負けるのか』収録]  

苦手なロシア人とつき合う法『活性』53、1981. 8.10[対談：内村剛介] [『日本学入門』＜山本七平全対話

1＞ 〈学習研究社、1984)収録] 

論語を読んで人望力を養え『実業の日本』84-臨時増刊、1981.8.10 [対談：国弘正雄] 

新聞の教科書報道は教育軽視の現れ[｢コラム｣]『日経ビジネス』298、1981.8.10[｢新聞の教科書報道｣と改

題『これからの日本人』＜山本七平ライブラリー11＞(文芸春秋 1997)収録] 

｢歴史の目｣で太平洋戦争を見る『日本経済新聞[夕刊]』1981.8.14[座談会：阪口忍(司会)、勝田龍夫] 

現憲法の思想を探る[｢論点｣]『月刊自由民主』308、1981.8.15 

現在の繁栄を支えているもの[｢羅針盤 社会｣]『先見経済』1721、1981.8.24 

｢大新聞｣ウソと甘えの構造『現代』15-9、1981.9.1 

問題の本質をどう掘り出すか[｢特別企画 サラリーマン問題発見の技術｣]『実業の日本』84-16、1981. 9 .1 

バカ殿様の国[｢夏彦 七平の『いいたい』放談｣]『正論』95、1981.9.1[対談：山本夏彦][｢新聞はお読みで

しょうか｣と改題『夏彦・七平の十八番づくし』(サンケイ出版、1983)、『意地悪は死なず 夏彦・七平
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対談』＜山本夏彦とその時代 2＞(ワック、2011)収録] 

目的のある教育を[｢’81 潮流・特集校内暴力を考える｣]『総合教育技術』36-9、1981.9.1 

秀吉天下人の条件[｢特集 秀吉天下人への道｣]『歴史読本』26-12、1981.9.5 

制度と社会[｢論点｣]『月刊自由民主』309、1981.9.15 

報道されぬイスラエルの変化[｢羅針盤 社会｣]『先見経済』1725、1981.9.28 

日本文化と現代[｢講演｣]『自治研修』255、1981.9 

欲と嫉妬[｢夏彦 七平の『いいたい』放談｣]『正論』96、1981.10.1[対談：山本夏彦] [｢欲ばりとやきもち｣

と改題『夏彦・七平の十八番づくし』(サンケイ出版、1983)、『意地悪は死なず 夏彦・七平対談』＜山

本夏彦とその時代 2＞(ワック、2011)、『日本学入門』＜山本七平全対話 1＞(学習研究社、1984)収録] 

日本人の機能主義について『能力開発』2-10､11、1981.10.1、11.1 

常識わきまえた大人の議論を[｢辛口いんたびゅう｣]『日本経済新聞』1981.10.5 

日本文化デザイン会議 81 [｢論点｣]『月刊自由民主』310、1981.10.15 

情報と真実[｢想点｣]『実業の日本』84-19、1981.10.15 

ユダヤ人は欧州を横切る太陽[｢コラム｣]『日経ビジネス』303、1981.10.19 

孔子にみる｢ダメ人間｣[｢羅針盤 社会｣]『先見経済』1728、1981.10.26 

“死者”との会話[｢夏彦 七平の『いいたい』放談｣]『正論』97、1981.11.1[対談：山本夏彦][｢死んだ人生き

てる人｣と改題『夏彦・七平の十八番づくし』(サンケイ出版、1983)、『意地悪は死なず 夏彦・七平対

談』＜山本夏彦とその時代 2＞(ワック、2011)収録] 

日本人にとって太平洋戦争とは何であったか『文芸春秋』59-12、1981.11.1[『戦争責任と靖国問題』(さ

くら舎、2014)収録] 

太平洋戦争四十年の日本[｢論点｣]『月刊自由民主』311、1981.11.15 

法と倫理[｢羅針盤 社会｣]『先見経済』1731、1981.11.23 

ワイロと忠臣蔵[｢夏彦 七平の『いいたい』放談｣]『正論』99、1981.12.1[対談：山本夏彦][｢忠臣蔵変痴気

論｣と改題『夏彦・七平の十八番づくし』(サンケイ出版、1983)、『意地悪は死なず 夏彦・七平対談』

＜山本夏彦とその時代 2＞(ワック、2011)収録] 

開発と環境を左脳で考えよ[｢コラム｣]『日経ビジネス』307、1981.12.14 

｢転向｣の欧米的考え方[｢論点｣]『月刊自由民主』312、1981.12.15[『｢常識｣の非常識』(日本経済新聞社、

1986)収録] 

日本的経営と情報『FINIPED』33、1981. 12.20 

一下級将校の見た帝国陸軍『丸』34-12、1981.12 

1982(昭和 57)年 

新春放談 いま肝心なこと『日本経済新聞』1982.1.1[対談：加藤弁三郎] 

｢それは心理学の問題だから……｣[｢とっておきの話｣]『改革者』22-10、1982.1.1＜OK 

労働組合兼資本家[｢随想｣]『革新』138、1982.1.1 
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派閥倫理と法と人のみち－榎本三恵子と｢忠臣蔵｣－『現代』16-1、1982.1.1 

明治への誤解[｢想点｣]『実業の日本』85-1、1982.1.1 

日本人とお正月[新春随想｣]『人事院月報』35-1、1982.1.1 

女のこわさ[｢夏彦 七平の『いいたい』放談｣]『正論』100、1982.1.1[対談：山本夏彦][｢恋と言い愛と言う｣｣

と改題『夏彦・七平の十八番づくし』(サンケイ出版、1983)収録] 

句読点の研究だけでも一生の仕事[｢研究最前線 聖書学｣]『リクルートキャリアガイダンス』14-1、1982.1.1 

共同体規範のもたらす矛盾[｢特集 82 年・日本の現状と方向｣]『先見経済』27-1、1982.1.4 

伝統と技術者[創立 20 周年記念講演]『計測と制御』21-1、1982.1.10 

戦争を追体験させる真の迫力[｢｢U・ボート｣特集 2 批評特集｣]『キネマ旬報』828、1982.1.15 

軍事力とは何か 例えばポーランドとアフガニスタンを考える[｢論点｣]『月刊自由民主』313、1982.1.15 

[｢軍事力の考え方｣と改題『｢常識｣の非常識』(日本経済新聞社、1986)収録] 

日本の伝統と経営『季刊輸送展望』181、1982.1.20 

日本人と本[｢日本問答｣]『本』[7-1､2]66､67、1982.1、2 [対談：山崎正和][『「ものごと｣の思想 日本問答』

(講談社、1982)収録] 

日本人という一揆集団[｢福祉社会の座標｣]『社会保険』33-2、1982.2.1 

大人閑居して善をなす[｢夏彦 七平の『いいたい』放談｣]『正論』101、1982.2.1[対談：山本夏彦][｢私は時々

女になる｣｣と改題『夏彦・七平の十八番づくし』(サンケイ出版、1983)収録] 

社会主義の失敗と｢論語｣[｢羅針盤 社会｣]『先見経済』1737、1982.1.25 

事実と心理的反応[｢論点｣]『月刊自由民主』314、1982.2.15 [『｢常識｣の非常識』(日本経済新聞社、1986)

収録] 

ロボット化の推進を[｢羅針盤 社会｣]『先見経済』1740、1982.2.22 

八〇年代の労使関係はいかにあるべきか－技術革新と高齢化問題への対応[講演速記録]『労働法学研究会

報』33-7[1401]、1982.2.26 

ニッポン劇場国家論＝闇の主役 田中角栄と池田大作を斬る『週刊現代』24-8、1982.2.20[対談：藤原弘

達][『根回しの思想』＜山本七平全対話 6＞(学習研究社、1984)収録] 

人生の知恵『PHP』406、1982.3.1 [『人生について』収録] 

[｢じんぶつ･とうじょう｣、インタビュ]『エルダー』4-3、1982.3.1 

ことばの使い方[｢夏彦 七平の『いいたい』放談｣]『正論』103、1982.3.1[対談：山本夏彦][｢好きな言葉嫌

いな言葉｣と改題『夏彦・七平の十八番づくし』(サンケイ出版、1983)、『意地悪は死なず 夏彦・七平

対談』＜山本夏彦とその時代 2＞(ワック、2011)収録] 

海外向け放送にみる日本の姿勢[｢羅針盤 社会｣]『先見経済』1743、1982.3.22 

体験を深く掘り下げよ『中央公論経営問題』21-1、1982.3 

多様な指導者像[｢論点｣]『月刊自由民主』315、1982.3.15『｢常識｣の非常識』(日本経済新聞社、1986)収

録] 

ヘブライズムとヘレニズム－『アビオーンへの反論』をめぐって『現代思想』10-5、1982.3.20[対談：秦

剛平] [『人間としてみたブッダとキリスト 山本七平・宗教を語る』(原書房 1984)収録] 
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開発と環境のジレンマに耐えよ[｢コラム｣]『日経ビジネス』314、1982.3.22[｢開発と環境のジレンマ｣と改

題『｢常識｣の非常識』(日本経済新聞社、1986)収録] 

日本人の勤勉の行方『北陸経済研究』46、1982.3.25 

日本人にとって『論語』とは何か－日本人の規範のなかに『論語』は今なお大きな影響を与えている『プ

レジデント』20-3、1982.3.1 [『孔子 日本人にとって『論語』とは何か』(プレジデント社、1989.12.22)

収録、渋沢栄一に言及した一部を｢おわりに－渋沢栄一が熱中した『論語』｣と改題『渋沢栄一 日本の

経営哲学を確立した男』(さくら舎、2018)収録] 

名伯楽の条件『歴史読本』27-4、1982.3.10[対談：駒田信二][駒田信二『遠景と近景 中国・中国文化・日

本』(勁草書房、1983)、『根回しの思想』＜山本七平全対話 6＞(学習研究社、1984)、『帝王学』＜山本

七平ライブラリー3＞(文芸春秋、1997)収録] 

経営者の徳[｢想点｣]『実業の日本』85-6、1982.4.1 

そのとき怒鳴り出した田中角栄『諸君!』14-4、1982.4.1[対談：小室直樹]p24～40 

広告・宣伝の極意、教えます[｢夏彦 七平の『いいたい』放談｣]『正論』104、1982.4.1[対談：山本夏彦] [｢広

告はひとをだまさない｣と改題『夏彦・七平の十八番づくし』(サンケイ出版、1983)収録] 

なぜ日本人にはロボットアレルギーがないのか『文芸春秋』60-5、1982.4.1 

独裁者の陶酔『週刊読売』41-15、1982.4.11 

電波小国日本[｢論点｣]『月刊自由民主』316、1982.4.15 [｢電波小国ニッポン｣と改題『｢常識｣の非常識』(日

本経済新聞社、1986)収録] 

ロボットと失業問題[｢羅針盤 社会｣]『先見経済』1747、1982.4.26 

“賞”ほど素敵な商売はない[｢夏彦 七平の『いいたい』放談｣]『正論』105、1982.5.1[対談：山本夏彦][｢｢賞｣

は異なもの｣と改題『夏彦・七平の十八番づくし』(サンケイ出版、1983)、『意地悪は死なず 夏彦・七

平対談』＜山本夏彦とその時代 2＞(ワック、2011)収録] 

日本人と死守すべき一線型思考[｢論点｣]『月刊自由民主』317、1982.5.15[｢｢死守すべき一線｣型思考｣と改

題『｢常識｣の非常識』(日本経済新聞社、1986)収録] 

8 年後に日本は破滅する？『日経ビジネス』318、1982.5.17[『｢常識｣の非常識』(日本経済新聞社、1986)

収録] 

現実無視の｢衰亡論｣の発生[｢羅針盤 社会｣]『先見経済』1749、1982.5.24 

松田道雄｢なぜ革命を信じたのか｣について[｢BOOK PLAZA 山本七平の私の本棚から｣]『諸君!』14-6、

1982.6.1[｢『心情としてあやまたなかったことを信じる』を信じない｣と題して『精神と世間と虚偽』(さ

くら舎、2016)収録]  

核兵器の“平和”を訴える“評論家”の声明[｢夏彦 七平の『いいたい』放談｣]『正論』106、1982.6.1[対

談：山本夏彦][｢何よりも正義を愛す｣と改題『意地悪は死なず』(講談社、1984)、『意地悪は死なず 夏

彦・七平対談』＜山本夏彦とその時代 2＞(ワック、2011)収録] 

日本における企業家精神[｢特集 転換期 経営者の条件｣]『Will』1-1、1982.6.1  

臨調報告この壮大な茶番劇『週刊読売』41-23、1982.6.6  

日本的とはどういうことか『関西経協』36-6、1982.6.10 

今も生きるサダト[｢論点｣]『月刊自由民主』318、1982.6.15『｢常識｣の非常識』(日本経済新聞社、1986)

収録] 
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中東の変化[｢想点｣]『実業の日本』85-11、1982.6.15  

｢国際化時代を生き抜く発想法｣『経済界』17-11、1982.6.22 [対談：天谷直弘] 

動乱を見る眼－戦国という時代が創造しようとしたもの[｢特集 戦国悲運の名族｣]『歴史読本』27-8、

1982.6.10  

中東の伝統に生きる民衆[｢羅針盤 社会｣]『先見経済』1753、1982.6.28  

いま、なぜ｢論語｣なのか 論語の読み方[｢Book Guide インタビュー・ルーム＝著者に聞く｣]『小一教育技

術』36-4、1982.6  

ユダヤニ千年史の謎『現代』16-7～12、17-1～6、1982.7.1、8.1、9.1、10.1、11.1、12.1、1983.1.1、2.1、

3.1、4.1、5.1、6.1【衰亡なき民･ユダヤの秘密／祖国なき離散の民の知恵／政治支配と宗教支配の相剋

／蔑視と｢羡望･のコンプレツクス｣／国家の“二津背反”を考える／すべてはユダヤが悪いのか／小さな

差別への大きな怒り／｢大義｣と｢武器｣が人を狂わす／希望的観測が国家をミスリードする／ユダャを

破滅させた“一人よがり”の教訓／望みなき戦い続けた奇妙なユダャ戦争／武力なき民族が生き残る道】

[『一つの教訓・ユダヤの興亡』(講談社 1987)収録] 

加藤弘之『吾国体と基督教』について[｢BOOK PLAZA 山本七平の私の本棚から｣]『諸君!』14-7、

1982.7.1[｢根強い｢科学という名の神話的思考｣と題して『精神と世間と虚偽』(さくら舎、2016)収録] 

天才とキザは“髪”一重[｢夏彦 七平の『いいたい』放談｣]『正論』107、1982.7.1[対談：山本夏彦][｢流行

がすべてである｣と改題『意地悪は死なず』(講談社、1984)、『意地悪は死なず 夏彦・七平対談』＜山

本夏彦とその時代 2＞(ワック、2011)収録] 

伝統の再把握『全普会誌』30、1982.7.1[『宗教について』(PHP 研究所、1995)、『これからの日本人』＜山

本七平ライブラリー11＞(文芸春秋 1997)収録][初出(お茶の水女子大学附属図書館所蔵)未見] 

経営者よ ｢論語｣より学べ『バンガード』3-7、1982.7.1[対談；谷沢永一][『好きこそ物の上手なれ 谷沢

永一対談集』(新都心文化センター、1987 年)収録] 

日本人を支える｢勤勉の哲学｣[｢特集 出来る男の｢心の支え｣｣]『プレジデント』20-7、1982.7.1 

大石内蔵助は公金横領罪だ!『貞永式目』と日本人の法意識『Voice』55、1982.7.1[対談：小室直樹] 

｢水｣と国家[｢随想｣]『季刊教育法』44、1982.7.10  

｢反｣や｢親｣の感情抜きの判断を[｢コラム｣]『日経ビジネス』322、1982.7.12[『｢常識｣の非常識』(日本経

済新聞社、1986)収録] 

人類の愚行と知恵[｢論点｣]『月刊・自由民主』319、1982.7.15[『｢常識｣の非常識』(日本経済新聞社、1986)

収録] 

定着した｢内政の時代｣[｢羅針盤 社会｣]『先見経済』1756、1982.7.26 

大学英語教育に何を期待するか[｢特集 大学の英語教育｣]『英語青年』128-5、1982.8.1[座談会：黒羽亮一、

内田満、小池生夫] 

ヒッティの『レバノンの歴史』[｢BOOK PLAZA 山本七平の私の本棚から｣]『諸君!』14-8、1982.8.1[｢征

服を許さなかった小国史｣と題して『精神と世間と虚偽』(さくら舎、2016)収録] 

諸君よ 大志を抱くな[｢夏彦 七平の『いいたい』放談｣]『正論』108、1982. 8.1[対談：山本夏彦] [｢｢三日

三月三年｣という｣と改題『意地悪は死なず』(講談社、1984)、『意地悪は死なず 夏彦・七平対談』＜山

本夏彦とその時代 2＞(ワック、2011)収録] 

現代、戦争の原因は何か[｢論点｣]『月刊・自由民主』320、1982.8.15[｢戦争の原因は何か｣と改題『｢常識｣
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の非常識』(日本経済新聞社、1986)、『日本はなぜ外交で負けるのか』(さくら舎、2014)収録] 

日本と世界の家族の絆－隠居制度の再発見『ねんきん』23-8、1982.8.16 

日本はどこでつまずくか『日本経済新聞』1982.8.17[討論：飯田経夫、香山健一、長谷川慶太郎] 

ここにも…[｢流れ｣]『地域開発ニュース』165、1982.8.20 

飲酒・喫煙者はなぜ減らないか[｢羅針盤 社会｣]『先見経済』1758、1982.8.23 

戦争の原因[｢想点｣]『実業の日本』85-16、1982.9.1 

『聖書』の訳し方[｢BOOK PLAZA 山本七平の私の本棚から｣]『諸君!』14-9、1982.9.1 

レ・ミゼラブル－嗚呼 無“情報”の国ニッポン[｢夏彦 七平の『いいたい』放談｣]『正論』109、1982. 9.1[対

談：山本夏彦] [｢テレビ人間と活字人間｣と改題『意地悪は死なず』(講談社、1984)収録] 

進歩的言論の破産 歪められた戦後の虚妄を衝く『Voice』57、1982.9.1[シンポジウム：長谷川慶太郎、矢

沢栄一] 

近くて遠い｢日本人とユダヤ人｣[｢コラム｣]『日経ビジネス』326、1982.9.6『｢常識｣の非常識』(日本経済

新聞社、1986)収録] 

歴史記述と国語の問題[｢論点｣]『月刊・自由民主』321、1982.9.15[歴史記述の問題『｢常識｣の非常識』(日

本経済新聞社、1986)収録] 

キリシタンと日本『現代思想』10-12＜臨時増刊＞、1982.9.20[対談：トマス・インモース][『人間として

みたブッダとキリスト 山本七平・宗教を語る』(原書房 1984)、『日本学入門』＜山本七平全対話 1＞(学

習研究社、1984)収録] 

伝統的強みと戦後的強みの融合力『実業の日本』85-18、1982.9.20 

日本人にとって｢シベリア捕虜体験｣とは何か『文芸春秋』60-11、1982.9.20[対談：佐藤忠良][『日本学入

門』＜山本七平全対話 1＞(学習研究社、1984)収録] 

敵対から併存へと動き始めた？｢エルサレムの民｣『朝日ジャーナル』24-39、1982.9.24[対談：牟田口義

郎][『神のいる国』＜山本七平全対話 3＞(学習研究社、1985)収録] 

｢報道された事実｣の真偽[｢羅針盤 社会｣]『先見経済』1762、1982.9.27 

教会史抜きのヨーロッパ史[｢BOOK PLAZA 山本七平の私の本棚から｣]『諸君!』14-10、1982.10.1｢なぜ

教会史があらわれなかったのか｣と題して『精神と世間と虚偽』(さくら舎、2016)収録] 

人生を倍楽しめる“意地悪”をする方法[｢夏彦 七平『のいいたい』放談｣]『正論』110、1982. 10.1[対談：

山本夏彦] [｢意地悪は死なず｣と改題『意地悪は死なず』(講談社、1984)、『意地悪は死なず 夏彦・七平

対談』＜山本夏彦とその時代 2＞(ワック、2011)収録] 

ベンチャービジネスの精神[｢特集 新起業時代｣]『Will』1-5、1982.10.1 

*多様で多層でオリジナルな発想『活性』[7-10]、1982.10.10[対談：糸川英夫] [『明日を読む』＜山本七平

全対話 8＞(学習研究社、1984)収録] 

報道の深層心理[｢論点｣]『月刊・自由民主』322、1982.10.15[『｢常識｣の非常識』(日本経済新聞社、1986)

収録] 

深田祐介のトーキングライブラリー『週刊宝石』2-41､42、1982.10.16､29[対談：深田祐介] [｢イリュージ

ョンを排す｣と題して『日本学入門』＜山本七平全対話 1＞(学習研究社、1984)収録、｢“勤勉の哲学”と

日本｣と題して『美貌なれ、ニッポン 深田祐介 VS.12 人のリーダーたち』(広済堂出版、1986)収録] 
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貨幣は産業の血液[｢流れ｣]『地域開発ニュース』167、1982-10.20 

現代社会をさいなむ最悪の風潮[｢羅針盤 社会｣]『先見経済』1765、1982.10.25 

逆効果[｢想点｣]『実業の日本』85-21、1982.11.1 

天皇陛下の経済学 日本史の新しい読み方『諸君!』14-11、1982.11.1 [対談：ベン－アミ・シロニ－] 

流行に乗らない本[｢BOOK PLAZA 山本七平の私の本棚から｣]『諸君!』14-11、1982-11[｢“神学化”した神

道の問題｣と題して『精神と世間と虚偽』(さくら舎、2016)収録] 

天皇陛下の経済学 日本史の新しい読み方『諸君!』14-11、1982.11.1[対談：ベン－アミ・シロニ－] 

われら“好色”一代男[｢夏彦 七平の『いいたい』放談｣]『正論』112、1982.11.1[｢助平を論じてエロスに

及ぶ｣と改題『意地悪は死なず』(講談社、1984)収録] 

やぶにらみの｢教科書問題｣論議[｢コラム｣]『日経ビジネス』330、1982.11.1[｢｢教科書問題｣論議｣と改題『｢常

識｣の非常識』(日本経済新聞社、1986)収録] 

現代、待ちの効用[｢論点｣]『月刊自由民主』323、1982.11.15 [｢待ちの効用｣と改題『｢常識｣の非常識』(日

本経済新聞社、1986)収録] 

伝統と経営[第 16 回 Q-S 全国大会特別講演]『標準化と品質管理』35-11、1982.11.15  

心理的閉塞状態から脱し得る道[｢羅針盤 社会｣]『先見経済』1768、1982.11.22 

商い即仏行[｢特集 企業と宗教心｣]『商業界』35-12、1982.12.1[対談：中内功]  

『江戸の本屋さん』落ちぶれ旗本も町人も変ネームで書きまくった時代[｢BOOK PLAZA 山本七平の私の

本棚から｣]『諸君!』14-12、1982.12.1｢｢禁断の果実｣を食ったもの｣と題して『精神と世間と虚偽』(さく

ら舎、2016)収録] 

私は選挙権を返上したい[｢夏彦・七平の『いいたい』放談｣]『正論』114、1982.12.1[対談：山本夏彦] [｢投

票すれども選挙はせず｣と改題『意地悪は死なず』(講談社、1984)、『意地悪は死なず 夏彦・七平対談』

＜山本夏彦とその時代 2＞(ワック、2011)収録] 

日本人と宗教『経営と教育』159、1982.12.15[『宗教について』(PHP 研究所、1995)収録、｢日本人の宗

教性｣と改題『池田大作と日本人の宗教心』(さくら舎、2017)収録] 

反国家的野党と占領政策[｢論点｣]『月刊・自由民主』324、1982.12.15[『｢常識｣の非常識』(日本経済新聞

社、1986)収録] 

｢脱却｣[｢流れ｣]『地域開発ニュース』169、1982.12.20 

OA とロボットの深刻な波紋[｢コラム｣]『日経ビジネス』334、1982.12.27[｢OA とロボット｣と改題『｢常

識｣の非常識』(日本経済新聞社、1986)収録] 

1983(昭和 58)年 

不確定要因が多い 83 年[｢RPOSPECT1983 変化を読む PART1 社会｣]『ザ・イーグル』25-1(233)、1983.1.1 

現代社会に生きる古典の意味『実業の日本』86-1、1983.1.1[巻頭対談：森敦][『論語の読み方＜山本七平

ライブラリー10＞(文芸春秋、1997)収録] 

｢新聞記事に見る明治史｣と｢新聞記録集成・明治・大正・昭和大事件史｣[｢BOOK PLAZA 山本七平の私の

本棚から｣]『諸君!』15-1、1983.1.1｢時代の“空気”を読む法｣と題して『精神と世間と虚偽』(さくら舎、
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2016)収録] 

友のごときもの[｢夏彦・七平の『いいたい』放談｣]『正論』115、1983.1.1[｢君見ずや管鮑貧時の交り｣と

改題『意地悪は死なず』(講談社、1984)、『意地悪は死なず 夏彦・七平対談』＜山本夏彦とその時代 2＞

(ワック、2011)収録] 

日本的指導者とは何か『文芸春秋』61-1、1983.1.1[対談：高坂正堯][『根回しの思想』＜山本七平全対話

6＞(学習研究社、1984)収録] 

文明の“安全装置”とは何か『Voice』61、1983.1.1[対談：柳田邦男] 

新しい変化と多様化・複線化[｢特集 ’83 年の内外展望｣]『先見経済』28-1、1983.1.3 

家康にみる覇者の戦略『歴史読本』28-1、1983.1.10 

求められる日本語の国際化[｢論点｣]『月刊自由民主』325、1983.1.15[｢日本語の国際化｣と改題『｢常識｣

の非常識』(日本経済新聞社、1986)収録] 

検閲制に現われた日米の違い[｢羅針盤 社会｣]『先見経済』1774、1983.1.24 

自前のシナリオをどう描くか[日本のグランドデザイン記念講演]『Voice』62、1983.2.1 

辻善之助『日本文化史』『別冊日本文化史』[｢BOOK PLAZA 山本七平の私の本棚から｣]『諸君!』15-2、

1983.2｢著者は語らず、史料をして語らしめよ｣と題して『精神と世間と虚偽』(さくら舎、2016)収録] 

曽野綾子編著『聖パウロの世界をゆく』贅沢な｢知的饗宴｣への誘い [｢書味三昧｣]『中央公論』98-2、1983.2.1 

ワイン飲み飲み資本主義論[｢伊丹十三のフランス料理+α(プラスアルファ)｣]『文芸春秋』61-2、1983.2.1[対

談：伊丹十三][｢契約｣と改題、伊丹十三『フランス料理を私と』(文芸春秋、1987)収録] 

天命を革める－武王と周公旦 『歴史読本』28-2、1983.2.10 

日本型指導者の限界『文化会議』164、1983.2.1[｢日本型リーダーの限界｣と改題『日本型組織存続の条件』

収録]  

知的防衛策のすすめ[｢論点｣]『月刊自由民主』326、1983.2.15[『｢常識｣の非常識』(日本経済新聞社、1986)

収録] 

二つのエネルギー [｢想点｣]『実業の日本』86-3、1983.2.15 

｢尽しすぎたるは……｣[｢流れ｣]『地域開発ニュース』171、1983.2.20 

欧米でなく“古き日本”から学べ[｢コラム｣]『日経ビジネス』338、1983.2.21[『｢常識｣の非常識』(日本経

済新聞社、1986)収録] 

日本の支配階級[｢羅針盤 社会｣]『先見経済』1778、1983.2.28 

*日本人の国家意識『翼』1983 年早春号[『戦争責任と靖国問題』(さくら舎、2014)収録]  

生き残る為の情報判断[｢経営シグナル 社会｣]『ザ・イーグル』25-3(235)、1983.3.1[『日本はなぜ外交で

負けるのか』(さくら舎、2014)収録] 

権力『社会保険』34-3、1983.3.1 

新聞がつくった角栄神話[｢特集 田中角栄を考えるヒント｣]『諸君!』15-3、1983.3.1[｢早すぎた新聞の弔辞｣

と改題『｢御時世｣の研究』収録] 

知識人の役割[｢‘83 年日本の針路｣]『ステーツマン』62、1983.3.1[『これからの日本人』＜山本七平ライ

ブラリー11＞(文芸春秋 1997)収録] 
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切腹と石油－日本の潜在力『文芸春秋』15-3、1983.3.1 [『日本型組織存続の条件』収録] 

グレる子の周辺[｢論点｣]『月刊自由民主』327、1983.3.15 [『｢常識｣の非常識』(日本経済新聞社、1986)

収録] 

｢校内暴力｣を招来したもの[｢羅針盤 社会｣]『先見経済』1781、1983.3.28 

吉田満『平和への巡礼』[｢BOOK PLAZA 山本七平の私の本棚から｣]『諸君!』15-4、1983.4.1[｢精神的自

伝の極み｣と題して『精神と世間と虚偽』(さくら舎、2016)収録] 

マッカーサーの検閲[国際シンポジウム｢日本占領研究｣]『諸君!』15-4、1983.4.1[シンポジウム：山本七平

(司会)、高桑幸吉、江藤淳、J･ルビン、磯田光一] 

産業鎖国主義が日本を滅ぼす－政治変革の可能性を探る『Voice』64、1983.4.1[共同討議：天谷直弘、公

文俊平、屋山太郎] 

日本における｢人望｣の要件[｢人を動かすリーダーの条件｣]『Will』2-4、1983.4.1 

はずれた予測から学ぶこと[｢コラム｣]『日経ビジネス』342、1983.4.4 

小林秀雄の生活『新潮』80-5＜臨時増刊＞､1983.4.5[『小林秀雄の流儀』(新潮社、1986)収録] 

比較調査の意味と無意味[｢論点｣]『月刊自由民主』328、1983.4.15 [『｢常識｣の非常識』(日本経済新聞社、

1986)収録] 

国際社会の日本人『Chamber』359、1983.4.20 

｢進駐軍体験｣をムダにするな[｢羅針盤 社会｣]『先見経済』1784、1983.4.25 

積極的に OA 化を進めよ『ザ・イーグル』237、1983.5.1 

『資料・連隊史・社史』など[｢BOOK PLAZA 山本七平の私の本棚から｣]『諸君!』15-5、1983.5.1 

｢心理｣の障害[｢想点｣]『実業の日本』86-8、1983.5.1 

｢カハン報告｣に生きるユダヤの歴史[｢論点｣]『月刊自由民主』329、1983.5.15 [『｢常識｣の非常識』(日本

経済新聞社、1986)収録] 

日本人と保守性[｢流れ｣]『地域開発ニュース』173、1983.5.20 

｢人望｣の基本的要件[｢羅針盤 社会｣]『先見経済』1786、1983.5.23 

渡辺吉鎔『朝鮮語のすすめ』『はじめての朝鮮語』[｢BOOK PLAZA 山本七平の私の本棚から｣]『諸君!』

15-6、1983.6.1[｢先入観と偏見｣と題して『精神と世間と虚偽』(さくら舎、2016)収録] 

すべては大正が準備した[特集｢いま、昭和世代へのメッセージ｣]『新潮 45+』2-6、1983.6.1 

近代日本のホンネとタテマエ『歴史公論』9-6～9、1983.6.1、7.1、8.1、9.1【近世の知識人／近代の知識

人／近代日本人と宗教／軍隊・大いなる矛盾の体系】[連載対談：大濱徹也] 

義務教育は全部民間に開放すべきだ[巻頭論文]『This is』1-3、1983.6.1 

家康の一族統率力『歴史読本』28-8、1983.6.10[対談：綱淵謙錠] [『日本人と｢日本病｣について』＜山本

七平全対話 5＞(学習研究社、1984)、『徳川家康』＜山本七平ライブラリー6＞(文芸春秋、1997)収録] 

ゆがんできた日本人の勤労観[｢コラム｣]『日経ビジネス』347、1983.6.13[｢日本人の勤労観｣と改題『｢常

識｣の非常識』(日本経済新聞社、1986)収録] 

危うし｢勤勉な日本人｣神話[｢論点｣]『月刊自由民主』330、1983.6.15 [｢｢勤勉な日本人｣神話｣と改題『｢常

識｣の非常識』(日本経済新聞社、1986)収録] 
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家康はなぜ天下人たりえたか『歴史と旅』10-8、1983.6.15 

｢法の改正｣という視点からの検討[｢羅針盤 社会｣]『先見経済』1790、1983.6.27 

ヒッティ『アラブの歴史』[｢BOOK PLAZA 山本七平の私の本棚から｣]『諸君!』15-7、1983.7.1[｢｢アラ

ブ｣｢イスラム｣を発見｣と題して『精神と世間と虚偽』(さくら舎、2016)収録] 

死海からの報告[｢論点｣]『月刊自由民主』331、1983.7.15 [『｢常識｣の非常識』(日本経済新聞社、1986)

収録] 

脱農業キブツのイスラエル[｢羅針盤 社会｣]『先見経済』1793、1983.7.25 

教育とは自己抑制を教えること[｢コラム｣]『日経ビジネス』351、1983.7.25[『｢常識｣の非常識』(日本経

済新聞社、1986)収録] 

映画・東京裁判[｢流れ｣]『地域開発ニュース』175、1983.7.30 

選民国家イスラエルの挑戦 21 世紀の日本はハルマゲドンだ『週刊現代』25-30、1983.7.30[鼎談：市川英

夫、小室直樹][｢二十一世紀の日本はハルマゲドンだ｣と改題『明日を読む』＜山本七平全対話 8＞(学習

研究社 1984)収録] 

東西の古典をめぐって－法律・政治・歴史－『Voice』68、1983.8.1[対談：田中美知太郎][『日本学入門』

＜山本七平全対話 1＞(学習研究社、1984)、『プラトンに学ぶ 田中美知太郎対話集』(日本文芸社、1994)

収録]  

塩田潮『霞が関が震えた日』[｢BOOK PLAZA 山本七平の私の本棚から｣]『諸君!』15-8、1983.8.1 

制度改廃の理念について[｢論点｣]『月刊自由民主』332、1983.8.15 [制度改廃の理念『｢常識｣の非常識』(日

本経済新聞社、1986)収録] 

1990 年の起業家精神『週刊文春』25-33、1983.8.18[対談：碓井優][『明日を読む』＜山本七平全対話 8＞

(学習研究社、1984)収録] 

克服すべき組織体質[｢羅針盤 社会｣]『先見経済』1795、1983.8.22 

能ある将よ ｢人徳｣をみがけ－技量だけでは部下はついてこない[｢昇進の研究 日本的リーダーの要件｣談]

『日経ビジネス』353、1983.8.22 

永遠に回答されなかった疑問[｢特集東京裁判を考える PARTII｣]『諸君!』15-9、1983.9.1 [『戦争責任と靖

国問題』(さくら舎、2014)収録] 

いわれているうちが花[｢羅針盤 社会｣]『先見経済』1799、1983.9.26 

甦る壮大な歴史ドラマ『波』17-9、1983.9.1[対談：塩野七生] 

印刷術があったから小説家が生れた[｢特集 ニューメディア燃ゆ 電電公社・INS｣]『Will』2-9、1983.9.1[座

談会：加藤秀俊、信澤健夫、高原須美子(司会)] 

哀しき現代の壮士[｢論点｣]『月刊自由民主』333、1983.9.15 [『｢常識｣の非常識』(日本経済新聞社、1986)

収録] 

見方誤らず “底流的反米感情” [｢コラム｣]『日経ビジネス』355、1983.9.19[｢底流的反米感情｣と改題『｢常

識｣の非常識』(日本経済新聞社、1986)収録、｢｢底流的反米感情｣の実体｣と改題『日本はなぜ外交で負

けるのか』収録] 

君子豹変[｢流れ｣]『地域開発ニュース』177、1983.9.30 

｢文明の救世主｣か｢野蛮人の首狩り｣か[｢特集東京裁判を考える 永遠に回答されなかった疑問 その二｣]
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『諸君!』15-10、1983.10.1[『戦争責任と靖国問題』(さくら舎、2014)収録] 

小林秀雄の｢分る｣ということ『新潮』80-11、1983.10.1[『小林秀雄の流儀』(新潮社、1986)収録] 

｢ニュー･クラス｣の組織の時代[｢特集 どうなる一九九〇年の大転換｣]『Will』2-11、1983.10.1 

｢非武装中立論｣は空想 [｢論点｣]『月刊自由民主』334、1983.10.15 [｢非武装中立論｣と改題『｢常識｣の非常

識』(日本経済新聞社、1986)収録] 

中ソの運命と日本の対応シナリオ[｢羅針盤 社会｣]『先見経済』1802、1983.10.24 

日本は｢守成｣の時代に入った[｢コラム｣]『日経ビジネス』359、1983.10.31 

著者から一言『1990 年の日本』『かくしん』159、1983.11.1 

蜃気楼と消えた“マッカーサー神学”[｢特集東京裁判を考える｣]『諸君!』15-11、1983.11.1[『戦争責任と靖

国問題』(さくら舎、2014)収録] 

攘夷民族日本人の開国論[｢特集攘夷か開国か－国防意識のめばえ｣]『中央公論 歴史と人物』13-13、

1983.11.1[対談：矢野暢] 

税の不公平を嘆くサラリーマン諸氏に零細出版社主から一言｢現在の三倍の収入がはいるメドがつくまで

脱サラは待て！｣[｢野末陳平のおカネ対談｣]『週刊文春』25-44、1983.11.10[対談：野末陳平][｢メドがつ

くまで脱サラは待て｣と改題『明日を読む』＜山本七平全対話 8＞(学習研究社 1984)収録] 

10・12 擬似事件[｢論点｣]『月刊自由民主』335、1983.11.15 [『｢常識｣の非常識』(日本経済新聞社、1986)

収録 

守文時代における組織の陥穽[｢羅針盤 社会｣]『先見経済』1806、1983.11.28 

人間としてみたブッダとキリストーその特異性・普遍性－『季刊恒河』1、1983.11. 30[対談：梅原猛][『人

間としてみたブッダとキリスト 山本七平・宗教を語る』(原書房 1984)収録] 

90 年代日本の未来図 日本人のお家芸、サブシステム発想からの脱出[｢リクルートインタビュー｣]『月刊

リクルート』16-12(通巻 209)、1983.12.1 

｢人望｣が期待される時代－田中角栄は終った、新リーダーの条件『新潮 45+』2-12、1983.12.1[対談：会

田雄次][『根回しの思想』＜山本七平全対話 6＞(学習研究社、1984)収録]＜OK 

言葉と事実[｢天･人･地｣]『すばる』5-12、1983.12..1 

暗殺された星亨と田中角栄[｢特集 田中角栄実刑判決｣]『諸君!』15-12、1983.12.1 

法と倫理の間[｢論点｣]『月刊自由民主』336、1983.12.15 [『｢常識｣の非常識』(日本経済新聞社、1986)収

録] 

社会変化への対処[｢流れ｣]『地域開発ニュース』179、1983.12.30 

1984(昭和 59)年 

原田種成校正｢貞観政要｣上下[｢BOOK PLAZA 山本七平の私の本棚から｣]『諸君!』16-1、1984.1.1｢｢真の

権力者｣を問う｣と題して『精神と世間と虚偽』(さくら舎、2016)収録] 

教育改革私案『ステーツマン』71、1984.1.1 [『これからの日本人』＜山本七平ライブラリー11＞(文芸春

秋 1997)収録 

求められる｢処置｣能力[｢リーダーの条件｣]『日経産業新聞』1984.1.1 
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近代日本資本主義の創始者 渋沢栄一『Voice』73～87､89～99、1984.1.1、2.1、3.1、4.1、5.1、6.1、7.1、

8.1、9.1、10.1、11.1、12.1、1985.1.1、2.1、3.1、5.1、6.1、7.1、8.1、9.1、10.1、11.1、12.1、1986. 

1.1、2.1、3.1【人類史の中の“明治時代”／経営型農民・尾高藍香の貨幣論／渋沢宗助の｢勤勉の哲学｣／

封建制か、郡県制か／豪農が志士に変るとき／｢高崎城乗っとり｣計画の中止／不倒翁の｢不易と流行｣／

故郷出奔の父子問答／｢徳川憲法｣の勘当・相続・養子／異端国家・日本のダイナミズム／徳川慶喜に倒

幕を勧めた農民／｢佐幕開港｣の志士たち／胃袋の存在に目覚めた志士／一橋家の財政改革／｢攘夷派｣

から｢洋癖者｣へ／“無偏見者”のフランス行／パリ万国博覧会の武士たち／欧州の｢富国｣と｢強兵｣／｢合

本組織｣に学んだ雑務係／幕府瓦解と欧州留学生／王政復古か明治維新か／明治元年の企業家精神／明

治を創った旧幕臣／｢内的充実｣か｢外面的体裁｣か／近代財政の無血革命／日本最初のサラリーマン社

長】[改題『近代の創造 渋沢栄一の思想と行動』(PHP 研究所、1987)] 

迷夢を払って事実をみる年に[｢特集 ‘84 日本のすすむべき道｣]『先見経済』29-1、1984.1.2 

日本の現場主義 自律と改善の精神[｢特集 現場がつくった技術｣]『自動車とその世界 from TOYOTA』203、

1984.1.5[対談：豊田章一郎]  

[50 人に｢失礼｣インタビュー]『週刊文春』26-1、1984.1.5 

正月に世の中変わるわけでない[｢コラム｣]『日経ビジネス』365、1984.1.9[『｢常識｣の非常識』(日本経済

新聞社、1986)収録] 

ベンチャーの創業と守成[｢儲かる企業トップ十五人がぶちまける｢わが最強の社員づくり｣｣]『週刊文春』

26-2、1984.1.12 

票にならない外交[｢論点｣]『月刊自由民主』337、1984.1.15 [『｢常識｣の非常識』(日本経済新聞社、1986)

収録] 

社会の背理[｢羅針盤 社会｣]『先見経済』1811、1984.1.23 

P.アルヴェッツィ、G.ビレッリ編河島英昭他訳｢イタリア抵抗運動の遺書｣[｢BOOK PLAZA 山本七平 私

の本棚から｣]『諸君!』16-2、1984.2.1｢世界は悪い方向へと変化している｣と題して『精神と世間と虚偽』

(さくら舎、2016)収録] 

小林秀雄とラスコーリニコフ『新潮』81-2、1984.2.1[『小林秀雄の流儀』(新潮社、1986)収録] 

｢心服させる能力｣の養い方[｢特集 ｢指導力｣野戦学｣]『Will』3-2、1984.2.1 

カトリックの戦争観 [｢論点｣]『月刊自由民主』338、1984.2.15 [『｢常識｣の非常識』(日本経済新聞社、1986)

収録] 

いまの我慢は“ぜいたくな我慢”[｢"おしんノッミクス"の功罪を問う｣]『週刊ダイヤモンド』72-8、1984.2.25  

“対立の虚構”がひとり歩きする[｢コラム｣]『日経ビジネス』367、1984.2.26[｢｢対立の虚構｣がひとり歩き｣

と改題『｢常識｣の非常識』(日本経済新聞社、1986)収録] 

外交的感覚の重要さ [｢ズームアップ 社会｣]『先見経済』1815、1984.2.27 

荒木魚名著｢易学大鑑｣竹内照夫著｢四書五経・中国思想の形成と展開｣[｢BOOK PLAZA 山本七平 私の本

棚から｣]『諸君!』16-3、1984.3.1[｢中国を理解するのに不可欠な｢易学｣｣と題して『精神と世間と虚偽』

(さくら舎、2016)収録] 

日本人と貯蓄の源流『貯蓄と経済』139、1984.3.1  

教育批判の解禁[｢論点｣]『月刊自由民主』339、1984.3.15 [『｢常識｣の非常識』(日本経済新聞社、1986)

収録] 

二・二六に思う[｢流れ｣]『地域開発ニュース』181、1984.3.20 
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親の選択権広げよ[｢教育懇談会委員個別意見｣]『読売新聞』1984.3.23 

坪内寿夫氏の原則経営 [｢ズームアップ 社会｣]『先見経済』1818、1984.3.26 

量の変化が企業の質を変える[｢コラム｣]『日経ビジネス』371、1984.3.26[｢量の変化が質も変える｣と改題

『｢常識｣の非常識』(日本経済新聞社、1986)収録] 

*知識人はいま何をなすべきか『ビッグサクセス』2-3、1984.3[対談：西部邁][『根回しの思想』＜山本七

平全対話 6＞(学習研究社、1984)収録]  

[No.3、8、9、11～14、16、17 への回答]『運輸と経済』44-4＜鉄道の役割とその展望に関する有識者調

査－まとめと回答の紹介－＞、1984.4.1[『鉄道の役割とその展望に関する有識者調査』＜運輸調査局研

究資料 5801＞(運輸調査局、1984)収録] 

文化と教育に関する懇談会報告(全文)『国民文化』293、1984.4.1[連名：井深大、天城勲、石川忠雄、鈴

木健二、 曽野綾子、田中美知太郎] 

アメリカ・カトリック司教協議会著相馬信夫司教監修 A.マタイス/片平博共訳『平和の挑戦』[｢BOOK 

PLAZA 山本七平 私の本棚から｣]『諸君!』16-4、1984.4.1｢｢国際間の平和｣問題｣と改題『精神と世間

と虚偽』(さくら舎、2016)収録] 

いま求められる｢横割りの原理｣ 日本官僚制の体質を問う『円卓会議』1-2、1984.4.5[対談：天谷直弘][『根

回しの思想』＜山本七平全対話 6＞(学習研究社、1984)収録] 

坪内寿夫 VS 山本七平異色 8 時間対談【(上)、(下)｢高卒が､なぜ東大出に勝つか…｣】『週刊読売』43-13、

1984.3.25、4.1[対談：坪内寿夫][｢国鉄の前に役場職員を八割削れ｣と改題『根回しの思想』＜山本七平

全対話 6＞(学習研究社、1984)収録] 

まわりを気にしない教育『悠』1-1、1984.4.1[対談：永井多恵子] 

教育問題以前[｢特集｢教育｣を問う｣]『理想』611、1984.4.1 

出版倫理と読者倫理[｢論点｣]『月刊自由民主』340、1984.4.15 [｢出版倫理と読者｣と改題『｢常識｣の非常

識』(日本経済新聞社、1986)収録] 

成功は失敗のもと? [｢ズームアップ 社会｣]『先見経済』1821、1984.4.23 

これからのリーダーの条件[講演速記]『月刊監査役』188、1984.4.25 

｢大変だ！大変だ！｣騒動、もう結構[｢コラム｣]『日経ビジネス』374、1984.4.30 [｢｢たいへんだ！｣騒動の

真相｣と改題『日本はなぜ外交で負けるのか』(さくら舎、2014)収録] 

最近ノンフィクション事情[｢BOOK PLAZA 山本七平 私の本棚から｣]『諸君!』16-5、1984.5.1 

小林秀雄と『悪霊』の世界『新潮』81-5、1984. 5.1[『小林秀雄の流儀』(新潮社、1986)収録] 

三作に受賞を『文芸春秋』62-5、1984.5.1 

グリコ事件の教訓 ｢セキュリティ｣の手引き 10 章『Will』3-5、1984.5.1 

虚偽は時間に耐えぬ－真に｢言論の自由｣の要請[｢ズームアップ 社会｣]『先見経済』1824、1984.5.28 

｢餌づけ支配｣の阻止[｢論点｣]『月刊自由民主』341、1984.5.15 [『｢常識｣の非常識』(日本経済新聞社、1986)

収録] 

古典に学ぶ帝王学『Chamber』371、1984.5.20 

西洋の誤謬[｢流れ｣]『地域開発ニュース』183、1984.5.31  
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現代日本の精神状況[第二十五回民社研全国会議第一部会・討議]『改革者』25-3、1984.6.1[討議：吉田忠

雄(司会者)、勝田吉太郎、内海洋一、森川英正]＜OK 

田中角栄における『権力の解剖』『諸君!』16-6、1984.6.1 

日本人古来の通弊との戦い『波』18-6、1984.6.1 

軍隊内務令･作戦要務令[｢特集 ビジネス兵法 兵学四書五経 正書・奇書・幻書｣]『Will』3-6、1984.6.1 

国鉄、農協に方向転換策ないか『日経ビジネス』378、1984.6.11[『｢常識｣の非常識』(日本経済新聞社、

1986)収録] 

暴かれた楽園[｢論点｣]『月刊自由民主』342、1984.6.15 [『｢常識｣の非常識』(日本経済新聞社、1986)収

録] 

山本七平氏に聞く－｢あれはエッセーですからねぇ｡学術論文としては欠陥がある｣[インタビュ]『朝日ジャ

ーナル』26-27、1984.6.22[聞き手：臼井敏男] 

すぐれて特異な日本社会の契約観念『建設業界』33-6、1984.6.25[聞き手：青木宏悦] 

｢官業｣の民営化[｢ズームアップ 社会｣]『先見経済』1827、1984.6.25 

*[｢特集看護中等教育の再編をめぐって〈各界の教育改革への提言〉京都座会｣]『月刊高等教育』17-8、1984.6   

凍土の共和国－北朝鮮幻滅紀行－[｢BOOK PLAZA 山本七平 私の本棚から｣]『諸君!』16-7、1984.7.1[｢北

朝鮮、奈落の底の現実｣と改題『精神と世間と虚偽』(さくら舎、2016)収録] 

無原則の思考 日本人の行動様式『現代思想』12-8、1984.7.10[対談：中村元][『人間としてみたブッダと

キリスト 山本七平・宗教を語る』(原書房 1984)収録] 

法は大信、言は喜怒[｢論点｣]『月刊自由民主』343、1984.7.15 [『｢常識｣の非常識』(日本経済新聞社、1986)

収録] 

国家財政の活性化の道を探る[5 月 22 日記念講演]『租税研究』7、1984.7.20 

レッテル貼りの呪縛[｢ズームアップ 社会｣]『先見経済』1830、1984.7.23 

恩田木工にみる指導者の条件[6 月 14 日講演要旨(於八十二銀行本店大会議室)]『経済月報』4、1984.7.25 

新約全書(耶蘇隆生千八百八十二年・米国聖書会社・日本横浜印行・横浜製紙分社新鋳鉛版)[｢BOOK PLAZA 

山本七平 私の本棚から｣]『諸君!』16-8、1984.8.1 

ノンフィクション『選評』[第 16 回三大新潮賞発表 日本文学大賞 選評]『新潮』81-8、1984.8.1 

この一世紀 1901～1984 を総決算する『文芸春秋』62-9、1984.8.1[座談会：本間長世、柳田邦男] 

変化の時｢基礎｣を見失うな[｢コラム｣]『日経ビジネス』382、1984.8.6[｢｢基礎｣を見失うな｣と改題『｢常識｣

の非常識』(日本経済新聞社、1986)収録] 

変化と継続[｢論点｣]『月刊自由民主』344、1984.8.15 [『｢常識｣の非常識』(日本経済新聞社、1986)収録] 

生き残る中小企業－バーミンガム的したたかさに学ぶ[｢ズームアップ 社会｣]『先見経済』1833、1984.8.27 

教育問題の今日的課題『かんぽ資金』76、1984.9.1 

｢健全なる常識｣の喪失[｢アンケ-ト特集『角栄裁判』論争をどう思いますか?｣]『諸君!』16-9、1984.9.1 

預言者 カリール・ジブラン 佐久間彪訳[｢BOOK PLAZA 山本七平 私の本棚から｣]『諸君!』16-9、1984.9.1 

[｢一読後、生まれ変わった自分がそにいる｣と題して『精神と世間と虚偽』(さくら舎、2016)収録] 
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老人問題にどう取組む[｢論点｣]『月刊自由民主』345、1984.9.15[｢老人問題の方向｣と改題『｢常識｣の非常

識』(日本経済新聞社、1986)収録] 

｢学歴迷信｣の原因[｢ズームアップ 社会｣]『先見経済』1836、1984.9.24 

｢単線的な見方｣が外国理解を阻む[｢コラム｣]『日経ビジネス』386、1984.9.24[『｢常識｣の非常識』(日本

経済新聞社、1986)、｢外国理解を阻むもの｣と改題『日本はなぜ外交で負けるのか』収録] 

鯨は反日感情の吐け口 ｢脱退｣か｢哀訴｣の二者択一に[｢伝統ある捕鯨を守ろう｣]『日刊水産経済新聞』

1984.9.27[｢議論と科学は無関係｣と改題『日本はなぜ外交で負けるのか』(さくら舎、2014)収録] 

才不才[｢流れ｣]『地域開発ニュース』185、1984.9.30 

片倉もとこ著 アラビア・ノート アラブの原像を求めて｣[｢BOOK PLAZA 山本七平 私の本棚から｣]『諸

君!』16-10、1984.10.1[『中学生でもわかるアラブ史教科書 日本人のための中東世界入門』(祥伝社、

2007)収録] 

小林秀雄の｢流儀｣『新潮』81-10、1984.10.1[『小林秀雄の流儀』(新潮社、1986)収録] 

緊急提言『ソビエト帝国の最期』は本当か『宝石』12-10、1984.10.1 

｢病理的存在｣と援助[｢論点｣]『月刊自由民主』346、1984.10.15 [『｢常識｣の非常識』(日本経済新聞社、

1986)収録] 

松下幸之助と本居宣長[｢ズームアップ 社会｣]『先見経済』1839、1984.10.22 

｢神がかり的｣発想が作る｢合理性｣[｢コラム｣]『日経ビジネス』389、1984.10.29[『｢常識｣の非常識』(日本

経済新聞社、1986)収録] 

提言 悩める団塊の世代よ こうして活路を開け『実業の日本』87-20、1984.11.1 

｢角｣状況下の社会学－｢角栄｣｢三浦｣｢有吉｣現象が示唆するもの『諸君!』16-11、1984.11.1[対談：山崎正

和] [加筆・捕修のうえ『山崎正和対談集 柔らかい個人主義の時代』(中央公論社、1985)収録] 

中田薫著｢徳川時代の文学と私法｣[｢BOOK PLAZA 山本七平 私の本棚から｣]『諸君!』16-11,12、1984.11.1、

12.1[｢｢多大の驚異と無限の快感に打たれた｣｣と題して『精神と世間と虚偽』(さくら舎、2016)収録] 

宰相の資質とは何か『正論』142、1984.11.1[対談：田中美知太郎][『指導者の条件』＜山本七平ライブラ

リー 5＞(文芸春秋、1997)収録] 

六十年に積み残したこと[｢論点｣]『月刊自由民主』347、1984.11.15 [｢昭和六十年に積み残したこと｣と改

題『｢常識｣の非常識』(日本経済新聞社、1986)収録] 

組織を機能させている基本[｢ズームアップ 社会｣]『先見経済』1843、1984.11.26 

市場調査の重み[｢流れ｣]『地域開発ニュース』187、1984.11.30 

ウラ権力の解剖『諸君!』16-12、17-1､2、1984.12.1、1985.1.1、2.1【1、2 角栄裁判論争への｢答案」、3

角栄有罪の｢代償｣】[｢ウラ権力としての派閥 (派閥の生命力／納得治国家・日本／政治劇の裏の派閥）｣

と改題『派閥 なぜそうなるのか』(南想社、1985)収録] 

｢原則｣のないのが日本人の原則[｢立川談志のオトコ対談｣]『Big A ビッグ・エー』2-12、1984.12.1[対談：

立川談志] [｢基準なき日本人の｢基準｣]と改題『家元談志のオトコ対決十一番』(ABC 出版、1986. 5.25)

収録]  

未来予測の問題点[｢論点｣]『月刊自由民主』348、1984.12.15 [｢はずれた予測から学ぶ｣と改題『｢常識｣の

非常識』(日本経済新聞社、1986)収録] 



82 

 

言葉で説明できぬ商売の秘伝[｢コラム｣]『日経ビジネス』394、1984.12.24[｢商売の秘伝｣と改題『｢常識｣

の非常識』(日本経済新聞社、1986)収録] 

1985(昭和 60)年 

戦後 40 年を創った 30 人の MVP『現代』19-1、1985.1.1 [座談会：磯村尚徳、堺屋太一] 

木の国からの主張 紀州林業懇談会青年部編[｢BOOK PLAZA 山本七平 私の本棚から｣]『諸君!』17-1、

1985.1.1 

保守のための“革新”[｢昭和 60 年を予想する｣]『中部財界』28-1、1985.1.1  

21 世紀リーダーの条件[｢新・繁栄の構図｣]『週刊ダイヤモンド』73-1、1985.1.5  

高齢化社会は｢確定未来｣か[｢特集 昭和六〇年代の内外情勢を読む 将来予測と宿命論｣]『先見経済』30-1、

1985.1.7 

倫理は穀粟[｢論点｣]『月刊自由民主』349、1985.1.15 [『｢常識｣の非常識』(日本経済新聞社、1986)収録] 

親に多様な選択の幅を[インタビュー、｢学校教育の自由化｣について｢賛成｣]『朝日新聞』1985.1.23 

共産圏に生じた｢ある種の変化｣[｢ズームアップ 社会｣]『先見経済』1848、1985.1.28 

*歯の世相 半世紀『歯界展望』1985.1～12【ガタンガリガリ｢あっ痛い｣／｢楊子と塩と番茶だ｣／｢患者は不

意に現われるもの｣／一兵士としての真実／｢歯科外出｣と｢地方｣／最後の歯科外出／｢おれもカマボコ要

員か｣／門司からマニラまで四十五日／意味なき｢マル秘｣／ゲリラ戦なるものの本質／停戦命令は八月

二十七日／｢子供の時から磨いていれば……｣】[『人生について』収録] 

日本の政治 京極純一著[｢BOOK PLAZA 山本七平 私の本棚から｣]『諸君!』17-2、1985.2.1[｢政治を 10

倍楽しく読む本｣と題して『精神と世間と虚偽』(さくら舎、2016)収録] 

社会保障の原点『社会保険』36-2, 1985.2.1  

日米愛憎の六十年『文芸春秋 』63-2、1985.2.1[鼎談：岸田秀、平川祐弘][岸田秀『さらに幻想を語る』(青

土社、1985)、『さらに幻想を語る』＜岸田秀コレクション＞(青土社、1992)収録] 

賢者は情報を切り札にする[｢特集 情報力で勝つ｣]『Will』4-2、1986.2.1 [対談：牛尾治朗] 

世界地図の新しい方向[｢論点｣]『月刊自由民主』350、1985.2.15 [『｢常識｣の非常識』(日本経済新聞社、

1986)収録] 

｢生き永らえる企業｣にも法則がある[｢コラム｣]『日経ビジネス』398、1985.2.18[｢｢生き永らえる企業｣の

法則｣と改題『｢常識｣の非常識』(日本経済新聞社、1986)収録] 

転機とその萌芽[｢流れ｣]『地域開発ニュース』189、1985. 2.20 

日本の教育体制の後進性[｢ズームアップ 社会｣]『先見経済』1851、1985.2.25  

歴史の語る“帝王学”帝王学の神髄 名将・名君にみる“後継者づくり”『経営者会報』27-3(340)、1985.3.1[対

談：早乙女貢] [｢名将・名君にみる“後継者づくり”｣と改題『士魂の道 対談・鼎談集』早乙女貢著(新人

物往来社、1989.7.1)収録] 

『典・範・令』[｢BOOK PLAZA 山本七平 私の本棚から｣]『諸君!』17-3、1985.3.1[｢日本軍の｢典・範・

令｣｣と題して『精神と世間と虚偽』(さくら舎、2016)収録] 

渋沢栄一の事績とその現代的意義[講演、文責在編集部]『青淵』432、1985.3.1[｢大経営者｢渋沢栄一｣がで
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きるまで｣と改題『渋沢栄一 日本の経営哲学を確立した男』(さくら舎、2018)収録] 

｢縁起でもない｣ことに本気で取組め『実業の日本』88-4、1985.3.1[対談：片方善治] 

｢激動の時代｣になぜ｢古典｣か[｢特集 ｢古典｣に学ぶ｣]『プレジデント』23-3、1985.3.1 

大帝ヒロヒトの時代『文芸春秋』63-3、1985.3.1 [1 座談会：渡部昇一、林健太郎] 

“二者択一以外”の道は必ずある[｢コラム｣]『日経ビジネス』402、1985.4.1[｢“二者択一以外”の道｣と改題『｢常

識｣の非常識』(日本経済新聞社、1986)収録] 

天皇・この巨大なる謎[｢総特集天皇と日本人｣]『Voice』春季増刊、1985.4.1[対談：梅原猛][梅原猛『混沌

を生き抜く思想 21 世紀を拓く対話』(PHP 研究所、1992)収録] 

天ハ学問ノ上ニ文部省ヲ作ラズ－北里柴三郎－[｢論点｣]『月刊自由民主』352、1985.4.15 [『｢常識｣の非

常識』(日本経済新聞社、1986)収録] 

日本の内政もいまや国際問題[｢ズームアップ 社会｣]『先見経済』1857、1985.4.22  

｢維新の元勲｣の教養短期獲得術『新潮 45』4-5、1985.5.1 

蓮如－その発想と行動『CORRIDOR』1988.5.1、6.1、7.1、8.1、9.1、10.1、11.1、12.1、1989.1.1＜9

回＞【人間的魅力には一種の胡散臭さが伴う／何が面従腹背のカラを破ったか／何かを読み抜いた人の

魅力／学識を内に蓄える／世の常の人とは逆の生き方／｢狷介孤高｣と｢暗愚の宰相｣／｢信念の魔術｣は

なぜ可能か／反面教師の効用／架空の価値は崩壊する／｢知識帰命｣を否定する／｢信心よりも喜捨｣の

価値／異安心を超える方法を発見、実行／｢異安心｣は極楽往生の空手形／真の伝道者はリアリスト／親

鸞の教えを無償で伝道／｢往生は、一定なり｣／蓮如の生き方は｢復古創新｣／仏法のために捨身の戦法／

老練な戦略家の一面／後生御免】[『宗教について』(PHP 研究所、1995)収録] 

教育制度とアジュール権[｢論点｣]『月刊自由民主』353、1985.5.15 [｢アジュール権｣と改題『｢常識｣の非

常識』(日本経済新聞社、1986)収録] 

安心立命[｢文化｣]『日本経済新聞』1985.5.19 

15 の春－今昔[｢ズームアップ 社会｣]『先見経済』1860、1985.5.27 

摩擦解消の鍵はタイポロジー[｢コラム｣]『日経ビジネス』407、1985. 5.27[『｢常識｣の非常識』(日本経済

新聞社、1986)収録] 

日本人の自伝－福沢諭吉・渋沢栄一・前島密－[｢BOOK PLAZA 山本七平 私の本棚から｣]『諸君!』17-6、

1985.6.1[｢これで｢日本人像｣がつかめるかもしれない｣と題して『精神と世間と虚偽』(さくら舎、2016)

収録] 

小林秀雄の政治観『新潮』82-6、1985. 6.1 [『小林秀雄の流儀』(新潮社、1986)収録] 

形式主義の陥穽[｢論点｣]『月刊自由民主』354、1985.6.15 

大自然と人間の能力[｢ズームアップ 社会｣]『先見経済』1863、1985.6.24 

野球にみる文化摩擦[｢流れ｣]『地域開発ニュース』191、1985.6.28 

サムイズダート[｢BOOK PLAZA 山本七平 私の本棚から｣]『諸君!』17-7､8、1985.7.1、8.1[｢虚偽の体制

に未来はあるか｣と題して『精神と世間と虚偽』(さくら舎、2016 収録] 

保護なき産業が生む奇跡[｢論点｣]『月刊自由民主』355、1985.7.15[｢保護なき産業の奇跡｣と改題『｢常識｣

の非常識』(日本経済新聞社、1986)収録] 

臨教審と｢ミッテランの予言｣[｢コラム｣]『日経ビジネス』411、1985.7.22[『｢常識｣の非常識』(日本経済
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新聞社、1986)収録] 

ドグマなき日本社会の暴走[｢太平洋戦争の教訓 総力戦の敗北は戦後に何を残したか｣]『Voice』92、

1985.8.1[聞き手・構成：稲垣武] 

社会進歩のあとの憂鬱[｢論点｣]『月刊自由民主』356、1985.8.15 [『｢常識｣の非常識』(日本経済新聞社、

1986)収録] 

恵瓊の言葉から[｢流れ｣]『地域開発ニュース』193、1985.8.15 

人間行動学管理職に必要な｢人事管理｣能力[セミナー管理職]『悠』2-8～10、1985.8.1、9.1、10.1 

秀吉と家康いずれが｢名リーダー｣か－｢戦国のパラダイム｣で行動した秀吉と、それを打破して新しい時代

を拓いた家康『プレジデント』23-8、1985.8.1[対談：渡部昇一] 

午後三時の太陽[｢短期集中連載角栄の御時世｣]『諸君!』17-9、1985.9.1[『｢御時世｣の研究』(文芸春秋 1986)

収録] 

黒潮の血すじ[巻頭｢随想 海とわたし｣]『海員』37-9、1985.9.1 

｢公式参拝｣の意外な国際性[｢コラム｣]『日経ビジネス』414、1985.9.2[『｢常識｣の非常識』(日本経済新聞

社、1986)収録] 

政治家、虚栄心、悲劇[｢論点｣]『月刊自由民主』357、1985.9.15 

報償権力から条件づけ権力へ－これからのリーターの条件『経営者』39-9、1985.9 

｢信じる｣ということ[｢巻頭テーマエッセイ｣]『ステア』17、1985.AUTUMN[『宗教について』(PHP 研究

所、1995)収録] 

角栄が｢家康｣に見えた日[｢短期集中連載角栄の御時世｣]『諸君!』17-10、1985.10.1[『｢御時世｣の研究』(文

芸春秋 1986)収録] 

平和学校[｢流れ｣]『地域開発ニュース』195、1985.10.9 

民族史、鳥瞰のすすめ[｢論点｣]『月刊自由民主』358、1985.10.15 [｢民族史のすすめ｣と改題『｢常識｣の非

常識』(日本経済新聞社、1986)収録] 

｢寒暖格差｣の是正[｢コラム｣]『日経ビジネス』419、1985.10.28[『｢常識｣の非常識』(日本経済新聞社、1986)

収録] 

｢暖国政治｣への挑戦者[｢短期集中連載角栄の御時世｣]『諸君!』17-11、1985.11.1[『｢御時世｣の研究』(文

芸春秋 1986)収録] 

国家はどうなるか[｢21 世紀大展望論｣]『THE21』2-11、1985.11.1 

原子力の日[｢論点｣]『月刊自由民主』359、1985.11.15 [『｢常識｣の非常識』(日本経済新聞社、1986)収録] 

テレビが演出する｢錯覚の時代｣『現代』19-12、1985.12.1 

目がないと在る物も見えない『社会保険』36-12、1985.12.1 

｢角栄｣を育てた雪国の黒衣たち[｢短期集中連載角栄の御時世｣]『諸君!』17-12、1985.12.1[『｢御時世｣の

研究』(文芸春秋 1986)収録] 

三島由紀夫への先入観[｢アンケート特集 15 年目の三島由紀夫｣]『文芸春秋』63-13、1985.12.1 

内容と文体[｢第 16 回 大宅壮一ノンフィクション賞発表 大宅壮一賞選評｣]『文芸春秋』63-13、1985.12.1 

宋時代に酷似するソ連官僚制[｢コラム｣]『日経ビジネス』423、1985.12.9 
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平和競争を望む[｢論点｣]『月刊自由民主』360、1985.12.15[『｢常識｣の非常識』(日本経済新聞社、1986)

収録] 

安詳恭敬[｢流れ｣]『地域開発ニュース』197、1985.12.15 

1986(昭和 61)年 

一路・一州・一県の法[｢潮流｣]『運輸と経済』46-1、1986.1.1 

ナショナル・リーダーの落第生[｢短期集中連載角栄の御時世｣]『諸君!』18-1、1986.1.1 [『｢御時世｣の研

究』(文芸春秋 1986)収録] 

日本の危機は何処から来るか?『文芸春秋』64-1、1986.1.1[座談会；吉田直哉、高坂正堯] 

日本の正統と理想主義『文化会議』199、1986.1.1[『現人神の創作者たち』＜山本七平ライブラリー12＞

収録] 

過去の蓄積を再認識し再評価するとき[｢特集 ‘86 年現状と未来 社会構造｣]『先見経済』31-1、1986.1.6 

｢継続｣か｢転換｣の時代か[｢論点｣]『月刊自由民主』361、1986.1.15[｢｢継続｣か｢転換｣か｣と改題『｢常識｣

の非常識』(日本経済新聞社、1986)収録] 

現代に生きたプラトン[｢追悼 田中美知太郎｣]『文芸春秋』64-2、1986.2.1 

日本の社会構造と未来[講演]『陸戦研究』 34-2、1986.2.1  

宗教回帰現象の中で 宗教から見た日本人論[｢特集 仏教の根本問題｣]『理想』633、1986.2.1[対談：増原

良彦] 

中国から見た“日本成長の秘密”[｢コラム｣]『日経ビジネス』427、1986.2.3 

古今に共通する経済改革の難しさ[｢論点｣]『月刊自由民主』362、1986.2.15 

民主主義の課題[｢流れ｣]『地域開発ニュース』199、1986.2.25 

武権から経済権へ [｢論点｣]『月刊自由民主』363、1986.3.15[『｢常識｣の非常識』(日本経済新聞社、1986)

収録] 

空気としての｢靖国｣[｢靖国問題を検証する｣]『諸君!』18-4、1986.4.1[対談：ひろさちや] 

日本語の輸出が摩擦を解消する[｢新開国時代をどう生き抜くか｣]『THE21』3-4、1986.4.1 

何も変わらぬフィリピン[｢コラム｣]『日経ビジネス』434、1986.4.28 

経営人間学『日経産業新聞』1986.4.3､10､17､24、5.1､8【通貨でも統一 家康の先見性／富む町人文化 読

本に自助論／“財テク”昔も 米相場に走る／商人の基は信 指一本に託す／差紙で｢信用｣ 相場には適性

／理ならぬ相場 心の総和の妙】[｢通貨でも統一 家康の先見性｣を｢通貨を統一した家康の先見性｣と改

題『経営人間学』(日本経済新聞社、1988)1 章｢幕藩経済の中枢｣収録] 

カネ卑しむ伝統的風土[｢新富国論｣]『朝日新聞』1986.4.14 

文化摩擦のプラス面[｢論点｣]『月刊自由民主』364、1986.4.15[『｢常識｣の落とし穴』(日本経済新聞社、

1989)、｢無計画性とカンバン方式｣と改題『日本はなぜ外交で負けるのか』(さくら舎、2014)収録] 

外国人の鋭い洞察力[｢論点｣]『月刊自由民主』365、1986.5.15[『｢常識｣の落とし穴』(日本経済新聞社、

1989) 収録] 
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日本人と創造性[｢流れ｣]『地域開発ニュース』201、1986.5.20 

経営人間学『日経産業新聞』1986.6.5､12､19､26、7.3､10､17【藩は独立採算 物産売り収入／藩の基礎は

米 改作法で増産／創業から守成 人事でけじめ／武士は無気力 行革は難しく／失敗した藩札 インフ

レ招く／｢外貨｣獲得へ ｢藩産｣の奨励／過去の革新が改革のカセに】[『経営人間学』(日本経済新聞社、

1988)2 章｢幕藩経済の中枢｣収録] 

価値観が引く国境線[｢論点｣]『月刊自由民主』366、1986.6.15[『｢常識｣の落とし穴』(日本経済新聞社、

1989)、｢価値観の違いが引く国境線｣と改題『日本はなぜ外交で負けるのか』(さくら舎、2014)収録] 

指導者の条件[講演]『経済月報』27、1986.6.25 

日本近代の父・渋沢栄一 “稀代の幕末人”の魅力『Voice』103、1986.7.1[対談：城山三郎][『日本歴史文

学館 32 雄気堂々』(講談社、1986)収録] 

｢人種的憎悪｣について[｢論点｣]『月刊自由民主』367、1986.7.15[『｢常識｣の落とし穴』(日本経済新聞社、

1989) 収録] 

民族性とは変わらぬもの[｢コラム｣]『日経ビジネス』441、1986.7.21[『｢常識｣の落とし穴』(日本経済新

聞社、1989)収録] 

経営人間学『日経産業新聞』1986.7.24､31、8.7､14､21､28【物流 水運頼り統一経済圏に／幕府の攻略が

威信を可能に／瑞軒の航路が物流の動脈に／海の不法行為 幕府も手焼く／｢難船｣に憤慨 大問屋が連

合／北前船の船頭 買積みで商売】[『経営人間学』(日本経済新聞社、1988)3 章｢全国的物流ルートの完

成｣収録]「 

教科書検定の是非[｢流れ｣]『地域開発ニュース』203、1986.8.1 

｢人材｣が｢人材｣でなくなるとき[｢特集 ｢人材｣はなぜ｢殺される｣か それは｢パラダイム｣が見えなくなっ

た瞬間から始まる｣]『プレジデント』24-8、1986.8.1 

革新制度の旧態依然[｢論点｣]『月刊自由民主』368、1986.8.15[『｢常識｣の落とし穴』(日本経済新聞社、

1989) 収録] 

歴史にみる企業家精神の系譜[日経 VBC 夏季セミナー講演概要]『日経産業新聞』1986.8.25 

高度成長－日韓だけがなぜ?『諸君!』18-9、1986.9.1[対談：金日坤] 

渋沢栄一の十一年間[講演、文責在編集部]『青淵』450、1986.9.1[｢｢渋沢栄一の十一年間｣から学ぶべきこ

と｣と改題『渋沢栄一 日本の経営哲学を確立した男』(さくら舎、2018)収録]  
“信念”という魔術に弱い現代人[｢コラム｣]『日経ビジネス』444、1986.9.1[『｢常識｣の落とし穴』(日本経

済新聞社、1989)収録] 

経営人間学『日経産業新聞』1986.9.4､11､18､25、10.2､9､16､23､30、11.6【国富ますには商人活用せよ

／富の蓄積進み産業資本の芽／東北へ海運業 巨額の富築く／自助努路線 吉宗の諸改革／貨幣一元化

に意次の先進性／反感としっとに沈む異才・意次／貨幣は水もの 銭五の防衛策／船商とは昔の藩際総

合商社／銭五の悲劇に密貿易のカゲ／ロシアに米 絶えぬ密貿易】[『経営人間学』(日本経済新聞社、

1988)4 章｢農本主義対重商主義｣収録] 

同情の余地はない[藤尾文部大臣更迭について｢識者はこう見る｣]『日本経済新聞』1986.9.9 

｢藤尾発言｣に思う[｢論点｣]『月刊自由民主』369、1986.9.15 

次代の指導者の条件[講演]『おあしす』84、1986.10.1  

政治におけるニューリーダーとは[｢特集 政局の勝者と敗者｣]『正論』170、1986.10.1  
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徳川家康『プレジデント』24-10､12、25-1～5､7～10、26-1､2、1986.10.1、12.1、1987.1.1、2.1、3.1、

4.1、5.1、7.1、8.1、9.1、10.1、1988.1.1、2.1【1｢不倒翁｣毛利元就に学んだもの、2｢戦国の常識｣か

ら見た｢人質時代｣、3｢法治主義｣を学んだ｢人質時代｣、4｢法治主義｣に秘められた叡智、5 取るべくして

天下を取る難しさ、6｢関ヶ原｣を演出した｢謀臣三人組｣への怒り、7｢関ヶ原｣逆転勝利に見る｢人心洞察｣

の機微、8｢戦意なき策士｣毛利の陥穽を衝く、9｢対韓講和｣に見る外交手腕 、10 スペイン人宣教師への

失望、11 貨幣を握る者が天下を握る、12 継承されなかった｢国際感覚｣、13｢大坂の陣｣は家康の策略に

非ず】[書下しを加えて『徳川家康』(プレジデント社、1992)刊。同書から｢｢不倒翁｣毛利元就に学んだ

もの｣を｢家康が、｢不倒翁｣毛利元就に学んだもの｣と題して堺屋太一編『毛利元就』(プレジデント社、

1997)収録] 

日本－過去そして現在 ｢いまの掟｣に従って生きるのが本筋｣『先見経済』31-10、1986.10.6 

日韓を考える｢この一冊｣[｢論点｣]『月刊自由民主』370、1986.10.15 

日本の商人『季刊消費と流通』10-4[通巻 38]、1986.10.20 [対談：邸永漢] 

教科書紛争解決への提言[｢流れ｣]『地域開発ニュース』205、1986.10.20 

日韓問題は歴史的対比の考察で[｢コラム｣]『日経ビジネス』448、1986.10.20[『｢常識｣の落とし穴』(日本

経済新聞社、1989)収録、｢日韓問題はここから｣と改題『日本はなぜ外交で負けるのか』(さくら舎、2014)

収録] 

戦中派・吉田満と被占領派『文芸春秋』64-11、1986.11.1[｢日本人は二度敗れた｣と改題『戦争責任と靖国

問題』(さくら舎、2014)収録] 

アメリカ、韓国､そしてヨーロッパからも袋叩き…日本はなぜ憎まれみのか!?『宝石』14-11、1986.11.1[特

別緊急鼎談：小室直樹、B･A･シロニー] 

大いなる実験の時代[1986.10．30 開催｢シンポジウム｢昭和とは何か｣第 2 回｢大衆とくらし｣基調報告か

ら｣]『読売新聞』1986.11.7 

経営人間学『日経産業新聞』1986.11.13､20､27、12.4､11､18､25、1987.1.22､29、2.5､19､26【酒から農

地へ 鴻池屋の投資／農地改革にも原価計算導入／売買あっても農地は農民に／政商の末路 古さと暗

さ／作柄情報集めてコメ相場記す／安定投資狙い土地買占め／小作米集めて銭五なお不安経済なき正

義黒羽織党の毒／利ザヤ稼ぎに開発は不向き／莫大な開発費銭五には意外／銭五にかかる｢公害｣の汚

名／虎の尾を踏み豪商哀れ牢死】[『経営人間学』(日本経済新聞社、1988)5 章｢商業から農業投資へ｣

収録] 

｢中曽根発言｣とアメリカ人の反応[｢論点｣]『月刊自由民主』371、1986.11.15 

真の親日家をもっと大切に[｢コラム｣]『日経ビジネス』452、1986.11.24[『｢常識｣の落とし穴』(日本経済

新聞社、1989)収録] 

メディアの興亡[｢第 17 回大宅壮一ノンフィクション賞発表 大宅壮一賞選評｣]『文芸春秋』64-12、

1986.12.1 

｢日本と朝鮮｣を考える『両国壬辰実記』(秀吉朝鮮出兵記録)の読み方『宝石』14-12、15-3､8、16-2、1986.12.1、

1987.3.1、8.1、1988.2.1 

ソビエト理解のキーワード[｢論点｣]『月刊自由民主』[以下通巻]406、1986.12.15[『｢常識｣の落とし穴』(日

本経済新聞社、1989) 収録] 
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1987(昭和 62)年 

我々はソ連をかく追われた－ソ連草の根活動家との対話[ソ連活動家との対話]『諸君!』19-1、1987.1.1  

ガリラヤ湖の初日の出『聖母の騎士』53-1、1987.1.1 

日本人に宗教は必要なのか[｢特集日本はどっちだ｣]『文芸春秋』65-1、1987.1.1[『池田大作と日本人の宗

教心』(さくら舎、2017)収録] 

日本人は｢カネ｣の秀才である[｢｢日本人とカネ｣を考える] [特別寄稿]『NEXT』4-1、1987.1.1 

一知半解の国際化[｢巻頭の言葉｣]『Voice』109、1987.1.1[『｢常識｣の落とし穴』(日本経済新聞社、1989)

収録] 

一身にして二生を生きる[｢論点｣]『月刊自由民主』407、1987.1.15[『｢常識｣の落とし穴』(日本経済新聞

社、1989)収録] 

｢つぶし｣の研究が必要だ[｢コラム｣]『日経ビジネス』456、1987.1.19[『｢常識｣の落とし穴』(日本経済新

聞社、1989)収録] 

気がつかない自らの国力[｢流れ｣]『地域開発ニュース』207、1987.1.20 

ヘブライズムと文明[文責事務局]『新しい文明を語る会 サマリー・レポート』130、1987,1.25    

宰相たるもの大志を抱け『日本経済新聞』1987.2.1[対談：会田雄次] 

ガラス張りと密室のあいだ[｢巻頭の言葉｣]『Voice』110、1987.2.1[『｢常識｣の落とし穴』(日本経済新聞社、

1989)収録] 

国際化時代と日本[｢エッセイ｣]『ディフェンス』5-2、1987. 2.11  

実感なき最高賃金国日本[｢論点｣]『月刊自由民主』408、1987.2.15[『｢常識｣の落とし穴』(日本経済新聞

社、1989)収録] 

指導者の条件『経済倶楽部講演録』456、1987. 2.20 

土木も思想も国力[｢エッセイ｣]『建設業界』36-2、1987. 2.25[『日本人の土地神話』(日本経済新聞社、1990)

収録]  

“経済大国”日本の虚像と実像をめぐって『かんぽ資金』106、1987.3. 1 [座談会：牛尾治朗、上條俊昭、

下村満子、坂東真理子] 

春闘･米･教育－日本人の意外なホンネ[｢現代オピニオン｣]『現代』21-3、1987.3.1 

神の高みから見た地球『文芸春秋』65-3、1987.3.1[対談：ジム・アーウィン] 

正統と近代のジレンマ[｢巻頭の言葉｣]『Voice』111、1987.3.1[『｢常識｣の落とし穴』(日本経済新聞社、1989)

収録] 

経営人間学『日経産業新聞』1987.3.5､12､19､26、4.2､9､16､23､30、5.7､14､21､28、6.5､12､19､26【才

覚ある百姓 次第に工商へ／飢饉なき国家 重農主義の夢／生産効率化へ尽きざる工夫／水節約に知恵､

揚水にも工夫／内外の技術で農業土木発展／近代化導いた農業の合理化／若者に処世訓残した河内屋

／儒教さえ批判､近代化への芽／聖人なき世に､儒教は育たず／現世こそ大事､鋭く仏教批判／勢いに頼

らず持続こそ重要／退くを恥じず無理を戒める／教育を最重視まず自己抑制／能や剣習わせ子の非行

防ぐ／子供のしつけ大事中の大事／分別わきまえ堅実に生きる／経営思想もち地方を担う豪商】[『経

営人間学』(日本経済新聞社、1988)6 章｢農業から地場産業へ｣収録] 

新しい“科学”の弊害[｢論点｣]『月刊自由民主』409、1987.3.15 
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異常なほど高価な生活必需品[｢コラム｣]『日経ビジネス』460、1987.3.16 

独立国家の処方箋[｢巻頭の言葉｣]『Voice』112、1987.4.1[『｢常識｣の落とし穴』(日本経済新聞社、1989)

収録] 

重農主義と重商主義[｢江戸時代の産業知識人｣第 1 回]『Voice』春季増刊、1987.4.1[『江戸時代の先覚者

たち』(PHP 研究所 1990)収録] 

｢転換期に求められるリーダーの条件とは｣『経済界』22-8、1987.4.14[対談：速水優] 

一週間に一時間の国会審議[｢論点｣]『月刊自由民主』410、1987.4.15[『｢常識｣の落とし穴』(日本経済新

聞社、1989)収録] 

奇跡は存在しない[｢エッセイ｣]『建設業界』36-4、1987.4.25 

吉宗の定免制[｢随筆紀行｣]『社会保険』38-5、1987.5.1 

[｢大都市における道路の課題｣100 人に聞きました  アンケート調査]『道路』555、1987.5.1 

ビートたけしの義と理[｢巻頭の言葉｣]『Voice』113、1987.5.1[『｢常識｣の落とし穴』(日本経済新聞社、

1989)収録] 

お粗末な｢ユダヤの陰謀説｣[｢コラム｣]『日経ビジネス』464、1987. 5.11[『｢常識｣の落とし穴』(日本経済

新聞社、1989)収録] 

日本人の過敏症と不感症[｢論点｣]『月刊自由民主』411、1987.5.15[『｢常識｣の落とし穴』(日本経済新聞

社、1989)収録] 

指揮官の責任－東条英機と乃木希典『諸君!』19-6、1987.6.1 [｢靖国神社と戦犯合祀｣と改題『戦争責任と

靖国問題』(さくら舎、2014)収録] 

民間提言の役割[｢巻頭の言葉｣]『Voice』114、1987.6.1[『｢常識｣の落とし穴』(日本経済新聞社、1989)収

録] 

｢占い｣に頼るトップは会社を潰す[｢コラム｣]『日経ビジネス』469、1987.6.2[『｢常識｣の落とし穴』(日本

経済新聞社、1989)収録] 

アンチ・セミティズム[｢論点｣]『月刊自由民主』412、1987.6.15[『｢常識｣の落とし穴』(日本経済新聞社、

1989)収録] 

｢占い｣に頼るトップは会社を潰す[｢コラム｣]『日経ビジネス』469、1987.6.2[『｢常識｣の落とし穴』(日本

経済新聞社、1989)収録] 

遺跡と文化と遺産と[｢エッセイ｣]『建設業界』36-6、1987.6.25[『日本人の土地神話』(日本経済新聞社、

1990)収録] 

凝り性がバネ“軽業国家”[｢第 2 部日本の自画像｣]『日本経済新聞』1987.6.30 

軍隊という組織、日本 IBM｢いしのみ会｣講演、1987.6.[『指導者の条件』第 1 部収録とされる] 

耳順を越えて感じる焦燥感『新潮 45』6-7、1987.7.1[『｢常識｣の落とし穴』(日本経済新聞社、1989)収録] 

｢なる｣経済と｢する｣経済[｢巻頭の言葉｣]『Voice』115、1987.7.1[『｢常識｣の落とし穴』(日本経済新聞社、

1989)収録] 

国際社会で通用せず[｢東芝トップ辞任｣に関する談話]『日本経済新聞』1987.7.2 

経営人間学『日経産業新聞』1987.7.3､10､17､24､31、8.7､14､21､28、9.4【自ら技術蓄え鉄を自給自足／

高能率の製鉄 江戸期たたら／経験とカンで ふいごを調節／徹底した分業 農具に鉄普及／銅と銀を分
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離 南蛮吹き技術／精錬銅基礎に江戸文化開花／住友が初めて企業 PR 活動／本店の手代も精錬所を知

れ／自己啓発させ雇用にも配慮／“徳川”に開く経営のセンス】[2 編(｢住友台所取締方｣の規律／｢資本主

義の精神｣の源流)を追加して『経営人間学』(日本経済新聞社、1988)7 章｢花開く経営感覚｣収録] 

韓国経済人のつぶやき[｢論点｣]『月刊自由民主』413、1987.7.15[『｢常識｣の落とし穴』(日本経済新聞社、

1989)収録] 

乱世の遺訓[｢巻頭の言葉｣]『Voice』116、1987.8.1[『｢常識｣の落とし穴』(日本経済新聞社、1989)収録] 

海保青陵の現場主義[｢江戸時代の産業知識人｣第 2 回]『Voice』夏季増刊、1987.8.1[｢海保青陵の新しい発

想｣と改題『江戸時代の先覚者たち』(PHP 研究所 1990)収録] 

サウジアラビアの教訓[｢論点｣]『月刊自由民主』414、1987.8.15[『｢常識｣の落とし穴』(日本経済新聞社、

1989)収録] 

道険しい｢ゴルバチョフの改革｣[｢コラム｣]『日経ビジネス』473、1987.8.17 

鎖国を可能にした一因[｢エッセイ｣]『建設業界』36-8、1987.8.25[『日本人の土地神話』(日本経済新聞社、

1990)収録] 

東芝に｢罪｣はあったか[｢巻頭の言葉｣]『Voice』117、1987.9.1 

寂しい苦労への報償[｢流れ｣]『地域開発ニュース』211、1987.9.10 

あるユニークな日本人論[｢論点｣]『月刊自由民主』415、1987.9.15[『｢常識｣の落とし穴』(日本経済新聞

社、1989)収録] 

摩擦ぎらいの政治家「竹下登の弱点」『週刊現代』29-38、1987.9.26 

いま求められる企業家精神－大転換期二つの生き残り策『経営者』41-10、1987.10 

光華寮問題の顛末[｢巻頭の言葉｣]『Voice』118、1987.10.1[『｢常識｣の落とし穴』(日本経済新聞社、1989)

収録] 

｢安竹宮｣ 指導力なき指導者の時代[｢コラム｣]『日経ビジネス』477、1987.10.5[『｢常識｣の落とし穴』(日

本経済新聞社、1989)収録] 

総論賛成・各論反対の教訓[｢論点｣]『月刊自由民主』416、1987.10.15[『｢常識｣の落とし穴』(日本経済新

聞社、1989)収録] 

利殖も無縁の無借金哲学[｢私とおかね｣]『日本経済新聞』1987.10.18 

安達二十三[｢日本人の辞世・遺書｣]『別冊太陽』59、1987.10.21 

葛飾北斎の｢地方測量図｣ [｢エッセイ｣]『建設業界』36-10、1987.10.25[『日本人の土地神話』(日本経済新

聞社、1990)収録] 

｢空気｣の言論[｢巻頭の言葉｣]『Voice』119、1987.11.1[『｢常識｣の落とし穴』(日本経済新聞社、1989)収

録] 

青陵の｢米テク｣藩政改革論[｢江戸時代の産業知識人｣第 3 回]『Voice』秋季増刊、1987.11.1[『江戸時代の

先覚者たち』(PHP 研究所 1990)収録] 

職場の花から戦力に変わる女性[｢コラム｣]『日経ビジネス』480、1987.11.9[｢戦力に変わる女性｣と改題『｢常

識｣の落とし穴』(日本経済新聞社、1989)収録] 

｢知の託宣｣の消滅[｢論点｣]『月刊自由民主』417、1987.11.15[『｢常識｣の落とし穴』(日本経済新聞社、1989)

収録] 



91 

 

土地税制改革 用途に応じて[談話、｢東京プロブレム・生活小国からの脱却 私の TOKYO｣]『日本経済新

聞』1987.11.15 

新形式・新対象[第 18 回大宅壮一ノンフィクション賞発表 大宅壮一賞選評]『文芸春秋』65-16、1987.12.1 

竹下氏と｢幸福度｣[｢巻頭の言葉｣]『Voice』120、1987.12.1 

ペレストロイカの行方[｢論点｣]『月刊自由民主』418、1987.12.15[『｢常識｣の落とし穴』(日本経済新聞社、

1989)収録] 

科学技術と体制[｢エッセイ｣]『建設業界』36-12、1987.12.25 

1988(昭和 63)年 

禁忌の聖書学『新潮』84-1､4､7､11、85-3､9、1988.1.1、4.1、7.1、11.1、1989.3.1、9.1＜6 回連載＞【裏

切者ヨセフスの役割／マリアは“処女”で“聖母”か／｢ヨセフ物語｣は最古の小説／結末なきヨブの嘆き／

『雅歌』の官能性／過越の祭と最後の晩餐】[『禁忌の聖書学』(新潮社、1992)刊] 

青陵の GNP 成長論[｢江戸時代の産業知識人｣第 4 回]『Voice』新年増刊、1988.1.1[『江戸時代の先覚者た

ち』(PHP 研究所 1990)収録] 

やろうと思えばできる制度改革[｢コラム｣]『日経ビジネス』485、1988.1.4[『｢常識｣の落とし穴』(日本経

済新聞社、1989)収録] 

体制と勤労意欲[｢流れ｣]『地域開発ニュース』213、1988.1.10 

過密・過疎解消への一案[｢論点｣]『月刊自由民主』419、1988.1.15[『｢常識｣の落とし穴』(日本経済新聞

社、1989)収録] 

聖職者に何を期待するか 『仏教』2、1988.1.25[『池田大作と日本人の宗教心』(さくら舎、2017)収録] 

国際化時代の起業家の条件 二つの基本と三つの条件『そめとおり』445、1988. 1.1  

国際化時代の起業家の条件 二つの基本と三つの条件『中部財界』31-1、1988.1.1  

節税算段、株譲渡、土地の有効利用まで、少々こずるく頭を使い、財テク競う奴もいた[｢大江戸大情報｣]

『小説新潮』臨時増刊、1988.1.25 

変革期の処世学｢戦国策｣の魅力[｢特集｢戦国策｣の知略｣]『プレジデント』26-1、1988.1.1 

企業人材二極分化が加速される[｢1988 年激変のなかの大予測 企業経営｣]『The21』5-1、1988.1. 1 

金賢姫の“告白”[｢論点｣]『月刊自由民主』420、1988.2.15[『｢常識｣の落とし穴』(日本経済新聞社、1989)

収録]  

港湾土木がもたらした日本の近代化[｢Essay｣]『建設業界』37-2、1988.2.25[『日本人の土地神話』(日本

経済新聞社、1990)収録]  

土地問題－下手な介入は無意味[｢コラム｣]『日経ビジネス』489、1988.2.29[『｢常識｣の落とし穴』(日本

経済新聞社、1989)収録] 

懐かしさと民族の文化『CEL』5、1988.2.29[対談：倉光弘己]｢失われたものへのノスタルジア｣と改題『時

代の散歩道 倉光弘己対談集』(KBI 出版、1990.9.15)収録] 

｢化外ずれ｣と｢教化ずき｣－日米関係の屈折点[｢創刊十周年シリーズ企画｢日本の戦略｣第三回｣]『Voice』123、

1988.3.1[『90 年代の日本繁栄への戦略－日米関係・税制・政治・教育』(PHP 研究所、1989.3.6)第３
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部に収録、｢日本の対米戦略考｣と改題『日本はなぜ外交で負けるのか』収録] 

もう一つのニューヨーク[｢論点｣]『月刊自由民主』421、1988.3.15[『｢常識｣の落とし穴』(日本経済新聞

社、1989)収録] 

昭和東京ものがたり『週刊読売』47-14～23､25､27～42､44､46～56、48-2・3､4､6～12､14～25､27～46､

48～50､52～58、1988.4.3､10､17､24、5.1､8､15､22､29、6.5､12､19､26、7.3､10､17､24､31、8.7､14､

21､28、9.4､11､18､25、10.2､9､16､23､30、11.6､13､20､27、12.4､11､18､25､31、1989.1.8・15､22､29、

2.5､12､19､26、3.5､12､19､26、4.2､9､16､23､30、5.7・14､21､28、6.4､11､18､25、7. 2､9､16､23､30､

8.6､13､20､27、9.3､10､17､24、10.1､8､15､22､29､11.5､12､19､26、12.3､10､17､24､31【関東大震災の

こと、大震災のこと承前、ライオンになった東京、天井裏の探検、腹掛のドンブリ、屑屋のゴム靴、お

わい屋さん、木登り、定斎屋と羅宇屋、下駄のはなし、チンドン屋のこと、軍人は半人前、初めての地

下鉄、夢の中の白いキツネ、社会的な礼儀作法、大内山、一銭蒸気と団平舟、夜店、玉川の鮎、父と灸、

行き倒れ、食べ残し、退役軍人の体面、結核の恐怖、検査前、雲上人、表と裏、｢取られる｣｢逃れる｣、

お昼のドン、流行歌、オリンピック、カルチャーショック、すきやきと鯨、郷土食、好き嫌い、夏の風

景、漁村の日常、タコのおじさん、スガワラ君、生アジのお茶漬け、漁師に背広、無縁の世界、ハイヒ

ール、師の権威、道草、教育と時局、教育勅語、御大喪をめぐる大衆心理の変化[｢特別寄稿 昭和東京

ものがたり番外編｣]、リンドバーグとツェッペリン、エントツ男、農林一号と軍需景気、越境進撃、渡

り職人と無尽、疑獄と一人一殺、満州浪人、共産党大検挙、難波大助、軍縮時代、山と空に憧れた友、

それぞれの憧れ、薄汚れた東京、下請けと内職、国旗と公徳心、いけない質問、司法ファッショ、配属

将校と教練教師、ミルク・ホールの客たち、××および削除部分の謄写印刷、少年の関心、文章とは難

解なもの、戦後の｢先がけ｣、東郷平八郎元帥の国葬、万世一系万邦無比、庶民の臭覚、人焉くんぞ廋さ

んや、｢オイチニ、オイチニ｣、コクタイメイチョウ、モダン兵舎、ソーシャル・ダンピング、民主的な

陸軍、｢相沢事件｣、東京音頭、自動車草創期、二・二六事件と民衆、奇妙な数日間、｢騒擾｣から｢叛乱｣

へ、｢兵に告ぐ｣、帰順の真相、一時の粛軍】[『昭和東京ものがたり』1・2(読売新聞社、1990)刊、『静

かなる細き声』＜山本七平ライブラリー16＞(文芸春秋、1997)収録、再刊『昭和東京ものがたり』1・2

＜日経ビジネス人文庫＞(日本経済新聞出版社、2010)] 

幕藩体制の富国論[｢江戸時代の産業知識人｣第 5 回]『Voice』春季増刊、1988.4.1[『江戸時代の先覚者た

ち』(PHP 研究所 1990)収録] 

｢衰亡論｣の流行[｢論点｣]『月刊自由民主』422、1988.4.15[『｢常識｣の落とし穴』(日本経済新聞社、1989)

収録] 

抽象的権利[｢Essay｣]『建設業界』37-4、1988.4.25[『日本人の土地神話』(日本経済新聞社、1990)収録] 

世界のなかで…『るんびにい』294～303、1988.4.1、6.1、7.1、8.1、9.1、10.1、11.1、12.1、1989.1.1、

2.1、3.1【エルサレムの味／“ユダヤの酒”考／過越の祭／オリエント料理／食物禁忌／パンが先か酒が

先か／カイロ流茶道／中東の発酵食品考／水と料理／民族の嗜好／酒は造っても……】[『人生につい

て』収録] 

｢暴力｣について[｢論点｣]『月刊自由民主』423、1988.5.15[『｢常識｣の落とし穴』(日本経済新聞社、1989)

収録] 

だれにもまねができない作品[｢第 19 回大宅壮一ノンフィクション賞発表 大宅賞選評｣]『文芸春秋』66-6、

1988.5.1 

非｢検知型｣間接税のすすめ[｢創刊十周年シリーズ企画｢日本の戦略｣第五回｣]『Voice』125、1988.5.1[『90

年代の日本繁栄への戦略－日米関係・税制・政治・教育』(PHP 研究所、1989.3.6)第３部に収録] 

アフガン撤退後をどう読む[｢コラム｣]『日経ビジネス』494、1988.5.9 

政治家の資質ない[奥野国土庁長官辞任に関する談話]『日本経済新聞』1988.5.14 
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日米の誤算[｢流れ｣]『地域開発ニュース』215、1988.5  

宗教を法律で裁くのは無理[｢自衛官合祀訴訟逆転判決｣]『日本経済新聞[夕刊]』1988.6.1 

“国際化”をやめるとき[｢特集 ひとの開国 ひとの鎖国｣]『Voice』126、1988.6.1[対談：長谷川三千子] 

ベトナムとアフガニスタン[｢論点｣]『月刊自由民主』424、1988.6.15[『｢常識｣の落とし穴』(日本経済新

聞社、1989)収録] 

柔軟な｢三教合一論｣[｢文化 日本人の文化水準 宗教意識｣]『読売新聞[夕刊]』1988.6.24 

権力と土木[｢Essay｣]『建設業界』37-6、1988.6.25[『日本人の土地神話』(日本経済新聞社、1990)収録] 

｢国際化｣の条件[｢OPINION 社会｣]『中央公論』103-7、1988.7.1[『｢常識｣の落とし穴』(日本経済新聞社、

1989)収録]  

京都商法｢石門心学｣の現代的意義[｢歴史に学ぶ｣]『Financial forum』1、1988.7.1 

戦後民主主義の空洞化 誤用乱用の氾濫のなかで空洞化する主義の末路[｢創刊十周年シリーズ企画｢日本

の戦略｣第七回｣]『Voice』127、1988.7.1[『90 年代の日本繁栄への戦略－日米関係・税制・政治・教育』

(PHP 研究所、1989.3.6)第 3 部に収録] 

山片蟠桃の町人朱子学[｢江戸時代の産業知識人｣第 6 回]『Voice』夏季増刊、1988.7.1[『江戸時代の先覚

者たち』(PHP 研究所 1990)収録] 

サーベイに見る日米関係[｢論点｣]『月刊自由民主』425、1988.7.15[『｢常識｣の落とし穴』(日本経済新聞

社、1989)収録] 

中国への三つの疑問[｢コラム｣]『日経ビジネス』501、1988.7.18[『｢常識｣の落とし穴』(日本経済新聞社、

1989)収録] 

人間労働の価値を再考する[巻頭言]『ESP』275、1988.7.20 

｢日本の社会は軍隊の組織と同じだ｣[深田祐介の｢新日本人事情｣]『週刊現代』30-30、1988.7. 23[対談：

深田祐介][｢曖昧な形式主義 変わらぬ価値観がある｣と改題『新日本人事情』＜深田祐介田対談集＞(講

談社、1988.11.30)収録] 

ある下級将校の復員体験『文芸春秋』66-10、1988.8.1[増補版『ある異常体験者の偏見』(さくら舎、2024)

収録] 

イラン・イラク戦争の終焉[｢論点｣]『月刊自由民主』426、1988.8.15[『｢常識｣の落とし穴』(日本経済新

聞社、1989)収録] 

日本人の国際化を考える[講演速記録]『労働法学研究会報』39-30[1710]、1988.8.19 

ある下級将校の復員体験『文芸春秋』66-10、1988.8.20[増補版『ある異常体験者の偏見』(さくら舎、2024)

収録] 

キリシタンの科学と日本の文化[｢Essay｣]『建設業界』37-8、1988.8.25[『日本人の土地神話』(日本経済

新聞社、1990)収録] 

*感覚の違いを旅に学ぶ『みやこさろん』1988.夏[『これからの日本人』＜山本七平ライブラリー11＞(文芸

春秋 1997)収録] 

服装雑感[｢ずいひつきこう｣]『社会保険』39-9、1988.9.1 

こわい話[｢OPINION 社会｣]『中央公論』103-9、1988.9.1[『｢常識｣の落とし穴』(日本経済新聞社、1989)

収録] 
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あいまい日本 悲劇と喜劇『This is』5-9、1988.9.1[対談：西尾幹二][『思想の出現 西尾幹二対談集』(東

洋経済新報社、1994)収録] 

生活レベル競争の時代[｢論点｣]『月刊自由民主』427、1988.9.15[『｢常識｣の落とし穴』(日本経済新聞社、

1989)収録] 

国際化時代の帝王学－独自の日本人論から時代の経営哲学を語る－『Chamber』414、1988.9.20 

重大な錯覚[｢流れ｣]『地域開発ニュース』217、1988.9  

一つの仮説[｢OPINION 社会｣]『中央公論』103-10、1988.10. 1[『｢常識｣の落とし穴』(日本経済新聞社、

1989)収録] 

文化文政の自由経済学[｢江戸時代の産業知識人｣第 7 回]『Voice』秋季増刊、1988.10.1[『江戸時代の先覚

者たち』(PHP 研究所 1990)収録]『日経ビジネス』1988.1.4 

｢田沼意次･リクルート･庶民｣を読む 賄賂と日本人『宝石』16-10、1988.10.1 

｢元号廃止論｣の虚構[｢論点｣]『月刊自由民主』428、1988.10.15[『｢常識｣の落とし穴』(日本経済新聞社、

1989)収録] 

本多利明と火薬による土木工事考[｢Essay｣]『建設業界』37-10、1988.10.25[『日本人の土地神話』(日本

経済新聞社、1990)収録] 

｢大国｣日本の恍惚と不安[｢特集｢大国の興亡｣日本の場合｣]『諸君!』20-11、1988.11.1[座談会：細見卓、両

角良彦] 

｢民ヲ罔スルコト｣なかれ[｢OPINION 社会｣]『中央公論』103-11、1988.11. 1[『｢常識｣の落とし穴』(日本

経済新聞社、1989)収録] 

池田大作問題と異端『文芸春秋』66-13、1988.11. 1 

外国人労働者問題に思う[｢論点｣]『月刊自由民主』429、1988.11.15 

社会に適用すると不合理になる法[｢コラム｣]『日経ビジネス』512、1988.11.21[『｢常識｣の落とし穴』(日

本経済新聞社、1989)収録] 

ユダヤから盗め詳細な契約をすべて遵守する[｢外国人ビジネスマンの弱点｣]『ビジネス・インテリジェン

ス』2-12、1988.12.1[｢排他的日本人にならないために｣と改題『日本はなぜ外交で負けるのか』(さくら

舎、2014)収録]  

学ぶということ[｢創刊十周年シリーズ企画｢日本の戦略｣第十二回｣]『Voice』132、1988.12.1[｢｢単一被教

育民族｣からの脱却｣と改題『90 年代の日本繁栄への戦略－日米関係・税制・政治・教育』(PHP 研究所、

1989.3.6)第３部に収録] 

情報の国際化と日本人『FINIPED』59、1988.12.10[鼎談：大来佐武郎、渡辺茂] 

全斗煥前大統領の落郷[｢論点｣]『月刊自由民主』430、1988.12.15 

にわか土木技士[｢Essay｣]『建設業界』37-12、1988.12.25[｢にわか土木技師｣と改題『日本人の土地神話』]

日本経済新聞社、1990)収録] 

｢太平元禄｣の演出者、将軍綱吉の｢大いなる誤算｣『小説新潮』臨時増刊、1988.12. 25 
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1989(昭和 64・平成元)年 

土地神話『季刊大林』28、1989.1.1 

人望の条件[｢講演会レポート｣『レポート』25、1989.1.1  

｢日本の戦略｣を考える ｢庶民大国｣の不思議な活力『Voice』133、1989.1.1[座談会：高坂正堯、長谷川慶

太郎][『90 年代の日本繁栄への戦略－日米関係・税制・政治・教育』(PHP 研究所、1989.3.6)第４部に

収録] 

山片蟠桃と｢米の自由化｣[｢江戸時代の産業知識人｣第 8 回]『Voice』新年増刊、1989.1.1[『江戸時代の先

覚者たち』(PHP 研究所 1990)収録] 

座談会『昭和』を振り返る『産経新聞』1989.1.10､11[座談会：関嘉彦、曽野綾子] 

守成の難かしさ 何を守り、捨てるか[｢昭和そして来るべき時代｣]『日本経済新聞』1989.1.10 

｢天皇の戦争責任｣発言について[｢論点｣]『月刊自由民主』431、1989.1.15 

教育勅語守った守成の人[｢私にとっての天皇｣]『Newsweek』4-3 臨時増刊、1989.1.15 

日本人の意識構造と｢天皇｣『週刊現代』31-4 緊急増刊、1989.1.26 

｢投機｣と｢投資｣は峻別せよ[｢コラム｣]『日経ビジネス』517、1989.1.30 

真の問題点[｢流れ｣]『地域開発ニュース』219、1989.1  

昭和の教訓[｢論点｣]『月刊自由民主』432、1989.2.15 

憲法という青写真と実態[｢提言｣]『先見経済』1996、1989.2.20 

｢遺題｣がもたらした発展[｢Essay｣]『建設業界』38-2、1989.2.25[『日本人の土地神話』(日本経済新聞社、

1990)収録] 

後世史家への｢宿題｣ 二・二六将校はなぜ許されなかったか『諸君!』21-3、1989.3.1[｢昭和天皇はなぜ｢憲

法絶対｣にこだわったか｣と改題『戦争責任は何処に誰にあるか』(2016、さくら舎)収録] 

“万世一系”の歴史心理『中央公論』104-3、1989.3.1[対談：三浦朱門] 

平成への最大の贈り物[｢大いなる昭和｣]『文芸春秋』67-4、1989.3.1[『大いなる昭和－昭和天皇と日本人』

＜文春文庫＞(文芸春秋、1996)収録] 

政治が覚悟すべきこと[｢論点｣]『月刊自由民主』433、1989.3.15 

｢昭和｣から｢平成｣に送る教訓[特別寄稿]『宝石』17-3、1989.3.1 

｢豊かさ｣の中の生き方[第一部会報告]『改革者』30-1、1989.4.1＜OK 

｢豊かさ｣の中の生き方[第一部会報告討論]『改革者』30-1、1989.4.1 [討論：柿木健一郎、市川昭午、入江

隆則、加藤諦三] 

真藤｢陽明学｣と渋沢｢論語｣[｢特集 教養主義の逆襲｣]『新潮 45』8-4、1989.4.1  

油(あぶら)の日本史[｢シリーズ企画－いま日本のエネルギー考える｣]『中央公論』104-4、1989.4.1[対談：

石井威望][『さんすい－いま日本のエネルギーを考える』(電気事業連合会、1990)収録] 

三代の御大喪－明治・大正・昭和天皇の葬儀－民族性と国際性『文芸春秋』67-5、1989.4.1 

｢平和部隊｣を発見せよ『Voice』136、1989.4.1[対談：天谷直弘] 
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藩際経済の｢国富論｣[｢江戸時代の産業知識人｣第 9 回]『Voice』春季増刊、1989.4.1[『江戸時代の先覚者

たち』(PHP 研究所 1990)収録] 

東京ガス世襲人事 どこに公私の垣根 ｢公益こそ｣の声 競争原理生かす工夫を『日経産業新聞』1989.4.4 

逆効果を招いた｢保険料｣[｢コラム｣]『日経ビジネス』522、1989.4.10 

自由世界への義務  [｢論点｣]『月刊自由民主』434、1989.4.15 

｢お手伝い｣でインフラ整備[｢Essay｣]『建設業界』38-4、1989.4.25 

[｢幸之助氏死去｣について談]『日本経済新聞』1989.4.28 

エネルギー事情いろいろ[｢流れ｣]『地域開発ニュース』220、1989.4  

著者に聞く 社会的通念に疑問を投げかける『｢常識｣の落とし穴』を書いた山本七平氏[｢BOOKS｣]『近代

中小企業』24-6、1989.5.1 

完成された二作品[｢大宅壮一ノンフィクション発表 大宅賞選評｣]『文芸春秋』67-6、1989.5.1 

｢政治｣とは何か[｢論点｣]『月刊自由民主』435、1989.5.15 

長い村の郷愁[｢川を歩く 吉野川｣]『Front』1-9、1989.6. 1 

昭和の終わり、この後に来るもの『先見経済』34-6、1989.6.5 

論争好きギリシアと審議拒否の国[｢コラム｣]『日経ビジネス』528、1989.6.12 

審議放棄の野党と日本のマスコミ[｢論点｣]『月刊自由民主』436、1989.6.15 

ピラミッドと登呂遺跡水田の測量法[｢Essay｣]『建設業界』38-6、1989.6.25[『日本人の土地神話』(日本

経済新聞社、1990)収録] 

表現の本質[｢流れ｣]『地域開発ニュース』221、1989.6 [『これからの日本人』＜山本七平ライブラリー11＞

(文芸春秋 1997)収録] 

昭和の不倒翁 松下幸之助『Voice』139、1989.7.1 

封建制と郡県制[｢江戸時代の産業知識人｣第 10 回]『Voice』夏季増刊、1989.7.1[『江戸時代の先覚者たち』

(PHP 研究所 1990)収録] 

中国の｢閥｣と日本の｢派閥｣[｢論点｣]『月刊自由民主』437、1989.7.15 

｢三流政治｣と｢茶の間の正義｣ 倫理のお説教は始末に悪い[｢巻頭提言｣]『現代』23-8、1989.8.1 

『論語』の魅力、孔子の魅力[｢特集 ｢論語｣ 現代を生きる知恵｣]『プレジデント』27-8、1989.8.1 

一点に目を奪われ過ぎるな[｢コラム｣]『日経ビジネス』533、1989.8.14 

自民党の敗北と政治の｢空白｣[｢論点｣]『月刊自由民主』438、1989.8.15 

経済政策の基本は昔も今も変わらず[｢Essay｣]『建設業界』38-8、1989.8.25[『日本人の土地神話』(日本

経済新聞社、1990)収録] 

三分の侠気[｢流れ｣]『地域開発ニュース』222、1989.8 

世界のマツシタを築きあげたのは｢無理をせなんだ｣正攻法経営[｢松下に学ぶ｣]『オール生活』44-9、

1989.9.1 

マドンナ旋風とお灸－政治の流れは変ったか[｢緊急特集 自民党政治の寿命｣]『Voice』141、1989.9.1 
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『孫子』の兵法に学ぶ[｢論点｣]『月刊自由民主』439、1989.9.15 

世界に例のないほど早くから官僚制度を発達させた国､中国｡この国が近代化に向けてもつ問題は

『Communication』4-21、1989.9 [座談会：大庭脩、吉田光邦] 

評釈『日本人とは何か』『週刊ポスト』21-37、1989.9.29 

ビデオだけの部屋[｢特別随筆｣]『小説宝石』22-11、1989.10.1 

戦後教育が｢宮崎｣をつくった[｢特集 人生｢死の行進｣よ さようなら｣]『新潮 45』8-10、1989.10.1 

和算家の列島改造論[｢江戸時代の産業知識人｣第 11 回]『Voice』秋季増刊、1989.10.1[『江戸時代の先覚

者たち』(PHP 研究所 1990)収録] 

失敗の歴史に学ぶ[｢論点｣]『月刊自由民主』440、1989.10.15 

本多利明と江戸の町不燃化構想[｢Essay｣]『建設業界』38-10、1989.10.25 

*人生観におとされた昭和の影『鐘』1＜大阪女性文芸研究会＞、1989.10 [『これからの日本人』＜山本七

平ライブラリー11＞(文芸春秋 1997)収録]  

国々の消長[｢流れ｣]『地域開発ニュース』223、1989.10 

｢国、固有の文化｣の相互理解[｢ 展望台｣]『かんぽ資金』138、1989.11.1 

｢一揆｣と｢派閥｣と｢民主主義｣『Voice』143、1989.11.1[対談：Ｇ.クラーク] 

｢油断なふ国を養ふ｣とき[｢論点｣]『月刊自由民主』441、1989.11.15 

山本七平､ピッツバーグでアメリカ人学生に説く[各種講演の抄録]『週刊ポスト』21-44、1989.11.17 

朝令暮改、社会党の新税制法案[｢コラム｣]『日経ビジネス』542、1989.11.20 

天皇－その位置を考え直す『仏教別冊』2、1989.11.25[対談：吉本隆明][『＜非知＞へ－＜信＞の構造「対

話篇」』(春秋社、1993)収録]  

1 パーセントの違いと強調[｢ 展望台｣]『かんぽ資金』139、1989.12.1 

新・隠居生活の勧め[インタビュ、｢時代を聞く｣]『日経産業新聞』1989.12.9 

冷戦の終結と｢終戦処理｣[｢論点｣]『月刊自由民主』442、1989.12.15 

談合考[｢Essay｣]『建設業界』38-12、1989.12.25 

1990(平成 2)年 

私の愛蔵本『新約全書』[グラビア]『季刊アステイオン』15、1990.1.1 

絶えざる改良の精神を[｢経営者への提言｣]『そめとおり』469、1990.1.1 

絶えざる改良の精神[｢経営者への提言｣]『中部財界』33-1、1990.1.1 

脱亜入欧の先覚者・本多利明『Voice』新年増刊、1990.1.1[『江戸時代の先覚者たち』(PHP 研究所 1990)

収録] 

若者たちが新興宗教に走る｢症候｣をこう解く『週刊ポスト』22-2、1990.1.5[対談：ひろさちや] 

父子二都物語[山本七平・良樹の往復書簡]『週刊ポスト』22-3､5､7､9､11､13､15､17､19～21､23､25､27､29､
31､33､35､37､45、1990.1.19、2.2､9､16、3.2､16､30、4.13､27、5. 11・18、6.1､15､29、7. 13､27、8.3､
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10・17､31、9. 14､28、11. 23【在米七年、ニューヨークで詩を書くということは／半世紀前､戦時中で

禁欲的だった私の学生時代／｢少数民族｣がソビエトを分裂させるなら｢多民族国家｣アメリカがたどる

道は……／暴力､麻薬､ホームレス…アメリカの伝統文化を知らねば理解できない問題なのか／｢最富

国｣の日本人が求める｢富｣とは、飲めば飲むほど渇く “地獄の水”なのか／南アが｢最大のおとくい・日

本人｣に与える称号｢名誉白人｣の無価値／日米｢構造｣論争｣はもはや経済を離れ｢神学論争｣ではないの

か／ごく普通のアメリカ人の｢内的規範｣はいまどうなっているのか教えてほしい／｢知足安分社会｣と

｢競争至上社会｣アメリカにはそれを選択する自由がある／いまは昔、日本にも良樹が NY で住んでいる

ような｢ご町内
ネ イ バ ー

｣があった／良樹の引越しに思う？人間とは無駄なエネルギーを費やすアホなものなり

／アメリカがアラブ化しているのか、アラブがアメリカ化しているのか不思議な時代になった／日本の

26 倍の国土のアメリカだがニューヨークの家賃は東京より高い謎ときは？／日本人が抱くアメリカ像

もアメリカ人が抱く日本像も｢実
まこと

らしき虚言
そ ら ご と

｣)／｢経験｣こそ｢実｣らしき｢虚言｣を見破ることができる／

二十世紀は残る十年で人類の三大災禍戦争､疫病､飢餓を克服できるだろうか／アメリカのサウジ出兵

の目的は果たして原油の確保のためだろうか／｢原油の確保｣の大義名分に｢人間の正義は汚れた下着に

すぎない｣の言葉を想起する／良樹よ、あの戦争が終わって 45 年“とにかく生きる”という原点に立ち返

るべき時が来た】[加筆して、『父と息子の往復書簡 東京－ニューヨーク』(日本経済新聞社、1991)、再

刊(山本書店、2003)] 

｢崩壊｣のあとに来るもの[｢論点｣]『月刊自由民主』443、1990.1.15 

[談話、本島長崎市長狙撃事件｢識者こう思う｣]『日本経済新聞』1990.1.19 

豊かさの価値[｢流れ｣]『地域開発ニュース』224、1990.1 [『これからの日本人』＜山本七平ライブラリー

11＞(文芸春秋 1997)収録] 

修正共産主義の可能性『中央公論』105-2、1990.2.1 

世界史に登場した｢無自覚の巨人｣『文芸春秋』68-3、1990.2.1 

理想と現実､そして政治[｢論点｣]『月刊自由民主』444、1990.2.15 

｢貞永式目｣以来の土地信仰[インタビュ｢大東京圏の地価と住宅｣]『週刊東洋経済』4910、1990.2.17 

派手は求めず｢管理職首相｣[インタビュ、｢経営 この人と五分｣]『日経産業新聞』1990.2.20 

日本人の土地神話『週刊東洋経済』、1990.2、3、4、5、6、7、8、9.29【1 土地私有を公認した源頼朝、2

貨幣経済で崩壊した幕府の基盤、3 南北朝時代に崩れた地頭の土地支配、4 土地売却を拒絶する意識構

造、5 不動産信仰を生んだ公平・安定志向、6 合理性なき土地への執着】[『日本人の土地神話』(日本

経済新聞社、1990.12.13)刊] 

『貞観政要』は反面教師? [｢Essay｣]『建設業界』39-2、1990.2.25 

｢愚なるが如くにして賢｣の民衆 [｢論点｣]『月刊自由民主』445、1990.3.15 

日本人は昔から金儲けが大好き 数学の発達もソロバン勘定から[｢サライ・インタビュ｣、インタビュア田

沢拓也]『サライ』2-6、1990.3.15 [サライ編集部編『黄金の時代 サライ・インタビューブック』＜サ

ライブックス＞(小学館、1995.4.20)収録] 

風土と緑[｢流れ｣]『地域開発ニュース』225、1990.3 

ソ連共産党独裁放棄への長き道のり『中央公論』105-4、1990.4.1[対談：木村浩] 

歴史が生んだ企業集団[インタビュ、｢グループ企業は今… what’s 三井]『日本経済新聞』1990.4.1 

｢藩営｣総合商社論の栄光と悲劇『Voice』春季増刊、1990.4.1[『江戸時代の先覚者たち』(PHP 研究所 1990)

収録] 
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幕府衰亡論に学ぶ [｢論点｣]『月刊自由民主』446、447、1990.4.15、5.15 

歴史の中の女性『労働時報』43-4、1990.4.15[対談：佐藤ギン子] 

家康が見出した土木の天才[｢Essay｣]『建設業界』39-4、1990.4.25 

ボーダレス時代における情報と外交を考える『FINIPED』64、1990.4.30[座談会：下村満子、平泉公雄、

本野盛幸] 

自由主義に勝る体制はあるか 共有共働のキブツも資本主義にささえられている『This is 読売』1-2、

1990.5.1 

創造の時代と地域文化の伝承[1990.1.26 講演要旨(於 21 世紀情報化フォーラム in さいたま)]『いっとじ

ゅっけん』35-5、1990.5.1 

乱世を生き、天下を取る、とは[｢特集 ｢三国志｣の戦略｣]『プレジデント』28-5、1990.5.1 

取材作品[｢第 21 回大宅壮一ノンフィクション発表 大宅賞選評｣]『文芸春秋』68-6、1990.5.1 

文珍の美女美男丸かじり[｢連載対談｣]『サンデー毎日』69-21、1990.5.20[対談：桂文珍][ ｢日本人、実に

面白い民族ですねえ｣と改題、桂文珍『浪花友あれ』(毎日新聞社、1990)収録] 

糧の源泉[｢流れ｣]『地域開発ニュース』226、1990.5 

だましだましの日米摩擦[｢特集 黄昏のアメリカ｣]『Voice』150、1990. 6.1[対談：飯田経夫] 

親の逃げの姿勢に問題 十分な話し合いが第一歩[｢家庭・地域 学びの場｣]『日本経済新聞』1990.6.2 

イデオロギー的人口国家の低落[｢論点｣]『月刊自由民主』448、1990. 6.15 

日本人の本音語る｢加上論｣、他国を説得できぬ理由、江戸期の著作にカギ[インタビュ、｢知求探検｣]『日

本経済新聞』1990.6.23 

｢大坂の陣｣の勝敗と土木[｢Essay｣]『建設業界』39-6、1990. 6.25 

民族とは何か『サンサーラ』1-1～5、1990.7.10、8.10、9.10、10.10、11.10【1 日本人の異質性と同質性、

2 スルタンガリエフ主義、3 普遍主義と二重基準、4 民族と普遍主義、5 アラブ人と民族】[『民族とは

何か』(徳間書店、1992)収録] 

文化的秩序形成のノウハウ[｢論点｣]『月刊自由民主』449、1990.7.15 

子孫を含めての利己[｢流れ｣]『地域開発ニュース』227、1990.7 [『これからの日本人』＜山本七平ライブ

ラリー11＞(文芸春秋 1997)収録] 

幕末維新のケインズたち－横井小楠と由利公正の思想『Voice』152、1990.8.1[『江戸時代の先覚者たち』

(PHP 研究所 1990)収録] 

二一世紀を睨む｢帝王学｣とは何か『プレジデント』28-8、1990.8.1[対談：柳平彬] 

平成時代を拓くリーダーの条件－変革期のリーダーシップ『Will』9-8、1990.8.1[｢指導者の条件｣と改題

『指導者の条件』＜山本七平ライブラリー 5＞(文芸春秋、1997)収録] 

中東に関する基礎知識の欠如[｢論点｣]『月刊自由民主』450、1990.8.15 

村落名望家の治水事業[｢Essay｣]『建設業界』39-8、1990.8.25 

ぢかどらまえ[｢随筆紀行｣]『社会保険』41-9、1990.9.1 

日本人の土地神話『週刊東洋経済』4945～4950、1990.9.1､8､15､22､29、10.6【1 土地の私有を公認した

源頼朝と鎌倉幕府、2 貨幣経済で崩壊した幕府の基盤、3 南北朝時代に崩れた地頭の土地支配、4 土地
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売却を拒絶する意識構造、5 不動産信仰を生んだ公平・安定志向、6 合理性なき土地への執着】[『日本

人の土地神話』(日本経済新聞社、1990.12.13)刊] 

アラブの伝統と文化 [｢論点｣]『月刊自由民主』451、1990.9.15 

備蓄[｢流れ｣]『地域開発ニュース』228、1990.9 

現代に生きる｢原理主義｣ 民族と宗教、その生活習慣をめぐって－『月刊アーガマ』115、1990.10.1[対談：

山折哲雄] [山折哲雄『いのちの旅』＜山折哲雄対話集＞(現代書館、1997)収録] 

これからの日本人の生き方『そんぽ予防時報』臨時増刊、1990.10.1 

後継者の選定と健康[｢葦の風｣]『東海総研マネジメント』27、1990.10. 1 

｢自然｣の思想にみる他力の人間学『歴史街道』特別増刊、1990.10.1[『宗教について』(PHP 研究所、1995)

収録、｢｢自然な行き方｣を尊ぶ｣と改題『池田大作と日本人の宗教心』(さくら舎、2017)収録]] 

井戸塀政治家となった村落名望家一大土木工事に投じた私財『建設業界』39-10、1990. 10.25 

幕末から平成の百二十年 新しい時代へのパイロット・プラント[｢文化の視点｣]『社会保険』41-11、1990.11. 1 

宗教戦争に深入りするな [｢緊急特集 ペルシヤ湾危機と日本 迫られる戦後政治の総決算 通用しなくな

った日本の論理をどう再構築するのか｣]『Voice』155、1990.11.1 

1991(平成 3)年 

満州事変に学ぶものは『日本経済新聞』1991.9.15[対談：伊藤隆] 

1992(平成 4)年 

｢幸福｣と｢科学｣の間『文芸春秋』70-1、1992.1.1[『宗教からの呼びかけ』(山本書店、2000)収録] 

一出版人の人生論 語りおろし半世紀『Voice』特別増刊＜山本七平追悼記念号＞、1992.3.1 

自然の理法に従う経営『Voice』特別増刊＜山本七平追悼記念号＞、1992.3.1[対談：松下幸之助] 


